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茨城県は,霞ケ浦をはじめ利根川,那珂川など水資源に恵まれて

おり,そ の有効活用が望まれていますが,(仮称)水戸浄水場は,

那珂川の水を県中央部の地域住民の生活用水として,供給が図られ

るところです。浄水場の建設は,県企業局によって水戸市田谷町内

において進められており,その建設予定地内に白石遺跡は所在して

おります。

財団法人茨城県教育財団は,県企業局と埋蔵文化財発掘調査事業

について委託契約を結び,平成 2年 4月 から平成 3年 9月 まで発掘

調査を実施いたしました。

本書は,白石遺跡の調査成果を収録したものでありますが,今回

の調査により,中世の館跡の全容を把握することができ,良好な研

究資料を収録することができました。本書が,郷上の歴史の理解を

深め,ひいては教育・文化の向上の一助として,活用されることを

希望いたします。

なお,発掘調査及び整理を進めるに当たり,委託者である県企業

局からいただいた御協力に対し心から感謝申し上げます。

また,茨城県教育委員会,水戸市教育委員会をはじめ,関係各機

関及び関係各位から御指導,御協力いただいたことに,衷心より感

謝の意を表します。

平成 5年 3月

財団法人 茨城県教育財団

理事長 儀  田   勇
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1 本書は,平成 2・ 3年度に茨城県企業局の委託により,財団法人茨城県教育財団が実施した

水戸市田谷町に所在する白石遺跡の発掘調査報告書である。
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3 本書の作成にあたり,中世陶磁器は国立歴史民俗博物館助教授小野正敏氏に,古代陶器は愛
知県陶磁資料館学芸課長柴垣勇夫氏に,館の縄張りは中世城郭研究会三島正之氏,東京都立大

学講師藤本正行氏に御指導をいただいた。また,炭化豆の同定については,農林水産省農業生

物資源研究所の江川宜伸氏に依頼し,分析結果の報告をいただいた。炭化材の分析については,

パリノ・サーブェイ株式会社に委託した。

4 本書に使用した記号等については,第 4章第 1節の 2の項を参照されたい。
5 発掘調査及び出土遺物の整理に際して御指導・御協力を賜った関係各機関並びに関係各位に

対し,深 く感謝の意を表します。

6 遺跡の概略

遺  跡  名 白石遺跡
フ リ ガ ナ シライシイセキ

百
四 題 (仮称)水戸浄水場予定地内埋蔵文化財調査報告書

シ リ ー ズ 茨城県教育財団文化財調査報告第82集

著 者 樫 村 宣 行

編 集 機 関 財団法人 茨城県教育財団

発 行 機 関 財団法人 茨城県教育財団

住 所 〒310 茨城県水戸市見和 1丁目356番 2号

発  行  日 1993(平成 5)年 3月 31日

所 収 遺 跡 市 町 村 |コ ー ド 1北  緯 1東  経 1標  高
白 石 遺 跡 水戸市  1 08201221 1 36° 25/26〃  1 140° 27′ 40″ 1 32.904m

所 収 遺 物 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物

白 石 遺 跡

縄文 (中期),古墳 (後期)

奈良・平安,中世 (鎌倉

～戦国)

住居23軒,掘立柱建物14

棟,堀10条,溝17条,地

下式墳30基,土坑299基

土器,石製品 (臼,砥石),

木製品(盆,櫛,皿),石器 ,

金属製品 (古銭,刀子)
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第 立早 調 査 経 緯

第 1節 調査に至る経過

(仮称)水戸浄水場は,那珂川左岸の那珂台地上に平成 5年の完成を目指し,建設が進められ

ている総面積222,000m2の近代的な大型浄水場である。昭和59年に,茨城県企業局は安定した水

源としての那珂川の水を県中央部の水戸・勝田・那珂湊市など3市 8町 2村に対し,水質的に安

全な生活用水を供給するという目的で,浄水場の建設を計画した。

工事に先立ち,昭和63年12月 8日 ,県企業局は茨城県教育委員会に建設予定地内における埋蔵

文化財の有無について照会した。県教育委員会は,直ちに建設予定地の水戸市・那珂町教育委員

会と埋蔵文化財の有無及びその取り扱いについて協議した。その結果,水戸市側に白石遺跡が所

在するとの確証を得,県教育委員会は,県企業局に自石遺跡が所在する旨の回答をした。平成元

年 4月 18日 より,県教育委員会は県企業局の依頼を受け,白石遺跡の確認調査を実施し,遺跡の

範囲を確認した。平成元年 6月 9日 ,県教育委員会と県企業局は文化財保護の立場から,白石遺

跡の取り扱いについて協議を重ねたが,現状保存が困難なため,記録保存の措置を講ずることと

なった。そして,県教育委員会は,調査機関として茨城県教育財団を紹介した。茨城県教育財団

は,県企業局と埋蔵文化財発掘調査に関する業務委託契約を結び,平成 2年 4月 1日 から,白石

遺跡の発掘調査を実施することとなった。

第 2節 調査経過

白石遺跡の発掘調査は,平成 2年 4月 1日 から平成 3年 9月 30日 までの 1年 6ケ月にわたって

実施した。以下,調査経過について,その概要を月ごとに記述する。

平成 2年度

4  月 6日 から調査のための諸準備を行った。26日 ,調査の安全を祈つて,鍬入れ式を挙行

し,遺跡内の伐開作業を開始した。

5  月 伐開作業を完了後ぅグリッドとトレンチを併用して試掘を開始した。遺構は,溝や土

坑等を確認し,土師器や陶磁器片等の遺物が中心に出土した。その他,表面観察で確

認できた土塁を伴う「 ¬」状の落ち込みは, トレンチ試掘によって,幅 6m,深 さ

4m程の箱堀 (第 1号堀)であることを確認した。

6  月 調査の結果,中世館跡と縄文,古墳,奈良 。平安時代の集落跡の複合遺跡であること

を確認し,重機による表土除去の準備をすすめた。それと同時に,表面観察できた積

-1-
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石状の塚 (TM-1)の調査を開始した。20日 からは,調査区北端部から重機による

表土除去とそれに並行して,遺構確認作業を開始した。

月 遺構確認作業により,住居跡,土坑,堀,井戸等を確認した。特に,第 1号堀は一辺

165mで「□」状に廻ることから方形館跡であることを確認した。また,内郭部は堀

や土坑が複雑で,遺構確認に困難を極めた。31日 ,住居跡の調査を開始した。

月 1日 ,茨城県建設技術公社によって,基準杭打ちを始めた。第 1号堀は,覆上が多量

で人力で掘ることは困難であると判断し,人力と重機を併用することにした。第 1号

堀の西部が調査区外であったので,県企業局,文化課,教育財団の三者協議の結果,

拡張して調査をすることとなった。

月 引き続き,第 1・ 3・ 9号住居跡,第 1号堀の調査を進め, 4日 からは,土坑調査も

開始した。第 1号堀の上層断面図は,作成に当たって危険が伴うので写真実測を行っ

た。第 9号住居跡からは,盆や櫛等の木製品が出上した。17日からは,第 1号堀の西

部 (拡張部)の重機による表土除去を開始した。

月 堀内からは,内耳鍋片や陶磁器片が出土し,館の構築年代を知る上で貴重な資料とな

った。住居跡の調査がほぼ完了し,第128～160号土坑,第 3・ 4・ 10・ 11・ 15号堀・

溝を中心に調査を進めた。

月 引き続き,第161～254号土坑,第 1号掘立柱建物跡,第 2・ 5。 7・ 13・ 17号堀・溝

の調査を実施した。

月 第 1・ 2・ 3号掘立柱建物跡の調査を27日 まで実施し,翌 28日 から1月 7日 まで年末

年始の休業日とした。

月 9日 ,第 1・ 2・ 3号堀の平面図を写真実測で作成した。

月 郭内の土坑及び小竪穴状遺構,地下式墳の調査を進めた。

月 2日 ,現地説明会を開催し,遺構・遺物を一般公開した。 4日からは,補足調査を開

始した。26日 から安全対策として,堀や深い土坑を重機で埋め戻し,31日 には,平成

2年度分の調査を完了した。

1

2

3

平成 3年度

4  月 5日 ,調査の準備を進め,12日 からグリッドによる試掘を開始した。

5  月 調査区内は,撹乱を受けていたが試掘の結果,住居跡等を確認することができた。

6  月 5日 から重機による表土除去を開始し,並行して遺構確認作業を行った。住居跡や掘

立柱建物跡等の遺構を確認した。

月 第 2・ 5～ 9号住居跡 〈H区〉,第87号土坑 〈H区〉調査を開始し,土師器の甕,不や

須恵器の不,蓋等が出土した。
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月 第 3・ 4・ 10。 11号住居跡 〈H区〉調査 と共に,第 1・ 2号溝 〈H区〉の調査を実施

した。

月 補足調査を実施した。24日 ,調査機材等の搬出と事務所の撤去を行い,30日 には,白

石遺跡の全ての調査を完了した。
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第 2章 位置と環境

第 1節 地理的環境

白石遺跡は,茨城県水戸市田谷町1,707番地ほかに所在する。

当遺跡の所在する水戸市は,県のほぼ中央部に位置し,市域は東西24.51km,南 北21.07kmで総

面積175.901m2で ぁる。東は東茨城郡大洗町,西は笠間市,南は東茨城郡内原町・同郡茨城町,

北は勝田市,那珂郡那珂町と接している。水戸市の人口は,246,921人 (平成 4年 3月 3日 現在)

である。当市は,江戸時代水戸徳川家の城下町として栄え,明治時代以後は県庁所在地として,

本県の政治,経済,文化の中心地として発展している。当市は交通の要衝で,常磐自動車道や国

道 6号が南西から北東に走っている。また,JR東日本常磐線の「水戸駅」は水戸線,水郡線の

起点ともなっており,駅周辺は,県内一の商業都市で市街地が広がっている。一方,市街地近郊

の台地は畑作農業も盛んに行われ,小珂川流域の低地は水田地帯となっている。

水戸市の地形は,北西から南東に流れる那珂川とその文流である桜川や涸沼川によって形成さ

れた沖積低地 (標高10m以下)と南西側の東茨城台地 (洪積層台地,標高20～ 30m),北西側は鶏

足山塊からの丘陵地 (標高60～ 200m),北東側の一部は那珂川左岸の那珂台地からなっている。

地質は,台地上では鶏足層を基盤とし,泥岩によって形成されている第二紀層の水戸層がその

上に堆積しており,さ らにその上に粘土・砂によって形成されている第四紀層の見和層,礫から

なる上市層,灰白色粘上の常総粘土層,そ して,関東ローム層の順で水平に堆積している。また,

低地では沖積谷を河川堆積物である砂礫が埋め,場所によっては有機質の黒色泥や車炭類似のも

のの堆積が見られる。

当遺跡は,水戸市街地の北西約2.5kmに あり,那珂川左岸の那珂台地南西端に所在しており,

遺跡の北東側と南東側には那珂川の支流である砂川が流れており,自然の要害をなしている。ま

た,遺跡及び北西側の台地は畑地や山林となっている。南西側は,那珂川流域の沖積低地が広が

り,稲作が盛んで水戸市の穀倉地帯になっており,台地と水田の比高は,約10mでぁる。

参考文献

水戸市史編纂委員会  『水戸市史 上巻』 1963年

那珂町史編纂委員会  明【珂町史 自然環境 。原始古代編』 1988年

蜂須紀夫  『茨城県 地学のガイド』 1986年
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第 2節 歴史的環境

水戸市には,原始・古代からの多くの遺跡が確認されている。奈良時代に書かれた「常陸国風

上記」には,大串貝塚のことが「平津ノ駅家ノ西一二里二岡アリ。名ヲ大櫛 トイウ。上古二人ア

リ。体極メテ長大キニ身ハ丘奎ノ上二居リテ,蜃ヲ採リテ食イキ。積乗リテ岡卜成リキ。…」と

あり,古代において貝塚の存在を知っていたようである。また,河内駅家のことが「郡ヨリ東北,

粟河ヲ換ミテ駅家ヲ置ク。其ノ南二当リテ泉,坂ノ中二出ヅ。…」と記載されている。中世には,

群雄割拠の中,常陸大揉氏,江戸氏,佐竹氏と領主が目まぐるしく変わって行った。江戸時代に

は,水戸は徳川35万石のお膝元でもあり,当時の建築物も数多く残されている。以下,「茨城県

遺跡地図」の中で報告されている水戸市・那珂町を中心に主な遺跡を時代別に概述する。

先土器時代の遺跡については,水戸市十万原遺跡 [39]がある。昭和38年に十万原二の沢の

台地上から刃器形石器が表面採集され,水戸市においても,先土器時代の人々が生活していたこ

とが分かった。その他,那珂町額田大宮遺跡の発掘調査では,細石刃文化を知るうえで貴重な

資料を得ている。

縄文時代になると,数多くの遺跡や遺物が確認されている。特に,水戸市十万原遺跡は,早期

から前期の遺跡として,ま た,大串貝塚は前期の貝塚として県内では著名である。また,アラヤ

遺跡 [2]では,大洞 BC式上器が出土しており,那珂川流域における縄文文化の終焉と弥生

文化の成立を考える上で,重要な遺跡となっている。その他,水戸市では当財団によって調査さ

れ,加曽利 E式上器を多量に出上した砂川遺跡 [19]を はじめ,早期から中期の上器を出土し

た烏蕩洸遺跳 [51]や妾生堂遺跳 [7],臀遺彿 [8],権境苫遺跳 [14],ふ紫商遺跳 [17]

などがある。那珂町では,東 木倉遺跡 [58],西木倉遺跡 [59],木倉遺閉 [63]な どがあり,い

ずれも加曽利 E式上器が出上している。

弥生時代の遺跡としては,中期の足洗式土器が出上した那珂町東木倉遺跡や水戸市元吉田分譲

地遺跡 [24]がある。足洗式土器を伴う住居跡が 3例 しか確認されていない現在,こ れらの遺

跡は貴重な遺跡となると言えよう。後期は,東中根式上器の散布が見られる水戸市平塚遺跡 [15]

をはじめ,十王台式上器を出土する水戸市十万原遺跡,阿川遺跡 [13],仲根遺跡 [6],堀遺

跡 [21],那珂町東木倉遺跡などがあり,いずれも那珂川河岸台地上に所在している。

古墳時代の遺跡としては,五領式上器が散布する水戸市邦渡里遺跡 [20],ニ ガサワ遺跡 [38]

宮塚遺跡 [42],後山田遺跡 [44],那珂町西木倉遺跡がある。その他,和泉式上器や鬼高式上器

を出土する遺跡として,水戸市中河内遺跡 [22],坪内遺跡 [18],那 珂町芦笠岩遺跡 [57]な

どがある。古墳では,国指定文化財である愛宕山古墳 [25]がある。同古墳は,全長148m,前

方部巾9眈1,高さ8m,後円部径84m,高さ10mの前方後円墳であり,茨城県においては石岡市
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の舟塚山古墳,常陸太田市の梵天山古墳に次ぐ大形古墳である。 6世紀に築造されたもので,那

珂国造初祖建借間命の推定墓である。 6世紀後半になると各地に有力豪族が生まれ,それらも古

墳を造るようになり群集墳が成立する。水戸市においても,安土星古墳群 [27],十万原古墳群

[39],権現山古墳群 [31],富士山古墳群 [16],那珂町戸古墳群 [64],西木倉古墳群 [61]等

が造られた。特に,富士山古墳群の中の前方後円墳が昭和36年に発掘され,調査の結果,墳丘に

一列の円筒埴輪を確認した。また,家形・武人・馬形などの埴輪も出土している。

奈良・平安時代の遺跡 としては,水戸市砂川遺跡,推農遺跡 [45],那珂町東木倉遺跡,福ケ
(叡う

平遺跡 [66]の ように庶民の集落以外に,公的建物跡も確認されている。例えば,長者山政庁跡

[34],台 渡里廃寺跡  [34],田谷廃寺跡 [35]が挙げられる。前二者は,同 じ台地上に位置

し,成立時期もほぼ同じである。発掘調査によって,台渡里廃寺からは9棟の建物跡が確認され,

素縁八葉花文中心同環二重式軒丸瓦や鋸歯文縁八棄花文式軒丸瓦,礎石等が出土している。また,

長者山政庁跡でも, 2棟の建物跡や台渡塁廃寺と同じ瓦,調 。庸に関係すると思われる「某郷某

里戸主某」の文字瓦が出上していることなどから那珂郡衡の推定地になっている。田谷廃寺は,

那珂川左岸の台地上にあり発掘調査により上壇や台渡里廃寺と同じ軒丸瓦が出上している。河内

駅家や台渡里廃寺との関係等多くの問題点もある。古墳においては,大化薄葬令以後横穴墓が増
(3"

加していった。水戸市では,権現山横穴群 [32]が江戸時代の書物である「新編常陸国誌」にお

いて紹介されている。同横穴群は,昭和37年学術調査がなされ,土師器,須恵器はもとより,切

子玉や金環等多 くの副葬品が出土している。

当遺跡に関係する城館跡については,少し詳しく記述してみる。平安時代中頃より,中央の中

・下級貴族は,受領として地方に任じ土着し,介や大縁という官職を得ている。10世紀になり,

平将門の乱を鎮めた平貞盛の甥維幹が常陸大縁になり,筑波郡を中心に勢力を持ち,大泳氏と称

し常陸平氏の中心となった。それに対し,前九年・後二年の役で軍功を得た源義家の弟新羅二郎

義光は常陸介に任じられた。その孫昌義は,佐竹氏を称し常陸源氏の中心となった。中世以降に

なると,こ の地域も戦乱が続き,多 くの城館跡が築かれ領地等複雑な様相を呈した。12世紀には,

那珂通泰が那珂西城 [67]を,弟の能通が戸村城 [62]を築き,佐竹氏の那珂川中流域の拠点と

なった。大泳氏は,八支族 (吉田・行方・鹿島・真壁・東条・下妻・小栗)の 1つ吉田摂津太郎

清幹に水戸の吉田に館を築かせた。さらに,13世紀に入って清幹の孫馬場資幹は水戸城を築き常

陸大像の北方拠点とした。また,14世紀には常陸大泳氏の家臣鍛治弾正貞国は河和田城を築いて

いる。ttt氏 は一族の白石七郎祐義に白石台城を築かせている。このように,那珂川を挟んで佐

竹氏と大縁氏は領地拡張を図り,鐸競り合いを繰り返していた。15世紀初頭,ついに佐竹家臣江

戸通房が大泳氏を一掃し,河和田城,水戸城を手に入れた。さらに,中頃には江戸家臣春秋駿河

守に長者山城 [36]を ,神生遠江守に神生館 [37]を築かせ,那珂川流域の守りを固めた。天正
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18年 (1590年),佐竹義宣は水戸城から江戸重通を追った。さらに,天正19年には鹿島・姻田など

大泳氏一族を誘殺して常陸国を統一し,水戸城に入城した。以後,慶長 7年 (1602年)出羽国に

国替になるまでの約10年間常陸国54万5800石を経営した。ついで,徳川頼房が入封し,御三家の

一つ水戸徳川家の基礎を作 り,明治に至るまで10代250年間水戸の地を治めた。

以上のように,先土器時代から江戸時代の生活の跡を伺い知ることができる。
※ 文中の [ ]の番号は,表 1,第 3図中の該当番号と同じである。

注・参考文献

1 茨城県教育委員会  『茨城県遺跡地図』 1990年

は�O～00eD～

“

o 水戸市史編纂委員会  『水戸市史』 1963年
は)水戸市教育委員会  『水戸市埋蔵文化財分布調査報告』 1984年
6)茨城県教育財団  『宮部遺跡・鹿の子遺跡 。砂川遺跡』 茨城県教育財団文化財調査報告
第16集 1982年

に)茨城高等学校史学部  『馬場尻遺跡』 1979年

茨城高等学校史学部  『馬場尻遺跡 A地点発掘調査概報』 1982年
9)～QOQO 茨城県  『茨城県史料 考古資料編―先土器・縄文時代』 1979年
は�Dlか00 那珂町史編纂委員会  明[珂町史 自然環境 。原始古代』 1988年
QO～QO 茨城県  『茨城県史料 考古資料編―弥生時代』 1991年
10～00 茨城県  『茨城県史料 考古資料編―古墳時代』 1974年
00 「那珂郡下国井村ノ溜池ノ傍ナル山涯ニアリ,天明 7年 (1787年)春士人也ヲ浚へ恨ヲ修ス
ル時二,岸二岩ヲ穿チケルニ,岩窟相並デアリ,各方 6尺バカリ,入ロニハ柱敷居ノ如クニ

彫テ,岩ヲ以テ戸 トス,内ハ空虚エテ,下ニハ小石ヲシキタリ,一方ヨリ行基焼 (須恵器)
ノ重ヲ出セリ,其他物アルコトナシ云」 (第 8巻 巻81墳墓「国井荒墳」)
とかなり詳しい説明がなされている。

“

OeD 新人物往来社  『日本城郭大系 4』  1979年
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表 1 白石遣跡周辺遺跡―覧表

中

号

図

番
遺 跡 名

遺 跡 の 時 代 中

号

図

番
遺  跡  名

遺 跡 の 時 代

先 縄 弥 古 奈 鎌 江 先 縄 弥 古 奈 鎌 江

1 袴 塚 遺 跡 ○ ○ 田 谷 廃 寺 跡 ○

2 ア ラ ヤ 遺 跡 ○ ○ 長 者 山 城 跡 ○ ○

3 長 者 山 遺 跡 ○ ○ 神 生 館 跡 ○

4 西 原 遺 跡

西 原 古 墳 群

○

○

エ ガ サ ワ 遺 跡

ニ ガ サ フ古 墳 群

○ ○ ○

○

5 古 士 巻 遺 跡 ○ 十 万 原 遺 跡

十 万 原 古 墳 群

○ ○ ○ ○

○6 仲 根 遺 跡 ○ ○ ○

7 安 土 星 遺 跡 ○ ○ 高 根 遺 跡 ○ ○

8 塙 遺 跡 ○ ○ 渡 里 町 遺 跡 ○ ○

9 下 宿 遺 跡 ○ 宮 塚 遺 跡 ○ ○ ○

藤 井 町 遺 跡 ○ 三 ッ児 塚 古 墳 群 ○

清 水 台 遺 跡 ○ ○ 後 山 田 遺 跡 ○ ○

南 台 遺 跡 ○ ○ ○ 推 農 遺 跡 ○ ○

阿  川  遺  跡 ○ ○ ○ 山  田  遺  跡 ○ ○ ○ ○
権 現 山 遺 跡 ○ ○ 前 山 田 遺 跡 ○ ①

平 塚 遺 跡 ○ ○ 金 剛 寺 遺 跡 ○ ○

富 士 山 遺 跡

富 士 山 古 墳 群

○ ○ ○

○

寺 山 遺 跡 ○ ○

成 沢 大 塚 遺 跡 ○ ○

小 原 内 遺 跡 ○ ○ ○ 馬 場 尻 遺 跡 ○ ○ ○

坪 内 遺 跡 ○ ○ ○ 山 田 古 墳 群 ○

砂  川  遺  跡 ○ ○ 開 江 宿 遺 跡 ○

邦 渡 里 遺 跡 ○ 大 久 保 遺 跡 ○

堀 遺 跡 ○ 山 田 窯 跡 群 ○

中 河 内 遺 跡 ○ 田 谷 城 跡 ○

下 荒 句 遺 跡

下 荒 旬 古 墳 群

○

○

戸 立 石 遺 跡 ○ ○

東 木 倉 遺 跡 ○ ○ ○

元吉田分譲地遺跡 ○ O 西 木 倉 遺 跡 ○ ○

愛宕山古墳 (群 ) ○ 立 石 古 墳 群 ○

堀 町 西 遺 跡 ① 西 木 倉 吉 墳 群 ○

安 土 星 古 墳 群 ○ 戸 村 城 跡 ○

大 井 下 古 墳 群 ○ 木 倉 遺 跡 ○ ○ ○

塚 山 添 古 墳 群 ○ 戸 古 墳 群 ○

清 水 台 古 墳 群 ○ 戸崎鹿島神社周辺遺跡 ○ ○ ○

権 現 山 古 墳 群 ○ 福 ケ 平 遺 跡 ○ ○ ○

権 現 山 横 穴 群 ○ 那 珂 西 城 跡 ○

小 原 内 古 墳 群 ○

台 渡 里 廃 寺 跡

長 者 山 政 庁 跡

○

○

◎ 白 石 遺 跡 O ○ ○ ○ ○
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第 1節 地区設定

白石遺跡の発掘調査を実施するに当たり,

遺跡及び遺構の位置を明確にするために調査

区を設定した。

当遺跡の地区設定はぅ日本平面直角座標第

Ⅸ系座標を用いて区画し,X軸 (南北)+

47,440m,Y軸 (東西)+56,360mの 交点を

基準点 として,東西 。南北各々40mずつ平

行移動して大調査区を設定した。更に,大調

査区を東西・南北に各々10等分 して,4m

方眼の小調査区を設定した。

大調査区は,北から南へ「A」 。「B」 。「C」

…,西から東へ「 1」 。「 2」 。「 3」 中●とし, 第 4図 調査区呼称方法概念図

「Al」 区。「B2」 区と表記した。小調査区も同様に北から南へ「a」 ・「b」 。「c」 中●町」,西から

東へ「 1」 。「 2」・「 3」 …°「 O」 と小文字を付し,位置を表示する場合は大調査区と合わせて,

「Albl」 区。「A2b2」 区のように表記した (第 4図 )。

33.2m ――

第 2節 基本層序

調査区西端中央部にテストピットを掘り,

基本土層の観察を行つた (第 5図 )。

第 1層 は,40～50cmの 厚さの耕作上であ

る。

第 2層は, 3～ 30cmの厚さのソフトローム

ヘの漸移層である。耕作による撹乱が入つて

おり,部分的に確認できる。

第 3層 は,10～ 20cmの厚さのソフトローム

層である。

第 4層は,50～ 70cmの厚さのハードローム

32.2  -―

第 5図 基本土層図
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層である。

第 5層は, 8～ 25cmの厚さでかなり締まりのあるハードローム層である。

第 6層は, 5～ 30側の厚さで鹿沼パミス層への漸移層である。第 5層 と鹿沼パミスの混合層で

ある。

第 7層 は,20cm前後の厚さの鹿沼パミス層で,ブロック状に層を形成している。

第 8層は,40～ 80cmの厚さで締まりと粘性のあるハードローム層である。明褐色を呈している。

第 9層は,層の中で一番硬質で明褐色を呈している。

住居跡等の遺構は,表上下50cm程 の第 3層上面で確認された。また,堀の底面は深いところで

第 9層まで達している。

第 3節 遺構確認

白石遺跡の現況は,南部が畑地で北部が山林であった。北部では,一辺160m程 の平面 L字状

を呈する落ち込みを確認した。その部分は古老によると「馬場」という言い伝えがあるとのこと

で,城館動の何らかの遺構であると考え,数ケ所に2m巾 のトレンチを入れ,堀であることを

確認した。また,南部ではゴボウ耕作等の撹乱により,土師器片や須恵器片の散布が見られた。

遺跡北側に隣接している田谷廃寺跡との関連遺構や同時期の集落跡の存在を考え,グ リッド法に

よる遺構確認調査を実施した。その結果,調査エリア全域に遺構が存在することがわかった。そ

こで,重機による表土除去を行い遺構確認作業を実施した。遺構確認作業は, トレンチャーや木

の根等の撹乱により困難を極めたが,住居跡23軒,土坑299基,掘立柱建物跡14棟,媚10条等を

確認した。

第 4節 遺構調査

遺構の調査は,次のような方法で実施した。

竪穴住居跡の調査は,長軸方向とそれに直行する方向に十字の上層観察用ベルトを設け,「四

分割法」で実施した。地区の名称は,北から時計回りに 1～ 4区 とした。また,重複が認められ

る場合には,切 り合いが把握できるような位置を考慮してベルトを設定した。土坑・井戸の調査

は,長軸を基準に「三分割法」で実施した。堀・濤の調査は,適宜な位置に土層観察用ベルトを

設定して実施した。

土層の観察については,色調,含有物,混入物の種類や量,粘性,締まり具合を観察し,分類

の基準とした。
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遺物の取り上げについては,住居跡,上坑,堀等の各区名と遺物番号,出上位置,レベル等を

記録して収納した。

遺構や遺物の平面実測は,水糸方眼地張り測量で行った。上層断面図や遺構断面図の実測は、

標高をもとに実測基準線を設定して行った。縮尺は,20分の 1を基本としたが,堀等は200分の

1で作成した。また,第 1・ 2・ 3号堀については,写真測量で実施した。

調査の記録方法は,土層断面写真撮影→土層断面図作成→遺物出土状況写真撮影→遺物出土状

況図作成→遺構平面写真撮影→遺構断面図作成→遺構平面図作成の順で行うことを基本 とした。

図面や写真に記録できなかったことや考察等については,そのつど野帳に記録し,こ れを調査記

録カードや遺構カードにまとめた。
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第 4章 遺構 と遺物

第 1節 遺跡の概要と遺構・遺物の記載方法

1 遺跡の概要
白石遺跡は,水戸市の北西部,那珂台地南西端の標高33m前後の台地上に所在 している。調

査区は,東西約1,700m,南北約2,700m,面積45,055m2でぁり,現況は畑地と山林である。

当遺跡は,江戸時代の『水府志料』に「土人白石の城と云伝ぶ,馬場のあと今に存す。一。」と

記述されており,当遺跡の字名が自石であること等から,水戸市史では白石台城の推定地 として

いる。また,調査区の西側約500m地点には田谷廃寺跡があり,寺院に関連する遺構・遺物も考

えられていた。今回の調査によって,当遺跡は縄文時代,古墳時代から平安時代の集落跡や中世

の館跡等の複合遺跡であることが判明した。

調査によって検出された遺構は,中世館跡をはじめ,竪穴住居跡,掘立柱建物跡,堀,溝,土

坑等である。縄文時代の遺構は,住居跡 3軒で,調査区の東部で確認された。古墳時代の遺構は,

住居跡 3軒で,調査区の南部で確認された。奈良・平安時代の遺構は,住居跡16軒,掘立柱建物

跡 6棟,基壇 1か所,溝 4条が確認された。特に,第 1・ 2・ 3号掘立柱建物跡はほとんど規模 ,

軸線とも同じで,整然と並んだ状態で確認された。中世の遺構は,館跡に関係するもので,何回

かの堀の拡張によって二重の堀に囲まれる堅固なものとなっている。特に,内郭部は土坑や竪穴

状遺構,掘立柱建物跡等が複雑に切り合つており,長期の存続をうかがい知ることができる。

遺物は,遺物収納コンテナ (60× 40× 20cm)に 72箱程出土している。先土器時代の遺物は,尖

頭器 3点がローム面直上と遺構の覆土から出土したが,遺物集中地点は確認できなかった。縄文

時代中期や古墳時代後期の上器も出上している。平安時代の遺物は,土師器の郷を中心に須恵器 ,

木製品 (櫛・盆・皿)が出土している。中世では,内耳鍋,青磁,刀装具,石塔,古銭等が出土

している。特に,土墳内から出上した龍泉窯の双魚文郵は,逸品である。

2 遺構 。遺物の記載方法
本書における遺構・遺物の記載方法は,下記の要領で統一した。

(1)使用記号

名 称
穴

跡居

竪

住

土坑・

地下式壌
井 戸

柱

跡
腫
翻

塚 堀・ユ曽 柵 列 不  明 ピット 土 器 土製品
・　
品

器

製

石

石

属

品

金

製
木製品

記 号 SI SK SE SB TM SD SA SX Pl P DP Q M W
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(2)遺構 。遣物の表示方法

(3)遺構番号

遺構番号については,調査の過程において遺構の種別毎,調査順に付したが,整理の段階で遺

構でないと判断したものは,欠番とした。整理の過程で新たに番号を付したものについては,旧

番号を [ ]内に表示した。また,便宜上,平成 3年度分の遺構には 〈H区〉を付した。

例 第 1号住居跡 くH区〉

(4)土層の分類

各遺構における堆積上の上層については,調査時に,色調,含有物,粘性,締まり具合などを

観点として線引きし観察記録を行った。色調については『新版標準土色帖』(小山正忠・竹原秀雄

編著・ 日本色研事業株式会社発行)を使用し,図版実測図中に土層解説を記載した。

なお,撹乱層については「K」 と表記した。

(5)遺構実測図の記載方法

① 住居跡は,縮尺20分の 1の原図をトレースして版組みし,それをさらに 3分の 1や 4分の

1に縮小して掲載した。

② 土坑は,縮尺20分の 1の原図をトレースして版組みし,それをさらに 3分の 1に縮小して

掲載することを基本とした。

③ 篭,炉は,縮尺10分の1の原図をトレースして版組みし,それをさらに3分の1に縮小し

て掲載 した。

④ 長大な堀・清については,その規模に応じて縮尺200分の1の原図をトレースして版組み

し,それをさらに 2分の 1に縮河ヽ して掲載することを基本 とした。

⑤ 実測図中のレベルは標高であり,m単位で表示した。

また,同一図中で同一標高の場合に限リーつの記載で表し,標高が異なる場合は各々表示

した。

③ 本文の住居跡の記載について

○  「位置」は,遺構が占める面積の割合が最も大きいグリッド名をもって表示した。

○  「重複関係」は,住居跡の切り合い関係を記した。

○  「平面形」は,壁の上端部で判断し,方形,長方形の場合は下記の分類基準を設け,そ

醐　　　　婿

ぐ

　

彩

塑命
　　　　
　　　
　　　
口ＨＨ

無

赤

製

一』
蜂
▲口叩製木

土

　

理
　
　
日

処

粘

離

錦

剛Ⅷ
幹
製石

炉

帥

。石器．

．　
　
傾

　

器

竃

　

石

　

土

圏

□

．
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のいずれかを明記した。なお,[ ]を 付したものは,推定を表す。

方形 (短軸 :長軸=1:1.1未満のもの),長方形 (短軸 :長軸=1:1.1以上のもの)

○  「規模」は,壁の上端部の計測値であり,長軸,短軸の順にm単位で表記した。壁高
は,残存壁高の計測値である。

○  「主 (長)軸方向」は,炉,電を通る線を長軸として,その長軸が座標北からみて,ど
の方向にどれだけ傾いているかを角度で表示した。

○  「壁」は,床面からの立ち上がり角度が81°～9ば を垂直,65°～80°を外傾,6ず未満を緩

傾,さ らに90°以上を内傾とした。

○  「壁溝」は,その形状や規模を記述した。

○  「床」は,傾斜 (「平坦」,「緩い傾斜」)や床質等を記載した。

○  「ピット」は,そ の住居跡に伴うと考えられるピットをPで表示し,Pl,P2は ピツト

番号を表し,さ らに,ピ ットの直径と深さを記述した。

○  「貯蔵穴」は,その形状を記述し,数字は長径 (軸),短径 (軸)及び深さを示した。

○  「覆土」は,堆積の状態が自然堆積の場合は「自然」,人為堆積の場合は「人為」,撹乱を

受けている場合は「撹乱」と記した。

○  「遺物」は,遺物の種類と量,さ らに出土遺物や状態を記述した。

また,遺構の平面図中に鬱)で示した記号を用い,出上位置をドットで表示し,接合でき

たものは実線で結んだ。出土遺物に付した数字は,遺物実測図及び拓影図の番号と符合す

る。

○  「所見」は,当該住居跡についての時期やその他特記すべき事項を記述した。

鼈

上端

ピット

下端

住居跡            土 坑

(6)遺物実測図の記載方法

遺跡から出土した遺物については,実測図,拓影図,

① 土器の実測は,原則として中心線の左側に外面,
② 土器拓影図は,右側に断面を図示した。

溝

写真等により掲載した。

右側に内面と断面を図示した。

併
Ｉ
Ｆ
Ｉ
Ｆ
に
―

一

端
　
棚

住居跡
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③ 遺物は,原則として実測図をトレースしたものを3分の1に縮小して掲載した。しかし,
種類や大 きさにより異なる場合もある。

口
禄][:|

―

縁
　
　
　
　
部
　
　
　
部

口
部
　
　
　
胴
　
　
　
底

下

―

Ｉ
ＲＦ

Ｉ

上

匡

Ｆ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｌ

1 隅  |

出 凸

↓

―

⑤

―

O

ф

(7)表の見方

① 住居跡一覧表

衛

＝

一

鶴惑
下

到

土

lB H:ξ :く
くξ::]::こア

`ζ

:

吾ゑ肇Eと生正三:日置:二三姿＼IB
r―――――一二戸―

~~~~引

出

li'11 ::台
:

E 高台高

○ 位置は,遺構が占める面積の割合が最も大きいグリッド名をもって表示した。

○ 主軸方向は,座標北を N-0°とし,東 (E)。 西 (W)に何度傾いているかを表示した。

(例 N-10ヒE,N-10ヒW)なお,[ ]を 付したものは推定である。

○ 平面形は,現存している形状の上端面で判断し,方形及び長方形の場合は下記の分類基

準を設け,そのいずれかを明記した。

方形 (短軸 :長軸=1:1.1未満) 長方形 (短軸 :長軸=1:1.1以上)

○ 規模の欄の長軸・短軸は,上端の計測値であり,壁高は残存壁高の計測値である。

○ 床面は,平坦,凹凸,皿状及び緩い起伏に分類して表記した。

○ 柱穴数は,平面図中に表示されたピットの中からその住居跡に伴うと思われる柱穴の本

数を記した。

○ 炉,篭は,そ の種類を記した。

○ 覆土は,自然堆積のものは「自然」,人為堆積のものは「人為」と表記し,不明のものは

空欄とした。

跡

号

居住

番
位  置

主軸方向

(長軸 )
平 画 形

規 模 面

数
床
畝

炉 ・ 竃 覆土 出 土 遺 物 備   考
盈軸lm)x短軸lm)壁高 (cln)
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坑

号

土

番
位 置 柳的

平 面 形
規 模

壁 面 底  面 覆  土 出土遺 物 備  考
版

号

図

番長径(m)1短径lm)1深さlan)

○ 出土遺物は,実測個体数を除いた遺物の種類と,出土土器片の数を記した。
① 備考は,重複関係 (古→新)等について記した。

②土坑一覧表

○ 土坑番号は,発掘調査の過程で付した番号をそのまま使用した。また,整理の過程で土

坑でないと判断したものは欠番とした。

○ 平面形は,掘り込み上面の形状を記した。

円形 (短径 :長径=1:1.1未満のもの)楕 円形 (短径 :長径=1:1.1以上のもの)

○ 規模の欄の長径及び短径は,上端部の計測値 (m)で表した。また,地下式墳について

は,下端部の計測値 (m)で表した。

○ 壁面は,坑底からの立ち上がりの状態を簡潔に記した。

○ その他の項目については,住居跡一覧表の記載方法に準じた。

○ 一部の上坑と地下式墳は,土坑一覧表から除外し,文章で記述した。

③出土土器観察表

ア.縄文式上器

○ 図版番号は,実測図中の番号である。写真図版の番号にも用いた。

○ 法量は,A一 口径 B―器高 C―底径 D―高台径 E一高台高,単位はcmである。
なお,現存値は ( )で,推定値は [ ]を付して示した。

○ 胎土・色調・焼成の欄は,上から胎土,色調及び焼成の順で記した。色調については,

前節の上層の分類と同じ土色帖を使用した。焼成については,良好,普通及び不良に分類

し焼き締まって硬いものは良好,焼成があまく手でこすると器面が剣落するものを不良と

し,その中間のものを普通とした。

○ 備考の欄は,土器の残存率,実測 (P)番号,出上位置及びその他必要と思われる事項

器 形 の 特 徴 及 び 文 様

イ.土師器 。須恵器 。土師質土器・陶磁器

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考
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を記した。

④土製品一覧表

○ 図版番号は,実預I区中の番号である。写真図版の番号にも用いた。

O 重量の欄で,( )を 付した数値は,一部を欠損しているものの現存値である。

⑤木器 。木製品一覧表

版

号

図

番
器   種

法 量
出 土 地 点 備     考

長さ(cm)1 幅(cln)1 厚さ(m)1 重量lg)

版

号

図

番
器  種

法 量
出 土 地 点 備     考

長さ(cln)1 幅(cm)1 厚さ(cm)1 重量 lg)

⑥石器・石製品一覧表

版

号

図

番
器   種 石   質

法 量
出 土 地 点 備   考

長さ(cln)1 幅(cm)1厚さ(cm)1 重量 lg)

⑦古銭一覧表

③金属製品一覧表

版

号

図

番
器  種

法 量
特    徴 出 土 地 点 備   考

長さ(cln)1 幅(clm)1厚 さ(cm)1重量 lg)
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第 2節 縄文時代の遺構と遺物

1 竪穴住居跡
縄文時代の竪穴住居跡は,調査区南東部から3軒検出されている。以下,検出された住居跡の

特徴や出土遺物について記載する。

第 2号住居跡 (第 6図 )

位置 調査区の南東部,E9c3区を中心に確認されている。本跡の南側2.4mの地点に同時代の第

17号住居跡が確認されている。

規模と平面形 径 5m程でほぽ円形を呈している。

方向 N-14ヒW

壁 壁高は,20cm前後で,外傾して緩やかに立ち上がっている。

A32.8m

く

キー‐

――‐

――‐

―――

―――

職

―Ｉ

Ｗ

＝

―――

り

κ

ロ

S卜2 上層解脱
1 暗褐色  ローム粒子中量,炭

化粒子・砂粒少量

2 褐 色  ローム粒子多量,炭
化粒子少量

―-20-―

0               2m

第 6図 第 2号住居謝実測図



〃

‐Ｉ

Ц

～

Ⅵ

第 7図 第 2号住居跡出土遺物実測・拓影図
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床 ほぼ平坦で,全体的に軟らかい。

炉 中央からやや西側に検出されている。平面形は,長径63cm,短径56cmで楕円形を呈している。

覆土は,少量の焼土と炭化物を含んでいる。炉床は,赤変硬化している。

ビット 炉を囲むようにして, 5か所 (Pl～P5)検出されている。Pl～P5は径10～13cmの 円形

を呈し,深さ11～26cmで,主柱穴と考えられる。

覆上 自然堆積

遺物 壁際の覆土から縄文式上器片 (深鉢 5,細片71点)や礫が出上している。その他,流れ込

みと思われる須恵器,陶磁器片が少量出土している。 1の深鉢片は,南西壁寄りの床面直上から

横位で潰れた状態で出土している。 4の深鉢底部は,西壁際の覆上下層から出上している。

所見 本跡は,遺構の形態及び出土土器 (加曽利 EⅢ式上器)から縄文時代中期の住居跡と考え

られる。

第 2号住居跡出土土器観察表

第 8号住居跡 (第 8図 )

位置 調査区の南東部,E莉 3区を中心に確認されている。

規模と平面形 長径3.6m,短径3.2mで,楕円形を呈している。

方向 N-49°一E

壁 壁高は,南東壁で 2 cm,他の壁で10cm前後と低いが,緩やかに傾斜して立ち上がっている。

床 部分的に窪みが確認されているが,炉の南側は良く踏み固められて硬い。

炉 中央からやや南側に石囲炉が検出されている。平面形は,長径41cm,短径29cmの精円形をし

ており,深さは46cmと かなり深い。炉の北,東,南側からは,偏平な河原石が検出されている。

焼土量が少なく,炉の底面が赤く焼けていないことから短期の使用と考えられる。

ビット 3か所 (Pl～P3)確認されている。Pl,P2は径20～30cmの円形を呈し,深さ10～16cmで ,

器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・ 色調 。調整 備   考

第 7図

1

深鉢形土器

縄文式上器

Ａ

Ｂ

口縁部片。日縁部は胴部から内彎しながら立ち上がる。日縁部上

位には両側にナデを加えた隆起線が施され,中・下位には縦位の

単節LRの回転縄文が施されている。

砂粒 。長石

明赤褐色

普通

30%   P3
カロ曽不UE III。

南西壁寄り床面直上。

2

深鉢形土器

縄文式上器

B(128) 頸部片。外面は横位の単節RLの回転縄文が施されている。 長石

にぶい褐色

普通

20%   P18
カロ曽不UE II。

西部覆土。

3

深鉢形上器

縄文式上器

A[324]
B(209)

口縁部片。日縁部下位は内彎しながら立ち上がり,上位でさらに

内脅する。日縁部上位は棒状工具による沈線によって縄文帯と無

文帯を区画し,下位は横位の単節 RLの回転縄文が施されている。

長石・石英・スコリア

浅黄色

普通

20%   P4
カロ曽示」E III。

南部床面直上。

4

深鉢形土器

縄文式上器

B(44)
C[168]

底部,胴部片。胴部は内彎ぎみに外傾する。胴部下位は縦位の隆
起線が見られ,それを境に無文帯と縦位の単節RLの 回転縄文が

施された施文帯とに区画されている。

長石

にぶい責橙色

普通

5%   P7
カロ曽示」E II。

西壁際覆土。

5

深鉢形土器

縄文式上器

Ｂ

Ｃ

(37)

[73]

底部,胴部片。底部は突出ぎみの平底。胴部は強く外傾して立ち
上がる。胴部下位は無文書。

長石・石英

にぶい責橙色

普通

5%  P8
加曽利Em。

中央部覆土。
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1/

＼

A32.8m  l                    
――

二∞
LI

E32.8m

LI

Sr8 炉 土層解説
1 にぶい赤褐色 砂質粘土中量,焼土粒子

少量,パ ミス粒子・ コー
ム粒子極少量

2 暗 赤 褐 色 砂質粘土中量,ロ ーム大
ブロック・焼土粒子少

量,炭化物極少量
3 暗 赤 褐 色 焼上粒子多量,砂質粘土

少量

S卜 8 土層解説
1 にぶい褐色  ローム粒子少量
2 橙   色 黒色粒子少量

0                2m

0               1m

ｑ

　

　

ｑ

第 8図 第 8号住居跡実測図
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0              10Cm

第 9図 第 8号住居敵出土遺物実測・拓影図
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主柱穴と考えられる。P3は長径30cm,短径22cmの楕円形を呈し,深さ20cmで,甕が埋納されて

いた。

覆土 大きめのロームブロックを含んでおり,人為堆積である。

遺物 炉や壁際の覆上下層や床面直上から縄文式上器片 (深鉢 2,細片18点)と礫13点が出上し

ている。その他,流れ込みと考えられる土師器 (甕)片が少量出土している。 1の深鉢は,P3

内に正位で置かれた状態で出上している。

所見 本跡は,遺構の形態及び出土土器 (加曽利 EⅣ式上器)から縄文時代中期の住居跡と考え

られる。

第 8号住居跡出土土器観察表

第17号住居跡 (第10図 )

位置 調査区の南東部,E9d3区を中心に確認されている。本跡の北俣12.4mの地点に同時代の第

2号住居跡が確認されている。

規模と平面形 長径4.2m,短径3.7mの不整楕円形を呈している。

方向 N-36° 一E

壁 壁高は,4～ 8 cmである。壁は,軟らかい。西壁は,緩やかに外傾して立ち上がるのに対し,

他の壁はほぼ垂直に立ち上がっている。

床 西から東へ向かって緩やかに傾斜している。炉の付近は,良 く踏み固められて硬い。

炉 中央からやや南側に石囲炉が検出されている。平面形は,長径70cm,短径60cmの橋円形を呈

し,炉の北,東,西側から平たい面を内側に配した偏平な河原石が検出されている。断面形は皿

状を呈し,深さは15cmである。焼土は少量出上している。

ビット 36か所 (Pl～P36)確認されている。Pl～P5は径17～25cmの円形を呈し,深さ14cmで ,主

柱穴と考えられる。P15～ P36は径20cm前後の円形を呈し,壁柱穴と考えられる。P望は長径50cln,

短径44cmの楕円形を呈し,深さ20cmで ,甕が埋納されていた。P6～P13は径25～40cm,深 さ11～

19cmで,不規則な並びをしており,性格は不明である。

図版番号 器  種 法量 (cm) 器形 の特 徴 及 び文 様 胎上・色調・調整 備   考

第 9図

1

深鉢形土器

縄文式上器

A191
B255
C 60

胴部一部欠損。胴部下位は内彎ぎみに外傾し,頸部でくびれ,国

縁部上位に向かって内彎ぎみに外傾し,さ らに上位で内彎して立

ち上がる。口縁部上位は横位の隆起線が見られ,それより上は無

文帯となっている。国縁部から胴部下位にかけて,縦位の 2条の

沈線が無文帯と横位の単節 LR充填縄文帯を区画している。沈線

は頸部で逆「U」 字状に入る部分と入らない部分が交互に見られ

る。胴部下位は無文帯である。

長石・石英

にぶい黄橙色

普通

80%   P58
加曽利EⅣ。

内・外面ススが

付着。

二次焼成痕。

P3内。

2

深鉢形土器

縄文式上器

A[284]

B(227)

口縁部片。日縁部は胴部から内彎ぎみに立ち上がっている。日縁

部は2条の隆起線によって,「X」 字状に区画され,区画内はヘ

ラ磨きが施されている。縄文帯には縦位の単節RLの回転縄文が

充填されている。

長石・スコリア

にぶい黄橙色

良好

30%   P59
加曽利EⅣ。

中央部覆上。
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S卜 17 土層解説
1 黒 褐 色 ローム粒子少量
2 極暗褐色 ローム粒子中量
3 暗 褐 色 ローム粒子中量
4 褐  色 黒色粒子少量,炭

化粒子極少量

0              2m

S卜 ,7 炉 土層解説
1 褐 色 炭化粒子・ 暗褐色 ブロ

ック・灰粒子少量

2 褐 色 黒色粒子微量
3 褐 色 焼上プロック・砂粒少

量

0               1m

第10図  第 17号住居跡実測図
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0              10Cm

第11図  第17号住居鯨出土遺物実測・拓影図
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覆上 自然堆積

遣物 縄文式上器片 (深鉢 2,細片19点)が,壁際から少量出上している。その他,礫が床面直

上から9点出上している。 8の砂岩質の分銅形打製石斧や 2の深鉢が住居中央部の床面直上から

出上している。 1の深鉢は,P14内からほぼ正位で出土しており,埋め甕と考えられる。

所見 本跡は,住居の形態や出土遺物 (加曽利EⅣ式土器)等から縄文時代中期の住居跡と考え

られる。

第17号住居跡出土遺物観察表

版

号

図

番
器  種 石  質

法 量
出 土 地 点 備 考

長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重量 lg)

第■図

8
打 製 石 斧 砂   岩 253 0 西壁際床面直上 分銅形 Q2

第11図の 3～ 7は加曽利 EⅣ式上器片の拓影図である。 3は口縁部片で, 2条の隆起線文と横

位の単節 RLの回転縄文が施されている。 4は 口縁部片で, 2条の隆起線文と縦位の単節 RLの

回転縄文が施されている。 5は胴部片で,縦位の単節 RLの回転縄文が施されている。 6は胴部

片で,横位の単節 RLの回転縄文が施されている。 7は胴部片で,条痕文が施されている。

第 3節 古墳時代の遺構 と遺物

1 竪穴住居跡
古墳時代の竪穴住居跡は,調査区の西部から3軒検出されている。以下,検出された住居跡の

特徴や出土遺物について記載する。

第 1号住居跡 くⅡ区〉 (第 12図 )

位置 調査区の西部,D莉 4区を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸8.6m,短軸8.4mの方形を呈している。

主軸方向 N-0°

壁 壁高は,15～50cmで,外傾して立ち上がっている。

壁溝 南壁西側の出入口部を除いて廻っている。幅18～45c14,深 さ 6～20cmで,断面形は「U」

字状を呈している。

図版番号 器 種 法量 (cm) 器形 の特徴 及 び文 様 胎土・色調・調整 備   考

第■図

1

深鉢形土器

縄文式上器

A273
B(187)

底部欠損。口縁部下位は内彎しながら外傾し,上位は強く内脅す
る。国縁部上位は1条の横方向の隆起線が施され,それより上は

無文帯である。中位は縦位の単節RLの回転縄文が施され, 2条
の隆起線によって「Y」 字状に区画し,区画内を磨消している。

長石・砂粒

にぶい責橙色

普通

50%   P82
加曽利EW。

Px内。

2

深鉢形土器

縄文式土器

Ａ

Ｂ

口縁部片。日縁部は内彎して立ち上がる。日縁部上位は1条の横

方向の隆起線が施され,それより上は無文帯である。中位は縦走

縄文LRが斜位に施され, 2条の沈線によって「渦巻き」状の区

画がなされ,区画内は縄文が磨消されている。

長石・石英

暗赤褐色

良好

15%   P83
加曽利EⅣ。

中央部床面直上。
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第12図 第 1号住居跡 くH区〉実測図
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床 ほぼ平坦で,中央部を中心に良く踏み固められて硬い。南壁西側付近は出入口部と考えられ,
床面が若干盛り上がっており,特に硬質である。

ピット 4か所 (Pl～P4)検出されている。Pl～P4は径45～85cmの 円形を呈し,深さ60～130cm
で,主柱穴と考えられる。全ての柱受け部から粘上が検出されている。

蓬 北壁の中央部を壁外へ45cm程掘り込み,砂質粘上で構築されている。規模は長さ175cm,幅
120cmで あり,遺存の良い竃である。袖部は,床のロームを掘り残して基部としている。火床は,

長径80cm,短径55cmの楕円状を呈している。火床部から焚口部にかけては,レ ンガ状に赤変硬化

している。また,覆土からは土製支脚が出土している。煙道は,火床から緩やかに立ち上がって

いる。

覆土 自然堆積。

遺物 多量の上師器片 (甕 3,婉 2,イ 9,細片720点 )や須恵器片 (蓋 2,細片34点 )が,住
居の中央部の覆土から出土している。その他,流れ込みと思われる4の灰釉陶器片 (箸窯 I期 )

〉土層解説

ローム大 ブロック中

量 ,ロ ーム粒子微量

黒色粒子中量

ローム粒子中量,炭
化物極少量

(■ 区〉空 土層解説
暗褐色 焼上粒子少量,ロ ーム粒子微量
褐 色 焼土粒子多量,炭化粒子微量,焼土ブロック微量
褐 色 焼土粒子多量,焼土プロック中量
褐 色 焼土粒子多量,焼土ブロック中量,炭化粒子微量
褐 色 焼土粒子多量,灰プロック中量,焼土プロック少量
褐 色 灰粒子多量,焼土粒子中量,炭化粒子・焼土ブロック微量
褐 色 灰粒子多量,焼土粒子・ 炭化粒子少量
褐 色 灰粒子多量,焼土粒子中量,焼土プロック少量
褐 色 焼上粒子多量,炭化粒子微量
褐 色 焼土粒子中量,灰ブロック少量,炭化粒子微量
褐 色 焼土粒子・黒色粒子少量,焼上プロック微量
褐 色 焼土ブロック多量,焼土粒子中量,黒色粒子少量 ,炭化粒

子微量
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第 13図  第 1号住居跡 くH区〉謹実測図
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第15図 第 1号住居跡 くH区〉出上遺物実測図(2)
が出土している。北東コーナー付近の床面直上からは,17の婉がやや横に傾いた状態で出上して

いる。13の須恵器の不蓋片は,住居の中央部床面直上から出土している。P4付近の床面直上か

らは,炭化米や20の紡錘車が出土している。北西コーナー付近の床面直上からは25と 29の刀子が

出上しており,その他,22の ガラス玉や23の銅芯金張耳乗も出上している。壁際の床面直上から

は,炭化材や焼上が検出されており,焼失家屋と考えられる。

所見 本跡は,出土遺物や住居跡の形態から7世紀前半の住居跡と考えられる。また,同時期の

住居跡の中で規模の一番大きいものであることや,ガラス玉や耳環等の貴重品が出土しているこ

とから,当該時期の中心的な住居跡と考えられるc

第 1号住居跡 (H区〉出土遺物観察表

図版番号 器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調 。焼成 備    考

図・４
　
１

第
甕

土  師 器

A[265]

B(203)

胴郡,日縁部片。胴都中位に最
大径。日縁部は「く」の字状を

星し,上位はさらに外反する。

口縁部内・外面横ナデ。胴部と

口縁部の一部に赤彩。頸部外面

ヘラナデ。胴部外面ヘラ肖Jり 。

小石・石英

にぶい責橙色

普通

35%   P85
北部床面直上。
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第 9図

2

甕

土 師 器

A[234]

B(37)
口縁部片。国縁部は強く外反す

る。

口縁部内・外面横 ナデ。 長石・石英

橙色

普通

％

土

５

覆

3

甕

土 師 器

B(241) 胴部片。胴部は内彎しながら外

上方に立ち上がる。

胴部外面下位から中位にかけて

縦方向のヘラ磨き。

長石・石英

にぶい黄橙色

普通

10%   P87
二次焼成痕

中央部床面直上。

4

陶   器

A[106]
B(35)

口縁部片。日唇部を上方につま

み上げる。

口縁部内・外面横ナデ。 砂粒

灰白色

良好

5%   P150
客窯 I期。12C。

北東コーナー際覆土。

5

琴

土 師 器

A■ 3
B 49

底部は丸底。体部と口縁部の境

にわずかな稜を持つ。

口縁部内・外面横ナデ。体部か

ら底部外面はヘラ削り,内面は

ナデ後ヘラ磨き。

小石・石英

(外 )明褐色

(内 )にぶい褐色

100%  P88
北壁覆土。

6

不

土 師 器

A107
B 41

口縁部一部欠損。底部は丸底。

体部と口縁部の境にわずかな稜

を持ち,口縁部は内彎ぎみに立

ち上がる。

口縁部内・外面横ナデ。体部外

面ヘラ削り後ナデ,内面ナデ。

長石・石英

(外 )灰褐色

(内 )にぶい褐色

普通

95%   P89
二次焼成痕。

北東コーナー付

近覆土。

7

郷

土 師 器

A105
B 31

底部一部欠損。底部は丸底。体

部は内彎しながら外傾し,国縁

部は上方に立ち上がる。

口縁部内・外面横ナデ。体部,

底部外面ヘラ削り後ヘラ磨き,

内面丁寧なヘラ磨き。内面赤彩。

小石・長石・石英

(外 )にぶい橙色

(内 )明赤褐色

良好

70%   P90
北西部床面直上。

邪

土 師  器

A[143]
B(46)

体部,口縁部片。体部は内彎し

ながら外傾し,体部と口縁部の

境に明瞭な稜を持つ。日縁部は

下位で内彎し,上位で外反する。

口縁部内・外面横ナデ。体部外

面ヘラ肖」り,内面横ナデ。

長石・石英・雲母

にぶい褐色

普通

20%   P91
北東コーナー付

近覆土。

不

土 師 器

A[118]
B(31)

体部,日縁部片。体部は内脅しな

がら外上方に立ち上がり,口縁

部は器肉を減じながら外反する。

日縁部内・外面積ナデ。体部外

面ヘラナデ。

石英・ 雲母

にぶい橙色

普通

15%   P92
竃覆上。

10

不

土 師 器

A[173]

B(21)
口縁部片。器肉が薄い。体部と

口縁部の境に稜を持ち,日縁部

上位で外反する。

′口縁部内・外面横ナデ。 長石・石英

にぶい黄橙色

普通

5%   P93
北東部覆土。

11

邪

土 師 器

A[110]

B(29)
口縁部片。体部と口縁部の境に

明瞭な稜を持ち,口縁部は上方
に直線的に立ち上がる。

口縁部内・外面ヘラ磨き。 長石

(外 )暗褐色 (内 )に

ぶい赤褐色。良好

lo%   P94
中央部覆土。

不

土 師 器

A[110]

B(30)
体部,日縁部片。体部と口縁部

の境にわずかな稜を持つ。

口縁部外面横ナデ。体部外面へ

ラナデ,内面ヘラ磨き。内面黒色

処理。

スコリア・石英

(外 )にぶい黄橙色

(内 )黒色。 普通

10%   P97
北東部覆土。

蓋

須 恵 器

A[124]
B(25)

体部片。天丼部と口縁部の境に

1条の沈線が巡る。

体部内・外面横ナデ。 粒

色

好

砂

灰

良

5%  P98
中央部床面直上。

蓋

須 恵 器

B(21) 体部,口縁部片。天丼部は丸み
を持ち,下位に1条の浅い沈線
が巡る。

天丼部上位回転ヘラ削り調整。 粒

色

好

砂

灰

良

10%   P99
北東部覆上。

不

土 師 器

A[102]

B(34)
口縁部片。口縁部は垂直に立ち

上がり,口唇部でわずかに外反

する。

日縁部内・外面横ナデ。内・外

面黒色処理。

長石・石英

暗灰色

普通

lo%   P96
東壁際床面直上。

塊

土 師 器

A[88]
B(27)

口縁部片。体部と口縁部の境に

明瞭な稜を持つ。国唇部内面に

1条の浅い沈線が巡る。

口縁部内・外面横ナデ。 長石

浅黄橙色

普通

lo%   P95
北西部覆上。

塊

土 師 器

A 99
B 77

底部は丸底。体部と口縁部の境

にわずかな稜を持ち,国縁部は

直立する。

日縁部横ナデ。体部外面ヘラ削

り,内面横ナデ後ヘラ磨き。

ガヽ石・スコリア

明赤褐色

普通

98%   P100
北東コーナー付

近床面直上。
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版

号

図

番
器  種

法 量
出 土 地 点 備 考

長 さ (cln) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重量 lg)

第15図

19
支   脚 電覆土 泥 岩 DP2

版

号

図

番
器  種 石   質

法 量
出 土 地 点 備 考

長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (clm) 重量 lg)

紡 錘 草 粘 板 岩 13 (180) P4付近房面直上
表面に花弁文線刻,側面に鋸

歯文線刻あり     Q3

紡 錘 車 粘 板 岩 (1 北西コーナー際床面直上 20と 同一個体か    Q4
ガラス玉 ガ ラ ス 12 10 東壁際覆土 孔径0 5cm      Q5

版

号

図

番
器  種

法 量
特 徴 出 土 地 点 備 考

長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量 (g)

耳   環 18 47 銅芯金張 西壁際床面直上 銅製 �113

不    明 1 4 北西部覆土 鉄製 M8

刀    子 刀身の先端のみ遺存 北西コーナー際床面直上 鉄製 卜17

刀    子 13 刀身は研ぎ減っている 東部床面直上 鉄製 h/19

刀    子 (161) 05 刀身の先端を欠損,鉄製銀が遺存 中央部床面直上 鉄製 Mll

刀    子 (133) 刀身の先端を欠損,鉄製釦が遺存 北西コーナー付近覆土 柄の木質が一部遺存M12

刀   子 刀身と茎部を欠損,鉄製釦が遺存 北西コーナー際床面直上 柄の木質が一部遺存M10

第14図の18は須恵器の甕片の拓影図で,外面に平行タタキロ,内面に青海波文が見られる。

第 2号住居跡 くⅡ区〉 (第16図 )

位置 調査区の西部,D3fO区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸5,9m,短軸5.3mの隅丸長方形を呈している。
主軸方向 N-5°一E

壁 壁高は25cmで ,外傾して立ち上がっている。

壁溝 北壁東側を除いた壁際から検出されている。幅20～30cm,深 さ18cmで,断面形は「u」 状
を呈している。

床 撹乱が床面まで達しているが,遺存している中央部の床面は硬い。
ピット 4か所 (Pl～P4)検 出されている。Pl～P4は長径46～70cm,短径40～60cmの楕円形を

呈し,深さは50～ 70cmで,主柱穴と考えられる。Pl,P2の両柱穴からは,そ れぞれ柱受け部が

2か所検出されているので,柱が立て替えられた可能性も考えられる。

寵 北壁のほぼ中央部を壁外へ30cm程掘り込み,砂質粘上で構築されている。規模は長さ138cm,

幅100cmで ある。 トレンチャーによる撹乱が竃の下位まで達しており,遺存状況は悪い。火床は,
径90cln程の円形で浅い窪みになっていたものと考えられる。煙道は,火床から緩やかに立ち上がっ

ている。

覆土 撹舌しのため明確ではないが,自然堆積と考えられる。
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第16図 第 2号住居跡 くH区〉実測図
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遺物 土師器片 (甕 2,婉 1,郷 3,細片343点)や須恵器片 (重 1,細片12点)が住居跡中央

部の覆上下層や床面直上から多量に出上している。その他, 7点の鉄製品が床面直上から出上し

ている。須恵器は, 7の長頸壼の顕部片等 4, 5片が西壁際の覆上下層から出土している。 3と

6の上師器の不片, 2の甕片は竃西側の覆上下層から出上している。 8の有袋鉄斧は,南壁際の

床面直上から出土している。

所見 本跡は,出土遺物や住居跡の形態から7世紀前半の住居跡と考えられる。

A

S■ 2 く江区〉土層解説
1 黒 色  ローム粒子微量
2 黒褐色  ローム粒子中量
3 黒褐色  ローム粒子多量,黒色粒子少量

S卜 2 くH区〉産 上層解説
1 暗褐色 ローム粒子・焼土粒子・ 灰粒子少

量,ロ ーム小ブロック・ 灰プロッ

ク微量

2 黒褐色  ローム粒子少量,ロ ーム中ブロッ
ク微量

3 褐 色 黒色粒子少量,ロ ーム小プロック
微量

4 褐 色 灰粒子多量,黒色粒子少量,焼土
粒子微量

5 暗褐色 灰粒子多量,黒色粒子少量,焼上
粒子微量

6 暗褐色  ローム粒子多量,ロ ーム小ブロッ
ク微量

7 褐 色 黒色粒子微量
8 褐 色 灰多量,ロ ーム粒子中量,黒色粒

子・焼土粒子微量

9 黒褐色 灰多量,黒色粒子中量,ロ ーム粒
子・炭化粒子微量

10 暗褐色 灰多量,黒色粒子・焼土粒子少
量,炭化粒子微量

11 暗褐色  ローム粒子中量
12 褐 色 黒色粒子微量
13 掲 色 灰多量,ロ ーム粒子中量,黒色粒

子・ 焼土粒子微量

14 黒褐色 ローム粒子 。ローム小プロック・
灰粒子少量

0               1m

【江こI打手

口
|

A 32.4m

第17図  第 2号住居跡 くH区〉竃実測図

第 2号住居Ltlく H区〉出土遺物観察表

図版番号 器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備    考

第18図

1

甕

土 師 器

A[198]

B(159)
胴部,国縁部片。胴部は肩が張
らずに直線的に立ち上がる。日

縁部は強く外反する。

口縁部内・外面機ナデ。胴部外

面縦方向のヘラ削り。

小石

にぶい橙色

普通

20%  P101
竃覆上。

2

甕

土 師 器

(30)

[69]

Ｂ

Ｃ

底部,胴部片。平底。胴部は直
線的に外傾する。

体部外面ヘラ削り,内面ヘラナ
デ。底部ヘラ削り。

長石

黒褐色

普通

10%   P102
北壁付近覆上。
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・ 焼成 備 考

第18図

3

不

土 師 器

109

38
Ａ

一Ь

体部一部欠損。丸底。体部と口

縁部の境にわずかな稜を持つ。

国唇部をわずかにつまみ上げて

いる。

口縁部内・外面横ナデ。体部外

面ヘラ削り,内面不定方向のヘ

ラ磨き後放射状のヘラ磨き。底

部ヘラ切り後ヘラナデ。内面黒

色処理。

長石・石英・スコ

リア

灰白色

普通

85%   P103
北部覆上。

4

不

土 師 器

A129
B 34

体部一部欠損。丸底。体部は内

脅しながら外傾し,体部と口縁
部の境にわずかな稜を持つ。

体部外面ナデ,内面ナデ後不定

方向のヘラ磨きをし,最後に放
射状のヘラ磨き。内面黒色処理。

イヽ石・スコリア

(外 )にぶい黄橙色

(内 )黒色  普通

60%  P104
北部床面直上。

塊

土 師 器

A[138]

B 58
日縁部一部欠損。体部と口縁部

の境にわずかな稜を持ち,国縁

部上位で若干外反する。

口縁部内・外面横ナデ。体部内

・外面ヘラ削り後ナデ。

長石・石英・スコリア

橙色

普通

90%  P105
北壁付近覆土。

不

土 師 器

A 99
B 34

底部は丸底。体部は内彎しなが

ら外傾し,体部と口縁部の境に

わずかな稜を持つ。日縁部は外

反する。

口縁部内・外面横ナデ。体部外

面ヘラ削り後ナデ,内面ヘラナ
長石・石英

橙色

普通

95%   P106
北壁付近覆土。

7

長 頸  壷

須 恵 器

B(49) 頸部片。頸部は外傾しながら立
ち上がる。

頸部 ロクロロを残す。 粒

色

好

砂

灰

良

5%   P108
西壁際覆土。
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第18図  第 2号住居跡 くH区〉出土遣物実測図
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版

号

図

番
器  種

法 量
特 徴 出 土 地 点 備 考

長さ(cm) 幅 (cn) 厚さ(cm) 重量 (g)

図・８

８

第
鉄    斧 (1114) 有袋で若子の肩を残す 南壁際覆土 卜114

9 不    明 覆上 鉄鏃の茎部か,鉄製 M19

角    釘 (22) 頭部を直角に折り曲げている 東壁際床面直上 鉄製 M18

角    釘 11 頭部を直角に折り曲げている 覆土 鉄製 1ヽ20

第 8号住居跡 くH区〉 (第 19図 )

位置 調査区の西部,E4f9区を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸4.Om,短軸3.7mの隅丸方形を呈している。

主軸方向 N-8°一E

壁 壁高は25cm前後で,外傾して立ち上がっている。

壁溝 壁下を全周している。幅35cm,深 さ8～ 16cmで ,断面形は「U」 字状を呈している。

床 一部 トレンチャーによる撹乱が見られるが,全体的に良く踏み固められていて硬い。

ビット 4か所 (Pl～P4)検出されている。Plは長径48cm,短径30cmの楕円形を呈し,深さ30

cmである。P2は長径60cm,短径50cmの精円形を呈し,深さ20cmである。P3は長径40cm,短径35

cmの楕円形を呈し,深さ15cmで ある。P4は長径35cm,短径20cmの 精円形を呈し,深 さ25cmであ

る。これらのピットは位置が不規則で,性格は不明である。

亀 北壁の中央部を壁外へ50cm程掘り込み,砂質粘上で構築されている。規模は長さ107cm,幅

87cmで ある。東側袖部は,床のロームを掘り残して基部にしている。火床は,長径78cm,短径30

cmの浅い楕円形を呈しており,赤変硬化している。煙道は,火床から急な傾斜で立ち上がってい

る。

覆上 自然堆積と考えられる。

遺物 竃付近を中心に土師器片 (婉 1,杯 1,細片46点)が少量出上している。 1の邪は,北壁

付近覆土から出上している。 2の婉は,南西コーナーの壁溝内から出上している。

所見 本跡は,出土遺物が少ないが,住居跡の形態等から7世紀前半の住居跡であると考えられる。

第 8号住居跡 くH区〉出土遺物観察表

図版番 器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

図２０

１

第 不

土 師 器

B(40) 底部から口縁部片。丸底。体部
と口縁部の境に稜を持つ。日縁

部は緩やかに外反する。

口縁部内・外面横ナデ。体部外

面ヘラ削り,内面横ナデ。

スコリア・長石

灰褐色

普通

30%   P136
北壁覆土。

2

塊

上  師 器

A[164]

B(41)
体部,国縁部片。体部と口縁部
の境に稜を持ち,日縁部上位は

わずかに外反する。

口縁部内・外面横ナデ。体部外

面ヘラ削り。

小石・長石・石英

灰黄褐色

普通

5%   P135
南西部壁溝内覆

土。
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S卜 8
1

2

3

4

5

6

LI

く工区〉土層解説

黒褐色 灰中量,ロ ーム粒子微量
黒 色 ローム粒子中量
黒 色 ローム粒子微量
黒褐色 ローム粒子中量
黒褐色 ローム粒子・ スコリア粒子・炭化

粒子微量

黒褐色 ローム粒子中量,ロ ーム小プロッ
ク微量

o              2m

D

Ｅ

Ｏ
．
Ｎ
Ｏ
　

，〔
―
判υ

l

S卜8 くH区〉t 土層解説
1 黒褐色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・灰粒子微量
2 黒褐色 焼土粒子・炭化粒子・灰粒子微量
3 黒褐色 焼上粒子多量,炭化粒子少量,ロ ーム粒子・焼

土小ブロック微量

4 暗褐色 焼上粒子多量,炭化粒子少量,ロ ーム粒子微量
5 褐 色 焼土粒子・灰粒子中量,焼土小プロック少量,

ローム粧子・波化粒子微量

6 黄褐色 ローム粒子多量,黒色粒子微量

0               1m

第19図  第 8号住居跡 くH区〉・霊実測図
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И          ocm

第20図 第 8号住居謝 くH区〉出土遣物実測図

第 4節 奈良・平安時代の遺構 と遺物

1 竪穴住居跡
奈良 。平安時代の竪穴住居跡は,調査区全体から16軒検出されている。以下,検出された住居

跡の特徴や出土遺物について記載する。

第 1号住居跡 (第21図 )

位置 調査区の北東部,B8gO区を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸5.lm,短軸3.7mの長方形を呈している。

主軸方向 N-63° 一E

壁 壁高は16～26cmで,緩やかに外傾して立ち上がっている。

床 全体的に平坦で,第 2号竃付近が良く踏み固められて硬い。

ピット 16か所 (Pl～P16)検出されている。P4～P9は長径20～26cm,短径13～26cmの楕円形を

呈し,深さは60cm前後で, 6本構成の主柱穴である。P12は長径22cm,短径19cmの楕円形を呈し,

深さ20cmで ,出入口施設に伴うピットと思われる。Pl～P3,P10,P.,P13～P16の性格は不明であ

る。

亀 本跡からは, 2か所の竃が検出されている。第 1号竃は北東壁中央部に構築されているが,

完全に壊された状態で検出されている。第 2号竃は,北コーナーを壁外へ120cm程掘り込み,砂

質粘上で構築されている。規模は長さ148cm,幅 120cmで ある。天丼部は,崩落している。火床は,

皿状に僅かに窪み,赤変硬化している。煙道は,火床から緩やかに傾斜して立ち上がっている。

第 1・ 2号篭は形態や竃付近の床面の状態等からみて,第 1号竃が壊れた後に第 2号竃を構築

したものと考えられる。

覆上 自然堆積

遺物 第 2号竃付近を中心に土師器片 (甕 2,細片24点)と 須恵器片 (蓋 1,郷 1,細片 1点 )

が少量出上している。第 2号竃付近の床面直上からは炭化物と混じって,1の甕が出上している。

竃内の覆土上層からは,凝灰岩の円錐状の石が横位の状態で出上しているが,煤の付着や力日熱痕

が見られ,支脚として使用されたものと考えられる。

所見 本跡は,出土遺物や住居跡の形態や竃の形態等から8世紀前半の住居跡と考えられる。
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C

S卜 1 土層解説
1黒 褐 色

2暗 褐 色

ローム粒子・ 砂

少量

ローム粒子 。ロ

ームおヽプロック

中量,炭化粒子
・砂粒・粘土粒

子少量

ローム粒子・ ロ

D

3黒 褐 色
―ム小プロック

・ 砂粒少量

黒 褐 色 粘土小ブロック
中量,炭化粒子
少量

極暗褐色 ローム・炭化泣
子少量

褐  色 ローム大・中ノ
ロック・ 黒褐色

土多量

黒 褐 色 ローム粒子多量

0               2m

第21図 第 1号住居猷実測図
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S卜 1 第 1号壼
1暗 褐 色

2灰 褐 色

3 にぶい褐色
4 明 赤 褐 色

5 明 赤 褐 色

土層解説

焼上ブロック少量

ローム粒子多量

焼土粒子多量

焼土粒子・ ローム粒子多量,焼
土ブロック少量

焼上粒子少量

S卜 1 第 2号盟 土層解説
1 掲 灰 色 炭化材・ ローム粒子少量
2 灰 褐 色 ロームプロック・ ローム粒子・

砂粒多量

3 にぶい褐色 焼土粒子・黒色粒子・ ロームブ
ロック少量

4 暗 褐 色 ロームプロック多量,暴色プロ
ック少量

5 橙   色 黒色粒子多量,焼上粒子少量

0               1m
引

第 2号臨

第22図 第 1号住居Ltl電実測図
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第23図 第 1号住居跡出土遺物実測・拓影図

第 1号住居跡出土遺物観察表

図版番 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・焼成 備 考

第23図

1

憂

土 師 器

A[211]

B(300)
胴部,日縁部片。胴部は内彎し

ながら外傾する。日縁部は強く

外反する。国唇部外面に浅い沈

線が巡る。

胴部外面ナデ後下位から中位に

かけてヘラ磨き,内面ヘラナデ。

要母 。長石・ 石英

にぶい黄橙色

良好

80%   Pl
竃付近床面直上。

2

甕

土 師 器

A[224]

B(42)
日縁部片。日縁部は単口縁で短

く外反する。

口縁部内。外面横ナデ。 小石・長石・石英

浅黄橙色

普通

5%   P2
東部覆土。

第23図の 3は須恵器の甕片の拓影図で,外面に平行タタキロが見られる。
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第 3号住居Ltl(第24図 )

位置 調査区の中央部西寄り,D6g2区 を中心に確認されている。
規模と平面形 長軸4。 lm,短軸3.9mの隅丸方形を呈している。
主軸方向 N-32°一W

壁 壁高は28～ 36clnで,外傾して立ち上がっている。

壁清 北西壁際に検出されている。幅約10cm,深 さ8～18clnで,断面形は「L/」 状を呈している。
床 南西部に若干の凹凸が確認されているが,壁際を除いて全体的に良く踏み固められて硬い。
ピット 6か所 (Pl～P6)検出されているが,柱穴は確認されなかった。P3は長径50cm,短径
35cmの楕円形を呈し,深さ20cmで,出入口施設に伴うピ_ッ トと考えられる。Pl,P2,P4～ P6は ,

性格不明である。

寵 北西壁中央から北寄りを壁外に30cm程掘り込み,砂質粘上で構築されている。規模は長さ105
cm,幅137cmで ある。一部 トレンチャーによる撹乱を受けているが,煙道部,天丼部等良 く遺存

している。袖部は,床のロームを掘り残して基部とし,天丼部は,厚さ 5 cmの砂質粘上で構築さ

れて良 く遺存している。火床は,皿状を呈しており,レ ンガ状に赤変硬化している。火床中央部

には,支脚を立てるためのものと思われる長径20cm,短径14cm,深 さ10cln程のピットが検出され

ている。煙道は,火床から緩やかな傾斜で立ち上がっている。

覆土 自然堆積。

遺物 住居跡の覆土下層や床面直上から多量の上師器片 (甕 3,細片102点)や須恵器片 (蓋 3,

不 1,細片 3点 )が出上している。その他,礫が26点出上している。南西壁際の床面直上から1,2
の上師器の甕と小形奏が正位で潰れた状態で出上している。竃の西部の床面直上からは, 4の須

恵器の不と8の須恵器の蓋が出土している。 5の不は,住居跡中央の床面直上から出土している

が,日唇部内側に 1条の沈線が見られ,関西系の上器と考えられる。

所見 本跡は,住居跡の形態や出土遺物,特に須恵器の特徴から8世紀第 1四半期頃の住居跡 と

考えられる。
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塘

C

く

A32.2m

0              2m

S卜3 土層解説
1 灰 褐 色 ローム粒子多量,コ ームプロック少量
2 黒 褐 色 ローム粒子多量,ロ ームプロック・炭化プロック少量
3 褐   色 ロームプロック・ ローム粒子多量,黒色粒子・焼土粒子少量
4 にぶい褐色 黒色粒子多量,焼上粒子少量
5 黒 褐 色 ローム粒子多量
6 にぶい褐色 ローム粒子多量,黒色粒子少量
7 にぶい褐色 ローム粒子多量,ロ ームプロック少量
3 灰 褐 色 山砂中量,焼上粒子・焼土プロック・黒色プロック少量

・ //Q

第24図 第 3号住居Ltl実測図
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⑭ l

A

口
|

A32.2m

第25図 第 3号住居跡竃実測図

第 3号住居跡出土遺物観察表

S卜a 産 土層解説
1 にぶい褐色 山砂粒子多量,焼土

粒子・黒色粒子少量

2 にぶい褐色  山砂粒子多量,黒色
粒子 。焼土プロック

少量

3 にぶ い褐色 焼土粒子・ 山砂 多
量,ロ ー ム粒 子 中

量,炭化ブロック少
量

粘土・ 炭化粒子・ 焼

土粒子少量

ローム粒子多量,焼
土粒子中量,焼土ブ
ロック・黒色粒子少

量

赤 橙 色 山砂粒子多量,ロ ー
ム粒子中量

橙   色  ローム粒子中量,ロ
ームブロック少量

明 褐 灰 色 黒色粒子少量

0               1m

橙   色

にぶい褐色

C

図版番号 器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第26図

1

甕

土 師 器

A198
B(339)

底部欠損。胴部は卵形を呈す。

日縁部は肉厚で強ぐ外反する。

口縁部内・外面横ナデ。胴部外

面縦方向のヘラ削り。

長石・石英

浅責色

普通

90%   P9
二次焼成痕。

南西壁際床面直上。

2

畜

上 師 器

B(158)

C loo
国縁部欠損。底部は丸底ぎみ。

胴部は内彎しながら外傾する。

胴部ナデ後斜方向の丁寧なヘラ

磨き。底部ヘラ削り後一部ヘラ

磨き。輪積み痕。

スコリア・雲母・長石

にぶい黄橙色

普通

50%   P10
南西壁際床面直

上。

3

小 形 甕

土 師 器

A[149]

B140
胴部一部欠損。底部は丸底ぎみ。

国縁部はわずかに外反する。

口縁部内・外面積ナデ。胴部,

底部外面は縦方向の粗いヘラ削

り,内面ヘラナデ。

小石・長石

にぶい橙色

普通

70%   PH
二次焼成痕。

南部床面直上。

第27図

4

不

須 恵 器

A[156]

B 45
C 80

体部,国縁部一部欠損。平底。
体部,国縁部は外傾して立ち上
がる。

体部はロクロロを残す。底部回

転ヘラ切り。

砂粒 。長石

灰白色

不良

50%   P12
竃の西部床面直

上。

5

不

須 恵 器

A[166]
B 41
C 88

底部から口縁部片。平底。体郡

は外傾し,口縁部はわずかに外
反する。口唇部内面に沈線が巡

る。

体郡はわずかなロクロロを残

す。体部下端回転ヘラ削り。底

部回転ヘラ切り。

砂粒

灰色

良好

40%   P13
竃覆土。
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図版番号 器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第27図

6

蓋

須 恵 器

A[154]
B(21)

天丼部,回縁部片。天丼部から
緩やかに国縁部に至る。日唇部

は平行に開き内面にかえりが付

く。

天丼部回転ヘラ削り調整。国縁

部内・外面横ナデ。

砂粒・長石

灰白色

普通

25%   P14
北西壁際覆土。

7

言

須 恵 器

A[178]
B(25)

天丼部,国縁部片。天丼部から
緩やかに国縁部に至る。国唇部

は平行に開き内面にかえりが付

く。

天丼部回転ヘラ肖Jり 調整。日縁

部内・外面横ナデ。

雲母・ 長石・ 石英

淡黄色

良好

20%   P15
篭の西部覆土。

8

蓋

須 恵 器

A[172]
B(37)
F 32
G 05

天丼部,口縁部片。天丼部から
緩やかに口縁部に至る。日唇部

は平行に若干開き内面にかえり

が付く。中央部に突出する偏平

なつまみが付く。

天丼部回転ヘラ削り調整。国縁

部内・外面積ナデ。

雲母 。長石・ 石英

浅黄色

不良

30%   P16
電の西部床面直

上。

蓋

須 恵  器

B ll
F 32
G 05

天丼部片。つまみは中央部がや

や突出する。

天丼部回転ヘラ削り調整。 雲母 。長石・ 石英

灰 白色

良好

15%   P17
竃覆上。

主
9

第27図 第 3号住居跡出土遣物実測図(2)

第 4号住居跡 (第28図 )

位置 調査区の南東部,E筍 6区を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸3.6m,短軸3.Omの隅丸方形を呈している。

0              10cm
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第28図 第 4号住居跡・電実測図

③

引
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S14 土層解脱
1 黒掲色 ローム粒子多量
2 明褐色 黒色粒子・ ロームプロック多量

0               2m

S卜4 t 土層解説
1 灰  褐  色 焼土粒子 。ローム粒子少量
2 灰  褐  色 焼土プロック・ 山砂粒子少量
3 にぶ い橙 色 山砂粒子多量,焼土プロック中量
4 橙    色 灰粒子多量
5 にぶい赤褐色 山砂粒子多量,黒色粒子・焼土粒子

少量

0               1m
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第29図 第 4号住居跡出土遺物実測図

主軸方向 N-9ば―E

壁 壁高は20cmで ,外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で,全体的に良く踏み固められて硬い。
ピット 住居跡内 (PI～P6,P8～P13)・ 外 (P7,P14～P20)か ら20か所検出されている。住居跡
内の P3・ P4は , どちらも径20c14で円形を呈し,深さはP3が26cm,P4が 42cmあ り,主柱穴と考え

られる。Pl,P2,P5～ P12は ,長径20～40cm,短径20～30cmの精円形を呈し,深 さ20cm程 で,支

柱穴と考えられる。P13～ P20は,不明である。

貯蔵穴 北東コーナーに検出されている。径78cmで円形を呈し,深さ30cmの皿状を呈している。
誼 東壁中央から南寄りを壁外へ35cln程掘 り込み,砂質粘上で構築されている。規模は長さ80cm,

幅72cmである。北側の袖部からは,柱状の凝灰岩を袖の芯材として使用していたものと思われる

小ピットが検出されている。竃の遺存は悪 く,潰れた状態で検出されている。火床の西側からは,

泥岩で作られた円錐状の支脚が横位で出上している。火床は,床面を僅かに皿状に掘 り窪め赤変

硬化している。煙道は,火床から緩やかに立ち上がっている。

覆土 自然堆積。

β

ｌｌ

＝

ｕ
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遺物 竃内や住居跡中央部の覆土から土師器片 (奏 1,甑 1,不 5,細片22点)が少量出上して

いる。その他,流れ込みと思われる縄文式上器片や陶磁器片が出土している。 5と 7は,いずれ

も内面黒色の上師器の邪で南東コーナー付近の覆土から出上している。竃内からは,土師器の 4

の高台付郷や 2の甑片が出土している。

所見 本跡は,出土遺物や住居跡の形態から10世紀の住居跡と考えられる。

第 4号住居跡出土遺物観察表

第 5号住居跡 (第30図 )

位置 調査区の南東部,E7i4区 を中心に確認されている。本跡の東側 3mに は,第 4号住居跡が

確認されている。

重複関係 本跡の北東コーナーと西壁の中央部は,第 11号溝に掘り込まれている。

規模と平面形 径3.lmの隅丸方形を呈している。

主軸方向 N-73° 一E

壁 壁高は8～23cmで ,北・東壁は緩やかに外傾して立ち上がっているのに対し,南・西壁はほ

ぼ垂直に立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で,全体的に硬 く,特に竃の付近を中心に良く踏み固められている。

図版番号 器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備    考

第 29図

1

甕

土 師 器

A[186]
B(175)

胴部,日縁部片。胴部は内彎ぎ

みに外傾し,日縁部は強く外反

し,日唇部で斜方向につまみ上

げている。

口縁部内・外面横ナデ。胴部外

面ナデ後下位縦方向のヘラ肖J

り,内面木目状工具による横ナ

デ。

石英

にぶい橙色

良好

20%   P19
二次焼成痕。

中央部覆上。

2

甑

土 師 器

A[242]

B(72)
胴部,国縁部片。胴部,日縁部
はやや外反しながら直線的に立

ち上がる。

口縁部,胴部内・外面横ナデ。 スコリア・長石・石英
にぶい責橙色

普通

5%  P20
竃覆土。

3

不

上 師 器

A[136]

B(31)
体部,日縁部片。体部,日縁部

は内彎しながら外傾して立ち上

力ゞる。

口縁部,体部内・外面横ナデ。 長石・ 石英
灰黄褐色

普通

15%   P21
竃覆上。

4

不

土 師 器

A[145]

B(47)
底部から回縁部片。平底。体部

は内彎しながら緩やかに立ち上

がり,日縁部上位でわずかに外

反する。

口縁部,体部外面横ナデ,内面
ヘラ磨き。高台接合部に4条の

溝。

長石・石英

にぶい橙色

良好

40%   P23
篭覆上。

5

不

土 師 器

B(33)
D 74
E 14

底部,体部片。高台は低く,や
や外反する。体部は内彎ぎみに

外傾する。

体部外面横ナデ。底部回転糸切

り。内面黒色処理。

雲母・長石・石英

(外 )にぶい黄橙色

(内 )黒色

良好

25%   P24
南東コーナー覆

上。

6

不

土 師 器

B(29)
D[90]
E 17

底部片。高台は直線的に開く 高台部横ナデ。底部内面放射状

にヘラ磨き。

長石・石英

にぶい責橙色

普通

25%   P25
竃覆土。

7

不

土 師 器

(18)

40
底部,体部片。高台部を二次加
工して,平底にしている。体部
は内彎ぎみに外傾する。

体部外面横ナデ。体部,底部内
面丁寧なヘラ磨 き。内面黒色処

受里。

/」 石ヽ

(外 )浅責橙色

(内)黒色

普通

20%   P22
南東コーナー覆

土。
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S卜5 上層解説
1 暗 褐 色 パミス粒子中量,ロ ーム粒子少量
2 黒 褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム中プロック・パ

ミス粒子少量

3 明 褐 色 コーム粒子多量

0              2m

∪
|

F 32.8m

∪
|

S卜5 虚土層解説
1赤 黒 色

2暗 赤 灰 色

3 にぶい赤褐色

4暗 赤 褐 色

5暗 赤 褐 色

6暗 赤 褐 色

7赤 褐 色

8 にぶい赤褐色

9暗 赤 褐 色

10暗 赤 褐 色

11黒  褐  色

黒色粒子多量,ロ ーム粒子・砂・焼

土粒子・ 炭化粒子微量

黒色粒子多量,ロ ーム粒子・砂・焼

土粒子・炭化粒子微量

粘土多量,焼土粒子少量,砂・ ロー
ム粒子微量

黒色粒子多量,焼上粒子少量,粘土・

砂・ ローム粒子微量

焼土粒子多量,ロ ーム粒子少量,炭
化粒子・砂微量

焼上粒子多量,ロ ーム粒子少量,炭
化粒子微量

ローム粒子多量,焼土粒子少量,炭
化粒子微量

ローム粒子多量,炭化粒子中量,焼
土粒子少量,砂微量
ローム粒子中量,波化粒子・焼上粒
子少量,砂・粘上微量
ローム粒子多量,焼上粒子・焼土ノ
ロック少量,炭化粒子・砂微量
黒色粒子多量,ロ ーム粒子・威化粒

子・焼土粒子少量,砂微量

0               1m

第30図 第 5号住居跡 。電実測図
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第31図 第 5号住居Ltl出土遺物実測図

ビット 6か所 (Pl～P6)検出されている。Pl～P3,P6は径30～40cmの円形を呈し,深さ22～66

cmで,主柱穴と考えられる。P4,P5は ,性格不明である。

貯蔵穴 南西コーナーに検出されている。長径72cm,短径55cmで楕円形を呈し,深さ10cmの皿状

を呈している。

竃 東壁の中央から南寄りを壁外に50cm程掘り込み,砂質粘上で構築されている。規模は長さ55

cm,幅 95cmで ある。竃内からは,竃の補強材として使用された土師器の奏片が出土している。北

側の袖基部からは,芯材として使用されたと思われる柱状の凝灰岩の切石が 2個出上している。

火床はほぼ平坦で,赤変硬化している。煙道は,火床から緩やかに立ち上がっている。

覆上 自然堆積。

遣物 住居跡中央部の覆土からは,土師器片 (甕 2,邦 3,細片35点)が少量出土している。そ

の他,流れ込みと思われる縄文式上器が極少量出土している。 4の上師器の不は,南西壁付近の

床面直上から出上している。竃内からは, 1や 2の大きめの甕片や甕の胴部の細片が10数片出土

しており,いずれも火を受けた痕跡がある。これらの土師器の破片は,竃の補強のために使用し

たものと考えられる。

所見 本跡は,重複関係から第11号溝より古い。出土遺物や住居跡の形態から10世紀の住居跡と

考えられる。
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第 5号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上 。色調・焼成 備   考

第31図

1

甕

土 師 器

A[206]

B(126)
胴部,口縁部片。胴部は内彎ぎ

みに外傾し,日縁部は直線的に

立ち上がり,上位近くで外反す
る。

口縁部 ,胴部内・外面横ナデ。 小石 。長石
にぶい橙色

普通

30%   P27
二次焼成痕。

竃覆上。

2

奏

土 師 器

A[200]

B(117)
胴部,日縁部片。胴部は内彎し

ながら外傾し,頸部は「く」の

字状に開き,日唇部外面にわず
かな凹線を有す。

日縁部内・外面横ナデ。胴部外

面ナデ。

スコリア・長石・

石英

橙色

普通

15%   P28
二次焼成痕。

指頭圧痕。

竃覆土。

3

不

土 師 器

A[124]

B 47
C[64]

底部から口縁部片。平底。体部

は内彎しながら外傾し,国縁部

上位でわずかに外反する。

口縁部,体部内・外面横ナデ。
底部静止糸切り。

雲母 。長石・石英

にぶい黄橙色

普通

25%   P29
二次焼成痕。

竃覆土。

4

郷

土 師 器

A[126]

B 47
C[76]

底部から口縁部片。平底。体部

は器肉を減じながら内彎し,口

縁部でわずかに外反する。

口縁部,体部外面横ナデ。底部
回転糸切り。内面黒色処理。

雲母 。長石・石英

(外 )にぶい黄橙色

(内)青黒色

普通

20%   P30
南西コーナー付

近床面直上。

5

不

土 師 器

B(34) 底部,体部片。平底。体部は内
彎しながら外傾する。

底部回転ヘラ切り。体部外面横

ナデ,内面ヘラ磨き。

長石・石英

にぶい橙色

普通

40%   P31
二次焼成痕。

中央部覆土。

版

号

図

番
器   種

法 昆皇
特 徴 出 土 地 点 備 考

長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量 (g)

6 角   釘 10 頭部を18ば 折り曲げている 竃底面 鉄製 卜12

第 6号住居跡 (第32図 )

位置 調査区の南部,E7fl区に確認されている。

重複関係 本跡の南壁中央部は,第830号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形 長軸3.lm,短軸2.9mの隅丸方形を呈している。

主軸方向 N-1ば―W

壁 壁高は20～35cmで ,ほぼ垂直に立ち上がっている。

壁溝 南 。西壁下の中央部を除いた部分に検出されている。幅10～20cm,深 さ 6 cmで,断面形は

「凹」状を呈している。

床 ほぼ平坦で,中央部や出入日付近が良く踏み固められて硬い。

ビット 住居跡の内 (Pl～P3,P10～ P15)° 外 (P4～P9)か ら合わせて15か所検出されている。Pl

～P3は径20～50cmの 円形を呈し,深さ15～45cmで ,主柱穴と考えられる。また,P4～ P9は Pl～

P3と 同じ規模を呈しており,壁外柱穴と考えられる。P10～P12は径20～40cmの 円形を呈し,深さ

10～22cmで出入口施設に伴うピットと考えられる。P13～P15は ,性格不明である。

貯蔵穴 西壁の中央から北寄りに検出されている。長径83cm,短径50cmの楕円形を呈し,深さ35

cmの皿状を呈している。
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S卜6 土層解説
1 黒 褐 色 ローム粒子中量
2 暗 褐 色 ローム粒子中量,ロ ームプロック・焼上粒

子少量

3 褐   色 ローム粒子中量,山砂プロック・焼土粒子
少量

4 橙   色 ローム粒子多量,ロ ームブロック少量
5 極 暗 褐 色 ローム粒子中量
6 にぶい褐色  ローム粒子多量

上 3と6m LI

④ l

LI

0               1m

0              2m

黒色粒子多量,ロ ーム粒子中量,粘土・

砂・焼土粒子・ 炭化粒子微量

粘土中量,黒tIB子・ ローム粒子・砂・

焼土粒子・炭化粒子少量

黒色粒子多量,ロ ーム粒子・焼土粒子・

炭化粒子少量,粘土・ 砂微量 ,

黒色粒子多量,焼土粒子・炭化粒子少量,

粘土・砂微量,焼土粒子・ 炭化粒子少量

黒色粒子多量,焼土粒子・炭化粒子中量,

焼土プロック少量,砂微量
黒色粒子・焼土粒子中量,ロ ーム粒子・

炭化粒子少量,砂微量

黒色粒子多量,粘土・焼上粒子中量,焼
土プロック・炭化粒子少量,砂微量
黒色粒子多量,焼土粒子・炭化粒子少量 ,

砂・粘土。ローム粒子・焼土プロック微

量

焼土粒子多量,焼土プロック中量,ロ ー

ム粒子・炭化粒子少量,粘土・砂微量
黒色粒子・焼土粒子中量,ロ ーム粒子・

炭化粒子少量,粘上・砂微量

焼土粒子多量,焼土プロック中量,炭化
粒子少量,ロ ーム粒子・砂微量
ローム粒子中量,炭化粒子・焼土粒子少
量,砂微量

S卜6 霊土層解説
1黒 褐 色

2 にぶい赤褐色

3暗 赤 褐 色

4 極 暗赤褐 色

5暗 赤 褐 色

6 にぶい赤褐色

7 極 暗赤褐 色

8暗 赤 褐 色

暗 赤 褐 色

暗 赤 褐 色

暗 赤 褐 色

暗 赤 褐 色

11

ロキSK 83ど

第32図 第 6号住居跡 。電実測図
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第33図 第 6号住居跡出土遣物実測・拓影図

寵 北壁の中央部を壁外へ50cm程掘り込み,砂質粘上で構築されている。規模は長さ100cm,幅
85cmであるも竃の付近に竃に使用した粘土や焼上が検出され,遺存状況は悪い。火床は,長径84

cm,短径44cm,深 さ12cmで ,浅 く皿状に掘り窪められ,レ ンガ状に赤変硬化している。煙道は,

火床から急な傾斜で立ち上がっている。

覆土 自然堆積。

遺物 住居跡の中央部,南壁中央付近,及び竃内からは土師器片 (甕 2,不 2,細片77点)を中
心に須恵器片 (郭 1,細片13点)や鉄製品が出上している。 4の上師器の内面黒色のイは,南部
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の覆上下層から出土したもので,「万」の墨書がある。 7の上製品は,土師器の甕の底部を二次

加工したもので,北東コーナーの壁に張り付いた状態で出上している。須恵器の甕の胴部片は,

南壁際の床面直上や覆上下層から4片出土している。 8の刀子は,東壁際の覆上下層から出上し

ている。

所見 本跡は,重複関係から第830号土坑より古い。出土遺物や住居跡の形態から9世紀後半の

住居跡と考えられる。

第 6号住居跡出土遣物観察表

第 7号住居跡 (第34図 )

位置 調査区の南部,E619区 を中心に確認されている。

重複関係 本跡の北東コーナーは,第828号土坑を掘り込んでいる。

規模と平面形 長軸4.4m,短軸4.節 の隅丸方形を呈している。

主軸方向 N-14° 一W

壁 壁高は20～28cmで,垂直に立ち上がっている。

壁溝 東 。西・南壁下に検出されている。幅25cm,深 さ12側で,断面形は「U」 宇状を呈してい

る。

器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備    考

図３３

１

第 甕

土 師 器

A[196]
B(149)

胴部,日縁部片。胴部は内彎し

ながら外傾して,日唇部はつま

み上げている。

口縁部内・外面横ナデ。胴部外

面ナデ。

長石・石英

橙色

普通

10%   P32
二次焼成痕。

竃覆土。

奏

土 師 器

A[186]
B(78)

口縁部片。日縁部は外反し,日

唇部をわずかにつまみ上げてい

る。

口縁部内・外面横ナデ。 長石・石英

にぶい褐色

良好

5%   P33
竃覆土。

3

邪

土 師 器

A[138]

B(31)
体部,日縁部片。体部の器肉は

非常に薄い。日縁部上位は肉厚

になり,わずかに外反する。

口縁部横ナデ。体部外面ロクロ

目を残す,内面丁寧なヘラ磨き。

内面黒色処理。

長石・石英

(外 )|こぶい橙色

(内)黒色

良好

30%   P34
南壁付近覆土。

4

郷

土 師 器

A[134]

B(38)
体部,国縁部片。体部は内彎ぎ

みに外傾し,日縁部で器肉が厚

くなり,わずかに外反する。

口縁部横ナデ。体部外画横ナデ,

内面ヘラ磨き。内面黒色処理。

スコリア・小石・

長石・石英

(外 )にぶい黄橙色

(内 )黒色  普通

10%   P35
体部に「万」の

墨書。

南部覆上。

5

イ

須 恵 器

(24)

(72)

Ｂ

Ｃ

底部,体部片。平底。体部は外

傾して立ち上がる。

底部は回転ヘラ切り後一部ナデ

調整。体部外面はロクロロを残

す。

色

粒

白

通

砂

灰

普

20%   P36
南西コーナー付

近覆上。

版

号

図

番
器  種

法 量
出 土 地 点 備 考

長 さ (cm) 幅 (cln) 厚さ(cm) 重量 (g)

7 不    明 北東コーナー際床面直上
土師器の甕転用,二次加工痕,花

の線刻,9C後 ,孔径0 7cm DP l

版

号

図

番
器  種

法 旦里
特 徴 出 土 地 点 備 考

長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量 lg)

8 刀    子 14 02 茎の端部 を欠損 東壁寄り覆土 鉄製 卜13
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増S 3      6
D

S卜7 土層解説
1 黒 褐 色  ローム粒子中量
2 にぶい褐色 焼土プロック中量,焼土粒

子 。ローム粒子少量

3 黒 褐 色  ローム粒子多量
4 褐   色  ローム粒子多量,黒色粒子

少量

5 褐   色  ローム粒子多量

0              2m

第34図 第 7号住居跡実測図
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Sトフ 竃 土層解説
1 灰 褐 色 山砂粒子多量,焼土粒子少

量

2 にぶい褐色  ロームブロック中量
3 にぶい褐色  山砂粒子多量 ,ロ ームブロ

ック・焼上ブロック少量

4 にぶい褐色 炭化粒子・焼土粒子少量
5 明 赤 褐 色 焼土粒子多量,ロ ームブロ

ック少量

6 にぶい褐色 焼土粒子・ ローム粒子多
量,黒色粒子少量

7 にぶい橙色 焼土粒子 。ローム粒子中
量,黒色ブロック 。ローム

ブロック少量

色 山砂粒子多量,焼上粒子少
量

8橙

A32.4m

0               1m

第35図 第 7号住居跡亀実測図

床 平坦で,住居跡の中央部を中心に良く踏み固められて硬い。

ビット 9か所 (Pl～P9)検出されている。Pl～P6は径20～30cmの 円形を呈し,深 さ30～ 40cm

で,ピ ットの上位が,住居跡の中央部に向かつて傾斜している壁柱穴である。P7は径40側の円

形を呈し,深さ36cm程で出入口施設に伴うピットと考えられる。P8,P9は ,性格不明である。

寵 北壁のほば中央部を壁外へ60cm程掘り込み,砂質粘土で構築されている。規模は長さ150cm,

幅160cmで ある。西側の袖部には,柱状の凝灰岩の切石を芯として使用している。竃は遺存状態

が悪 く,崩壊して住居内に流出している。竃の燃焼部からは,焼土が少量検出されている。火床

は,不整円形を呈し,浅 く皿状に掘り窪められ,赤変硬化している。煙道は,火床から緩やかな

傾斜で立ち上がっている。

覆上 自然堆積。

遺物 住居跡西部からは,上師器片 (甕 6,甑 1,不 7,細片266点)を 中心に須恵器 (不 1,細

片 9点)の細片や礫が多量に出土している。その他,流れ込みと思われる内耳鍋片は覆土上層か

ら出土している。 1や 2の上師器の甕は,竃の覆上下層から出上している。 3の上師器の甕は,

竃付近の床面直上から出土している。 8の上師器の内面黒色の邪は,墨書土器で,北壁際の床面

直上から出土している。その他,須恵器の甕の細片は西壁寄りの覆上下層から出上している。

所見 本跡は,重複関係から第 828号土坑より新しい。出土遺物や住居跡の形態から9世紀後半

の住居跡と考えられる。
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第36図 第 7号住居跡出土遺物実測図(1)

-60-



!

!

I

I

,I

ザ′

′r

′J

正 三 三 三 ア ∠ チ

/7

甥

‐７
‐６

0             10Cm

―

引

第37図 第 7号住居跡出土遺物実測・拓影図(2)
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第 7号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・ 焼成 備 考

第36図

1

甕

土 師 器

A[196]

B297
C[86]

平底。肩 は張 らずに長胴 を呈 し,

日縁部 は外反 し,上位でさらに

外反 している。

口縁部内・外面横ナデ。胴部外

面下位は縦方向のヘラ削り,上
位は横方向のヘラナデ。

小石・砂粒

にぶい橙色

普通

60%   P37
亀覆上下層。

2

甕

土 師 器

A[182]

B(246)
胴部,口縁部片。肩は張らずに

長胴を呈す。国縁部は外反し,

断面「S」 字状を呈する。

口縁部横ナデ。胴部外面下位は

横方向の粗いヘラ削り,上位は

縦方向のナデ。内面ナデ。

長石・石英

にぶい赤褐色

良好

20%   P38
竃覆土。

3

甕

土 師 器

A[198]

B(147)
胴部,日縁部片。肩は張らない。

口縁部は短く外反する。国唇部

は上方につまみ上げている。

日縁部内・外面横ナデ。胴部外

面縦方向のヘラ削り,内面は剥
離。

小石・長石・石英

にぶい橙色

普通

20%   P39
篭付近床面直

_と。

4

甕

土 師 器

A[190]

B(60)
口縁部片。日縁部は短く強く外

反し,日唇部はわずかに上方に
つまみ上げている。

口縁部内・外面積ナデ。 長石・ 石英

橙色

良好

5%   P41
二次焼成痕。

覆土。

5

ガヽ 形 甕

土 師 器

A[134]

B(47)
日縁部片。日縁部は短く外反し

ている。日唇部は上方につまみ

上 1デてし】る。

口縁部外面横ナデ後一部ヘラナ

デ,内面横ナデ。
長石・石英

にぶい橙色

普通

10%   P43
篭覆上。

6

甕

土 師 器

B(47)
C[80]

底部,胴部片。平底。胴部はや
や内彎して外傾する。

胴部外面縦方向のヘラ削りで,

最下位は横方向のヘラ削り。輪

積み痕。

小石・長石・石英

灰黄褐色

普通

15%   P44
南壁付近床面直

_と。

図３７
　
７

第 甑

土 師 器

A[290]

B(132)

C[156]

底部,日縁部片。無底式。国唇

部には,わずかに凹線を有す。

口縁部内・外面横ナデ。 長石・石英

淡黄色

普通

10%   P46
西部覆上。

8

不

土 師 器

A[140]

B 43
C[72]

平底。体部は内彎しながら綬や

かに外傾し,日縁部はわずかに

外反する。

日縁部横ナデ。体部外面弱いロ

クロロを残す,内面ヘラ磨き。

底部回転ヘラ切り。内面黒色処

理。

長石・ 石英

(外 )に ぶい橙色

(内 )黒色

普通

P47

墨書「お上」。

北壁際床面直上。

50%

9

不

土 師 器

A[133]
B(35)

体部,国縁部片。体部は内彎し

ながら外傾し,日縁部でわずか

に外反する。

口縁部横ナデ。体部外面横ナデ,

内面ヘラ磨き。内面黒色処理。

小石・スコリア・

長石・石英

(外 )とこぶい責橙色

(内)黒色  普通

40%   P49
竃覆土。

杯

土 師 器

A[126]

B 89
C[70]

体部,国縁部片。底部と体部の

稜は明瞭で,体部は外傾して立
ち上がる。口縁部上位は外反す

る。

体部外面横ナデ,内面ヘラ磨き。

内面黒色処理。

砂粒

(外 )にぶい黄橙色

(内 )黒色

普通

40%   P50
西部覆上。

不

土 師 器

A[128]

B(34)
体部,日縁部片。器肉は全体的
に均―である。体部下位にわず

かな稜を持つ。体部,日縁部は

直線的に立ち上がる。

口縁部横ナデ。体郡外面横ナデ,

内面丁寧なヘラ磨 き。内面黒色

処理。

砂粒

(外)橙色

(内 )オ リーブ黒色

良好

15%   P51
墨書「お」。

北部覆上。

邦

土 師 器

A[144]

B(56)
C[50]

底部から回縁部片。小さな平底。

体部は内彎ぎみに外傾し,口縁

部は直線的に立ち上がる。

体部外面横ナデ,内面丁寧なヘ

ラ磨き。内面黒色処理。

小石・スコリア

(外 )灰黄褐色

(内 )黒褐色

普通

20%   P52
墨書「船」。

南部覆土。

不

土 師 器

A[136]

B(35)
体部,口縁部片。体部,国縁部
は直線的に外傾して立ち上が

る。

体部外面にロクロロを残す,内
面ヘラ磨き。内面黒色処理。

長石

(外)灰黄褐色

(内)黒色

良好

5%    P53
墨書「上」。

北部覆上。

郷

上 師 器

B(30)
C[64]

底部,体部片。平底。体部は内
彎しながら外傾する。

体部外面下位横方向のヘラ肖」

り,中位横ナデ,内面ヘラ磨き。

底部静止ヘラ切り。内面黒色処

理。

長石

(外 )にぶい橙色

(内 )黒褐色

普通

15%   P55
南部覆上。

不

須 恵 器

13 7

40
65

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。底部と体部の稜は不明瞭。

体部は直線的に外傾し,口縁部
上位は強く外反する。

体部外面強いロクロロを残す。

底部回転ヘラ切り。

長石・石英

にない黄褐色

不良

90%   P57
ススが付着。

北壁際覆上下層。

第 37図の16。 17は,須恵器の甕片の拓影図で,外面に平行タタキロが見 られる。
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第 9号住居跡 (第38図 )

位置 調査区の南東部,E9e4区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸3.Om,短軸2.5mの隅丸長方形を呈している。

主軸方向 N-25°一W

出入口部 南東壁の中央部に幅 lm,長さ25cm程の張り出し部が検出されている。断面形は,階

段状を呈し,その面は人の出入りによって踏み固められ硬い。

壁 壁高は50cmで,ほぽ垂直に立ち上がっている。

床 若千の窪みが見られるが,全体的に硬い。

ピット 住居跡の外に11か所 (Pl～PH)検出されている。壁外から検出されたPl,P4～P7,P9

は,径18～30cmの 円形を呈し,深さ13～ 40cmの壁外柱穴と思われる。P2,P3,P8,PiO,Pllは ,

′隆格不明である。

|

19⑬巳
q
●

熱

◎
Ｌ

第 2号貯蔵穴

叫 引 」ヤ

A 32.am

S卜9 上層解説
1 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量,ロームプロ

ック・焼土粒子微量

2 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化物少量
3 褐   色 ロームプロック少量,炭化物微量
4 灰 褐 色 ロームプロック中量
5 褐   色 焼土粒子・炭化粒子少量,炭化物微量
6 にぶい帽也 焼土粒子 。ローム粒子少量,炭化物微量
7 明 褐 色 炭化粒子微量

0               2m

序
る

第38図 第 9号佳居FFl実測図
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A

A 32.3m

口
|

ё l

口
|

3黒 褐 色

4黒 褐 色

5黒 褐 色

6黒 褐 色

7黒 褐 色

8褐   色

9黒 褐 色

10黒 褐 色

n にぶい赤褐色

12 にぶい黄褐色
13 灰  褐  色

14黒  褐  色

15黒 褐 色

16黒  褐  色
17 黒  褐  色

18暗  褐  色

19 黒  掲  色

S卜9 電土層解説
1 にぶい赤褐色 黒色粒子少量
2 に ぶ い褐 色 黒色粒子中量,黒色小プロック・

灰少量

黒色粒子多量,灰 ブロック少量 ,
ローム粒子微量

灰粒子・ ローム粒子多量,炭化物
中量

灰粒子・ ローム粒子多量,ロ ーム

小プロック・ 炭化粒子少量

灰粒子・ 炭化物多量,ロ ーム粒子

少量,ロ ームガヽ ブロック微量

炭化粒子・ ローム粒子・ 灰粒子中

量

黒色粒子中量,炭化粒子少量 ,ロ
ーム粒子微量

灰粒子多量,炭化粒子中量,ロ ー
ム粒子微量

灰粒子 。炭化粒子多量,ロ ーム粒
子微量

炭化粒子中量 ,ロ ームをヽ プロック

・ ローム粒子微量

炭化粒子少量,黒色粒子微量
灰粒子多量,炭化粒子中量,ロ ー
ム粒子少量

灰粒子多量,黒色粒子中量,ロ ー
ム粧子少量,ロ ーム小ブロック・

炭化粒子微量

ローム粒子・ 炭化泣子多量 ,灰中
量 ,ロ ーム小プロック少量
ローム粒子多量,炭化粒子中量
ローム粒子多量,炭化粒子・ 灰中
量

ローム小プロック・ 炭化粒子・ 灰

中量

ローム粒子多量,ロ ームガヽ プロッ
ク・炭化粒子少量

炭化粒子中量 ,ロ ーム粒子微量
ローム粒子・ 炭化粒子少量

灰粒子多量,炭化粒子・ 灰 プロッ
ク少量

灰粒子多量,炭化粒子中量
炭化粒子・黒色粒子中量,灰プロ
ック少量 ,

ローム粒子・ 炭化粒子少量

ローム粒子中量,炭化粒子少量

色

色

色

　

色

色

褐
嚇
翔鵜

黒

黒

極

　

暗

暗

２０

２‐

２２

　

２３

２４

25黒  褐  色
26暗  褐  色

0               1m

第39図 第 9号住居跡電実測図

貯蔵穴 第 1号貯蔵穴は北東壁中央部際に,第 2号貯蔵穴は南コーナーに検出されている。第 1

号貯蔵穴は,長径120cm,短径75cmの精円形を呈 し,深さ25cmである。第 2号貯蔵穴は,長径130

cm,短径70cmの不定形を呈し,深さ24cmである。

電 北西壁の中央部を壁外へ60cm程掘 り込んで,砂質粘土で構築されている。規模は長さ150硼 ,

幅104cmで ある。袖部は,床のロームを掘 り残 して基部 とし,そ の他,補強材 として柱状の凝灰

岩の切石が使用されている。竃の遺存状態は悪 く,潰れて焼土等が流出している。火床は,皿状
に浅 く掘 り窪められ,赤変硬化している。煙道は,火床から緩やかな傾斜で立ち上がっている。

火床の奥まった部分に支脚を立てるためのものと思われる径 9 cmの円形の小ピットが検出されて

いる。
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第40図 第 9号住居跡出土遺物実測図(1)
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第41図 第 9号住居跡出土遺物実測図(2)
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覆上 自然堆積。

遺物 竃付近を中心に上師器 (甕 2,不 8,皿 1,細片62点 )や須恵器 (壷 1,不 2,細片 2点 )

が多数出上している。 6と 14の上師器の高台付不は北コーナー付近から二枚重ねで逆位の状態で

出上している。それらのすぐ東側からは,15の上師器の高台付皿と5,10の不が三枚重なって正

位で出土している。いずれも火災の際の二次加熱痕が見られる。また,一番下位の不の底部から

は麻と思われる布痕が検出されている。13の上師器の内面黒色の高台付不は,西コーナー付近の

床面直上から出土している。 4の須恵器の甑は,横位の状態で北コーナー付近の床面直上から出

上している。その他,覆土中層から須恵器の長顕壷の胴部片も出上している。17の盆と思われる

炭化した木製品は,西コーナー付近の床面直上から,18の炭化した櫛は北コーナー付近の床面直

上からそれぞれ出土している。第 1号貯蔵穴の底面からは,大角豆が多量に出土している。また,

床面全域からは,焼土や炭化材が検出されており,焼失家屋であると考えられる。

所見 本跡は,出土遺物や住居跡の形態等から9世紀末の住居跡と考えられる。

第 1号貯蔵穴は,東壁の中央部に位置しており,貯蔵穴ではなく住居と土坑の切 り合いとも考

えたが,上層からは重複関係が見られないことや貯蔵穴の覆土には住居内と同じ炭化材や焼土粒

子が混入していること等から,本跡に付属する貯蔵穴とした。

第 9号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備    考

1

第40図 奏

土 師 器

A[218]
B(268)

胴部,日縁部片。胴部上位に最大
径を持つ。口縁部は外反し,日
唇部を外上方につまみ上げる。

口縁部横ナデ。胴部外面下位か
ら中位にかけて縦方向のヘラ削
り,中位から上位にかけてナデ
上イデ。

長石・石英・小石
橙色
普通

30%   P61
二次焼成痕。
北コーナー付近覆土。

2

甕

土 師 器

A[204]
B(103)

胴部,日縁部片。胴部は内彎ぎ
みに外傾し,口縁部は短く強く
外反し,口唇部は上方につまみ
上げてしうる。

口縁部内・外面横ナデ。胴部ナ
デ上げ。

長石・ 石英

橙色

良好

20%   P62
二次焼成痕。漆が
付着。北コーナー

付近床面直上。

3

長 頸  壷

須 恵 器

B(147)
C[84]

胴部,頸部片。胴部中位に最大
径。頸部は外彎ぎみに立ち上が
る。

胴部内・外面横ナデ。 /」 石ヽ
黄灰色
良好

40%   P76
篭覆上。

4

甑

須 恵 器

A290
B291
C151

胴部はほぼ直線的に外傾し,
縁部は直線的に立ち上がる。
位に小形の把手が付く。

口

上
胴部外面ヘラナデ後横ナデ,下
位ヘラ削り,内面横ナデ。底部
はヘラ削りによる面取り。

小石・砂粒
乳褐色
普通

100%   P63
二次焼成痕。ススが
付着。北部床面直上

5

不

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は外傾して立ち上が
り,口縁部でさらに外反する。

口縁部横ナデ。体部内・外面積
ナデ。 色

粒
橙
通

砂
淡
普

100%  P64
二次焼成痕。炭化
布が付着。北コー
ナー床面直上。

6

不

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は内彎しながら外傾
し,日縁部上位で強く外反する。

回縁部横ナデ。体部外面ロクロロ
を残す,下位は最終的に横ナデ,
内面横ナデ。底部回転ヘラ切り後
一部ナデ調整。内面黒色処理。

長石・石英
(外 )にぶい責橙色
(内)黒色
良好

100%  P66
北コーナー付近
覆土。

7
不

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

口縁部一部欠損。平底。体部は
内彎しながら外傾し,口縁部上
位はわずかに外反する。

口縁部横ナデ。体部外面強いロ

クロロを残す,内面横ナデ。底部
回転ヘラ切り後一部ナデ調整。

スコリア・長石・石英

黒色

良好

97%   P68
竃付近覆土。

8

郵

土 師 器

[80]
(50)

Ａ

Ｂ
体部,国縁部片。器肉は全体的
に薄い。体部,国縁部はほぼ直
線的に立ち上がる。

口縁部横ナデ。体部外面横ナデ,
内面ヘラ磨き後上位のみ横ナ
デ。内面黒色処理。

スコリア・石天
(外 )にぶい黄橙色
(内 )黒色。普通

Ｐ

生
％
書
土

２０
墨
覆

9
不

土 師 器

(33)
[70]

Ｂ

Ｃ
体部片。体部は内彎ぎみに外上
方に立ち上がる。

体部外面ロクロロを残す。 小石 。長石・ 石更

にぶい黄橙色
不良

20%   P70
竃覆土。

第41図
10

不

須 恵 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。底部は突出ぎみ。体部は,
内彎ぎみに外上方に立ち上がり
口縁部上位で外反する。

日縁部横ナデ。体部内・外面横
ナデ。底部回転ヘラ切り後一部
ナデ調整。

砂粒
にぶい橙色
普通

100%   P67
二次焼成痕。
北部覆上。
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図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第41図
11

不

須 恵 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

国縁部一部欠損。体部は内彎し
ながら立ち上がり,口縁部で強
く外反する。

口縁部横ナデ。体部内・外面積
ナデ。底部ヘラ切り後一部ナデ
調整。

小石・長石・石英
灰白色
普通

95%   P72
北東部覆上。

不

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

体部,日縁部片。体部は外傾し
て立ち上がる。口縁部上位はわ
ずかに外反する。

口縁部横ナデ。体部外面横ナデ,
内面横ナデ後ヘラ磨き。底部回
転ヘラ切り。内面黒色処理。

長石

(外 )にぶい橙色

(内)黒色
普通

30%   P74
西コーナー付近
覆上。

不

上 師 器

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

体部は外傾しながら立ち上が
り,回縁部上位はわずかに外反
する。

体部外面強いロクロロを残す,
内面横ナデ後粗いヘラ磨き。底
部回転ヘラ切り。内面黒色処理。

雲母・長石・石英
(外 )黄褐色 (内 )黒
褐色
良好

99%   P73
西コーナー付近
覆上。

不

土 師 器

Ａ

Ｂ
平底。国唇部は器肉を減じなが
らわずかにつまみ上げられてい
る。

体部外面ロクロロを残す,内面
丁寧なヘラ磨き。内面黒色処理。

長石・石英
(外 )橙色 (内 )黒色
普通

98%   P65
北コーナー付近
床面直上。

皿

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

体部で均一だった器肉が国唇部
で肉厚になる。

口縁部横ナデ。体部外面横ナデ,
内面ナデ後ヘラ磨き。底部回転
ヘラ切り。内面黒色処理。

長石・石英
(外 )橙色 (内 )黒色
普通

95%   P75
二次焼成痕。
北コーナー付近
覆上。

版

号

図

番
器  種

法 量
特 徴 出 土 地 点 備 考

長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量 lg)

手   錬 20 西コーナー際覆土 木目の付着あり。鉄製M4

版

号

図

番
器  種

法 量
出 土 地 点 備 考

長 さ (cln) 幅 (cln) 厚 さ (cln) 重量 lg)

17 盆 (115) 西コーナー際床面直上 炭化 Ⅵ/1

種 (77) 北コーナー際床面直上 炭化 覇/2

Ell 19 北東壁床面直上 炭化 Vヽ3

第10号住居跡 (第42図 )

位置 調査区の西部,D3g,区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸3.6m,短軸3.Omの長方形を呈している。

主軸方向 N-5ず ―E

壁 壁高は6～ 12cmで ,ほぼ垂直に立ち上がっている。

床 撹乱が床まで達しているが,遺存している床面はやや硬い。
ビット 3か所 (Pl～P3)検出されている。P2は径30cmの 円形を呈 し,深さ52cmで,出入日施

設に伴うピットと考えられる。Pl,P3は,性格不明である。

貯蔵穴 西コーナーに検出されている。長径68cm,短径50cmで楕円形を呈し,深さ10cmである。

電 北東壁の中央から東コーナー寄りに砂質粘上で構築されている。規模は幅75cmで,長さは撹

乱により不明である。袖部は,床のロームを掘り残して基部としている。火床は,床面をそのま

ま使用しており,若干の赤変硬化が見られる。煙道は,撹乱が激しく検出できなかった。

覆土 撹乱により,不明である。

遺物 土師器と須恵器の細片が住居跡中央部から少量出上している。

所見 出土遺物が非常に少なく,時期を限定することはできないが,住居跡の形態等から平安時

代の住居跡と考えられる。
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A

C

口
llo 01

S卜 10 土層解説
1 灰 褐 色 ローム粒子少量,黒色粒子微量
2 褐   色 黒色粒子中量
3 黒 褐 色 ローム粒子少量
4 黒   色 ローム粒子少量
5 黒 褐 色 ローム粒子少量,ロームプロック微量
6 にぶい橙色 黒色粒子中量

o               2m

S卜 10 t 上層解説
1 灰 褐 色 焼土粒子多量,黒色プロック微遺
2 灰 褐 色 焼土粒子中量,黒色粒子微量
3 黒  色 焼土粒子中量,黒色粒子微量
4 黒 褐 色 黒色粒子少量,焼土粒子微量
5 褐 灰 色 粘上粒子中量,コ ームプロック・黒色

粒子微量

6 灰 褐 色 ロームブロック少量,焼土粒子微量
7 黒 褐 色 ローム粒子少量,黒色粒子微量

0               1m

C

LI LI

E

第42図 第 10号住居跡実測図
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第 3号住居謝 くⅡ区〉(第43図 )

位置 調査区の西部,E3b3区 を中心に確認されている。

重複関係 本跡の東壁と第 4号住居跡 〈H区〉の西壁が重複しているが,新旧関係は,撹乱が激
しいために把握できなかった。

規模と平面形 長軸 [4.2]m,短軸3.5mの 隅丸方形を呈しているものと思われる。
主軸方向 N-0°

壁 撹乱を受けているが,遺存している壁高は14～22cmで,緩やかに外傾して立ち上がっている。

床 撹乱が床面まで達しているが,遺存している床面は硬い。

電 北壁の中央から東寄りの壁を30cm程壁外に掘り込み,砂質粘上で構築されている。竃の 3分

の 2程が撹乱を受けており,遺存状態は悪い。西側の袖部は,床のロームを掘り残して基部とし

ている。火床は,撹乱により不明である。

覆上 自然堆積。

遺物 東壁付近から土師器片 (甕 1,細片64点)や須恵器片 (蓋 1,不 1,細片 5点 ) が少量出

④ l
|

al

A32.4m

S卜3 くH区〉上層解説
1 黒褐色 ローム粒子少量
2 褐 色 黒色粒子少量
3 暗褐色  ローム粒子多量

0               2m

第43図 第 3号住居跡 くII区〉実測図
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土している。 1の上師器の甕は,南東コーナー付近の床面直上から出土している。須恵器は,

の不を含め 7片で,北西コーナー際の床面直上から出土している。

所見 本跡は,出土遺物や住居跡の形態から9世紀初頭の住居跡と考えられる。

0              10Cm

第44図 第 3号住居跡 く

第 3号住居跡 (H区〉出

H区〉出土遺物実測図

土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

図４ ４

１

第 甕

土 師 器

A[202]
B(72)

口縁部片。日縁部は強く外反し,

日唇部はつまみ上げている。

口縁部内・ 外面横ナデ。 長石・スコリア

にぶい橙色

普通

10%   P109
南東コーナー付

近覆上。

2

杯

須 恵 器

Ｂ

Ｃ

(26)

[86]

底部,体部片。平底。体部は直

線的に外傾する。

体部にロクロロを残す。底部回

転ヘラ切り後一部ナデ調整。

粒

色

通

砂

灰

普

10%   P■ 1

北西 コーナー際

覆上。

3

蓋

須 恵 器

A[130]
B(33)

口縁部,天丼部片。天丼部は丸
みを持ち,天丼部と口縁部の境
に1条の明瞭な沈線が巡る。

天丼部外面にロクロロを残す。

日縁部内・外面横ナデ。

粒

色

好

砂

灰

良

％

土

１０

覆

第 4号住居跡 (H区〉 (第45図 )

位置 調査区の西部,E3b4区を中心に確認されている。

重複関係 本跡の西壁と第 3号住居跡 〈H区〉の東壁とが重複している。

規模と平面形 長軸 [4.9]m,短軸3.7mの隅丸長方形を呈しているものと考えられる。

主軸方向 N-90° 一E

壁 壁高は10cm程で,緩やかに外傾して立ち上がっている。

床 撹乱が床面まで達しているが,遺存している床面はやや硬い。

寵 東壁の中央から南寄りの壁際に焼上を検出したが,撹乱のために竃と確認することはできな

かった。

覆上 自然堆積と考えられる。

遺物 土師器 (甕 1,細片64点 )・ 須恵器の細片が住居跡中央部を中心に少量出上している。

所見 撹乱のために本跡と第 3号住居跡〈II区〉の新旧関係は確認できなかった。また,土器が細

片のため時期を確定することはできないが,住居跡形態等から8～ 10世紀頃の住居跡と思われる。
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B

S卜4 くH区〉土層解説
1 黒褐色 ローム粒子・ 炭

化粒子微量

2 褐 色 ローム粒子少量
3 褐 色 黒色粒子少量

0               2m

B 32.4m

第45図 第 4号住居Ltl(H区〉

0             10Cm

第48図 第 4号住居跡 くH区〉出土遺物実測図

第 4号住居跡 くH区〉出土遣物観察表

1

|

図版番 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第46図

1

甕

土 師 器

A[152]
B(8.3)

胴部,日縁部片。胴部と口縁部
の境に稜を持つ。日縁部上位は

わずかに外反する。

口縁部内・外面横ナデ。胴部外

面ヘラ削り,内面ナデ。

長石・石英

橙色

普通

10%   P154
束部床面直上。
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A_32.2m

S卜5 くH区〉土層解説
1 黒  色 ローム粒子微量
2 黒  色 ローム粒子少量
3 黒 褐 色 ローム粒子中量
4 黒 褐 色 ローム大プロック中量,ロ ーム粒子少量
5 黒 褐 色 ローム粒子多量,口 ■ム大プロック中量
6 黒 褐 色 ローム粒子多量
7 黄 褐 色 黒色粒子多量

0               2m

第47図 第 5号住居跡 くH区〉実測図
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S卜 5(H区 〉證 土鳩解説
1 黒  褐  色 ローム粒子微量
2 暗  褐  色  ローム粒子微量
3 黒  褐  色 焼土プロック中量,ロ ーム絃子・

焼土粒子微量

4 オ リー ブ褐 色 粘土プロック中量,焼土粒子微量
5 暗オリープ褐色 焼土粒子・粘土粒子微量
6 黒  褐  色 ローム大プロック・焼土粒子微量
7 暗  褐  色 ローム粒子少量,焼土粒子微量
8 暗オ リープ褐色 灰粒子中量,焼土粒子微量

く
|

0               1m

第48図 第 5号住居跡 くH区〉寵実測図

第 5号住居跡 くH区〉 (第47図 )

位置 調査区の西部,E4a7区を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸5.2m,短軸5.Omの隅丸方形を呈している。
主軸方向 N-87°一E

壁 壁高は40cm前後で,ほぼ垂直に立ち上がっている。

壁溝 南東コーナーを除いた壁下に検出されている。幅35cm,深 さ 6 cm程で,断面形は「口」状
を呈している。

床 ほぼ平坦で,全体的に良く踏み固められて硬い。
ピット 9か所 (Pl～P9)検出されている。Pl～P5は径25～40cmの 円形を呈し,深 さ28～74cm

で,主柱穴と考えられる。P6～P9の性格は不明である。

貯蔵穴 北西コーナーに検出されている。平面形は長径110cm,短径80硼の不定形を呈し,深さ
20cm程である。底面は皿状を呈している。

宅 東壁中央からやや南寄りを壁外へ細長く75cm程掘り込み,砂質粘上で構築されている。規模
は長さ64cm,幅 96cmである。天丼部は崩落している。火床は,長径117cm,短径46cmで,精円形

を呈し,皿状に掘り窪められており,熱を受けて赤変硬化している。煙道は,火床から急な傾斜

で立ち上がっている。

覆上 自然堆積。

遺物 南壁付近の覆土から土師器片 (甕 1,細片25点 )と須恵器片 (不 1,蓋 2,細片 2点)が
出上している。その他,鉄製品が数点出上している。南西コーナー付近の床面直上からは, 1の

上師器の甕や 3の須恵器の不蓋が出上している。須恵器の不蓋のつまみ部は,他に 2点出上して

Ｅ

Ｎ
．ミ
０
　
″
―
引
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おり,いずれも大ぶりでボタン状を呈している。その他, 8や 9の釘が北東コーナーや南東部付

近床面直上から出上している。

所見 本跡は,出土遺物や住居跡の形態等から8世紀中頃の住居跡である。
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第49図 第 5号住居跡 くH区〉出土遺物実測図

第 5号住居Ltl出土遺物観察表

―

―

キ

ー

ー

、

図版番 器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

図４９

１

第 甕

土 師 器

A E18 0]

B(192)

C 55

胴部,日縁部片。砲弾形。胴部

は直線的に立ち上がり,日縁部
は頚部から短く外反する。

口縁部内・外面横ナデ。胴部外

面ヘラ削り,内面ヘラナデ。

長石・スコリア

にぶい黄橙色

普通

40%   P■ 2
南西コーナー付

近床面直上。

2

イ

須 恵 器

B(24)
D[81]
E 17

底部片。高台は「ハ」の字状に

開く。

高台部横ナデ。

色

粒

灰

通

砂

褐

普

lo%   P■ 3
中央部覆上。

3

蓋

須 恵 器

Ｂ

Ｆ

Ｇ

(23)

34
08

天丼部片。天丼部は丸みを持つ。

偏平なつまみが付く。

天丼部回転ヘラ削り調整。 /」 石ヽ

灰黄色

普通

20%   P■ 4
中央部覆土。

4

蓋

須 恵 器

Ｆ

Ｇ

32
07
つまみ片。天丼部は平坦である。

偏平で幅の狭いつまみが付く。

天丼部ナデ。 砂粒

暗灰責色

普通

5%   P■ 5
篭覆土。
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版

号

図

番
器   種 石  質

法 量

出 土 地 点 備 考
長さ (cnl) 幅 (cm) 軍さ (cln) 重量 lg)

図４９

６

第
スクレーパー チ ャー ト 15 南東部覆土 Q6

7 不   明 粘 板 岩 (42) 覆土 Q7

版

号

図

番
器   種

法 量

特 徴 出 土 地 点 備 考
長さ(m) 幅 (cln) 厚さ(cm) 重量 (g)

8 鉄   鏃 (37) (11)
北東コーナー寄り覆

土

茎の端部に繊維の巻き

付け痕あり。  M22
9 不    明 南東部覆土 鉄製。 �123

第49図の 5は須恵器の甕片の拓影図で,外面に平行タタキロ,内面に青海波文が見られる。

第 6号住居跡 くH区〉 (第50図 )

位置 調査区の西部,D5fっ 区を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸4.Om,短軸3.9mの隅丸方形を呈している。
主軸方向 N-1げ―W

壁 壁高は20cm前後で,外傾して立ち上がっている。

壁溝 北東コーナーを除いた壁下に検出されている。幅15～38cm,深さ4～ 6 cmで ,断面形は「u」

状を呈している。

床 ほぼ平坦で,全体的に良く踏み固められて硬い。
ピット 6か所 (Pェ～P6)検出されているが,柱穴は検出できなかった。Pュ は長径45cm,短径
35cmの楕円形を呈し,深さ34cmで ,出入口施設に伴うピットと考えられる。P2～P6は,性格不

明である。

霊 北壁中央からやや東寄りを壁外へ60cm程掘り込み,砂質粘土で構築されている。規模は長さ
129cm,幅 105cmで ある。天丼部は崩落しているが,袖部は良好に遺存している。火床は径80cm程

の円形を呈し,床面を浅く掘り窪められており,レ ンガ状に赤変硬化している。煙道は,火床か

ら急な傾斜で立ち上がっている。

覆上 自然堆積

遺物 住居跡中央部の床面直上からは,土師器 (甕 4,甑 1,細片66点)や須恵器片 (不 4,蓋
3)が多量に出上しており,覆土上層からは,土師器の細片が多量に出上している。東壁中央付

近の床面直上からは,6の上師器の甑が横位で潰れた状態で出土している。須恵器の邪身(8,9)

と郭蓋 (11)が東壁際の床面直上から出土しており, 8と 9の須恵器の郷は逆位で,■の不蓋は

正位で,記載の順に重なって出上している。竃の火床からは, 1, 2の土師器の甕や石製支脚が

横位で出上している。焚口付近からは12の須恵器の郭蓋が正位で出上している。その他,礫が10

個程床面直上から出上している。
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所見 本跡は,出土遺物や住居跡の形態から8世紀初頭の住居跡である。

。
|1田

S卜 6

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

第50図 第 6号住居跡 くⅡ区〉実測図

く■区〉土層解説

黒 褐 色 ローム粒子少量
暴 褐 色 ローム粒子微量
暗黒褐色 ローム粒子微量
暗黒褐色 ローム粒子少量
黒  色 ローム泣子少量
黒  色 ローム粒子微量
黒 褐 色 ローム大プロック中量,ロ ーム粒子

少量

黒 褐 色 ローム粒子中量
黒 褐 色 ローム粒子・ ローム小プロック微量
黒 褐 色 ローム粒子多量
黄 褐 色 黒色粒子微量
黒 褐 色 ローム粒子微量
黒  色 ローム粒子多量

0               2m
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A 32.4m

第51図 第 6号住居跡 くⅡ区〉亀実測図

第 6号住居跡 くH区〉出土遺物観察表

④ l

S卜 6 くH区〉輩土層解説
1 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
2 黒 褐 色 ローム粒子少量,焼土粒子微量
3 暗 褐 色 ローム粒子少量,焼土粒子微量
4 黒 褐 色 ローム粒子少量
5 暗 褐 色 ローム粒子中量,焼上粒子少量
6 黒 褐 色 ローム粒子・ ローム小プロック・

焼土粒子微量

黒 褐 色 灰粒子多量,焼上粒子少量
暗 掲 色 焼土粒子多量,炭化粒子・灰中量
黒 褐 色  ローム粒子少量,炭化粒子・焼土

粒子微量

10 暗黒褐亀  ローム粒子少量,炭化粒子・焼土
粒子微量

H 黒 褐 色 ローム粒子少量,炭化粒子・焼土
粒子微量

12 黒 褐 色 炭化粒子少量,ロ ーム粒子・焼土
粒子微量

黒 褐 色 炭化粒子・焼土粒子少量,ロ ーム
粒子微量

褐  色 ローム粒子・ 灰粒子多量

0               1m

14

図版番号 器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

図５２

１

第 甕

土 師 器

A205
B256
C 84

平底。胴部上位に最大形。頸部

はくびれ,日縁郡で外反する。

国縁部内・外面横ナデ。胴部外

面下位ヘラ削り,中位縦方向の
ヘラ磨き。体部に輪積み痕。

長石・石英

橙色

普通

95%  P l17
篭覆上。

2

小 形 甕

土 師 器

A[132]
B(110)

体部,日縁部片。体部は内彎しな

がら外傾し,日縁部は短く外反
し,日唇部外面に浅い凹線が巡る。

剣離が激しく不明。 /」 石ヽ

浅黄橙色

不良

20%   P l18
二次焼成痕。

竃覆土。

3

甕

土 師 器

B(84)
C 94

底部,胴部片。平底。胴部は内
彎ぎみに外傾する。

胴部外面下位ヘラ削り後一部縦

方向のヘラ磨き。

長石・石英

橙色

普通

10%   P121
二次焼成痕。

篭覆土。

4

奏

須 恵 器

B(97)
C 68

底部,胴部片。平底。胴部は内
彎しながら外上方に立ち上が

る。

胴部外面平行タタキ。 長石

責灰色

普通

20%  P124
南東部覆土。

5

小 形 甕

土 師 器

A160
B151
C 87

平底。胴部は内彎ぎみに外上方

に立ち上がり,日縁部上位はわ
ずかに外反する。

口縁部内・外面横ナデ。胴部外

面ヘラ削り,内面横ナデ。底部
ヘラ削り。

小石・長石・ 石英

橙色

普通

100%  P122
竃覆土。

6

翫

土 師 器

A187
B(163)

底部欠損。胴部は内彎ぎみに外

傾し,国縁部上位はわずかに外
反する。

口縁部内・外面横ナデ。胴部外

面ヘラ削り。

小石・長石

にぶい橙色

普通

80%   P123
中央部覆上。

7

邦

須 恵 器

A140
B 42
C l12

口縁部一部欠損。平底。底部と

体部の境は不明瞭で,体部,国
縁部は直線的に外傾して立ち上

がる。

胴部外面ロクロロを残す,内面
横ナデ。底部回転ヘラ切り。

小石・長石

灰白色

普通

90%   P125
東壁付近床面直

_L。

図５３

８

第 不

須 恵  器

A l10
B 38
C 70

平底。底部と体部の境は不明瞭

で,体部,日縁部は直線的に外
傾して立ち上がる。

体部横ナデ。底部回転ヘラ切り。 石

色

通

長

灰

普

90%   P126
東壁付近覆土。
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ぽ層

第52図 第 6号住居跡 (H区〉出土遺物実測図(1)
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0              10cm

第53図  第 6号住居跡 くH区〉出土遺物実測図(2)

図版番号 器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

図５３

９

第 不

須 恵 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

146
49
11 6

平底。底部と体部の境は不明瞭。

体部,日縁部は直線的に外傾し
て立ち上がる。

体部横ナデ。底部回転ヘラ切り。 小石・砂粒

灰色

普通

95%   P128
東壁付近床面直

_L。

不

須 恵 器

Ｂ

Ｃ

(25)

103
底部,体部片。平底。底部と体
部の境は不明瞭。

体部横ナデ。底部回転ヘラ切り。 雲母

灰 白色

普通

20%   P127
中央部床面直上。

蓋

須 恵 器

A162
B134
F 34
G 07

天丼部は丸みを持ち,緩やかに
口縁部に至る。日縁部内面にわ

ずかなかえりを有する。偏平な

つまみが付く。

天丼部回転ヘラ削り調整。国縁

部内・外面横ナデ。

雲母 。長石

褐灰色

普通

98%  P129
東壁付近覆上。

き

須 恵 器

A145
B 32
F 34
G 07

天丼部は直線的に国縁部に至

る。国唇部は下方につまみ出さ

れている。偏平なつまみが付く。

天丼部回転ヘラ削り調整。口縁

部横ナデ。

長石

黄灰色

普通

100%  P130
竃覆土。

蓋

須 恵 器

A154
B 36
F 32
G 08

天丼部一部欠損。天丼部は丸み

を持つ。国唇部内面にわずかな

沈線が巡る。偏平なつまみが付

く。

天丼部回転ヘラ削り調整。国縁

部内・外面積ナデ。

長石

灰 白色

普通

75%   P131
南部覆土。

第 7号住居跡 くH区〉 (第54図 )

位置 調査区の南西部,E4a9区を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸4.Om,短軸3.4mの隅丸長方形を呈している。
主軸方向 N-52° 一E
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一
一Ｃ

守
A 32.3m

uJI

第54図 第 7号住居跡 (H区〉。電実測図

S卜7 <Ⅱ 区〉上層解説

1 黒    色 ローム粒子微量
2 黒  褐  色 ローム小プロック微量
3 黒  褐  色 ローム粒子微量
4 黒  褐  色 ローム粒子中量
5 暗  褐  色 ローム粒子中量,焼上粒子微量
6 黒  褐  色 ローム粒子中量
7 黒    色 ローム粒子微量
8 オリーブ褐色 黒色粒子少量
9 黒  褐  色 ローム粒子微量
10 黒    色 ローム粒子少量
■ 黒  褐  色 ローム粒子・ ローム中プロック多量

0               2m

口
|

SI‐7 くH区〉霊 土層解説
黒  色 焼土粒子微量
黒 褐 色 焼土粒子・粘土粒子少量
黒 褐 色 焼土粒子中量,粘上粒子少量
暗赤褐色 粘上・ 灰中量,焼土大プロック微量
黒 褐 色 焼土粒子・焼土大プロック微量
黒  色 焼土粒子・ ローム粒子微量
黒 褐 色 粘土粒子少量,焼土粒子微量
黒  色 焼土粒子・ ローム粒子微量
黒 褐 色 焼上粒子少量
黒 褐 色 ローム粒子微量

6

7

8

9

10

0               1m
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壁 壁高は30～ 45cmで,外傾して立ち上がっている。

壁溝 西コーナーを除いた壁下に検出されている。幅10～40cm,深 さ10clnで,断面形は「U」 字

状を呈している。

床 凹凸が見られるが,全体的に良く踏み固められていて硬い。

ビット 5か所 (Pl～P5)検出されている。Pl～Psは径20～50cmの 円形を呈 し,深 さ20～30cm

であるが,配列に規則性がなく,サ性格は不明である。

竃 北東壁のほぼ中央部を壁外へ50cm程掘 り込み,砂質粘上で構築されている。規模は長さ80cm,

幅97cmである。北西袖部は,床のロームを掘 り残して基部としている。竃の遺存状況は悪 く,天

井部は,崩落して流出している。火床は,長径45cm,短径37cmの楕円形を呈し,床面を浅 く皿状

に掘り窪めている。煙道は,火床から急な傾斜で立ち上がっている。

覆土 ロームブロックやローム粒子が含まれており,人為的堆積とした。

遣物 住居跡の覆土からは,土師器片 (甕 1,細片20点)や須恵器片 (不 1,蓋 1,細片 9点 )

などが出上している。その他,鉄製品や瓦の細片が出上している。 2の上師器の甕は竃覆土から

出上している。混入と思われる3の須恵器の不蓋は,住居跡中央の覆土中層から出上している。

所見 本跡は,住居跡の形態や出土遺物等から8世紀中頃の住居跡である。

5

Sラを

第55図  第 7号住居跡 くH区〉出土遺物実測図
0             10Cm

一
４
ツ
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第 7号住居跡 くⅡ区〉出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

図５５

１

第 賓

土 師 器

A[162]

B(45)
口縁部片。国縁部 は強 く頚部か

ら外反 し,国唇部 は上方につ ま

み上げられている。

口縁部内・外面横ナデ。 長石・石英

にぶい褐色

普通

5%   P132
南東壁際覆土。

2

郷

須 恵 器

A[119]

B(27)
C[60]

体部,国縁部片。体部,国縁部
は直線的に外傾して立ち上が

る。

口縁部横ナデ。体部外面はロク

ロロを残す,内面横ナデ。
砂粒

灰黄色

良好

10%  P133
竃覆土。

3

蓋

須 恵 器

A[156]

B(26)
日縁部片。日唇部は下方につま

み出されている。

天丼部回転ヘラ削り調整。国縁

部内・外面積ナデ。

粒

色

通

砂

灰

普

20%   P134
中央部覆土上。

版

号

図

番
器  種

法 量
出 土 地 点 備 考

長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (ctn) 重量 lg)

4 土 面  子 15 覆土上層 DP 4

版

号

図

番
器  種

法 量
特 徴 出 土 地 点 備 考

長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量 (g)

5 欽    鏃 刺突部 を欠損 北西壁際覆土 �「24

第 9号住居跡 (H区〉 (第56図 )

位置 調査区の南西部,F5c6区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸4.9m,短軸4.拗 の隅丸長方形を呈している。

主軸方向 N-35° 一W

壁 壁高は30cmで ,ほぼ垂直に立ち上がっている。

壁溝 北東 。南西壁下から検出されている。幅20cm,深 さ4～ 8 cmで,断面形は「U」 字状を呈

している。

床 撹乱が床面まで達しているが,遺存している床面はやや硬い。

ピット 5か所 (Pl～P5)検出されている。Pl～P4は径35～60cmの 円形を呈し,深 さ20～60cm

で,主柱穴と考えられる。P5は,性格不明である。

貯蔵穴 北コーナーに検出されている。長径65cm,短径55cmの楕円形を呈し,深さは24cmである。

底面は,皿状を呈している。

竃 北西壁中央部を壁外へ60cm程掘り込み,砂質粘上で構築されている。規模は長さ125cn,幅

128硼である。袖部は,床のロームを掘り残して基部としている。天丼部は,崩落している。火

床は,長径150cm,短径100cmで精円形を呈し,浅い皿状に掘り窪められ,レ ンガ状に赤変硬化し

ている。煙道は,火床から急な傾斜で立ち上がっている。煙道部は良く遺存しており,煙出し部

はリング状に赤変硬化している。

覆土 撹乱を受けているが,自然堆積と思われる。
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Q

o             2m

く■区〉土層解説

黒  褐  色 ローム粒子多量,ロ ーム大プロック中量
黒  褐  色 ローム粒子多量
黒  褐  色 ローム小プロック少量
黒    色 ローム粒子中量
黒  褐  色 ローム粒子多量,ロ ーム大ノロック中量
黒 褐 色 ローム粒子多量
オリー/tetl 黒色粒子多量

6図 第 9号住居跡 くH区〉実測図
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遺物 住居跡中央部や竃付近の覆土からは,土師器片 (甕 1,細片45点)や須恵器片 (不 1,盤

1,細片 4点)が出土している。須恵器の 2の不や 4の紡錘車は,竃の北西側の床面直上及び Pュ

中層から出上している。

所見 本跡は,住居跡の形態や出土遺物から8世紀中葉の住居跡である。
S卜9 くII区》董土層解説
1 黒  褐  色 灰粒子少量,ロ ーム粒子

微量

2 にぶい黄褐色 灰粒子多量,コ ーム粒子
・焼土小プロック少量 ,

炭化粒子微量

口
|

3黒 褐 色

4 にぶい黄褐色

5暴 褐 色

6灰 黄 褐 色

7 にぶい黄褐色

8褐   色

9褐   色

灰粒子・焼土粒子少量 ,

ローム粒子微量

灰粒子中量,焼土粒子少
量,ロ ーム粒子微量
ローム粒 子・ 灰粒 子 少

量,焼土粒子微量
灰粒子多量,焼土粒子少
量,ロ ーム粒子微量
ローム粒子多量,焼土粒
子微量

ローム粒子多量,焼土小
ブロック少量

ローム粒子多量,焼土小
ブロック中量,炭化粒子
微量

黒色粒子中量,炭化粒子
・焼土粒子微量

ローム粒子多量,炭化粒
子少量,焼上小プロック
微量

ローム粒子中量,炭化粒
子・焼土小プロック少量

色

　

色

褐

　

褐

黒

　

黒

口
|

A32.Om

第57図 第 9号住居Ltl(H区〉謹実測図

12暗  褐  色

0               1m

0              10cm
二]と〔正三IIE〉

第58図 第 9号住居跡 くH区〉出土遺物実測図
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第 9号住居跡 くH区〉出土遺物観察表

図版番号 器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備    考

図５８

１

第 甕

土 師 器

B(28)
C[112]

底部,胴部片。平底。胴部は外
傾する。

胴部外面ヘラ磨 き。 長石

明赤褐色

不良

5%   P138
北西部覆土。

2

不

須 恵 器

A[184]
B 72
D[12]
E ll

底部から口縁部片。低い高台。

体部,口縁部は底部から直線的
に立ち上がる。

口縁部横ナデ。体部内・外面横

ナデ。底部回転ヘラ切り。

石英

黄灰色

良好

40%   P142
北西部床面直上。

3

盤

須 恵 器

A[248]
B(20)

体部,国縁部片。体部は直線的
に外傾し,国縁部は短く直線的
に斜上方に立ち上がる。

口縁部内・外面横ナデ。体部回

転ヘラ削り。 色

粒

白

通

砂

灰

普

10%   P143
西部覆上。

版

号

図

番
器   種 石   質

法 量
出 土 地 点 備 考

長 さ (cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量 lg)

電 紡 錘  草 粘 板 岩 (26) 12 P二 内 Q8

第10号住居跡 (H区〉 (第59図 )

位置 調査区の南西部,F5e4区 を中心に確認されている。
規模と平面形 長軸3.6m,短軸3.lmの隅丸長方形を呈している。
主軸方向 N-72°一E

壁 壁高は10cm前後で,外傾して立ち上がっている。

床 撹乱が床面まで達しているが,遺存している床面はやや硬い。
ピット 1か所 (Pl)検出されている。長径30cm,短径25cn4の楕円形を呈しており,深さは10cm

と浅い。性格は,不明である。

貯蔵穴 北西コーナーに検出されている。径45cmの 円形を呈し,深さは20cmである。
寵 本跡からは, 2ケ所の竃が検出されている。第 1号竃は,東壁の中央から南寄りを壁外へ40
cm程掘り込み,砂質粘上で構築されている。規模は長さ97cm,幅 90cmで ある。袖部は,床のロー

ムを掘り残して基部としている。火床は,径40cmの 円形を呈している。煙道は,火床から緩やか

な傾斜で立ち上がっている。第 2号竃は,西壁の中央から南寄 りを壁外へ30cln程掘り込み,砂質

粘上で構築されている。規模は長さ80cm,幅 105cmである。袖部は,撹乱を受けているが,若干

の床のロームを掘り残した基部が検出されている。火床は,床面をそのまま利用しており,多少

赤変硬化している。煙道は,撹乱により不明である。

覆土 撹乱が激しいが,人為堆積と思われる。。

遺物 住居跡壁際の床面直上から土師器片 (甕 1,不 3,細片48点 )や鉄製品がかなり多く出土
している。 5の刀子は,北西コーナー際の床面直上から出上している。

所見 本跡は,出土遺物が少なく時期を限定できないが,住居跡の形態等から9世紀後半以降の

住居跡と考えられる。
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A

C

S卜 10(■ 区〉上層解説
1 黒  色  ローム粒子・ ロー

ム大プロック中量

黒  色  ローム粒子少量
黒  色  ローム粒子微量
褐  色 黒色粒子中量
黄 褐 色 黒色粒子微量
黒 褐 色  ローム粒子少量
黒 褐 色  ローム粒子少量
黒  色  ローム粒子中量
黒 褐 色  ローム粒子微量
10 黒  色 ローム粒子多量
11 黒 褐 色 ローム粒子・ ロー

ム中プロック少量

A 31.3m

0               1m

2m

、ヽ   ′く~池//⌒
｀ヽ＼

LI      
。

Ｅ

Ｏ
．ｒ
φ
　

‥〓
―

刊

WI    Ш
I

第 1号歳

S卜 10 <H区〉第 1号t 上層解説
1 黒 褐 色 焼土粒子多量,焼上プロック・ 灰粒子少量
2 黒  色 焼土粒子・ 焼上小プロック・炭化粒子少量
3 黒 褐 色 燒土粒子多量,焼土小プロック中量,灰小ブロック・炭化

粒子少量

4 黒 褐 色 焼土粒子・焼土小プロック・炭化粒子少量
5 褐  色 灰粒子 。ローム粒子中量,焼土粒子・炭化粒子微量
6 暗 褐 色 焼土粒子・灰粒子多量,焼土中プロック少量

第59図 第10号住居Ltlく H区〉。電実測図

第 2号憲

S卜 10 <Ⅱ 区〉第 2号輩 上層解説
1 黒 褐 色 焼土粒子少量,ロ ーム粒子・焼上小プロック・炭化粒子・

炭化物微量

2 黒  色 ローム粒子少量,焼土粒子・炭化粒子微量
3 黒 褐 色 ローム粒子中量,焼土粒子少量
4 暗 褐 色 ローム粒子多量,焼土粒子・焼土小プロック・ ローム小ブ

ロック・ 炭化粒子微量

5 黒 褐 色 焼上粒子少量
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第80図 第 10号住居跡

第10号住居跡 (H区〉

くH区〉出土遺物実測図

出土遺勃観察表

0              10Cm

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

図６０

１

第 甕

土 師 器

B(5.8)

C[12.4]

底部,胴部片。平底。胴部は内
彎ぎみに外傾する。

胴部横方向のヘラ削り。 長石・石英

灰白色

普通

5%   P144
P2内覆土。

2

不

土 師 器

A[11.4]

B(3.6)
体部,国縁部片。体部 は内彎 ぎ
みに外上方に立ち上が り,国 縁
部 は直線的 に立ち上がる。

口縁部内・外面横ナデ。 雲母・長石

にぶい責橙色

普通

10%   P146
北郡床面直上。

3

郷

土 師 器

A[12.4]

B(3.1)
体部,日縁部片。体部は内彎ぎ
みに外上方に立ち上がり,国縁
部は直線的に立ち上がる。

口縁部内・外面横ナデ。内面黒

色処理。

スコリア・長石

(外 )とこぶい黄橙色

(内 )黒色。普通

5%   P147
第 1号竃覆土。

4

不

上 師 器

B(1.7)

C[5.0]
底部,外部片。平底。体部は内
彎しながら外上方に立ち上が

る。

体部外面横ナデ。底部回転糸切

り。内面黒色処理。

雲母

(外)褐灰色

(内 )黒色。普通

10%   P148
第 2号竃覆上。

版

号

図

番
器   種

法 量

特 徴 出 土 地 点 備 考
長さ(cm) 幅 (cnl) 厚さ(伽 ) 重量 (g)

5 刀    子 (11.1) 1.7 0.7 (12.6)
茎部を欠損,刀身は研ぎ減っ
ている

北西 コーナー際床面

直上
鉄製 1ヽ27

角   釘 (2.8) 頭部を欠損 第 1号竃底面 鉄製 �128

第11号住居跡 くⅡ区〉 (第61図 )

位置 調査区の南西部,E3e3区を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸4.8m,短軸2.9mの隅丸長方形を呈している。

主軸方向 N-7ず ―E

壁 壁高は20cm前後で,外傾して立ち上がっている。

床 撹乱が床面まで達しているが,遺存している床面は硬い。

電 東壁中央部を壁外へ90cm程掘 り込み,砂質粘上で構築されている。規模は長さ100cm,幅 68
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cmである。境乱により遺存状態は悪いが,火床は床面をそのまま利用しているものと考えられる。

煙道は,火床から緩やかな傾斜で立ち上がっている。

覆土 撹乱されており,不明である。

遺物 南壁付近から土師器片 (甑 1,不 1,細片60点)や須恵器細片が少量出上している。 1の

上師器の甑は,南壁の中央付近の覆上下層から出上している。 3の銅芯耳環は,住居跡中央部の

覆土から出上している。

所見 本跡は,住居跡の形態や出土遺物から8世紀初頭の住居跡である。

S卜 11 く■区〉土層解説
1 黒  色 ローム粒子微量
2 黒 褐 色 ローム粒子微量

Ｃ

一
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第61図 第 11号住居跡 くⅡ区〉実測図
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第62図 第11号住居跡 (H区〉電実測図

第63図 第11号住居跡 (H区〉出土遣物実測図

S卜 11く H区〉盟 土層解説
1 褐   色 黒tti粒子微量
2 黒 褐 色 ローム粒子多量,焼土・炭化粒子微量
3 暴 褐 色 ローム粒子・灰中量,焼上・炭化粒子

微量

4 黒 褐 色 ローム粒子中量,焼土微量
5 褐   色 焼土粒子中量,灰少量
6 赤 褐 色 黒色粒子・ ローム粒子・炭化粒子中量
7 明 赤 褐 色 ローム粒子・粘土粒子中量,灰ブロッ

ク少量,炭化粒子微量
8 黒   色 ローム大プロック中量,ロ ーム粒子少

量

9 黒   色 ローム大プロック中量,ロ ーム粒子微
量

10 黒 褐 色 焼土粒子少量
11 黒 褐 色 ローム粒子少量,焼土微量
12 明 赤 褐 色 炭化プロック中量,灰粒子微量
13 によい黄掲色 焼土粒子・ 炭化粒子微量
14 褐   色 焼土粒子微量
15 明 赤 褐 色 灰・炭化粒子中量
16 黒 褐 色 焼土粒子・灰少量,炭化粒子微量
17 暴 褐 色 ローム大プロック中量,ロ ーム粒子・

焼土粒子・灰微量

褐 色 焼土粒子中量,黒色粒子微量
褐 色 黒色大ノロック中量

0                1m

0              10cm

黄

黄

C

ざ尊d
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第 11号住居跡 くⅡ区〉出土遺物観察表

図版番号 器 種 法量 (cnl) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備    考

図６３

１

第 甑

上 師 器

B(123)

C[98]
底部,体部片。無底式。体部は

外傾しながら立ち上がる。

体部外面縦方向のヘラ削り,内

面下位は横方向のヘラ削りで,

中位はナデ。

小石 。長石

橙色

普通

15%   P151
南壁付近覆土。

2

lTN

土 師 器

10 4

42

Ａ

Ｂ

丸底。体部と口縁部の境にわず

かな稜を持つ。口縁部は直立す

る。

口縁部内・外面横ナデ。体部外

面ヘラ肖」り後ヘラ磨き,内面は

丁寧なヘラ磨き。内面黒色処理。

長石・石英

(外)黒褐色

(内 )黒色。普通

95%   P152
南壁際覆土。

版

号

図

番
器  種

法 量
特 徴 出 土 地 点 備 考

長さ(cm) 幅 (clll) 厚さ (clll) 重量 (g)

3 耳   環 18 飼芯金張 中央部覆土 銅製 h129

2 掘立柱建物跡

当調査区の北部から南部にかけて,奈良・平安時代の掘立柱建物跡が 6棟検出されている。こ

れらのうち 4棟は,大形の建物跡である。

以下,それぞれの特徴や出土遺物について記載する。

第1号掘立柱建物跡 [SK 182～ 184・ 238～249・ 262・ 263・ 269・ 276・ 277・ 297・ 497・ 532](第 64図 )

位置 調査区の北部,C7c4区 を中心に確認されている。

重複関係 本跡の北東部は,第 5号堀と第273号土坑に掘り込まれている。

規模 東西 3間,南北 5間の建物で,柱間寸法は,桁行2.5m,梁行2.5mで ある。柱穴の掘方は

平面形が,長径1.2～2.Om,短径0。 7～ 1.Omの 隅丸長方形を呈し,深さは0.5～ 1.lmで ある。

柱痕跡はP5で確認されており,柱の径は約30cmである。P17～ P23は,東柱と考えられる。

長軸方向 N-67° 一E

覆土 黒褐色土と褐色土 (ロ ーム土)を互層に版築されている。

遺物 柱掘方内の覆土から,土師器と須恵器の細片が少量出上している。

所見 本跡は,出土遺物や建物形態,規模等から平安時代の公的な建物と考えられる。また,第

2・ 3号掘立柱建物跡と主軸方向や規模がほぼ同じであり,同時期に存在していたものと考えら

れる。

Pe 土層解説
1 暗 褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム中プロック・ 黒色粒子少量
2 褐   色 ローム粒子中量,ロ ーム中ブロック少量 ,ス コリア月ヽブロック極少量

3 褐   色 ローム粒子 。ローム中ブロック中量,黒色粒子少量
4 にぶい褐色 ローム粒子中量,ロ ーム大プロック・黒色粒子少量 ,ス コリア小ブロック極少量

5 暗 褐 色 黒色粒子中量,ロ ーム粒子少量,ロ ーム小ブロック・ スコリア小プロック極少量

6 暗 褐 色  ローム粒子・ 黒色粒子少量,ロ ーム中プロック極少量
7 褐   色 ローム粒子中量,ロ ーム大ブロック・黒色粒子少量
8 褐   色 ローム粒子中量,ロ ーム中ブロック少量
9 暗 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム中ブロック極少量
10 黒 褐 色 ローム粒子・ 黒色粒子・ ローム中ブロック少量
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土層解説

黒  色
暗 褐 色

黒 褐 色

暗 褐 色

Ａ
一

Ｂ
一

黒色粒子多量 ,ロ ーム粒子少量
ローム粒子中量,ロ ーム小プロ

ック・砂少量

黒色粒子中量,ロ ーム粒子少量
ローム粒子中量 ,ロ ーム中・ 小

プロック少量,ス コリア粒子極

少量

黒 褐 色 黒色粒子中量,ロ ーム粒子・ ス
コリア泣子少量

0             4m

Ｐ５

・

２

　

３

４

一
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第 2号掘立柱建物跡 [SK-200・ 201・ 208・ 210・ 211・ 219・ 220・ 223・ 226・ 230・ 231・ 252・ 253・ 261・ 265・ 519

・558・ 559・ 668](第65図 )

位置 調査区の北部,C6f8区を中心に確認されている。

重複関係 本跡の北 。南部は,第 7号堀 と第17・ 18号濤,第226・ 332・ 337号土坑に掘 り込まれ

ている。

規模 東西 3間,南北 5間の建物で,柱間寸法は,桁行2.8m,梁行2.4～2.8mで ある。柱穴の

掘方は平面形が,長径1.0～ 1.5m,短径0,7～1.Omの楕円形を呈し,深さは0.5～ 1.Omである。

ピット間に幅40～70cm,深 さ20cm前後の溝が掘られている部分が 5か所検出されている。柱痕跡

はP5,P6,P8,Pllで 確認されており,柱の径は約20cln前後である。P16～P19は ,束柱 と考えら

れる。

長軸方向 N-67°一E

覆土 黒褐色土と褐色土 (ロ ーム土)を互層に版築されている。

遺物 柱掘方内の覆土から,土師器,須恵器の細片が数片出土している。

所見 本跡は,出土遺物や建物形態,規模等から平安時代の公的な建物と考えられる。また,第

1・ 3号掘立柱建物跡と主軸方向や規模がほぼ同じであり,同時期に存在していたものと考えら

れる。

P7・ 8土層解説
1 黒 褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム小プロック少量,ロ ーム中ブロック極微量
2 黒  色 ローム中プロック中量,ロ ーム粒子少量
3 黒  色 ロームガヽプロック多量,ロ ーム粒子中量
4 黒  色 ローム小プロック・ ローム粒子中量
5 黒  色 ローム粒子中量,コ ームガヽブロック微量 ,
6 黒  色 ローム小ブロック中量,ロ ーム粒子少量
7 褐  色 黒色粒子中量
8 黒 褐 色 ローム粒子中量,ロ ームイヽプロック少量,ロ ーム中プロック極微量
9 褐  色 黒色粒子少量
10 黒  色 ローム粒子少量,炭化粒子微量
11 黒  色 ローム粒子・ コーム小ブロック中量
12 黒  色 ロームガヽプロック中量,ロ ーム粒子少量

ェ 上層解説
暴  色 黒色粒子多量,ロ ーム粒子微量
暗 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム中プロック・スコリア小ブロック微量
褐  色 ローム粒子中量,ロ ーム小プロック少量,ス コリア粒子・黒色粒子微量
明 褐 色 ローム粒子多量,黒色粒子微量
褐  色 ローム粒子中量,ス コリア粒子・黒色粒子少量
黒 褐 色 ローム粒子・黒色粒子少量,ロ ームガヽプロック・スコリアイヽプロック微量
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|

S114

P5

1

2

3

4

5

6

7

8

土層解説

黒 褐 色  ローム粒子微量
黒 褐 色 ローム粒子少量
黒 褐 色  ロームプロック少量,黒色プロック

微量

黒  色 含有物なし
黒 褐 色 ローム粒子中量
暗 褐 色 ローム縦子中量,黒色粒子・ ローム

ブロック少量

褐  色 黒色粒子中量
暗 褐 色 黒色粒子中量,ロ ームノロック少量

0            4m

P6 土層解説
1黒 褐 色
2黒 褐 色

3褐  色

4黒  色
5灰 褐 色
6橙  色

ローム粒子少量

ローム粒子中量,

量

ローム粒子中量,

量

ローム粒子微量

含有物なし

黒色粒子微量

ロームプロック少

ロームプロック少

第65図 第 2号掘立柱建物Ltl実測図
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第 3号掘立柱建物跡 [SK 132・ 203・ 204・ 424～ 427・ 429・ 436・ 441・ 445～449。 453・ 456・ 466](第 66図 )

位置 調査区の北部,C6h2区 を中心に確認されている。

重複関係 本跡の東部は,第 5号堀に掘り込まれている。

規模 東西 3間,南北 5間の建物で,柱間寸法は,桁行2.6～3.Om,梁行2.6m前後である。柱

穴の掘方は平面形が,長径0.7～1.5m,短径0。 9～1.lmの楕円形を呈し,深さは0。 4～1.Omで

ある。Pl～P3,P8～P10,P13～ P15の間に幅60～70cm,深 さ10～ 20clnの溝が検出されている。柱痕

跡はP5,P7,P10,P12で 確認されており,柱寸法は径約20～ 30cmである。P16～ P29は ,東柱 と考

えられる。

長軸方向 N-6♂―E

覆土 黒褐色土と褐色土 (ローム土)を互層に版築されている。

遺物 P13から,土師器の細片が少量出上している。

所見 本跡は,出土遺物や建物形態,規模等から平安時代の公的な建物と考えられる。また,第

1・ 2号掘立柱建物跡と主軸方向や規模がほぼ同じであり,同時期に存在していたものと考えら

れる。

第86図 第 3号掘立柱建物跡出土遺物実測図

第 3号掘立柱建物跡出土遺物観察表

版

号

図

番
器   種 石  質

法 量
出 土 地 点 備 考

長 さ (cln) 幅(cm) 厚さ (cln) 重量 lg)

図６７

１

第
スクレーパー 焉   者 12.4 41 P4内 Q43
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Ｃ
一

A

WI

黒 色 黒色粒子多量,ロ ーム粒子・
スコリア小プロック微量

黒褐色 黒色粒子中量,ロ ーム粒子少
量,ス コリア小ブロック微量

褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム中プ
ロック・黒tlt子少量

暗褐色 ローム粒子・黒色粒子少量 ,
スコリア中プロック微量

Pio 土層解脱
1 黒 色 黒色粒子多量,ロ ーム

粒子微量

2 黒褐色 ローム粒子・黒色粒子
少量 ,ス コリア粒子微

量

3 暗褐色  ローム粒子中量,黒色
粒子少量

4 暗褐色  ローム粒子中量,黒色
粒子少量,ス コリア粒
子微量

0              4m

Ｄ
一

恩0
土層解説P7

1

Ｄ
一

Ｅ
一
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P5 土層解説

1 黒  色 黒色粒子多量,ロ ーム粒子少量,ス コリアイヽ プロック極
微量

2 黒 褐 色 黒色粒子中量,ロ ーム粒子微量,ス コリア粒子極微量
3 暗 褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム小ノロック・ 黒色粒子少量,ス

コリア粒子微量

4 暗 褐 色  ローム粒子中量,黒色粒子・ コームガヽ プロック少量
5 褐  色 ローム粒子・ コーム大ブロック中量,ス コリア小プロッ

ク・ 黒色粒子少量

12 土層解説
暗 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム小プロック極少量
黒 褐 色 黒色粒子中量,ロ ーム粒子極少量,ローム小プロック敬量
褐  色 ローム粒子中量,コ ーム小プロック少量,黒色泣子極少量
暗 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム小プロック極少量,黒色粒子微量
暗 褐 色 ローム粒子・黒色粒子少量,ロ ーム小プロック極少量
黒 褐 色 ローム粒子少量,ス コリア粒子極少量
極暗褐色 ローム粒子・黒色粒子少量,ス コリア粒子極少量

第 1号掘立柱建物Ltt(H区〉[SK-1～■](第 68図 )

位置 調査区の南西部,E3b9区 を中心に確認されている。

規模 東西 4間,南北 3間の建物で,柱間寸法は桁行1.8～3.4m,梁行1.2～2.Omである。柱穴

の掘方は平面形が,径25～45cmの 円形を呈し,深さは20～60cmである。柱痕跡は,Pl～P3,P5,

P10,Pllか ら確認されてヤゝる。

長軸方向 N-89° 一W

覆土 黒褐色土が主体で,柱痕跡は黒色上である。

所見 本跡は,倉庫跡と考えられる。出土遺物はないが,配置や規模等から考え,奈良・平安時

代の範疇に含まれるものと思われる。

第 2号掘立柱建物跡 くH区〉[SK-38～ 43](第 69図 )

位置 調査区の西部中央寄り,D5c3区 を中心に確認されている。

規模 東西 2間,南北 1間の建物で,柱間寸法は桁行2.4～ 3.Om,梁行3.3mで ある。柱穴の掘

方は平面形が,径30～45cmの円形を呈し,深さは10～25cmであると柱痕跡は,確認されなかった。

長軸方向 N-7ば―E

覆土 黒褐色上の単一層で,柱痕跡は確認できなかった。

所見 本跡は,倉庫跡と考えられる。出土遺物はないが,配置や規模等から考え,奈良 。平安時

代のものと思われる。
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⑥
一

A

9
P2

B

'1 
土層解説

1 黒帽色  ローム粒子少量
2 黒褐色 ロームプロック多量
3 黒 色 ローム粒子微量

P2～ 6 土層解説
1 黒褐色 ローム粒子少量
2 黒褐色 ローム粒子中量
3 黒 色 ローム粒子微量

土層解説

黒褐色  ローム粒子少量
黒褐色 ローム小ブロック多量

土層解説

黒偶色  ローム粒子少量
黒褐色 ローム小ブロック中量 0

Pll 土層解説
1 黒褐色  ローム粒子少量
2 黒 色 ローム粒子少量
3 黒 色 ローム粒子極微量

P7

1

2

Pio

1

2

3

2m
黒 色 ローム粒子極微量

第88図 第 1号掘立柱建物跡 くH区〉実測図
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A

土層解説

黒褐色 ローム粒子中量
褐 色 黒色粒子微量,パ

ミス粒子極微量

l ④ l

Pl 土層解説~  1 
黒褥色 ローム粒子極微量
2 褐 色 黒褐色粒子中量

土層解説

黒 色 ローム税子極微量
褐 色 黒色粒子少量
黒褐色 ローム粒子中量

P6 土層解説
1 黒褐色 ローム粒子少量,ス コリア粒子極微量
2 褐 色 黒色粒子少量
3 暗褐色 ローム粒子中量

01

A32吾 m

膨

１

２

３

P3 土層解説
1 黒 色 ローム粒子少量
2 暗褐色 黒色粒子少量
3 黒褐色 黒色粒子中量

上層解説

黒 色 ローム粒子多量
褐 色 含有物なし

Ｐ５

‐

２

Ｐ４

・

２

第89図 第 2号掘立柱建物跡 くH区〉実測図

第 3号掘立柱建物跡 くH区〉[SA-1・ 2](第 70図 )

位置 調査区の南西部,E3・ F3・ F4・ G4区で確認されている。

重複関係 南端の柱穴 2か所は,第 2号溝 くH区〉に掘り込まれている。

規模 第 1号清 〈H区〉に並行して,濤の内側に築かれている東西 2間,南北36間の大形の建物

である。柱間寸法は,桁行2.4～ 2.7m,梁行2.2m,全長約88mでぁる。柱穴の掘方は平面形が,

径50cm前後の円形を呈し,深さは20～90cmで ある。柱痕跡は3か所で確認されており,柱の径は,

約20clnである。

―-99-



長軸方向 N-35° 一W

覆土 黒褐色上が主体で,柱痕跡は黒色上である。

所見 本跡は,第 1号溝 〈H区〉と共伴するものであり,溝内から出上した須恵器の甕と郷や建

物の形態から奈良時代の公的な建物と考えられる。

3溝

当調査区からは,清が 4条検出されている。

以下,それぞれの溝の特徴と出土遺物について記載する。

第11号溝 (付図 2,第 71図 )

位置 調査区の中央部及び南東部,D8・ D9・ E6～ 8・ F6・ F7区で確認されている。

重複関係 本跡は,第 5号住居跡を掘り込み,第 2・ 3・ 5号堀に掘り込まれている。また,E8a5

区で第12号溝と,F6b9区で第141号土坑と重複しているが,同時期に存在したものと思われる。

規模と形状 上幅 lm前後,下幅0.4m前後,深さ35～45cm,全長166mで ,断面形状は「U」

字状を呈し,底面はほぼ平坦である。

方向 北から南 (N-19° 一W)へ46m程直線的に延び,F6b9区で82°の角度で北東方向 (N-6ピ
ーE)へ 120m延 び,第 1号土塁下に入ってしまう。

覆土 自然堆積。

遺物 覆土から1の内耳鍋片が出上している。

所見 本跡は,10世紀の住居跡を掘り込み,館跡に伴う第 5号堀に掘り込まれていることから10

世紀以降14世紀後半以前のもので,館跡が成立する前の溝と思われる。

第11号溝出土遺物観察表

図版番号 器 種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼戌 臆   考

第71図

1

内 耳 鍋

土師質土器

A[302]
B(62)

体部,日縁部片。体部と口縁部
内面の境に稜を持つ。

口縁部,体部内・外面横ナデ。 砂粒
灰黄橙色

普通

5%   P278
ススが付着。

覆土。

第12号溝 (付図 2,第72図 )

位置 調査区の南東部,D8,E8区 で確認されている。

重複関係 本跡を第 3号堀が掘り込んでいる。また,E8a5区で第■号清 と重複しているが,同

時期に存在したものと思われる。

規模と形状 上幅1.2m,下幅0.6m,深さ9 cm,全長37mで,断面形状は浅い「U」字状を呈し,

底面はほぼ平坦である。

方向 北から南 (N-13° 一W)へ37m程直線的に延び,第 1号土塁下に入ってしまう。
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X33.Om
SD2

二330m    ―

SD-12 土層解説
B′

1 黒褐色 ローム粒子微量
2 灰褐色 コーム粒子中量
3 明褐色 黒色プロック微量

0     1m

SD-11 土層解説
X
黒 色
黒褐色

暗褐色

明褐色

Y
1 黒褐色
2 黒褐色
3褐 色

黒色粒子少量

ローム粒子中量,黒色粒子少量
ローム粒子多量,ス コリア粒子極少量

ローム粒子多量,ス コリア粒子少量

ローム粒子微量

ローム粒子少量,ス コリア粒子微量

黒色粒子中量

黒 色 ローム粒子極少量
黒褐色 ローム粒子・黒色粒子中量,炭化物極少量

A′

1 黒 色 ローム粒子極少量
2 黒褐色 ローム粒子少量,ス コリア粒子極少量
3 褐 色 ローム粒子多量

第71図 第11号濤断面 。出土遣物実測図

覆上 自然堆積。

遺物 覆土から1の内耳鍋片が出上している。

所見 本跡は,第■号溝と同様に,館跡が成立する前の溝である。

o              10Cm

0              1ocm

-第72図 第12号濤断面 。出土遺物実測図
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第12号溝出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 傭 者

第72図

1

内 耳 鍋

土師質土器

A E27 0]

B(57)
口縁部片。口縁部は頸部から内

彎ぎみに立ち上がる。

口縁部内・外面横ナデ。 砂粒

にぶい橙色

普通

5%   P279
ススが付着。

覆と。

第15号溝 (第73図 )

位置 調査区の西部,D3fェ 区を中心に確認されている。

規模と形状 検出された長さは約6.9mであり,上幅1.7m,下幅1.5m,深 さ10clnで,断面形は

「u」 状を呈し,底面は若千の凹凸が見られる。

A32.6m

SD-15 土層解説
1 黒褐色 ローム粒子多量
2 黒褐色 黒色粒子多量,ロ ーム中ブロック・ ローム粒子

少量

3 黒褐色 黒色粒子多量, ローム粒子・ ローム小ブロッ
ク少量

4 黒褐色 黒色粒子多量,ロ ーム粒子極少量

S=/

0               2m

第73図 第15号滞・出土遺物実測図
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方向 D3c2区から西南方向 (N-60°一E)へ直線的に延びており,さ らに調査区外へ延びるも

のと思われる。

覆上 自然堆積

遺物 覆土から土師器,須恵器の細片が出上している。

所見 本跡は,出土遺物等から平安時代のものと考えられるが,性格は不明である。

第15号溝出土遺物観察表

第 1号溝 くH区〉 (第 70。 74図 )

位置 調査区の南西部,E3・ F3・ F4・ G4区で確認されている。

重複関係 G4d8区で第 2号溝 〈H区〉に掘り込まれている。

規模と形状 E3f5,G4d8区でコーナーが検出されているが,それより南西部の調査区外に延び

るものと思われ,一辺97mの方形の溝になると推定される。上幅1.2m,下幅0.6～0.7m,深 さ

60～100cm,金長103mで,断面形状は「U」 字状や「u」 状を呈している。

方向 E3f5区からG4d8区の間を北西方向 (N-37° 一W)へ直線的に延びている。E3f5区 とG4d8

区では,溝が直角に曲がって,南西方向に延びるものと思われる。

覆上 自然堆積。

遺物 覆土上・中層から土師器の細片や須恵器片 (甕 1,細片11点)が少量出上している。その

他,流れ込みと思われる縄文式上器片や石鏃,鉄製品が出土している。須恵器の 1の大甕胴部片

や須恵器の不片は覆上下層から出上している。

所見 出土遺物等から8世紀前半に構築されたものと考えられ,第 3号掘立柱建物跡 〈H区〉を

囲む溝と思われる。

第 1号溝 くH区〉出土遺物観察表

版

号

図

番
器  種 石   質

法 量
出 土 地 点 備 考

長 さ (cm) 幅 (cln) 厚 さ (cln) 重量 lg)

第74図

2
石   鏃 チ ャー ト 覆土 Q36

版

号

図

番
器  種

法 量
特 徴 出 土 地 点 備 考

長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量 lg)

不    明 覆土 錐か,鉄製   M68

第74図の 1は 8世紀前半の須恵器の大甕片の拓影図で,外面に平行タタキロ,内面に青海波文

が見られる。

版

号

図

番
器  種

法 量
特 徴 出 土 地 点 備 考

長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量 (g)

第73図

1
角   釘 (52) 覆土 鉄製 �162
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4基  壇

第 1号基壇 [SX-3](第 75図 )

位置 調査区の北東部,C8e7区 を中心に確認されている。
重複関係 本跡の北部は,第 2号堀に掘り込まれている。また,堀が埋没した後に第 2号積石状
塚が築かれており, 3つ の遺構が重複している。

規模と平面形 1辺mmの方形を呈するものと推定される。
主軸方向 N-8ポーE

ピット 基壇上に11ケ所 (Pl～Pll)検出されている。Pl～P6,P9は径50～ 100cmの 円形を呈し,
深さ20～50cmで規則性のある配列をしているが,第 2号堀との重複により全容は不明である。規

模は東西 3間,南北 2間の建物が建っていたものと思われる。

覆土 黒色の旧表土上に,褐色粘土と黒褐色上を版築 (5層 を形成)している。
遺物 1の須恵器の台付甕が基壇上から出上している。

所見 第 2号堀を構築する際に基壇を掘り込んでおり,堀内からは基壇上にあったと思われる布
目瓦や土師器の内面黒色の不が出土している。出土遺物や遺構の形態等から9世紀の公的建物と

思われる。

第 1号基壇出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備    考
図７６

１

第 台 付  甕

須 恵 器

B(60)
D[154]

E 28

底部片。台部 は短 く,「ハ」 の
字状に開 く。

台部内・外面横ナデ。台部と胴

部の接合痕。

砂粒

黄灰色

良好

％

面

‐５

上

Siイ

9 9s=を
0              1ocm

第74図 第 1号濤 くII区〉出土遺物実測 。拓影図
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第75図 第 1号基壇実測図
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紙
髄
　
色
色
色
髄
色
髄
髄
髄
色
色
髄

号

黒

　

褐

褐

褐

黒

黒

黒

黒

暗

褐

褐

暗

第

１

　

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

土層解説

黒色粒子小ブロック少量,ロ ームプロック微
量

ローム中・オヽ プロック・小礫多量

黒色粒子少量,小礫微量
黒色粒子小ブロック微量

ローム粒子少量

ローム粒子微量

ローム粒子微量

ローム粒子少量

ローム粒子中量 ,ロ ーム中プロック少量

黒色粒子少量

黒色粒子微量

スコリア粒子微量

0              10Cm

第76図 第 1号基壇出土遣物実測図

5土  坑

当調査区からは奈良・平安時代の土坑が,12基検出されている。その中で形状や規模,出土遺

物に特徴がある2基の上坑については文章で記述し,そ の他のものは一覧表に記載する。

第480号土坑 (第77図 )

位置 調査区の北東部,C7h3区 に確認されている。

重複関係 本跡の西部は第460号土坑に,北部は第 7号井戸に掘り込まれている。

規模と平面形 長径2.5m,短径1.6mの精円形を呈し,深さは80cmである。
長径方向 N-15° 一E

壁面 北壁はほぼ垂直に立ち上がっているのに対し,他の壁は緩やかに外傾して立ち上がってい

る。

底画 皿状。

覆上 自然堆積。

遺物 覆上下層からは, 1や 2, 3の須恵器の不蓋片, 6の邪身片をはじめ,土師器の奏の細片
や不の細片が多量に出上している。その他,覆土上層から流れ込みと思われる内耳鍋片が出上し

ている。

所見 中世の遺構である第 7号井戸より古 く,出土遺物等から 8世紀前半の上坑 と思われる。

第480号土坑出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

図７７

１

第 蓋

須 恵 器

A[166]
B(26)

天丼部片。平坦な天丼部から綬

やかに傾斜して口縁部に至る。

天丼部回転ヘラ肖」り調整。日縁

部横ナデ。

長石

灰色

普通

％

上

２０

覆

2

蓋

須  恵 器

A[141]
B(27)

天丼部,回縁部片。日唇部は下
方に屈曲する。

天丼部回転ヘラ削り調整。日縁

部横ナデ。

砂粒

にぶい黄橙色

普通

15%   P193
覆土。
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饉
|

SK“80 土層解説
1 灰 褐 色 ローム粒子中量,ロ

ームプロック・黒色

プロック少量

0              2m

5

第77図 第159号出土遺物実測図,第480号土坑 。出土遣物実測図

32.2m

SK 159

10Cm
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第77図

3

蓋

須 恵 器

B (1 天丼部,国縁部片。天丼部と口

縁部に明瞭な稜を持ち,日縁部
は斜下方に伸びる。

天丼部回転ヘラ削り調整。口縁

部横ナデ。

粒

色

通

砂

灰

普

％

土

５

覆

4

董

須 恵 器

A[152]

B(14)
口縁部片。国縁部内面にわずか

なかえりを持つ。

口縁部横ナデ。 粒

色

通

砂

灰

普

％

土

５

覆

5

蓋

須 恵 器

A[154]

B(12)
口縁部片。国縁部内面は折り返

して,かえりにしている。

口縁部横ナデ。 小石・ 長石

灰色

普通

％

土

５

覆

6

邪

須 恵 器

B(23)
C[123]

底部,体部片。底部と体部の境
は不明瞭。体部は直線的に外傾

する。

体部内・外面横ナデ。底部回転

ヘラ切り。 色

粒

白

通

砂

灰

普

％

土

５

覆

7

内 耳 鍋

土師質土器

A[298]

B(150)
体部,国縁部片。体部は直線的
に外傾し,日縁部は内彎ぎみに

立ち上がる。

口縁部内・外面横ナデ。体部外

面縦方向のナデ,内面横ナデ。 色

粒

褐

通

砂

里
〔
普

25%  P191
ススが付着。

覆土。

第159号上坑出土遺物観察表

図版番 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第 77図

1

不

土 師 器

A124
B 45
C 60

平底。体部,回縁部は内鷺しな
かゞら立ち上がる。

口縁部横ナデ。体部外面横ナデ。

内面黒色処理。

長石

(外 )明黄褐色

(内 )黒色。普通

100%  P168
南東コーナー付

近。底面。

第328号土坑 (第78図 )

位置 調査区の南部,E6hO区 を中心に確認されている。

重複関係 本跡は,第 7号住居跡の北東コーナー部に掘り込まれている。

規模と平面形 長径1.9m,短径1.5mの不整精円形を呈し,深さは約100硼である。

長径方向 N-5ぽ―E

壁面 外傾して,立ち上がっている。

底面 皿状の底面にさらに径50cm,深 さ20cm程 の窪みがある。

覆土 ロームブロックを含んでおり,人為堆積とした。

遺物 覆土から土師器の細片が出上している。
(

所見 第 7号住居跡との重複関係から, 9世紀後半以前の上坑と思われる。

第828号土坑出土遺物観察表

図版番号 器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第78図

1

甕

土 師 器

A[184]

B(96)
胴部,国縁部片。日縁部は短く

日唇部で上方につまみ上げる。

口縁部,胴部内・外面横ナデ。 雲母・長石
にぶい橙色

普通

％

土

１０

覆

2

甕

土 師 器

A[192]

B(50)
国縁部片。日縁部は外反し,さ
らに口唇部で外反する。外面の

凹部は幅広く浅い。

口縁部外面横ナデ。 長石・ 石英

橙色

普通

％

土

５

覆

3

不

土 師 器

B(12)
C 60

底部,体部片。平底。体部は内
彎ぎみに外傾する。

体部内面ヘラ磨き。底部回転へ

ラ切り。内面黒色処理。

スコリア・長石・石英

(外 )にぶい橙色

(内)黒色。普通

20%   P56
覆上。
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④ F

A32お m

(

第78図  第828号土坑 。出

。               2m
l     i

土遺物実測図

SK-828 土層解鋭
1 黒 褐 色 黒色粒子少量,ロ ーム粒子極少量
2 褐  色 ローム粒子中量 ,ロ ーム月ヽ ブロック少量,パ ミス粒子極少量

3 明 褐 色 ローム粒子多量
4 黒 褐 色 黒色粒子少量,ロ ーム粒子極少量
5 黒 褐 色 黒色粒子中量,砂少量,ロ ーム粒子微量
6 褐  色 ローム粒子中量,黒色粒子微量
7 明 褐 色 ローム粒子多量
8 褐  色 ローム粒子中量,黒色粒子極少量
9 明 褐 色 ローム粒子中量,ス コリア粒子微量
10 褐  色 ローム粒子少量,黒色粒子極少是,礫極微量
11 明 褐 色  ローム粒子多量,黒色粒子極少量
12 明 褐 色 ローム粒子多見
13 明 褐 色 ローム粒子多量,黒色粒子微量

Ａ
一

く

２

o              10Cm

図版番号 器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上 。色調・焼成 備 考

第78図

4

不

土  師 器

A[108]

B(27)
C[58]

体部,日縁部片。体部,日縁部

は内彎しながら外傾して立ち上

がる。

口縁部横ナデ。体部外面横ナデ,

内面丁寧なヘラ磨き。内面黒色

処理。

スコリア・長石・石英

(外 )にぶい責橙色

(内 )緑黒色。普通

15%   P54
覆土。

5

イ

土 師 器

A134
B 46

底部欠損。底部と体部の境は不

明瞭。口唇部はわずかに外反す

る。

体部外面横ナデ,内面丁寧なヘ

ラ磨き。底部回転ヘラ切り。

雲母 。長石

にぶい橙色

普通

70%  P227
二次焼成痕。

覆土。

6

邪

須 恵 器

12 6

38
72

Ａ

Ｂ

Ｃ

体部は内彎しながら外傾し,日

縁部で直線的に立ち上がる。

体部はわずかにロクロロを残

す。底部回転ヘラ切り。

スコリア・長石

褐灰色

不良

60%   P48
二次焼成痕。

覆土。
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表 2 奈良Ⅲ平安時代の上坑一覧表
上坑

番号
位 置

長径方向

(長軸方向)
平 面 形

規 模
壁  面 底  面 覆  土 出土 遺物

備   考
古―新

版

号

図

番長径lm) 豆径(m) 架さ(cm)

C8b5 N-20'― E 精 円 形 緩  傾 皿  状 自 然
土師 3片,縄文
1片

C8fO N-35° 一E 隅丸長方形 外  傾 平  坦 自 然 須恵 1片

D3e, N-8-E 楕 円 形 19 垂  直 皿  状 人  為
上師 2片,須恵
2片

C4d6 N-60-E 隅丸長方形 11 15 垂  直 平  坦 自  然 上師 1片

Cbd5 N-10-W 隅丸長方形 垂  直 平  坦 寧居跡か,9c

C7h3 N-15-E 隅丸長方形 垂  直 皿  状 自 然
土師208片,須恵
49片

本 跡→SE-7

§番爵
460,

527 C6b8 N-70° 一E 隅丸長方形 緩  傾 皿  状 人  為 本跡→SD-8

D7g8 N-72° 一E 楕  円 形 12 緩  傾 皿  状 自 然 内耳
1片 ,土師
2片

C6」 7 N-6・ ―E 隅丸長方形 垂  直 皿  状 人  為 須恵 1片
本

２．

跡→SK―

E6h9 N-58° 一E 不整楕円形 19 外  傾 皿  状 人  為 内耳
2片,須恵
1片 ,上師10片 本跡

→SI-7

E7gi N-30° 一W 楕 円 形 19 [1 外  傾 皿  状 自 然 SK-830不 明

E7g] N-62° 一E 楕 円 形 外  傾 平  坦 自 然
土師 2片,須恵
1片

SI-6→ 本 跡 ,
SK-829不
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第 5節 中  世

1館  跡
本館跡は,北側から延びる舌状台地縁辺部に所在し,こ の館の西側は地続きで,北側は西から

東へ砂川が流れ,さ らに北東端部で北から南へと流れを変えている。南側は,那珂川流域の沖積

低地が開けている。西側を除き,東 。南・北の三方は自然の要害をなしており,その中央部に本

館は構築されている。

当調査区からは,中世館跡に伴う堀10条,溝 17条,土塁 1か所,上橋 8か所,木橋 1か所,柵

列 1か所,掘立柱建物跡 8棟,竪穴式住居跡 1軒,井戸15基,方形竪穴状遺構 5基,地下式墳30

基,小竪穴状遺構52基,上坑66基が検出されている。これらの遺構は,有機的に機能していたも

のと考えられる。そこで,遺構の配置や重複関係,出土遺物をもとに 4期に分けて,それぞれの

時期ごとの遺構や出土遺物について記載する。

本館跡の I期は,清によって区画されているが,その後,H期,Ⅲ期,Ⅳ期と時期を追うごと

に堀が何重にも巡らされ,内郭部も複雑になり堅固な館跡になっている。

(1)I期の遺構と遺物

本期は4条の濤によって区画された「劇」形状の館跡で,溝の長さは東西77m,南北 [80]m

である。中心部は郭内の北側の部分に,出入口は南側の清の中央から東寄りに所在したものと思

われる。北部中程の北寄りに掘立柱建物跡 1棟が検出されている。また,南東部からは墓域が検

出されている。

①溝

第 8号溝 (付図 2,第 79図 )

位置 館北側中程の清で,C6a8～ 10・ C6b6～8・ C6c6° C6c7・ C6d7・ C6e7・ C6f7・ C6g7・ C6h7区に

確認されている。本跡は,C6b6区で第 9号溝と交差している。

重複関係 本跡は,第180号土坑を掘り込み,第 8・ 18号地下式墳,第 5号堀に掘り込まれてい

る。第527号土坑との新旧関係は,不明である。また,第 9号溝とは同時期のものである。

規模と形状 全長39mで,「 F」 状を呈している。上幅1.Om,下幅0.8m,深さ20～30cm,断面

形は「w」 状を呈し,底面は平坦である。

方向 東から西 (N-63° 一E)へ 15m程直線的に延び,C術 6区でほぼ直角に曲がり,北から南

(N-1ピ ーW)へ24m程直線的に延びている。

覆上 自然堆積。

遺物 覆土上層から流れ込みと思われる内耳鍋の細片 1片が出土している。
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所見 本跡は, I期の館跡の北側を区画する濤と思われる。
S32おm

0         1m

SDお  土層解説
S

黒 褐 色 ローム粒子中量
黒  色 ローム粒子微量
黒  色 ローム粒子少量,ロ ームガヽブロック微量
黒  色 ローム粒子少量
掲  色 ローム粒子微量

中       6 褐  色 ローム粒子・黒色粒子中量

第79図 第 8号濤断面日

第 9号溝 (付図 2,第 80図 )
二 32.6m  ―

位置 館北側中程の溝で,B6a6・ C6a6・ C6b6区に確認 されている。本   2~

跡は,C6b6区で第 8号溝 と,C6e7区で第10号溝 と交差 している。     平
~9土層解説

1 黒褐色 ローム粒子中量,
規模と形状 全長9.5mの直線的な溝で,上幅0.7～ 1.Om,下幅0.3～0.6     黒色粒子微量

2 明褐色 黒色粒子少量

m,深さ10cmで断面形は「―」状を呈し,底面は平坦である。         0    1m
方向 第8号溝のコーナー部から北 (N-11°一W)へ9.5mで ,直線的

  第80図
LE第

9号蓮極
に延びている。                                面図

覆土 自然堆積

所見 本跡は, I期の館明の北西部を区画する溝と思われる。

第10号溝 (付図 2,第 81図 )

位置 館西側の溝で,C5。 C6・ D6・ E6区に確認されている。本跡は,C6e7区 で第 9号溝と
父差している。

重複関係 本跡は,第 5号堀に掘り込まれている。

規模と形状 全長90mの直線的な溝で,「匠」状を呈している。規模は,上幅1.2m,下幅0.6m,
深さ55～ 60clnで断面形は「U」 字状を呈し,底面は皿状である。

方向 東から西 (N-6ゲ ーE)へ19m直線的に延び,C5fO区で南へほぼ直角に曲がり,北から
南 (N―■

°
一wlへ63m延び,E6a3区で東へほぼ直角に曲がり,西から東 (N-79◇ ―E)へ 8

m程延びて,第 5号堀に続いている。

覆土 ローム粒子を多量含んでおり,人為堆積。

遺物 覆土から 1の内耳鍋片をはじめ,混入と思われる陶磁器の細片や須恵器の細片が出上して

いる。

所見 本跡は,第 4号堀や第 8・ 9号溝 と共伴し, I期の館跡の西側を区画する溝 と思われる。
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SD iO 土層解説
U
1 灰褐色 含有物なし
2 黒褐色 ローム粧子微量
3 黒褐色 ローム粒子少量
4 暗褐色 ローム粒子多量,ロームプロック少量
5 明褐色 黒色プロック・黒色粒子少量

Ｖ
一

W32.4m

黒 褐 色 ローム粒子微量
灰 褐 色 ローム粒子微量
黒 褐 色 ローム粒子中量
褐   色 ローム粒子多量,黒色粒子少量
にぶい褐色 ローム粒子多量,黒色粒子微量
明 褐 色 黒色粒子少量

o               2m

コーム粒子微量

ローム粒子微量

ロームプロック微量

V
1 黒褐色
2 黒褐色
3 黒褐色

。           10Cm

第81図 第10号濤断面 。出土遺物実測図

第10号溝出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第81図

1

内 耳 鍋

土師質土器

B(90) 体部片。体部は内彎ぎみに外傾
する。

体部内・外面ナデ。 砂粒

にぶい橙色

普通

10%  P276
ススが付着。

覆土。

第 4号堀

本跡は,第Ⅲ期に掘り返しが行われ深い堀となっている。しかし,本期においては第 8～ 10号

溝と同規模の溝であったと思われるが,その痕跡は検出できなかった。

②建物跡

第 4号掘立柱建物跡 [SK 303・ 305。 307・ 309・ 312・ 316・ 322・ 324・ 326｀328・ 336・ 339・ 472](第82図 )

位置 館の北部中程の北寄 りのC6cO区 を中心に確認され,第 8号溝等に東・西・北側を囲まれ

た郭内の中心部に位置している。

重複関係 本跡は,第 3号方形竪穴状遺構に掘り込まれている。

規模 北側に幅90cmの庇を持っている東西 3間,南北 2間の建物で,柱間寸法は,桁行1.3～ 2.0

m,梁行2.Omである。柱穴の掘方は平面形が,長径0.3～ 0。 9m,短径0.3～0.7mの円形を呈し,
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口
|

⑬

① ∝

④
ｔ⑥

乃日u「
~~Rヒ
__孔戸E

―
 Pl・ Pa～ 5・ PiO 上層解説
1 黒 褐 色 ローム粒子微量,黒色粒

子腫微量

2 黒 褐 色 ローム粒子中量,黒色粒
子微量

3 暗 褐 色 ローム粒子少量,黒色ブ
‐          ロック微量

4 褐  色 ローム粒子少量,ロ ーム
プロック微量

0              4m

第82図 第 4号掘立桂建物ltl実測図
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深さは20～75cmで ある。柱痕跡はP5,P10で確認されており,柱の寸法は径18cmと 推定される。

長軸方向 N-77° 一E

覆土 黒褐色上の人為堆積。

遺物 P3か ら土師質土器の細片,P4か ら陶磁器の細片が出土している。

所見 本跡は,建物の形態や長軸方向,出土遺物等からI期の館跡の中心部に位置する建物跡と

思われる。

修)H期 の遺構と遺物

本期は, 1条の堀と1条の溝によって区画されており,堀は南側に向かつて末広がりを呈する

「島」形状の館跡である。堀の長さは,東西65m,南北 [80]m程である。中心部は郭内の北側

の部分に,出入口は,南側の濤の中央から東寄りに所在していたと思われる。本期の遺構は,井

戸が館の南東端から2基,地下式墳が北側の堀内に 1基 と南東端と南西端に 2基,北西寄りに 1

基,南東部と中央部から墓域が検出されている。また,館外北東部から小竪穴状遺構が 1基検出

されている。

①堀,溝

第 5号堀 (付図 2,第83図 )

位置 館の西,北側と東,南側の一部を区画する堀で,B6～ E6・ B7・ C7区で確認されてい

る。D何 9区で第24号堀に続いている。

重複関係 本跡の東側は,第 6号堀に,D7aO区で第20号地下式娠,C7h8区で第19・ 29号地下式

墳に掘り込まれている。また,第 1号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。北側は,C6b9区で第 7

号地下式墳に,C6aO区で第18・ 30号地下式墳に掘 り込まれている。また,第 8・ 10号溝を掘 り

込んでいるが,第 7号堀には掘り込まれている。西側は,第 3号掘立柱建物跡を掘り込み,第 5

号地下式墳に掘り込まれている。また,第 10号堀を2か所で掘り込んでいる。南側は,第 4号井

戸に掘り込まれている。

規模と形状 D7aO区以南で土坑群に掘り込まれているが,全長は[225.0]m程 と推定され,「FI」

状に構築されていたものと思われる。現存している堀の規模は,東側が長さ47.Om,上幅2.4m,

下幅0.5m,深 さ00cmで,断面形は「U」字状を呈している。北側は長さ54.Om,上幅2.5m前後 ,

下幅0.3m,深 さ110～ 120cmで,断面形は「V」 字状や「日」状を呈しており,堀の掘 り返しの

痕跡が北側にうかがえる。西側は長さ65.Om,上幅1.3～2.3m,下幅0.5m,深さ70～ 115cmで ,

断面形は「日」状を呈している。南側は長さ20,Om,上幅2.5m,下幅0.3m,深 さ90cmで,断面

形は「日」状を呈している。

方向 東側は,南から北 (N-9°一W)へ27m延び,さ らに,北側に至って東から西 (N-9°
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生 32.6m 説解層上ＳＤ

Ｌ

Ｍ
一

色

魏

色

色

騨

鞠

弾

色

橙

に

褐

褐

黒

暗

に

掲

騨帥騨囀騨色蜘

黒

に

黒

褐

灰

掲

明

勲

騨

蜘

鶴

睡

的

陣

畿

色

に

黒

黒

暗

極

黒

黒

暗

褐

黒色粒子少量

ローム粒子多量

黒色粒子・ コーム粒子中量

ロームプロック・ ローム粒子中量

ローム粒子少量

ローム粒子中量,黒色ノロック・ロームプロック少量

ロームプロック中量,黒色粒子少量
ローム粒子多量,黒色粒子少量

ローム粒子微量

ローム粒子多量

ローム粒子微量

ローム粒子微量

ローム粒子中量

ローム粒子多量

黒色粒子少量

醒離睡騨晦髄畿騨髄紬睡噛陣

Ｎ

ｌ

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

‐３

ローム粒子少量

ローム粒子少量

ローム粒子微量

ローム粒子中量,黒色ブロック少量
黒色粒子・ ローム粒子中量

ローム粒子微量

ローム粒子中量,ロ ームプロック微量
ローム粒子多量

ローム粒子多量

ローム粒子・ ロームプロック微量

ローム粒子多量,黒色ブロック微量
黒色粒子微量

黒色ブロック微量

ローム粒子中量 ,

ローム粒子少量

ローム粒子少量 ,

ローム粒子少量 ,

ローム粒子少量

ローム粒子少量

ローム粒子微量

ローム粒子中量

ローム粒子多量

ロームプロック少量

黒色ブロック微量

黒色粒子微量

0               2m

第83図 第 5号堀断面図
―E)へ全長26mで直線的に延び,C6b9区以西では曲線を呈している。西側は,ゴヒから南 (N―

12°―E)へ蛇行しながら33m延び,南側は,西から東 (N-8が一W)へ約20m延びている。

寮土 人為堆積。E6a8区付近は,礫や粘上によって埋め戻されている。
遺物 北側の堀の覆土中層から2の内耳鍋片や3の土師質土器片,瀬戸産の陶器の細片が出上し
ている。その他,流れ込みと思われる須恵器片が出上している。

所見 本跡は,長期にわたって存在したものと思われ,出土遺物等から14世紀後半から15世紀前
半に構築され,15世紀後半に堀の再構築が行われたと思われる。
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―
(憂 」ヽ―θ
⌒

0              10Cm5～ 7s=を

第84図 第 5号堀出土遺物実測図

第 5号掘出土遺物観察表

◇

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

図８４

１

第 甕

須 恵 器

A[336]

B(59)
口縁部片。口縁部中位に4本単

位の櫛目波状文が 2条見られ

る。

口縁部内・外面横ナデ。 砂粒

暗灰色

良好

％

土

５

覆

2

内 耳 鍋

土師質土器

A[294]

B(59)
日縁部片。口縁部は頸部から外

反する。

口縁部内・ 外面横ナデ。

色

粒

褐

通

砂

黒

普

5%   P272
ススが付着。

覆土。

3

小   皿

土師質土器

A 82
B 27
C 30

体部一部欠損。底部は平底で突

出ぎみ。体部,日縁部はやや内

彎して立ち上がる。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒

黄灰色

普通

Ｐ％

土

６０

覆

4

不

須 恵 器

B(36)
C[68]

底部,体部片。平底。体部は直

線的に外傾する。

体部外面にロクロロを残す。底

部回転ヘラ切り。

/Jヽ石

オリーブ色

普通

15%  P275
D8fl区覆土。

版

号

図

番
器  種 石   質

法 量
出 土 地 点 備 考

長さ (cm) 幅 (cnl) 厚 さ (cm) 重量 (g)

スクレーパー チ ャー ト 41 覆土 Q32

版

号

図

番
器  種

法 量
特 徴 出 土 地 点 備 考

長さ(Cm) 幅(cm) 厚さ(伽 ) 重量 (g)

刀    子 (77) 刀身 と茎の一部 の欠損 覆土 鉄製 M61

7 刀   子 15 (33) 茎の端部 のみ遺存 覆土 鉄 製 1ヽ15

-119-



第16号溝 (第85図 )

位置 館北西部の清で,C6g8・ C6h8区で確認されている。

重複関係 本跡は,南部を第514号土坑に掘 り込まれている。

規模と形状 北から南へ全長 9m,上幅0.8｀1.4m,下幅0.4～0.8m,深 さ30cmで,断面形は「u」

状を呈している。

方向 N-1ゲーW

覆上 自然堆積。

遺物 覆土中層から流れ込みと思われる土師器の甕の細片が出土している。
所見 本跡は,主軸方向や規模,形状等から第18号溝と対になるものと思われる。

A 32.4m

SD-16 土層解説
1 暗 褐 色 黒色粒子中量,ロ ーム粒子少量
2 黒 褐 色 黒色粒子中量,ローム粒子・ スコリア粒子

少量,ロ ーム中プロック極少量
3 黒 褐 色 ローム粒子中量,黒色粒子少量
4 黒 褐 色 黒色粒子多量,コ ーム粒子少量

0             2m

第85図 第16号溝実測図
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第18号溝 (第86図 )

位置 館北西部の溝で,C6f。・C6gl

・ C7gio C7el区 で確認されている。

重複関係 本跡は,第 2号掘立柱建

物跡を掘り込み,第21号堀に掘り込

まれている。

規模と形状 北から南へ全長9。 3m,

上幅1.0～ 1.7m,下幅0.6～0.9m,

深さ10clnで,断面形は「∪」状を呈

している。

方向 N-17° 一W

覆上 自然堆積。

所見 本跡は,主軸方向や規模,形

状等から第ld号清と対になるものと

思われる。
0               2m

第24号溝 (第87図 )

位置 館南側中程の濤で,D蜀 2～4・ E7al～ 3区で確認されている。D呵 9区で第 5号堀に続いてい

る。

重複関係 本跡は,第 4号井戸や第495・ 503～510号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 西から東へ16m程直線的に延びている。上幅0.7～ 0。 9m,下幅0.3～ 0.4m,深さ30

cmで,断面形は「w」 状を呈している。

方向 N-80°一E

覆上 自然堆積。

遺物 覆土から瀬戸産の陶器,内耳鍋,土師質土器の細片が少量出土している。

所見 本跡の内側の壁面は,最終期の方形館跡を作る際に,鹿沼層近 くまで土取りがなされ (郭

内と郭外の比高60cln),堀の底面近 くだけが遺存したものと思われ,第 5号堀の続きであつた可

能性がある。本跡は,出土遺物等から14世紀後半から15世紀前半に機能していたものと思われる。

第86図 第18号溝実測図
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SК S01

⑬
生 324m

B s2お m

SI>24 上層解説
1 黒褐 色 ローム粒子微量
2 暴掲 色 ローム粒子極微量
a 暗猾 色 ローム粒子少量;ロームイロック極激量
4 暴褐 0 ローム粒子中量,ローム|ブロッタ極微量

` 
種暗褐色 ローム粒子少量
6 構  魯 ローム粒子少艶 0-ムメロッタ微量
7 褐  色 コ‐ム粒子多通 ロームーアロック・黒色粒子微量

0              2m

第8'図 第24号溝実測国
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②井戸

第 1号井戸 (第88図 )

位置 館南東端のD8fl区 を中心に確認されている。

規模と形状 掘り方は,上面が長径3.4m,短径3.3mの 円形を呈し,確認面から1.6mの深さま

で急傾斜を呈する。

覆土 礫やローム上で埋め戻されている。

遺物 覆土から1の内耳鍋片や 2の天目茶碗片をはじめ,混入と思われる布目瓦や須恵器の細片

が出土している。

所見 本跡は,出土遺物等から15世紀の素掘りの井戸である。

第 1号井戸出土遺物観察表

図版番 器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

図８８

１

第 内 耳 鍋

土師質土器

A[356]

B(64)
口縁部片。口縁部はわずかに外

反する。

日縁部内・外面横ナデ。 粒
髄
通

砂

灰

普

lo%  P228
ススが付着。

覆土。

2

天 目 茶 碗

陶   器

A[126]

B(36)
口縁部片。口縁部はわずかなく

びれを持つ。

水挽 き成形。 灰白色

(釉 )黒色

普通

10%   P229
瀬戸産。

覆土。

第 6号井戸 (第89図 )

位置 館中央部南寄りのD7d6区を中心に確認されている。

規模と形状 掘り方は,上面が長径2.9m,短径2.7mの 円形を呈し,確認面から1.3mの深さま

での断面形は「 rヽ」 状を呈し,そ こから下は深さ0.6mま で円筒形を呈している。

覆土 礫やロームブロックが多量に含まれており,人為堆積である。

遺物 井戸を埋める時に多量の遺物が投棄されている。17の石臼片や 7, 8の瀬戸,常滑産の陶

器片や土師質皿の細片が礫と一緒に出土している。その他,馬の骨や歯,混入と思われる須恵器

片が出土している。

所見 本跡は,出土遺物等から14世紀から16世紀に存在したものと思われる。

第 6号井戸出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備    考

図８９

１

第 内 耳 鍋

土師質土器

A[282]

B(160)
体部,日縁部片。体部,国縁部

は直線的に外傾する。

体部,日縁部内・外面横ナデ。
色

粒

褐

通

砂

塁
笠

日

lo%   P232
ススが付着。

覆土。

2

内 耳 鍋

土師質土器

B(19)
C238

底部片。平底。 底部ナデ。 砂粒

にぶい黄橙色

普通

％

土

２０

覆

3

皿

上師質土器

A[114]

B 36
C 46

口縁部一部欠損。平底。体部 ,

日縁部は直線的に外傾して立ち

上がる。

水挽き成形。底郡静止糸切り。 長石

橙色

普通

60%  P234
内面タールが付着

覆上。
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図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

4

皿

土師質土器

Ａ

Ｂ

Ｃ

117

35
49

口縁部一部欠損。平底。体部は

直線的に外傾し,日唇部はつま
み上げている。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒

浅黄橙色

普通

70%  P235
覆土。

5

重
　
　
器

小
　
　
陶

A[34]
B 60
C[50]

底部から口縁部片。平底。胴部

は内彎し,さ らに口縁部は内彎
する。

水挽き成形。 長石・ 石英

灰色

良好

20%  P237
内面に鉄粉の付着

御歯黒五帆盈 。

6

皿

陶 器

A107
B 23
C 60

底部から回縁部片。高台部は低

く,断面は「U」字状を呈する。
体部は内彎しながら外傾し,国
縁部に至る。

水挽 き成形。 灰白色

(釉)灰オリーブ色

普通

25%   P240
瀬戸産。

覆上。

第90図

7

卸  し 皿

陶 器

A[165]
B 35
C[94]

底部から口縁部片。平底。体部,

口縁部は直線的に外傾して立ち

上がる。片口。

水挽き成形。口縁部のみ施釉。

底部回転糸切り。

淡責色

(釉 )オ リーブ黄色

普通

産
　
ｏ

％

一戸

土

２０

瀬

覆

8

鉢

陶   器

B(59)
C[144]

底部,体部片。平底。体部は直
線的に外傾する。

体部外面ヘラナデ。 砂粒

にぶい赤褐色

普通

Ｐ

産
　
ｏ

％

滑

土

５

常

覆

9

甕

瓦質土 器

B(75) 胴部片。胴部は内彎している。 胴部内・外面横ナデ。
色

粒

灰

通

砂

褐

普

5%   P359
覆上。

鉢

瓦質土 器

B(48)
C[156]

底部,体部片。平底。体部は直
線的に外傾する。

剣離が激しく不明。

色

粒

灰

通

砂

褐

普

％

土

‐５

覆

11

甕

須 恵 器

A[318]
B(52)

口縁部片。口縁部は外反し,日
唇部はつまみ上げている。

口縁部内・外面横ナデ。 長石・ 石英

暗オ リーブ灰色

良好

％

土

１０

覆

短 頸  壷

須 恵 器

B(53)
D[170]
E ll

底部,胴部片。低い高台。胴部
は内彎ぎみに外上方に立ち上が

る。器肉は全体的に厚い。

体部内・外面横ナデ。付高台。 雲母

灰白色

普通

10%   P244
覆土。

不

須 恵 器

Ｂ

Ｃ

(29)

[70]

底部,体部片。平底。体部は直
線的に外傾する。

体部外面弱いロクロロを残す。

底部回転ヘラ切り後一部ナデ調

整。

長石

褐灰色

普通

30%  P238
覆上。

版

号

図

番
器  種

法 量

出 土 地 点 備 考
長 さ (cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量 lg)

平    瓦 (114) (129) 16 (3110) 覆上
一枚作り,凹面に布当痕。
9c            DP 7

版

号

図

番
器  種 石  質

法 量

出 土 地 点 備 考
長 さ (cm) 幅(cm) 厚 さ (cln) 重量 lg)

第91図

15
砥   石 凝  灰 岩 97 覆土 Q21

砥   石 緑色凝灰岩 51 27 129 8 覆土 Q22

17 石    臼 花 蘭 岩 (163) (106) (13235) 覆土 Q23

石    臼 凝 灰 岩 (152) (118) 75 (12607) 覆土 Q26

石    臼 花 闘 岩 (174) (135) (22840) 覆土 Q25

石    臼 花 蘭 岩 (139) (77) (105) (9885) 覆上 Q28

石    日 安 山 岩 (163) (161) (19097) 覆 土 Q27

不 明 砂   岩 (4155) 覆土 Q24
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A

A 32.4m

守 口
ls田

蛸 納

1 黒 褐 色 ローム粒子・礫少量,焼上粒子微量
2 黒 褐 色 ローム粒子・礫中量
3 褐  色 ローム粒子多量,礫・鹿沼パミス少量

-    4 
黒 褐 色 礫多量,ロ ーム粒子中量
5 褐  色 ローム粒子多量
6 褐  色 ローム粒子多量
7 黒 褐 色 礫中量,コ ーム粒子少量
8 褐  色 ローム粒子多量,コームプロック少量
9 褐  色 ローム粒子多量,ロ ームプロック・礫少量
10 暗 褐 色 ローム粒子中量,礫少量,炭化物微量
11 暗 褐 色 ローム粒子多量,ロ ームプロック少量
12 黒 褐 色 ローム粒子・礫中量,ロ ームプロック少量
13 褐  色 ローム粒子中量,ロームプロック・炭化物少量

14 黒 褐 色 礫多量,ロ ーム粒子中量
15 褐  色 ローム粒子・ ロームプロック多量
16 黒 褐 色 ローム粒子中量,ロ ームブロック・礫少量
17 褐  色 ローム粒子多量,礫中量
18 黒 褐 色 ローム粒子多量
19 褐  色 ローム粒子多量,ロ ームプロック・礫少量
20 黒 褐 色 ローム粒子中量,ロ ームプロック・礫少量
21 褐  色 ローム粒子多量,礫少量
22 褐  色 ローム粒子多量

o              2m

0              10Cm

第88図 第 1号井戸・ 出土遺物実測図
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SE-6 土層解説
1 暗褐色 ローム粒子少量
2 嗜褐色 大礫多量,ロ ーム粒子微量
3 暗偶色 小礫 。ローム粒子少量
4 褐 色 ローム粒子中量,小礫少量

o              2m

0              10Cm

口
|

A32.2m

弐
Ｊ 1垂要要フ冤

¶

第89図 第 6号井戸・ 出土遺物実測図(1)
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キ

、

」
徽
0              10Cm

第90図 第 6号井戸出土遺物実測図(2)
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③地下式墳

A32.8m

第 4号地下式壌 上層解説

ローム粒子少量,小石・ 黒色プロック微量
パミス粒子多量,パ ミスプロック少量,ロ ームプロック・暴色粒子微量
ローム粒子中量,パ ミス粒子少量,小石・ 黒色粒子種微畳
ローム粒子中量,小石・ 黒色粒子・ ロームブロック少量,パ ミス粒子微量
ローム粒子少量,黒色粒子微量,小石極微量
ロームブロック中量,黒色ブロック少量,小石微量
黒色粒子少量

黒色粒子少量

黒色粒子多量,ロ ーム粒子中量,小石少量
ローム粒子少量,コ ームプロック微量

11 黒 褐 色 小石・ 礫中量,ロ ームブロック・ ローム粒子少量
12 褐   色 ローム粒子多量,黒色粒子少量
13 褐   色 パミスブロック少量,パ ミス粒子微量
14 褐   色 ローム粒子中量,黒色粒子少量,小石微量,ロ ームプロック極微量
15 灰 褐 色 ローム粒子中量,小石少量,黒色粒子・ ロームプロック微量
16 灰 褐 色 ローム粒子中量,ロ ームプロック少量,黒色粒子微量
17 褐   色 ローム粒子多量,パ ミス粒子・黒色粒子極微量
18 褐   色 ローム粒子中量,黒色粒子少量,ロ ームブロック微量
19 灰 褐 色 ローム粒子中量,小石微量,黒色粒子極微量
20 褐   色 ローム粒子中量,黒色粒子少量

第92図 第 4号地下式城実測図

④ l

口
|

0               2m

灰 褐 色

にぶい褐色

褐   色
褐   色
褐   色
褐   色
褐   色
暗 褐 色

黒 褐 色

10黒   色

-129-―



第 4号地下式装 [SK 133](第 92図 )

位置 館南東端の D8g2区 を中心に確認されている。

重複関係 本跡の竪坑の南部 は,第11号井戸に掘 り込まれている。また,北 コーナー部は第674

号土坑 と重複しているが,新旧関係は不明である。

主軸方向 N-60°一E

竪坑 上面は,長径 (2.5)m,短径 (1.5)mの半楕円形を呈するものと思われる。深さは,1.5
mである。底面は,長軸 (2.4)m,短軸1.3mの隅丸長方形を呈している。長径方向はN-35°一

Wを指している。

主室 底面は,長軸3.4m,短軸2.Omの不整長方形を呈し,平坦である。確認面から主室底面ま

での深さは,2.3mである。長軸方向はN-27°一Wを指している。

壁 竪坑,主室共にほぼ垂直に立ち上がっている。主室の東コーナー部でオーバーハングが見ら

れる。

覆土 ロームブロックの堆積が見られ,竪坑側から人為的に上砂を投げ入れたものと思われる。

遺物 覆土から 1や 2の内耳鍋片や 3の上師質皿片, 4の 天目茶碗片が多量に出上している。第
243図の 1の古銭や馬骨は底面から出上している。

所見 本跡は,出土遺物等から15世紀前半のものと思われる。

第 4号地下式装出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

図９３
　

１

第 内 耳 鍋

土師質上器

A[352]
B(145)

体部,国縁部片。体部 は内彎 ぎ
みに外上方に立ち上が り,日縁
部は内鷺 して立ち上がる。

体部,日縁部内・外面横ナデ。 長石・石英

黒褐色

普通

15%   P164
ススが付着。

覆土。

内 耳 鍋

上師質土器

A[310]

B(148)
体部,日縁部片。体部は直線的
に外傾し,国縁部はわずかな膨
らみを持って立ち上がる。

回縁部,体部内 ,外面横ナデ。 石英
にぶい橙色

普通

15%   P165
ススが付着。

覆土。

3

皿

上師質土器

133

42
40

Ａ

Ｂ

一Ｃ

口縁部一部欠損。底部は平底で

やや突出する。体部,日縁部は

直線的に外傾して立ち上がる。

水挽き成形。底部回転糸切り。 粒

色

通

砂

橙

普

70%  P166
覆上。

4

天 目 茶 碗

陶   器

A[138]
B(23)

回縁部片。日唇部は内彎ぎみに

作られており,明瞭な段をなし
ている。

釉 は黒色 を呈 し,光沢がある。 褐色
(釉 )黒色

良好

産
　
ｏ

％

一戸

土

５

瀬

覆

第 7号地下式装 [SK 185](第94図 )

位置 館北端の C6b9区を中心に確認されている。本跡の竪坑は,第 5号堀内に位置している。
主軸方向 N-45◇ ―W

竪坑 上面は,長軸1.3m,短軸1,Omの長方形を呈し,深さは,2.5mで ある。底面は長軸1.2m,

短軸0.9mの方形を呈している。長軸方向はN-60°一Eを指している。

主室 底面は,長軸3.6m,短軸2.Omの長方形を呈し,平坦である。確認面から主室底面までの

―-130-
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0              10Cm

第93図 第 4号地下式壊出土遣物実測図

深さは,3.lmである。長軸方向はN-43°一Eを指している。

壁 竪坑は,北西部から主室に向かって階段状を呈している。主室は,胴張りを呈している。

覆土 断面が崩落してしまい不明である。

遺物 覆土から第243図 の 2の古銭や第94図の 1の瀬戸産の陶器片が出上している。

所見 本跡は,出土遺物等から15世紀前半のものと思われる。

第 7号地下式壊出土遺物観察表

図版番号 器 種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上 。色調・焼成 備   考

図９４

１

第 盤

陶   器

A[260]

B(19)
口縁部片。日縁部は強く外反し,

内面に 1条の凸線が巡る。

水挽き成形。 灰白色

(釉 )浅黄色

普通

産
　
。

％

戸

土

５

瀬

覆
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A 32.Sm

0               2m

'i71テ

'I

0                1ocm

第94図 第 7号地下式城・ 出土遺物実測図

第11号地下式境 [SK-234](第95図 )

位置 館中央部北西寄りの C6hO区を中心に確認されている。

重複関係 本跡の北東コーナー部は,第21号堀に掘り込まれている。また,第256・ 283号土元と

も重複しているが,新旧関係は不明である。

主軸方向 N-82°―W

-132-



竪坑 上面は,長径 (1.3)m,短径1.2mの半楕円形を呈し,深さは,1.2mで ある。底面は長軸0.9

m,短軸0.5mの長方形を呈している。長軸方向はN-1ば一Eを指している。

主室 底面は,長軸2.7m,短軸2.Omの不整長方形を呈し,平坦である。確認面から主室底面ま

での深さは,1.8mである。長軸方向はN-1ば ―Eを指している。

壁 竪坑は確認面から深さ1.lmの地点まで傾斜し,そ こで平場を形成し,さ らに傾斜して主室

底面に至る。主室は,外傾して立ち上がっている。

覆土 ローム土やロームブロックが含まれており,人為堆積である。

遺物 覆土から瀬戸産の陶器の細片や内耳鍋の細片, 1の鉄製品,礫が出上している。

所見 本跡は,重複関係や出土遺物等から15世紀前半の遺構である。

第11号地下式壌出土遺物観察表

第17号地下式城 [SK-494](第96図 )

位置 館南西端のD6h6区 を中心に確認されている。

重複関係 本跡は,第18号小竪穴状遺構に掘り込まれいる。第17号小竪穴状遺構との新旧関係は,

不明である。

主軸方向 N-87° 一W

竪坑 上面は,長軸1.4m,短軸1.2mの隅丸長方形を呈し,深さは,1.2mで ある。底面は長径0。 9

m,短径0.8mの半楕円形を呈している。長軸方向はN-2° Eを指している。

主宝 底面は,長軸3.Om,短軸1.5mの隅丸長方形を呈し,平坦である。南壁下に深さ10cmの落

ち込みがある。確認面から主室底面までの深さは,2.Omである。長軸方向はN-2°一Eを指して

ヤゝる。

壁 竪坑は,外傾して立ち上がっている。主室は,ほぼ垂直に立ち上がっている。

覆土 覆上下層は,天丼部のロームブロツクが崩落して堆積したものと思われる。その上は,ブ

ロック状の堆積を示していることから人為堆積である。

遣物 覆土から混入と思われる 1の須恵器の盤片や邦蓋片が出上している。

所見 本跡は,位置等から15世紀前半のものと思われる。

第17号地下式墳出土遺物観察表

器 種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 。色調・焼成 備   考

図９６

１

第 盤

須 恵 器

Ｂ

Ｄ

Ｅ

(12)

[78]

(0_4)

底部・体部片。体部は直線的に

外形する。

体部内・外面積ナデ。底部回転

ヘラ切り後高台部貼り付け。

石

色

好

小

灰

良

Ｐ％

土

・５

覆

版

号

図

番
器  種

法 量
特 徴 出 土 地 点 備 考

長さ(cm) 幅 (cln) 厚さ(cm) 重量 (g)

図９５

１

第
短   刀 1 4 刀身の先端のみ遺存 覆土 鉄製 M42
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＼

A_32.4m

第11号地下式墳 土層解説
黒褥也 ローム粒子少量
褐 色 ローム粒子多量,ロ ーム小プロック中量,パ ミス粒子少量
暗褐色 ローム粒子少量,パ ミス粒子微量
黒褐色 ローム粒子少量
黒褐色 ローム粒子・礫微量,黒色プロック含有
黒褐色 ローム粒子微量
黒褐色 ローム粒子少量
黒褐色 ローム粒子少量,礫微量
暗褥色 ローム粒子中量
10 褐 色 ローム粒子・パミス粒子少量,黒色粒子・コーム小ブロック・

礫微量

11 黒掲色 ローム粒子中量,パ ミス粒子少量,ローム小プロック微量
12 褐 色 ローム粒子・黒色粒子少量
13 褐 色 黒色粒子少量,ソ フトローム含有
14 黒褐色 ローム粒子少量
15 黒褐色 ローム粒子少量
16 暗褐色 ローム粒子中量
17 黒褐色 ローム粒子多量
18 暗掲色 ローム粒子多量
19 暗褐色 ローム粒子多量
20 褐 色 黒色粒子少量,ス コリア小ブロック微量
21 暗褐色 ローム粒子・ ローム小ブロック中量

第95図 第11号地下式壊・ 出土遺物実測図

田
|

0               2m

褐 色 ソフトローム含有
褐 色 ローム粒子多量
褐 色 黒色粒子少量
暴褐色 ローム粒子中量,ロ ーム漸移層の中プロック・礫微量
黒褐色 含有物なし
褐 色 ロームプロック少量
褐 色 黒色小ブロック微量,ソ フトローム含有
黄褐色 パミス粒子中量,ヨ ーム小プロック少量
暗褐色 ローム粒子多量,ロ ーム小プロック微量
黄褐色 パミス粒子中量
褐 色 ローム粒子多量
暗褐色 黒色粒子・ ロームブロック少量
黄褐色 パミス粒子微量

0              10Cm

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３．

３２

欝

３４
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O

A
32.2m

第17号地下式壌 土層解説
1 暗褐色 ローム中プロック中量,ロ ーム粒子少量,黒色粒子微量
2 褐 色 ローム粒子中量,コ ーム小ブロック極少量,黒色粒子微量,

パミス粒子極微量

3 明褐色 ローム粒子多量,黒色粒子微量
4 暗褐色 ローム粒子少量,ロ ーム小ブロック極少量,暴色粒子微量
5 褐 色 ローム粒子中量,黒色粒子極少量,ロ ーム小ブロック微量
6 暗褐色 ローム粒子・黒色粒子少量,ロ ーム小プロック・パミス粒子

極微量

7 明褐色 ローム粒子多量,ローム中プロック少量
8 明褐色 ローム中プロック中量,パ ミス粒子少量
9 明褐色 ローム中プロック多量,ロ ーム粒子中量,パミス粒子少量
10 暗褐色 ローム粒子・黒色粒子少量,ス コリア粒子極少量
n 褐 色 ローム粒子中量,黒色粒子極少量
12 黒褐色 ローム粒子少量,ローム小プロック・ スコリア粒子極少量,

黒色粒子微量

13 明褐色 ローム粒子多量,黒色粒子極少量,パ ミス粒子微量
14 褐 色 ローム粒子中量,黒色粒子種少量,パ ミス粒子極微量
15 橙 色 パミス粒子多量,黒色粒子極少量,ロ ーム粒子微量

口
|

0               2m

黒褐色 黒色粒子中量,ローム粒子少量,パ ミス粒子微量
暗褐色 ローム粒子中量,ロ ーム中プロック・黒色粒子少量
黒褐色 黒色粒子中量,ロ ーム小ブロック・パミス粒子極少量
褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム小プロック・黒範 子少量,パ ミス

粒子極微量

20 明褐色 ローム粒子多量,パ ミス粒子中量
21 明褐色 ローム粒子多量,ロ ーム中プロック中量, ロームオヽプロック

少量,パ ミス粒子極倭
22 明褐色 ローム粒子多量,ロ ーム中プロッタ少量, ロームガヽブロック

極少量,黒色粒子微量

16

17

18

19

―

|- 1

0           10Cm

A

第10号小竪穴状遺構覆土

第98図  第17号地下式壊 。出土遺物実測図
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④小竪穴状遺構

第 2号小竪穴状遺構 [SK-121・ A](第97図 )

位置 館外北東部の B8h4区を中心に確認されている。

重複関係 本跡の南部は,第 121・ B号土坑と重複しているが,新旧関係は不明である。
規模と平面形 長軸2.51n,短軸1.5mの隅丸長方形を呈している。
主軸方向 N-13°一W

出入口部 北西コーナー寄りの壁外に張り出している。平面形は楕円形を塁しており,規模は長
径1.Om,短径0.5mである。

壁 壁高は34cmで,外傾して立ち上がっている。

床 皿状。

ピット 壁外に 4か所 (Pl～P4)と遺構内に 1か所 (P5)検出されている。Pl～P5は,全て30cm

前後の円形を呈し,深さ8～38cmである。

覆土 自然堆積。

第 2号小堅穴状遣構 土層解説
1 黒 褐 色 黒色粒子中量,ロ ーム粒子少量
2 黒 褐 色 ローム粒子中量,黒色粒子少量,ス コ

リア粒子極少量

3 褐  色 ローム粒子中量,ロ ーム小プロック・
黒色粒子少量

01

④

A 33.Om

0               2m

二

〇

③
⑥

第97図 第 2号州ヽ竪穴状遺構実測図

-136-



遺物 覆土から瀬戸産の陶器の細片が出上している。

所見 本跡は,出土遺物等から14世紀後半から15世紀前半のものと思われる。

⑤土坑

第151号土坑 (第98図 )

位置 館外北西部のC4e3区を中心に確認されている。

規模と平面形 長径2.Om,短径0.9mの不整楕円形を呈し,深さは12cmである。

長径方向 N-61° 一E

壁面 緩やかに外傾している。

底面 皿状。

覆上 自然堆積。

遺物 覆土から瀬戸産の陶器の細片が出上している。

所見 本跡は,出土遺物等から15世紀前半のものと思われるも

⑦ l

上層解説

ローム中ブロック・ コーム粒子少量

ローム粒子少量

色

色

‐５‐
黒
鶏

ＳＫ

ｌ

２
‐

ｌ

ヽ

、

‐

‐

‐

‐

′

′

′

′

‐

‐

A32お m  
口|        

―_口
|

0              2m

第98図 第151号土坑実測図

●)Ⅲ期の遺構と遺物

本期は,一辺103mの方形の堀に区画された「B也 形状の複郭方形館跡で,東側には張 り出し

た小さな副郭を有しており,その郭内には掘立柱建物跡や井戸等の遺構が検出されている。堀の

長さは,東側103m,西側101m,南側104m,北側103m程である。中心部は郭内の北側の部分に,

出入日は,南側の堀の中央から東寄りに所在している。第 5号堀に区画された郭内の西部には,

竪穴式住居跡 1軒,北部に方形竪穴状遺構 2基と掘立柱建物跡 2棟,南西端に丼戸 1基,中央部

に丼戸 2基,東部に方形竪穴状遺構 1基と北部に 2基,中央部に墓域が検出されている。その他 ,

地下式墳 6基,小竪穴状遺構 3基が検出されている。第 2号堀に区画された副郭内には,掘立柱

建物跡 5棟,井戸 2基が検出されている。
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①堀

第 2号堀 (付図 2,第 99図 )

位置 館の東側に張り出した堀で,C8・ C9・ D8・ D9区で確認されている。C8島 区で第 3号
堀に合流する。

重複関係 本跡は,第 1号基壇と第11号溝を掘り込んでいる。
規模と形状 堀は,全長93.5mで「コ」状に構築されている。上幅1.0～2.Om,下幅0.3～0.4m,
深さ30～40cmで,断面形は「U」 字状や「w」 状を呈している。

方向 C8f3区から東 (N-75° 一E)へ33m程直線的に延び,C9dュ 区でほぼ垂直に曲がり,南 (N
-12°一W)へ41.5m延び,D9d3区でさらに曲がり,西 (N-7ず ―E)へ 19m程延びている。
覆上 自然堆積。

遣物 東側の堀の覆土下層から2の内耳鍋片や 4,5の瀬戸産の陶器片が出上している。覆土上。

中層からは,第 1号基壇に伴うと思われる 6の布目瓦片をはじめ, 3の短頸重片や須恵器の甕 ,

邪の細片が出上している。

所見 本跡は,重複関係や出土遺物等から15世紀中棄から後葉に構築されたものと思われる。 こ
の堀は,東側に張り出した副郭を区画するものと思われる。

第 2号堀出土遣物観察表

図版番 器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考
図９９

１

第 甕

陶   器

B(84) 胴部片。胴部は内彎しながら外
上方に立ち上がる。

胴部外面平行夕タキロ,内面横
ナデ。

雲母・ 砂粒

にぶい黄色

不良

Ｐ

産
　
。

％

地

上

１０

在

覆

2

内 耳 鍋

土師質土器

A[354]

B(91)
片
　
ｏ

部

る

縁

す

日

反

口縁部はわずかに外 口縁部内・外面横ナデ。 砂粒

にぶい橙色

普通

10%  P252
ススが付着。

覆上。

3

短 頸  壷

須 恵 器

B(64) 体部,日縁部片。肩部は丸みを
持ち,国縁部は短く直立し,上
位でわずかに外傾する。

頸部,体部内・外面横ナデ。
色

粒

責

通

砂

灰

普

Ｐ％

上

２０

覆

4

子
　
　
器

瓶
　
　
陶

(67)

96

Ｂ

Ｃ

底部,胴部片。平底。胴部は外
傾する。

ロクロ成形。灰釉は胴部下位で

わずかに流れが見られる。

灰責色

(釉 )灰オリーブ色

普通

20%  P254
瀬戸産。

覆上。

第100図

5

盤

陶   器

A[226]

B(32)
日縁部片。日縁部は頸部から直

線的に立ち上がり, 2条 の浅い

凹線が巡る。

水挽き成形。 灰白色

(THI)灰 オリーブ色

普通

Ｐ

産
　
ｏ

％

一戸

土

５

瀬

覆

版

号

図

番
器   種

法 量

出 土 地 点 備 考長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重量 (g)

6 平   瓦 16 (769) 覆土
凹面に布当痕、凸面に縄目の

圧痕,9C      DP 9

版

号

図

番
器  種 石  質

法 量

出 土 地 点 備 考
長 さ (cln) 幅(cm) 享さ (cm) 重量 lg)

7 砥    石 凝 灰 岩 63 17 覆土 Q30
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旦33.Om SD 3

G
1 暗 褐 色 ローム粒子・礫少量
2 黒 褐 色 黒色粒子1ローム粒子中量,ロ ームイヽプロック少量
3 黒 褐 色 黒色粒子多量,ロ ーム粒子少量

Ｅ
一

Ｆ
一

色

色

色

褐

褐

褐

黒

黒

暗

色

色

色

褐

褐

黒

黒

暗

黒色粒子中量,ロ ーム粒子少量

黒色粒子多量,ロ ーム粒子少量
ローム粒子多量

ローム粒子少量

ローム粒子・ 黒色粒子少量,砂極少量
ローム粒子多量,黒色粒子・ スコリア

粒子少量 0              2m

＼

＼

0               10Cm

第99図 第 2号堀断面 。出土遺物実測図(1)
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0           10cm

第100図 第 2号堀出土遺物実測図(2)

第 3号堀 (付図 2,第 101図 )

位置 館の東,西,南,北側に位置する堀で,B5～ 8・ C5。 C8・ D5・ D8・ E5～ 8区で

確認されている。C8f3区で第 2号堀に合流する。

重複関係 本跡は,E6d6区で第■号溝を,ま た,D8e5区で第12号清を掘り込んでいる。
規模と形状 一辺の長さは103m程で,方形に構築されている。上幅2.0～ 4.Om,下幅0.5～ 2.5
m,深さ65～130cmで,断面形は「U」 字状や「V」 字状を呈している。壁は,4ば～5ばの傾斜で

立ち上がっている。

方向 東・西側N-9°一W,南側N-78°一E,北側N-8ざ―E

覆土 自然堆積。

遺物 南側の堀のE7a8区からE8al区にかけて,遺物が集中して出上している。 1の内耳鍋片や
3の常滑産の陶器片, 2の瀬戸産の陶器片は覆土中層から出上している。その他,拳大の礫も数

点出土している。その他,流れ込みと思われる須恵器片が出上している。

所見 本跡は,複郭方形館跡の外堀で,15世紀中葉から後葉に構築されたものと思われる。また,
西側の第 1号木橋付近を中心に,堀の底面や壁面に径20cm前後,深さ20～30cmの ピット群が検出

されているが,これらはⅣ期に作られた逆茂木の痕と思われる。南側の堀の中央から東寄りに第

□
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3号土橋がある。また,

H33.Om

上32.Om

■32.3m

J

1

2

3

4

5

6

ローム粒子少量

ローム粒子少量,焼土粒子微量
ローム粒子多量

ローム粒子多量

ローム粒子少量,焼土粒子微量
ローム粒子多量,ロ ームイヽブロック

少量

ローム粒子多量

ローム粒子中量

Ⅳ期には中央に第 4号土橋が構築される。

SD12    __

ローム粒子少量

ローム粒子微量

ローム粒子中量

小石 。ローム粒子微量

ローム粒子微量

ローム粒子微量

ローム粒子微量

ローム粒子中量

ローム粒子少量

ローム粒子中量,ロ ームプロック微量

ローム粒子多量,黒色粒子少量
ローム粒子少量,黒色粒子微量
ローム粒子中量,黒色粒子少量
ローム粒子中量,ロ ームプロック微量

ローム粒子中量,黒色プロック微量
ローム粒子・ 黒色プロック少量

ローム粒子中量,黒色粒子少量
ローム粒子中量,黒色粒子少量

黒色ブロック中量

黒色プロック少量,パ ミスプロック微

量

蜘

　

騨

騨

騨

騨

色

騨

騨

騨

騨

騨

色

騨

陣

陣

的

色

陣

陣

色

紳

３

　

黒

黒

黒

黒

黒

暗

黒

暗

黒

暗

褐

黒

暗

暗

暗

黒

黒

黒

褐

に

ＳＤ

Ｈ

ｌ

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

・３

】

・５

・６

Ｗ

・８

・９

２０

色

色

色

色

色

色

　

色

色

褐

褐

褐

　

褐

褐

　

　

褐

黒

黒

暗

褐

黒

暗

　

褐

黒

黒 褐 色 ローム粒子中量,ス コリア粒子・黒色粒子少量
灰 褐 色 ローム粒子中量
褐   色 ローム粒子・黒色粒子少量
黒 褐 色 ロームプロック・ 黒色粒子少量
黒 褐 色 ローム粒子少量
黒   色 ロームプロック・黒色プロック・ ローム粒子少量
にぶい褐色 ロームブロック・黒色プロック少量
にぶい褐色 ロームプロック・ スコリア粒子・黒色粒子少量

0              2m

0             10Cm

|

=
第101図 第 3号堀断面・ 出土遣物実測図(1)
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第102図 第 3号堀出土遣物実測図(2)
第 3号堀出土遣物観察表

ム
６

S=アイ

0              1ocm

図版番号 器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備 考

第101図

1

内 耳 鍋

土師質土器

A[294]
B(84)

口縁部片。日縁部は内彎ざみに

立ち上がる。

口縁部内・外面横ナデ。 砂粒

にぶい責橙色

普通

5%  P257
ススが付着。

D8bl区 覆上。

2

盤

陶 器

A[350]

B(17)
口縁部片。日縁部外面に幅広で

浅い凹線が巡る。

水挽き成形。 灰白色

(釉 )にぶい黄色

普通

5%  P260
瀬戸産。

覆土。

第102図

3

壺

陶 器

B(106) 胴部片。胴部は内彎しながら外
上方に立ち上がる。

胴部横ナデ。 砂粒

赤褐色

普通

15%  P262
常滑産。

覆土。

4

Illl

土師質土器

A108
B 31
C 46

底部は平底で突出ぎみ。体部,

日縁部はやや内彎して立ち上が

る。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒

橙色

普通

100%  P258
E7b8区底面。

5

イ

土 師 器

B(24)
C[90]

底部,体部片。上げ底。体部は
内鷲ぎみに外上方に立ち上が

る。

水挽き成形。体部内面ヘラ磨き。 砂粒

橙色

良好

10%  P259
覆上。
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第102図

6

蓋

須 恵 器

A[160]
B(23)

口縁部片。口唇部は外反する。 口縁部 内・ 外面積 ナデ。 粒

色

通

砂

灰

普

％

上

５

覆

7

不

須 恵 器

B(24)
D[108]

E 09

底部,体部片。低い高台部。体

部は外傾する。

体部内・外面横ナデ。底部回転

ヘラ切り。付高台。

石

色

通

長

灰

普

％

土

１０

覆

8

不

須 恵 器

Ｂ

Ｄ

Ｅ

(30)

86
10

底部,体部片。低い高台部。体

部は下位に稜を持ち,外傾する。

体部内・外面横ナデ。底部回転

ヘラ切り。付高台。

長石・ 雲母

灰色

普通

20%   P263
覆土。

版

号

図

番
器  種

法 且呈
出 土 地 点 備 考

長 さ (cm) 幅 (cm) )享さ (cm) 重量 (g)

9 丸    瓦 (6 9) (91) (1504) 覆土 凹面に布当痕,9c  DP10

第 4号堀 (付図 2,第 103図 )

位置 館の東側の堀で,B7・ C7・ C8・ D8区で確認されている。B6i6区で第 5号堀に合流する。

重複関係 本跡はD8al区で第128号土坑に,ま た,D8a2区 で第129号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 全長55mで,「¬」状に構築されている。上幅2.2～ 2.6m,下幅0.4～ 0.7m,深 さ

50～ 110cmで ,断面形は「w」 状や「U」 字状を呈している。壁は,4ば～5プの傾斜で立ち上がっ

ている。堀の北東端 (B7j8区 )に第 7号土橋が,ま た,東部 (D8aュ 区)に 8号土橋がある。

方向 第 5号堀の B巧 7区から東 (N-72° 一E)へ 3m程延び,第25号地下式損にぶつかり,南

(N-12° 一W)へ52m程直線的に延びる。

覆土 人為堆積。

遺物 覆上下層から2や 5の内耳鍋をはじめ, 3の上師質土器片や瀬戸産,常滑産の陶器の細片

が多 く出土している。

所見 本跡は,D8al区以南で第128号土坑等,墓墳と思われる土墳群と重複しており,全容は確

認できなかったが,形状からみて,第26号堀付近まで延びていたものと思われる。本跡は出土遺

物等から15世紀中葉のものと思われる。

第 4号堀出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第103図

1

長 頸  重

須 恵 器

B(75)
D[117]

E 10

底部,胴部片。低い高台部。胴

部は直線的に外傾する。

胴部外面下位ヘラナデ。 石

色

通

長

灰

普

％

土

‐５

覆

2

内 耳  鍋

上師質土器

A335
B(177)

C[194]

口縁部一部欠損。底部は丸底ぎ

み。体部,日縁部は直線的に立

ち上がる。

口縁部,体部内・外面ナデ。底

部上位ヘラ削り。

砂粒

浅責橙色

普通

75%   P266
ススが付着。

C罰 1区底面。

3

皿

土師質土器

Ｂ

Ｃ

(19)

[50]

底部,体部片。平底。体部は直
線的に外傾する。

水挽き成形。底部回転糸切り。 粒

色

通

砂

橙

普

％

土

２０

覆
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0               2m

第103図 第 4号堀・ 出土遺物実測図(1)

睡軸鋭畿髄畿

ローム粒子・ 砂極少量

ローム粒子少量,礫極少量
ローム粒子中量,礫少量
ローム粒子・砂少量

ローム粒子多量,礫極少量
ローム粒子多量,礫少量

＼_1了

0              1ocm
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9S=%

0              10Cm

第104図 第 4号堀出土遺物実測図(2)
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図版番号 器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼戌 備   考

第104図

4

内 耳 鍋

上師質土器

A[280]

B(163)
体部,日縁部片。体部は直線的
に外傾し,日縁部はわずかに外
反する。

口縁部,体部内・外面横ナデ。 砂粒
にぶい橙色

普通

15%   P268
ススが付着。

覆上。

5

内 耳 鍋

土師質土器

A[318]

B(169)
底部から口縁部片。体部は内鷲

ぎみに外上方に立ち上がり,日
縁部頸部からは内彎しながら立

ち上がる。底部は丸底ぎみ。

口縁部内・外面横ナデ。体部内

・外面ナデ。底部上位ヘラ削り。 色

粒

褐

通

砂

具

普

45%  P267
ススが付着。

C勧 1区底面。

6

火   鉢

瓦 質土器

B(5 7)

C[332]
底部,体部片。平底。体部は直
線的に立ち上がる。

体部内・外面横ナデ。体部下位

に平行な凹線を施し,その上に

円形の粘上を貼り付け,さ らに

円形の竹管を刺突。

小石

黒褐色

普通

％

土

５

覆

版

号

図

番
器  種

法 量

出 土 地 点 僑 考
長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cnI) 重量 lg)

7 平    瓦 19 覆土 凹面 に布 当痕 ,9C D Pll

版

号

図

番
器  種 石  質

法 量

出 土 地 点 備 考
長さ (cln) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重量 lg)

8 不    明 粘 板 岩 (64) 33 (195) 覆土
全面に擦痕あり,石砲丁か

Q31

版

号

図

番
器  種

法 量
特 徴 出 土 地 点 備 考長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量 lg)

9 角   釘 (59) 頭部を直角に折り曲げている 覆土 鉄 製 卜160

第 5号堀

H期に引き続き機能しているものと思われる。

第21号堀 (付図 2,第 105図 )

位置 館中央から北西寄りの堀で,C7f2・ C7gュ・  旦 32.4m            一
C7g2・ C7hl区で確認されている。

重複関係 本跡は,第18号溝 と第■号地下式墳を

掘 り込んでいる。第 3号井戸 とは,同時期のもの

である。

規模と形状 北東から南西へ10m程延びている。  第105図  第21号堀断面図
上幅2.3m,下幅0.3m,深 さ100cmで,断面形は「w」 状を呈している。

方向 N-38°一E

覆土 覆上の内容物をみるとローム粒子やロームブロックが多く人為堆積である。
遺物 覆土から内耳鍋の細片や土師質土器の不の細片が少量出上している。
所見 第 3号井戸に洗い場と思われる遺構がみられることから本跡は,その水の排水と防備面を
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兼ね備えた堀と思われる。堀の曲がる角度が第 5号堀と合っており,15世紀中葉から後葉に掘ら

れたものと思われる。

第24号溝

II期に引き続き機合としているものと思われる。

②建物跡

第 5号掘立柱建物LTt[SK 258・ 371・ 391・ 392・ 408・ 413・ 422・ 532](第 106図 )

位置 館北東部中央寄りの C7a6区を中心に確認されている。

規模 東西 1間,南北 3間の建物で,柱間寸法は桁行3.3m,梁行2.lmである。柱穴の掘方は平

面形が,長径0.5～ 0.8m,短径0.5～0.6mの楕円形を呈し,深さは40～ 70cmである。柱痕囲は,

確認できなかった。

長軸方向 N-8°一W

覆土 柱を抜き取った跡に,土砂が自然堆積している。

遺物 P4の覆土から内耳鍋の細片が出上している。

所見 本跡は,出土遺物や長軸方向が東側の第 5号堀と合つている等から14世紀後半から15世紀

前半の方形館跡の中心部に位置する建物跡と思われる。

第 6号掘立柱建物FFt[SK-89～ 96・ 99・ 100・ 691～695・ 698・ 708・ 709・ 711](第 107図 )

位置 館東部の C働 8区を中心に確認されている。第 2号堀に囲まれた郭内中央部に位置 してい

る。

規模 東側及び北側に幅1.1～ 1.5mの庇を持っている東西 3間,南北 2間の建物で,柱間寸法

は桁行2.3～3.8m,梁行2.1～2.5mである。柱穴の掘方は平面形が,径0.2～0.5mの円形を呈

し,深さは20～70cmで ある。柱痕跡は,P4,P7,P10,P12,P15,P18で確認されており,柱の寸法

は径15cmと 推定される。

長軸方向 N-12°一W

覆土 人為堆積。

遺物 P5の覆土中層からは, 1の瀬戸産の陶器片が出上している。また,P2か らは土師質土器

の細片が出土している。

所見 本跡は,出土遺物等から15世紀中葉の第 2号堀内の中心になる総柱の建物跡と思われる。
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ヾ

O⑥

①

C

SB-5 土層解説
Pl

l 暴 褐 色 ローム粒子多量,ロ ームプロック・
黒色粒子少量

2 褐  色 ロームブロック多量

P2

1 黒 褐 色 ローム粒子少量,黒色粒子微量
2 灰 褐 色 ローム粒子中量,ロ ームプロッ

ク微量

3 褐  色 ローム粒子・ ロームブロック中
量,黒色粒子少量

P3

1 黒 褐 色 黒色粒子 。ローム粒子微量
2 褐  色 ローム粒子少量
3 褐  色 黒色粒子少量

黒 褐 色 ローム粒子中量,黒色粒子
極微量

極暗掲色 ローム粒子少量,ロ ームブ
ロック・ 黒色粒子微量

0            4m

黒 褐 色 ローム粒子・ ロームイヽプロック少量
黒  色 暴色粒子多量,ローム粒子少量,ス コ

リア小プロック微量

暗 褐 色 ローム粒子少量,ス コリア粒子腫微量
暗 褐 色 ローム粒子・ 黒色粒子少量
褐  色 ローム粒子中量,ロ ーム小プロック・

黒色絃子少量

暗 褐 色 ローム粒子・ ローム小プロック少量 ,
スコリア粒子極微量

Ｐ４

‐

Po

1

2

3

4

5

'71 暗褐色 ローム粒子・黒色粒子少量,ロ ーム小ブロック微量
2 黒褐色 ローム粒子｀黒色粒子少量,ロ ーム小プロック微量

第100図 第 5号掘立柱建物Ltl実測図
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SB-6 上層解説
Pl P2
1 黒 褐 色 暴色粒子中量,ロ ーム粒子微量              1 黒  色 黒色粒子多量,ロ ーム紅子微量
2 暗 褐 色 ローム粒子・黒色粒子少量                2 黒 褐 色 黒色粒子中量,ロ ーム粒子極少量
3 黒 褐 色 具色粒子少量,ロ ーム粒子極少量             3 暗 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム小プロック極少量,ス コリア粒子微量

1 黒 褐 色 黒色粒子多量,ロ ーム粒子微量,ス コリア粒子極微量    ユ 黒 褐 色 黒色粒子中量,ロ ーム粒子微量
2 暗 褐 色 ローム粒子中量,黒色粒子極少量             2 暗 褐 色 ローム粒子・黒色粒子少量,ローム小ブロック極少量

1 暗 褐 色 ローム粒子・黒色粒子少量,ロ ーム小プロック微量     1 黒 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム小ブロック微量
2 黒 褐 色 黒色粒子中量,ロ ーム粒子極少量,ロ ーム小プロック    2 黒 褐 色 ローム粒子少量

微量                           3 暗 褐 色 ローム粒子中量
3 暗 褐 色 ローム粒子・黒色粒子少量,ロ ーム小ブロック極少量

1 黒 褐 色 黒色粒子少量,ロ ーム粒子・ ローム小ブロック微量,ス    1 黒 褐 色 黒色粒子中量,ロ ーム粒子微量
コリア小ブロック極微量                 2 褐  色 ローム粒子中量,黒色粒子少量,ス コリア粒子極少量

P13 P14
1 黒 褐 色 黒色粒子中量,ロ ーム粒子少量              1 暗 褐 色 ローム粒子・黒色粒子少量,ス コリア粒子微量

2 褐  色 ローム粒子中量,黒色粒子極少量,ス コリア粒子微量

P15

1 黒  色 黒色粒子多量,ロ ーム粒子微量
2 暗 褐 色 ローム粒子・黒色粒子少量

P18

1 黒  色 黒色粒子多量,ロ ーム粒子微量
2 暗 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム中ブロック微量,ス コリア粒子極微量

戸9 10Cm

第108図 第 6号掘立柱建物跡出土遺物実測図

第 6号掘立柱建物謝出土遺物観察表

第 7号掘立柱建物跡 [SK▼ 113・ 744～ 749・ 751](第 109図 )

位置 館東部のD8c5区を中心に確認されている。第 2号堀に囲まれた郭内南西端に位置している。
規模 東西 3間,南北 1間の建物跡で,柱間寸法は桁行3.3～3.5m,梁行1.1～1.9mである。柱
穴の掘方は平面形が,径0.3～ 0.4mの円形を呈し,深さは30～50cmである。柱痕跡は,P2～P4,

P7で確認されており,柱の寸法は径15cmと 推定される。

長軸方向 N-87°一E

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備 考

第108図

1

盤

陶 器

A E29 8]

B(31)
口縁部片。日縁部上位は強く外

反する。

水挽き成形。口縁部内・外面横

ナデ。

灰白色

(釉 )オ リーブ黄色

普通

5%   P226
瀬戸産。

覆土。

―-150-



B

01

A33.Om

01 01

B

SB-7 土層解説
P2

1 黒 褐 色 黒色粒子中量,
2 暗 褐 色 黒色粒子中量,

色

色

色

褐

褐

黒

暗

褐

Ｐ３

・

２

３

o             4m

P4

1 黒 褐 色 ローム粒子微量
2 黒 褐 色 ローム粒子少量
3 嗜 褐 色 ローム粒子少量

黒色粒子中量,ロ ーム粒子少量

黒色粒子中量,ロ ーム粒子少量
ローム粒子中量.黒色粒子微量

P5

1 暗 褐 色 ローム粒子・黒色粒子少量,ス コリア粒子微量
2 黒 褐 色 ローム小プロック少量,ロ ーム粒子・ 黒色粒子睡少量
3 黒 褐 色 ローム粒子・黒色粒争踵少量,コ ーム小プロック微量

色

色

褐黒

褐

Ｐ７

・

２

黒色粒子少量,ロ ーム粒子極少量
ローム粒子中量,黒色粒子極少量

Ps

l 黒  色 暴色粒子多量,コ ーム粒子微量

ローム粒子少量

ローム粒子少量
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覆上 人為堆積。

所見 本跡は,第 2号堀の内側に位置していることや主軸方向が第 2号堀と合っている等から15

世紀中葉の方形館跡に伴う建物跡と思われる。

第 8号掘立柱建物跡 [SK 109・ 734・ 735。 752・ 757・ 761・ 780](第 110図 )

位置 館東部の D8a5区を中心に確認されている。第 2号堀に囲まれた郭内西端に位置している。

規模 東西 1間,南北 4間の建物で,柱間寸法は桁行4.lm,梁行2.Omで ある。柱穴の掘方は平

面形が,径0.2～0.5mの ほぼ円形を呈し,深さは15～ 65cmで,全体的に東側のピット列が深 く掘

られている。柱痕跡は,Pl,P3～P5で確認されており,柱の寸法は径15cmで ある。

長軸方向 N-9°一W

覆土 人為堆積。

所見 本跡は,第 2号堀の内側に位置していることや主軸方向が第 2号堀と合っている等から15

世紀中葉の方形館跡に伴う建物跡と考えられる。

第 9号掘立柱建物跡 [SK 700・ 724・ 729・ 730・ 782・ 783・ 787](第 111図 )

位置 館東部の C勧 6区を中心に確認されている。第 6号掘立柱建物跡の西部に位置している。

規模 東西 1間,南北 2間の建物で,西側の南北は3間あり,P5と P6の間は出入口部であると

思われる。柱間寸法は,桁行2.2m,梁行1.4mである。柱穴の掘方は平面形が,長径0.3～0.8m,

短径0.3～ 0.5mの精円形を呈し,深さは15～40cmである。柱痕跡は,P7で確認されており,柱

の寸法は径15cmと 推定される。

長軸方向 N-22° 一W

覆土 人為堆積。

所見 本跡は,第 2号堀の内側に位置していること等から15世紀中葉の方形館跡に伴う建物跡と

思われる。

第10号掘立柱建物跡 [SK 756・ 759・ 770・ 775。 776・ 778](第 112図 )

位置 館東部のC8h6区 を中心に確認されている。第 2号堀に囲まれた郭内北西部に位置している。

規模 東西 1間,南北 3間の建物で,柱間寸法は桁行2.9～3.6m,梁行2.9～ 3.6mである。柱穴
の掘方は平面形が,径0.3m前後の円形を呈し,深さは20～65cmである。柱痕跡は,確認できな

かった。

長軸方向 N-11° 一W

覆上 人為堆積。
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第110図 第 8号掘立柱建物跡実測図

D

・ P3～ 6・ P8 土層解説
暗 褐 色 ローム粒子少量,ス コリア粒子極微量
黒 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム小プロック微量
黒 褐 色 ローム粒子少量,黒色粒子少量
黒 褐 色 ローム粒子・黒色粒子少量
黒 褐 色 黒色粒子少量,ロ ーム粒子極少量
暗 褐 色 ローム粒子・ 黒色粒子中量

0            4m

C
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⑤

一

SB-9 土層解説
Pl

l 黒 褐 色 黒色粒子中量,ロー
ム粒子微量

2 黒 褐 色 黒色粒子少量,ロ ー
ム粒子極少量,ロ ー

ム小プロック極微量

3 暗 褐 色 ローム粒子少量,ロ
ーム小プロック微量

4 褐  色  ローム粒子中量 ,ロ
ーム中プロック微量

‐
に
＼
ノ
ｒ
‐
‐
ザ
‐
―
―
―
Ｉ
Ｌ
思
ｐ
ｒ
ｌ

。０

Ю
　
引

⑥
~

P6

1

色

色

色

黒

褐

褐

Ｐ７

‐

２

３

黒 褐 色 ローム粒子・ 黒色粒
子少量 ,ス コリア粒

子微量

褐  色 ローム粒子中量,黒
色粒子極少量,ス コ

リア粒子微量

ローム粒子極微量

黒色粒子少量

黒色粒子少量
A33.Om

0              4m

第111図 第 9ィ号掘立柱建物Ltl実測図

所見 本跡は,第 2号堀の内側に位置していることや主軸方向が第 2号堀と合っている等から15

世紀中葉の方形館跡に伴う建物跡と思われる。

第11号掘立柱建物跡 (第 113図 )

位置 館北東部中央寄りの第 4号堀と第 5号堀に挟まれた C7d9区を中心に確認されている。

重複関係 本跡が取り壊された後に第 1号柵列が築かれている。

規模 東西 1間,南北 3間の建物で,柱間寸法は桁行3.4m,梁行1.4～2.Omで ある。柱穴の掘

方は平面形が,径0.3～0.8mの 円形を呈し,深さは20～ 30c14で ある。P4の覆土から柱の周 りに

詰めたと思われる拳大の石が数個出上している。

長軸方向 N-13°一W

覆土 人為堆積。

所見 本跡は,第 4・ 5号堀にはさまれた位置にあることや主軸方向が第 4号堀と東側の第 5号

堀と合っている等から15世紀中葉に築かれ,15世紀後半から16世紀前半には取り壊されていたも

のと思われる。
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C ④ l

Ｅ

Ｏ
．
０
０

引

判

D

SB■ 0 と層解醜
Pl

l 暴猾 色 ローム粒子少量,ロ
ームブコッタ傲量

黒 袴1色 暴魯粒子中量
明 褐 色 ロー騨 肝 多島 黒

飢 盤

P″

1 黒 格 色 ローふ粒子少量,ロ
ームプロック微量

o             4m

第112回 第10号掘立柱建物跡実測図

-155-



匡
―
―
く
ノ
ー

A 32.8m

0              4m

第113図  第11号掘立柱建物跡実測図

第18号住居跡 (第114図 )

位置 館南部のD7h4区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸[4.6]m,短軸[4.2]mの方形を呈している。

主軸方向 N-0°

壁 壁高は4～ 6 cmで ,東・南 。北壁の一部のみ遺存している。

床 全体的に軟らかい。

ビット 3か所 (Pl～P3)検出されているが,性格は不明である。

電 第 1・ 2号竃は北西コーナーに構築されているが,削平により赤変硬化した火床だけが検出

されている。第 3号竃は北壁中央部に砂質粘上で構築されている。両袖部は,し つかり遺存して

おリロームの掘り残しを芯とし,砂質粘土と凝灰岩の切石で構築されている。火床は,灰,煤,

砂質粘土を混ぜ合わせたものが薄くしかれている。煙道は確認できなかった。

覆土 Ⅳ期の館を構築する際,削平されほとんど残っていないが,人為堆積と思われる。

遺物 東部の床面直上から1の上師質土器の香炉片や内耳鍋の細片が出土している。第 3号竃か
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③
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＼
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オ

＝

＝

＝

Ｖ

″

〃

″

，
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‐

！

′

σ

●
/ 01

A 32.2m

口
|

0               2m

18 土層解説
黒 褐 色 ローム粒子少量
褐  色  ローム粒子少量
褐  色 黒色粒子少量
褐  色 ローム粒子微量

SI-18臨  土層解説
1 にぶい赤褐色 山砂粒子中量,焼土粒子微量
2 にぶ い責 色 山砂層
3 赤  褐  色 焼土粒子多量,炭化物少量
4 黒  褐  色 含有物なし
5 オリーブ褐色 山砂粒子中量,黒色粒子微量
6 にぶい赤褐色 焼上粒子・ コーム粒子少量
7 にぶい赤褐色 焼土粒子 。ローム粒子中量,炭

/bl

t/ wl

８

９

１０

Ｈ

褐    色
暗  赤  色
にぶい赤褐色

褐    色

化物少量

粘上粒子少量,焼土粒子微量
ローム粒子多量

ロームブロック中量

ロームプロック中量,焼土プロ

ック極少量

0               1m

′6＼芦2号竃

第114図 第 18号住居 Ltl・ 霊実測図
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らは,古銭が 1枚出上している。

所見 本跡は,出土遺物等から15世

紀中葉のものと思われる。

0              10Cm

第115図 第18号住居跡出土遣物実測図

③方形竪穴状遺構

第 2号方形竪穴状遺構 [S113](第 116図 )

位置 館北部のC7b5区を中心に確認されている。

重複関係 本跡は,第 1号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と平面形 長軸3.7m,短軸3.lmの隅丸長方形を呈している。

長軸方向 N-15°一W

壁 壁高は約30～40cmで,西壁が垂直に立ち上がるのに対し,他の壁は外傾して立ち上がってい

る。

床 ほぼ平坦で,全体的に軟らかい。

ピット 北壁の外に12か所 (Pl～P12)検出されている。Pl～P12は径25～ 45cmの円形を呈し,深
さ8～ 44cmで ,性格は不明である。

覆土 ロームブロックやローム粒子を含む単層からなっており,人為堆積である。

遺物 混入したと思われる縄文式上器の細片や須恵器の甕の細片, 1の灰釉陶器片 (百代寺段階)
が出上している。

所見 本跡は,遺構の形態や館内郭部に位置していること等から15世紀中葉の館跡に伴う土倉的

性格の遺構と考えられる。

第 4号方形竪穴状遺構 [S115](第 118図 )

位置 館北部のC7c2区 を中心に確認されている。

第18号住居跡出土遺物観察表

器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第 1

l

看   炉

土師質土器

A[140]

B 52
底部,体部一部欠損。体部下位
で膨らみを持ち,中位から上位
にかけて直線的に立ち上がる。

日縁部上位は横方向に強く外反

する。獣足が 3個付くか。

口縁部,体部内・外面横ナデ。
体部中位に菊花と巴の押印文。

底部回転糸切り。

石
髄
良

小

黒

不

70%   P84
東部床面直上。
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0キ口
|

A 32.6m

第116図 第 2号方形竪穴状遺構実測図

第 2号方形竪穴状遺構出土遣物観察表

第 2号方形堅穴状連憾 土層解説
1 暗 褐 色  ローム粒子中量,ロ ーム小 。中ブロック・ 黒

色粒子少量,パ ミス粒子極少量

o               2m

図版番号 器 種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第■7図

1

碗

陶   器

A[120]

B(19)
体部,口縁部片。体部は直線的

に外傾する。口唇部は横方向に

つまみ出している。

口縁部,体部内・外面横ナデ。 粒
髄
好

砂

灰

良

lo%   P78
百代寺窯段階。

中央部覆上。

第 117図 第 2号方形竪穴状遺構出土遺物
実測図
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⑥く| GI
⑤ ④

第 7号小竪穴

01 WI

A32.6m

第 4号方形堅穴状遺機 上層解説
1 黒 褐 色 ローム粒子・パミス粒子・黒色粒子少量,

ロームイヽプロック極少量

2 暗 褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム小プロック・砂少
量,パ ミス粒子・黒色粒子極少量

3 黒 褐 色 黒色粒子中量,ローム粒子少量,ローム小
ブロック極少量

4 暗 褐 色 ローム粒子中量,ロ ームイヽプロック・黒色
粒子・パミス粒争極少量

5 暗 褐 色 ローム粒子中量,コ ームガヽプロック・黒色
粒子少量,パ ミス粒子・スコリア粒子極少
量

0              2m

第118図 第 4号方形竪穴状遺構実測図

重複関係 本跡は,第375号土坑を掘り込み,その後,第 7号小竪穴状遺構に掘り込まれている。
第328・ 349号土坑との新旧関係は,確認できなかった。

規模と平面形 長軸3.7m,短軸 (3.0)mの隅丸長方形を呈しているものと推測される。
長軸方向 N-20° 一W

壁 壁高は約30cm前後で,北壁は外傾して立ち上がっている。他の壁の半分は,他の遺構に切ら
れているが,遺存壁はほぼ垂直に立ち上がっている。

床 平坦で,軟らかい。

ビット 北壁上に 1か所 (Pl)検出されている。Plは,径20clnの円形を呈し,深 さ40cmで,本
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跡に伴うものと考えられるが,性格は不明である。

覆土 単層の堆積であり,人為堆積である。

所見 本跡は,遺構の形態や館内郭部に位置していることから15世紀中葉の上倉的なものと考え

られる。

第 5号方形竪穴状遺構 [S116](第■9図 )

位置 館東部中央寄りのC7h9区を中心に確認されている。

重複関係 本跡は,第29号地下式装に掘り込まれている。

規模と平面形 長軸3.8m,短軸 [2.8]mの隅丸長方形を呈するものと推測される。

主軸方向 N-3が一W

壁 壁高は100cmで ,垂直に立ち上がっている。

床 平坦で,軟らかい。

覆土 ロームブロックを含んでおり人為堆積である。

B 32,6m

く
|

第 5号方形堅穴状遺構 土層解説
1 黒 褐 色 ロームプロック・ ローム

粒子少量

2 黒 褐 色 ローム粒子中量,コーム
プロック微量

3 褐  色 ロームプロック極微量

o              2m

第29号地下式渡

第119図 第 5号方形竪穴状遺構実測図
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遺物 覆土から2の内耳鍋片を中心に土師質土器や 3の瀬戸産の陶器片が出上している。
所見 本跡は,遺構の形態や出土遺物から15世紀の遺構と考えられる。

反≡更=| 露
/

0             10C蘭

第120図  第 5号方形竪穴状遺構出土遺物実測図
第 5号方形竪穴状遺構出土遣物観察表

④土橋

第 3号土橋 (付図 2)

位置 第 3号堀の南側中央から東寄りのE7b7区を中心に確認されている。
規模 長さ2.5m,幅3.Omで ロームを掘り残して築いている。
方向 N-13°一W

所見 本跡は,外堀正面の上橋であるが,それに付随する施設は検出できなかった。

⑤井戸

第 3号井戸 (第121図 )

位置 館中央からやや北寄りの C7f2区 を中心に確認されている。
規模と形状 掘 り方は,上面が長径3.4m,幅 2.9mの楕円形を呈し,確認面から2.Omの深さま
で急傾斜を呈する。

図版番号 器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考
第120図

1

IF

土師質土器

A[108]
B(45)
C 45

底部,体部片。平底。体部は内
彎しながら外上方に立ち上が

る。

水挽き成形。底部回転糸切り。 スコリア

浅黄橙色

普通

20%   P79
板目状圧痕。

覆土。

内 耳 鍋

土師質土器

A[305]

B(111)
体部,日縁部片。平底。体部は,
内脅し口縁部は膨らみを持って

内彎する。

口縁部,体部内・外面横ナデ。 長石・石英
(外)黒褐色(内 )橙

色。普通

10%   P81
ススが付着。

覆土。

3

皿
　

　

器

小

　

　

陶

A[98]
B(20)

体部,日縁部片。体部,日縁部
は直線的に立ち上がる。

口縁部外面横ナデ。日縁部内・

外面,体部内面に施釉。
灰色

(釉 )灰オリープ色

良好

5%   P352
瀬戸産。

覆土。
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A

口
|

盟
`m S}3 土層解説

1 褐 灰 色 ローム粒子少量,小礫微量,黒色粒子極微量
2 黒 褐 色 ローム粒子少量,小礫・炭化物極微量
3 褐  色 ローム粒子中量,小石微量
4 褐  色 ローム粒子少量,中礫微量,炭化物極微量
5 褐  色 ローム粒子・小石少量,大礫・炭化物極微量
6 褐  色 ローム粒子多量,小石少量,炭化物極微量
7 褐  色 ローム粒子少量,小石 。中礫微量
8 暗 褐 色 小礫多量,黒色粒子微量
9 褐  色 ローム粒子少量,小礫極微量
10 褐  色 黒色粒子少量,小礫微量
n 褐  色 小石極微量
12 褐  色 小礫微量,炭化粒子極微量
13 灰 褐 色 中礫 。大礫中量,小礫少量,ロ ームブロック・

黒色プロック極微量

14 黒 褐 色 ローム粒子少量,黒色粒子極微量

0              2m

I

0             10Cm

第121図 第 3号井戸 。出土遺物実測図

覆土 覆土中層は,礫やローム上による埋め戻しがみられる。上層は,埋め戻した上が沈んだ後

に自然堆積したものと思われる。

遺物 覆土から1の瀬戸産の陶器片や内耳鍋の細片が出土している。

所見 本跡は,出土遺物等から15世紀中葉から後葉の素掘 りの井戸である。また,本跡は16世紀

前半には埋め戻されたものと思われる。第280,282号土坑は,階段状を呈しており,井戸に伴う
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洗い場と思われる。

第 3号井戸出土遺物観察表

第 1, 6号井戸

出土遺物等からH期に引き続き使用されていたものと思われる。

第10号井戸 (第122図 )

位置 館中央のD6a9区 を中心に確認されている。

規模と形状 掘り方は,上面が長径3.3m,短径2.7mの楕円形を呈し,確認面から1.4～ 1.9mの

深さまで急傾斜を呈する。

覆土 覆土上層は,埋め戻した礫が沈んだ後に自然堆積したものと思われる。
遺物 覆土から内耳鍋の細片が少量出上している。

所見 本跡は,出土遺物や位置等から15世紀中葉のものと思われる。

④ l

A
-32.2m

第122図 第10号井戸実測図

0             2m

S卜10 上層解説
1 暗 褐 色 ローム粒子・ 黒

色粒子少量,ス
コリア粒子微量

2 黒 褐 色 黒色粒子中量,
ローム粒子微量

3 暗 褐 色 ローム粒子・黒
色粒子少量,ロ
ームガヽプロック

微量

4 極暗褐色 礫多量,ロ ーム
粒子・パミス粒

子・黒色粒子少

量,ロ ームガヽプ
ロック微量

5 黒 褐 色 ローム粒子・黒
色粒子少量,礫
微量

6 黒 褐 色 黒色粒子中量,
ローム粒子微

量,パ ヾス粒子
極微量

7 黒  色 黒色粒子多量 ,
ローム粒子・ パ

ミス粒子微量

器 種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第121図

1

盤

陶   器

A E33.2]

B(52)
体部,日縁部片。体部,口縁部
は直線的に外傾して立ち上が

る。

水挽き成形。腰部以下は無釉。 灰白色

(釉 )オ リーブ灰色

普通

10%   P230
瀬戸産。

覆土。
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第11号井戸 (第 123図 )

位置 館南東端のD8h2区 を中心に確認されている。

重複関係 本跡は,第 4号地下式墳を掘 り込んでいる。また,第673号土坑との新旧関係は,不

明である。

規模と形状 掘り方は,上面が径3.6mの 円形を呈し,確認面から2.Omの深さまで急傾斜を持ち,

そこから下は深さ0.6m程まで円筒形を呈している。

覆土 ロームブロックや礫が含まれており,人為堆積である。

遺物 覆土から内耳鍋の細片が少量出上している。

所見 本跡は,出土遺物や位置等から15世紀中葉のものと思われる。

A

A
-32.4m

!

!

第123図 第11号井戸実測図

-11 土層解説
黒 褐 色 小石 。ローム粒子微量
褐  色 小石多量,ロ ーム粒子中量
黒 褐 色 小石・ ローム粒子少量,コ ームプロック微量

灰 褐 色 ローム粒子中量,小石少量
褐  色 ローム粒子少量
6 黒  色 ローム粒子少量,小石・ ロームプロック微量
7 黒 褐 色 小石少量,ロ ーム粒子微量
8 暗 褐 色 ローム粒子中量,小石少量
9 灰 褐 色 小石・パミス粒子微量,黒色粒子極微量
10 褐  色 黒色粒子・小石極微量
■ 褐  色 炭化物極微量
12 褐  色 パミス粒子多量
13 褐  色 パミス粒子少量
14 褐  色 パミス粒子中量,ロ ーム粒子少量
15 褐  色 ロームプロック・パ ミス粒子少量
16 黒 褐 色 小石粒子少量
17 褐  色 パミス粒子中量

0              2m

第 4号地下式壌
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第13号井戸 (第124図 )

位置 第 2号堀の郭内南東部のD9cl区に確認されている。
規模と形状 掘 り方は,上面が径1.4mの円形を呈し,確認面から0.6mの深さまで急傾斜を持ち,
そこから下は深さ1.Omま で円筒形を呈している。

覆土 礫を多量に含んでおり,人為堆積である。
所見 本跡は,位置等から15世紀中棄から16世紀前半のものと思われる。

ゝ
A
-32.8m

i l

第 124図  第13号井戸実測図

口
|

?十   _“

,″

/″

~~… … … … …
… …

0               2m

第15号井戸 (第125図 )

位置 第 2号堀の郭内南西部の D8d7区を中心に確認されている。
規模と形状 掘り方は,上面が長径2.6m,短径2.3mの楕円形を呈し,確認面から1.5mの深さ
まで急傾斜を塁する。

覆土 ロームブロックを含んでおり,人為堆積である。
所見 本跡は,位置等から15世紀中葉から16世紀前半のものと思われる。

③地下式墳

第 2号地下式装 [SK 129](第 126図 )

位置 館中央から南東寄りのD8cl区 を中心に確認されている。
重複関係 本跡は,第129号土坑を掘り込んでいる。第 3号地下式墳との新旧関係は不明である。
主軸方向 N-65°一E

竪坑 上面は,長径1.5m,短径1.4mの半精円形を呈し,深さは,o.8mである。底面は長径0.9

SE-13 土層解説
1 黒 褐 色 礫多量,黒色粒子少量,ロ ーム粒子極少量,

スコリア粒子極微量

2 黒 褐 色 黒色粒子少量,礫極少量,ロ ーム粒子微量,
スコリア粒子極微量

3 黒 褐 色 礫中量,黒色粒子少量,ロ ーム粒子極少量
4 黒 褐 色 黒色粒子中量,ロ ーム粒子極少量
5 暗 褐 色 ローム粒子中量,黒色粒子少量,ス コリア

粒子微量

6 暗 褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック・黒色
粒子少量,ス コリア粒子微量

7 黒 褐 色 黒色粒子中量,ロ ーム粒子微量
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A_33.Om

S卜 15 土層解説
1 黒  色 黒色粒子多量,礫中量,ロ ーム粒子微量
2 暗 褐 色 ローム粒子・黒色粒子少量,ス コリア粒子極少量
3 黒 褐 色 黒色粒子中量,ロ ーム粒子・ 礫極少量
4 黒 褐 色 黒色粒子・礫多量,ロ ーム粒子微量
5 黒 褐 色 黒色粒子中量,礫少量,ロ ーム粒子微量
6 褐  色 ローム粒子・黒色粒子中量,礫微量
7 暗 褐 色 ローム粒子少量,礫極少量,パ ミス粒子微量

i      f                               o               2m
I      I
I  I

第125図 第15号井戸実測図

m,短径0.7mの楕円形を呈している。長径方向はN-7f― Eを指している。

主室 底面は,長軸1.6m,短軸1.4mの長方形を呈し,平坦である。東壁部の天丼は遺存してい

る。確認面から主室底面までの深さは,1.3mである。長軸方向はN-2デーWを指している。

壁 竪坑は,西部から緩やかに傾斜して,主室底面に至る。主室は,ほぼ垂直に立ち上がってい

る。

覆土 竪坑側から人為的に土砂を投げ入れたものと思われる。

遺物 主室の覆上下層から瀬戸産の陶器の細片や内耳鍋の細片が出上している。

所見 本跡は,出土遺物等から15世紀のものと思われる。

第 6号地下式猿 [SK-172](第 127図 )

位置 館中央から南東寄りの D7bO区 を中心に確認されている。

重複関係 本跡の竪坑の西部は,第590号土坑を掘り込んでいる。また,北西壁は第20号地下式

墳と重複しているが,新旧関係は不明である。

主軸方向 N-2ず―W
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r3号地下式装口|

A32.3m

口
|

第 2号地下式墳
1黒 褐 色

2褐  色
3褐  色
4褐  色
5褐  色
6褐  色
7褐  色
8褐  色
9明 褐 色

10 にぶい褐色

土層解説

スコリア粒子・ 黒色プロック・ ロームプロック微量

ロームブロック少量

ローム粒子中量,黒色ブロック微量
黒色プロック・ ロームブロック少量

黒色プロック少量,ロ ームノロック・ スコリア粒子微量
ロームプロック少量,黒色プロック微量
ロームプロック・ 黒色プロック微量

ローム粒子中量,ロ ームプロック少量,黒色プロック微量

ロームプロック中量

ロームブロック・黒色ノロック少量,炭化材微量

0              2m

第126図 第 2号地下式境実測図

竪坑 上面は,長軸1.7m,短軸1.6mの台形状を呈している。階段状に掘られており,深さは1.8

mである。長軸方向はN-25°一Wを指している。

主室 底面は,長軸2.6m,短軸2.lmの長方形を呈している。北西壁に底面より10cln程高い長方

形の高まり部と南コーナー部に16cm程の高まり部が検出されている。また,北東壁中央には 1辺

約 lmで,深さ20cm程の正方形を呈する土坑状の落ち込みが検出されている。確認面から主室底

面までの深さは,2.4mである。長軸方向はN-6ず ―Eを指している。

壁 主室はほぼ垂直に立ち上がっているが,東・西 。南コーナー部の中位でオーバーハングが見
られる。

覆土 ロームブロックを含む褐色上が主層をなしており,人為堆積である。

遺物 主室の覆土から1や 2の内耳鍋片や 3, 4の陶器片が多量に出上している。その他,混入
と思われる5の灰釉陶器の長頸壼片 (黒笹90号窯期)が出上している。

所見 本跡は,出土遺物等から15世紀中葉のものと思われる。また,本跡は従来考えられていた

墓墳としての地下式墳よりも,遺物が多いことや土坑状の掘り込みがあることから地下倉庫のよ

うなものに使われていたことも考えられる。
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働
|

第 6号地下式壊 土層解説
1 黒  色 暴色粒子多量,コーム粒子少量,ロ ーム小プロック・スコ

リア粒子微畳

2 黒 褐 色 黒色粒子・ コーム泣子少量,′やミス中ブロック極少量
3 嗜 褐 色 スコリア粒子・ 黒色粒子・ ローム粒子少量
4 明 褐 色 ローム粒子多量,コ ーム小プロック中量,黒色粒子少量,

パミス粒子微量,

5 黒 褐 色 暴色粒子中量,コ ーム粒子少量,コ ーム小ブロック極少量 ,
パミス粒子微量

6 褐  色 ローム粒子中量,黒色粒子少量,ス コリア粒子微量
7 黒 褐 色 ローム粒子・黒色粒子少量,コ ームガヽプロック極少量,ス

コリア大プロック微量,パミス粒子極微量
8 褐  色 ローム統子中量,黒色粒子・パミス粒子微量
9 黒 褐 色 ローム粒子・黒色粒子中量
10 明 褐 色 口こム粒子多量,ロ ーム中プロック中量,パ ミス中プロッ

ク少量,パ ヽス粒子極微量

第127図 第 6号地下式城実測図

0               2m

H 褐  色 ローム粒子中量,黒色粒子極少量,パミス粒子微量
12 明 褐 色 ローム粒子多量,黒色粒子少量,パ ミス粒子極少量
13 暗 褐 色 ローム粒子中量,黒色粒子少量
14 褐  色 ローム粒子中量,黒色粒子少量,パ ミス粒子極微量
15 褐  色 ローム粒子中量,黒色粒子少量,ローム中プロック極微量
16 明 褐 色 ローム粒子多量,ロ ーム中ブロック少量,ス コリア大プロ

ック極少量,黒色粒子微量

17 褐  色 ローム粒子中量,黒色粒子少量,パ ミス粒子微畳
18 暗 褐 色 黒色粒子少量,パ ミス粒子睡少量,ロ ーム粒子・スコリア

粒子微量

19 黒 褐 色 黒色粒子・ スコリア粒子少量,ロ ーム粒子微量
20 極暗褐色 ローム粒子・黒色粒子・ スコリア粒子微量
21 明 褐 色 コーム粒子・ローム中ブロック中量,パ ミス小プロック少量
22 黒 褐 色 ローム粒子微畳,ロ ーム小プロック・パヾス粒子極微量

＼

-169-



|ど441ノ

第128図 第 6号地下式竣出土遺物実測図

第 G号地下式壌出土遺物観察表

0              10Cm

器 種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

1

第 1 内 耳 鍋

土師質土器

A[376]

B(144)
体部,日縁部片。体部は内彎ぎ
みに外上方に立ち上がる。国縁

部は内彎ぎみに立ち上がる。

口縁部内・外面横ナデ。体部内

面ナデ。

雲母

橙色

普通

15%   P169
南東コーナー付

近覆上。
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図版番号 器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・ 焼成 備   考

多言1

2

内 耳 鍋

上師質土器

A[256]

B(72)
体部,日縁部片。体部と口縁部
の境に 1条の幅広い沈線が巡る

国縁部は内彎ぎみに立ち上がる

口縁部,体部内・外面横ナデ。 石英
にぶい橙色

普通

5%   P170
ススが付着。

覆上。

3

鉢

陶   器

A[336]

B(66)
口縁部片。日縁部は強く外反し,

内面に明瞭な凸帯が巡る。

水挽き成形。 小石 。長石

暗灰黄色

普通

産
　
ｏ

％

滑

土

５

常

覆

4

子
　
　
器

瓶
　
　
陶

Ｂ

Ｃ

(49)

[92]

底部,胴部片。平底。胴部は直

線的にやや外傾する。

底部と胴部は別々に作り,接台
している。水挽きロクロ成形。

胴部下位に釉流れが見られる。

灰白色

(釉 )浅黄色

普通

5%   P172
瀬戸産。

覆土。

5

長 頸 壺

陶   器

B(42)
C[78]

底部,胴部片。高台は低く,斜
下方につまみ出されている。胴

部は内彎しながら外上方に立ち

上がる。

底部回転糸切り。胴部内・外面

横ナデ。

砂粒

灰白色

良好

10%  P173
黒笹90号窯期。

覆土。

第12号地下式壌 [SK 273](第 129図 )

位置 館北東部のC7d7区を中心に確認されている。

重複関係 本跡の竪坑は,第 1号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

主軸方向 N-8°一W

竪坑 上面は,長軸1.2m,短軸1.Omの長方形を呈し,深さは,2.Omで ある。底面は一辺0.9m

の方形を呈している。長軸方向はN-8°一Wを指している。

主室 底面は,長軸3.9m,短軸2.8mの隅丸長方形を呈し,東西面は平坦であるが,南北面は緩

やかに傾斜している。確認面から主室底面までの深さは,2.6mで ある。長軸方向はN-7ば ―E

を指している。

壁 竪元は,垂直に立ち上がっている。主室は,胴張りを呈している。

覆土 覆土最下層は,天丼部の崩落土と思われる。その上には,不自然な堆積上が見られ,人為

堆積である。

遺物 主室の覆土から1の砥石や土師質土器の細片が出上している。その他,混入と思われる須

恵器の不片が出上している。

所見 本跡は,出土遺物等から15世紀中葉のものと思われる。

第12号地下式壌出土遺物観察表

第13号地下式装 [SK-3,77](第 130図 )

位置 館南端中央部のE6cO区 を中心に確認されている。

重複関係 本跡の竪坑は,第 15号地下式墳に掘り込まれている。また,南壁は第 3号堀 と重複し

版

号

図

番
器   種 石  質

法 量
出 土 地 点 備 考

長 さ (cln) 中幅言(cFn) 厚さ(cm) 重量 lg)

第129図

1
砥   石 頁   岩 70 4 覆土 Q ll

2 砥   石 貢   岩 覆土 Q10
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ているが,新旧関係は不明である。

キ

いヽ

第12号地下式壊 土層解説
黒 褐 色 ローム粒子中量
暗 褐 色 ローム粒子少量
褐  色
黒 褐 色

黒 褐 色

6黒  色
7黒 褐 色
8黒  色
9黒 褐 色
19褐  色

■ 黒 褐 色

12褐  色
13黒  色
14褐  色
15黒  色
16黒  色
17褐  色
18褐  色

19灰 褐 色
20暗 褐 色
21明 褐 色

黒色粒子少量,黒色プロック極微量
ローム粒子中量,ロ ームプロック少量
ローム粒子少量,黒色粒子極微量
ローム粒子微量

ローム粒子微量

ローム粒子極微量

ローム粒子少量,ロ ームプロック極微量
ローム粒子多量,黒色粒子少量,黒色ブ
ロック極微量

ローム粒子多量

暴色粒子多量,ロ ームプロック少量
ローム粒子中量

黒色粒子微量

含有物なし

ローム粒子少量,ロ ームプロック微量
ロームノロック・黒色粒子少量

黒色プロック微量,黒色粒子・ ロームブ
ロック極微量

含有物なし

スコリアプロック少量,黒色粒子微量
黒色粒子極微量

出土遺物実測図

0              2m0 10Cm

第129図 第12号地下式壌 。
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第15号

地下式壌

儘
|

第13号地下式犠

1黒 褐 色

2黒 褐 色

3暗 4F」 色

4黒 褐 色

5暴 褐 色

6褐  色

7褐  色
8黄 橙 色

9暴  色
10黄 橙 色
11褐   色
12暗 褐 色
13 にぶい縄也
14 にぶい褐色
15 褐   色

上層解説

ローム粒子中量,黒色粒子微量
ローム粒子中量,コーム大ブロック微量

ローム漸移層のプロック

ローム粒子・ ローム中ブロック多量

ローム粒子多量,ロ ーム小ブロック中量, ローム

大ブロック微量

ハードローム大プロック多量,黒色粒子・黒色土

をヽブロック少量

ハードロームブロック層,パ ミス粒子少量

鹿沼パミス層

ローム粒子少量,ロ ーム小・ 中 ,大ブロツク微量

鹿沼パミスブロック

ハードコーム中ブロック中量,黒色粒子少量
ローム瀞移層

鹿沼パミス粒子多量

黒色プロック・パミスプロック・黒色粒子少量

ロームブロック・ スコリア絃子少量

o             2m

0               10Cm

2

Д

川

―――

―――

日

Ｈ

町

一

①

ワ
第130図 第13号地下式城・出土遺物実測図

一-173-―



主軸方向 N-88°一E

竪坑 上面は,長軸1.4m,短軸1.lmの長方形を呈し,深さは,2.8mである。長軸方向はN―
7°一Wを指している。

主室 底面の平面形は一辺が2.2mの方形を呈し,平坦である。確認面から主室底面までの深さ
は,3.Omである。長軸方向はN-88°一Eを指している。

壁 竪坑は,東部から主室底面に向かって階段状に掘られている。主室は,胴張りを呈している。
覆土 多量のロームブロックが不自然に堆積しており,人為堆積である。
遺物 主室の底面から1の内耳鍋片や砥石,人の頭蓋骨が出土している。
所見 本跡は,出土遺物等から15世紀中棄のものと思われる。
第13号地下式装出土遣物観察表

第21号地下式壊 [SK 533](第 131図 )

位置 館南西部のD6h8区を中心に確認されている。
主軸方向 N-0°

竪坑 上面は,長径2.3m,短径1.3mの半楕円形を呈し,深さは,1.3mで ある。底面は長径1_4
m,短径0.9mの半楕円形を呈している。長径方向はN-90°―Eを指している。
主室 底面は,長軸2.4m,短軸1.8mの隅丸長方形を呈し,平坦である。確認面から主室底面ま
での深さは,1.8mである。長軸方向はN-90°一Eを指している。

壁 竪坑は,南部から主室底面に向かって階段状を呈している。主室は,ほぼ垂直に立ち上がっ
ている。

覆土 竪坑側から流入している自然堆積と思われる。 1～ 5層は人為堆積。
遺物 主室の覆土から内耳鍋の細片が少量出上している。また,底面から1の不明鉄製品が出土
している。

所見 本跡は,出土遺物等から15世紀中葉のものと思われる。遺構の周辺で検出されたピットは,
第21号地下式壌出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第130図

1

内 耳 鍋

土師質土器

A[316]

B(80)
体部,日縁部片。体部は直線的
に外傾し,国縁部は内彎ぎみに
立ち上がる。

国縁部,体部内・外百債ナデ。 砂粒
暗灰褐色

普通

5%  P187
ススが付着。

北部覆土。

版

号

図

番
器  種 石   質

法 量

出 土 地 点 備 考
長 さ (cln) 幅(cm) 厚 さ (cln) 重量徳)

2 砥   石 凝 灰 岩 25 覆土 Q12

3 砥   石 凝灰質泥岩 25 覆土 Q13

版

号

図

番
器  種

法 量

特 徴 出 土 地 点 備 考長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量 lg)

第131図 1 不    明 底面 卜145鉄製
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屋根のようなものを建てた可能性も考えられる。

A32,om

第21号地下式壌 土層解競
1 褐  色 ローム粒子中量,焼土粒子・黒色粒子少量
2 黒 褐 色 ローム粒子・ ロームブロック少量
3 褐  色 ローム粒子多量,黒色粒子少量
4 褐  色 ローム粒子中量,鹿沼パヽスプロック・パミス粒子少量,

黒色粒子微量

5 褐  色 ロームプロック中量,パ ミスプロック・パミス粒子少量,
黒色粒子微量

6 褐  色 ロームプロック・パミス粒子少量,黒色プロック極微量
7 黒  色 ロームプロック・ ローム粒子少量
8 褐  色 ロームプロック・黒色粒子微量
9 灰 褐 色 含有物なし
10 褐  色 黒色粒子微量,黒色プロック極微量

パミス粒子少量

黒色粒子・パミス粒子少量

ロームプロック極微量

ローム粒子少量,黒色粒子微量,ロ ームプロック極微量
ハードローム

ローム粒子微量

ローム粒子少量

パミス粒子多量

ローム粒子多量,黒色粒子中量
ハードロームプロック中量,黒色粒子極微量

o             2m

0             10Cm

ｌ

⑨

■ 明赤褐色
12 褐  色
13暴  色
14黒 褐 色
15明 褐 色
16 黒  色
17 暗赤褐色
18明 褐 色
19 褐  色
20 褐  色

二

第131図 第21号地下式城 。出土遺物実測図
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第24号地下式墳 [SK 589](第132図 )

位置 館中央部南東寄りの D7c9区を中心に確認されている。

主軸方向 N-3ポ ーW

竪坑 上面は,長径1.4m,短径1.2mの半楕円形を呈している。深さは,1.lmである。長径方

向はN-56°一Eを指している。

主室 底面は,径1.3mの円形を呈し,平坦である。確認面から主室底面までの深さは,2.lmで

ある。長径方向はN-5ば ―Eを指している。

壁 竪坑は,南東部から主室底面に向かって階段状に掘られている。主室は,北東壁がオーバー

ハングを呈しているが,他の壁は外傾して立ち上がっている。

覆上 ロームブロックを含んでおり,人為堆積である。

遺物 主室の覆土から1の土師質土器片をはじめ, 2の瀬戸産の陶器片や内耳鍋の細片や礫が出

土している。

所見 本跡は,出土遺物等から15世紀のものと思われる。

第24号地下式装出土遺物観察表

⑦小竪穴状遺構

ここでは,形状が特徴的で,遺存状態の良い第 4・ 9。 24号小竪穴状遺構を文章で記述し,第

10・ 18号小竪穴状遺構については,一覧表に記載する。

第 4号小竪穴状遺構 [SK 222](第 133図 )

位置 館中央の C7h2区を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸3.7m,短軸1.8mの 隅丸長方形を呈している。

主軸方向 N-6° 一W

出入口部 西壁の中央から北西コーナー寄りの壁外に張り出している。平面形は半楕円形を呈し

ており,規模は長径0。 9m,短径0.3mで,深さはほぼ垂直に約50cm掘 り込まれている。

壁 壁高は70cmで,ほぼ垂直に立ち上がっている。

床 わずかに凹凸が見られる。

覆土 自然堆積。

図版番号 器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第132図

1

皿

土師質土器

B(23)
C 45

底部片。平底。 水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒

にぶい橙色

普通

％

上

‐５

覆

P216

2

子
　
　
器

瓶
　
　
陶

Ｂ

Ｃ

(57)

[96]

胴部片。胴部は直線的に外傾す

る。

輪積ロクロ成形。胴部下位は無

釉。

灰白色

(釉 )オ リーブ責色

普通

産
　
ｏ

％

戸

土

１０

瀬

覆
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A

A32.4m

第24号地下式墳 土層解説
1 暗 褐 色 ローム粒子少量,ス コリア粒子微量
2 暗 褐 色 ローム粒子・礫少量
3 褐  色 ローム粒子中量,ス コリア粒子少量,礫微量
4 嗜 褐 色 ローム粒子少量,ス コリア小プロック・スコリア粒子微量
5 黒 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム小プロック微量
6 暗 褐 色 ローム大プロック中量,ロ ーム粒子・ スコリア粒子少量
7 暗 褐 色 ローム粒子・スコリア粒子少量,ス コリア小プロック極微量
8 暗 褐 色 ローム粒子少量,ス コリア泣子極微量
9 褐  色 ローム粒子中量,ス コリア粒子少量,礫極微量
10 明 褐 色 ハードローム状
11 褐  色 ローム粒子微量
12 黒 褐 色 黒色粒子中量,ロ ーム粒子微量,ロ ーム小ブロック・ スコ

リア粒子極微量

o              2m

ローム粒子少量,ス コリア粒子微量

ローム粒子 。ロームイヽプロック少量,礫微量
ハードローム状

ローム中プロック・スコリア粒子・黒色粒子・ 礫少量

パミス粒子多量,黒色粒子微畳

ソフトローム状

ソフトローム中量,パ ミス粒子微量
ローム粒子・ ローム大プロック中量

ローム小プロック・スコリア粒子・黒色粒子少量

ソフトローム中量,ス コリア粒子・黒色泣子・礫少量

ハードローム

礫中量,ス コリア粒子少量

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

褐

褐

褐

褐

褐

褐

褐

褐

褐

暗

明

黒

橙

明

褐

明

暗

褐

明

暗

・３

・４

・５

・６

・７

・８

・９

２０

２．

２２

２３

２４

第132図 第24号地下式城出土遺物実測図

遺物 覆土から内耳鍋の組片や上師質土器の細片が出上している。

所見 本跡は,出土遺物や遺構の形態等から中世のものと思われる。

0              10Cm
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④

第 4号 Jヽ堅穴状遺構  土層解説
1 にぶい褐色  ローム粒子中量,ロ ームプロック少

量,黒色粒子微量
2 灰 褐 色  ローム粒子少量,黒色プロック微量
3 褐   色  ローム粒子中量,ロ ームブロック少

量,炭化物微量
4 褐   色  ロームブロック・ ローム粒子中量,黒

色ブロック微量

5 にぶい褐色  ローム粒子中量,ロ ームプロック少
量,黒色ブロック微量

0               2m

第133図 第 4号 可ヽ竪穴状遺構実測図

第 9号小竪穴状遺構 [SK-301](第 134図 )

位置 館中央のD6b7区 を中心に確認されている。
重複関係 本跡の東壁の一部は,第 1号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。
規模と平面形 長軸2.7m,短軸2.2mの隅丸長方形を呈している。
主軸方向 N-7° 一E

出入口部 北壁の中央部の壁外に張り出している。平面形は半精円形を呈し,床面に向かって,
緩やかに傾斜している。規模は長径0.6m,短径0.3mである。

壁 壁高は100cmで,外傾して立ち上がっている。
床 わずかに皿状を呈している。
ピット 4か所 (Pl～P4)検出されている。Pl,P3は径30cmの 円形を呈し,深さ約40cmである。
P2,P4は径18～25cmの 円形を呈し,深さ約15cmである。

覆土 自然堆積。

遺物 床面直上から1の上師質土器をはじめ,内耳鍋の細片が出上している。
所見 本跡は,出土遺物等から15世紀のものと思われる。また,ピ ットは,本跡の上に屋根状の
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上屋を建てるためのものと思われ,土倉的性格の遺構と考えられる。

第 9号小竪穴状遺構出土遺物観察表

図版番号 器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第134図

1

皿

上師買土器

A[124]

B 35
C 54

口縁部一部欠損。器肉は全体的

に厚い。

水挽き成形。底部回転糸切り。 スコリア・雲母

にぶい橙色

普通

80%   P186
中央部床面。

生
⑭

A 324 nI

0               2m

第 9号 4ヽ堅穴状遺構 土層解説
1 褐  色 ローム粒子微量
2 暗 褐 色 ローム粒子少量,黒色粒子極微量
3 褐  色 ローム粒子中量,炭化泣子極微量
4 褐  色 ローム粒子少量,黒色粒子極微量
5 褐  色 ローム粒子中量,黒色粒子微量 ,

ロームブロック・黒色プロック極微量

6 暗 褐 色 ローム粒子少量
7 暗 褐 色 ローム粒子極少量,炭化粒子極微量
8 褐  色 ローム粒子多量,黒色粒子極微量
9 黒  色 ローム粒子少量,ロ ームブロック微量
10 褐  色 黒色粒子少量,黒色ブロック微量 0              1ocm

第134図 第 9号小竪穴状遺構・ 出土遺物実測図

第24号小竪穴状遺構 [SK 577](第135図 )

位置 館南東部のD7c8区を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸4.9m,短軸2.5mの隅丸長方形を呈している。

主軸方向 N-4ギーW

出入口部 南東壁の中央から南コーナー寄りの壁外に張り出している。平面形は半円形を呈して
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おり,床面に向かって緩やかに傾斜している。規模は径1.lmである。

/

褐

黒

褐

　

褐

第24号小堅穴状遺構 上層解説
1 暗 褐 色 ローム粒子少量,黒色粒子微

2暗

量,炭化物極微量
褐 色  ローム粒子・ 黒色粒子少量,ロ

ームブロック・黒色プロック微

量,ス コ リアプロック極微量

色 ローム粒子中量,黒色粒子少量
褐 色 ローム粒子微量 ,小石極微量
色 黒色粒子微量,黒色プロック極
微量

色  スコリアプロック・ ロームプロ
ック微量,黒色粒子極微量

褐 色 ローム粒子少量 ,ロ ームプロッ
ク・ パ ミスプロック微量

色 黒色粒子極微量
色 ローム粒子微量

褐 色 ローム粒子中量 ,ロ ームプロッ
ク少量

11 にぶい褐色 パミスブロック中量,黒色粒子
少量

7 黒

8褐
9 黒
10 灰

12褐

13掲
14 褐

15暗 褐 色

16黒 褐 色

色 パ ミス粒子少量,パ ミスプロッ
ク微量,黒色ブロック極微量
パ ミスプロック少量

ローム粒 子 中量,黒色粒子少
量,ス コ リアプロック極微量

黒色粒 子 少量,パ ミス粒 子微
量,ス コリアプロック極微量
ロームプロック少量,ス コリア

プロック・ パ ミスプロック働量

色

色

V
B
-32.2m

・
Ａ

0               2m

0              1ocm

第135図 第24号小竪穴状遺構 。出土遺物実測図(1)
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壁 壁高は80clnで,外傾して立ち上がっている。

床 平坦。

覆土 ブロック状の堆積をしており,人為堆積である。

遺物 南東壁近 くの覆土から1や 2の内耳鍋片が出土している。

3の瀬戸産の陶器片が出上している。

所見 本跡は,出土遺物等から15世紀中葉から16世紀前半のもの

また,西コーナーの床面からは

と思われる。

0              10Cm

第136図 第24号小竪穴状遺構出土遺物実測図(2)

第24号小竪穴状遺構出土遺物観察表

③土坑

第280・ 282・ 501・ 508号土坑は,本期に構築されたものと考えられるが,紙面の関係で一覧表に

記載する。

器 種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第

1

内 耳 鍋

土師質土器

A[320]
B(10_1)

体部,日縁部片。体部,口縁部

は直線的に外傾する。

口縁部, 体部内・ 外面横ナデ。 砂粒

黒褐色

良好

10% P209

ススが付着。

出入口部床面。

2

内 耳 鍋

土師質土器

A[344]

B(8.4)

口縁部片。日縁部は内彎する。 口縁部内・外面横ナデ。 砂粒

にぶい橙色

普通

5%  P210
ススが付着。

覆土。

第136図

3

子
　
　
器

瓶
　
　
陶

B(132)

C[94」

底部,胴部片。底部は平底。胴

部は直線的に外傾する。

水挽き成形。底部回転糸切り。

底部と胴部下位は無釉。

灰白色

(釉)淡資色

普通

20%  P211
瀬戸産。

西コーナー床面。

4

盤

陶 器

B(34)
C[126]

底部,体部片。平底。体部はや

や内彎して外上方に立ち上が

る。

水挽き成形後底部ヘラ削り調

整。灰釉は底部外面と腰の部分

を残して施されている。

灰白色

(釉 )灰オリープ色

普通

5%  P212
瀬戸産。

覆土。
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Ａ

一　

Ｂ
一

ニニ 32お m

SK 280・ 282

,

SK 501

SK-501 土層解説
1 黒  色 ローム粒子微量
2 黒 褐 色 ローム粒子中量
3 褐  色 黒色粒子少量

SK-280・ 282土層解説
1 灰 褐 色 ローム粒子少量,小石極微重
2 褐   色 小石少量,ロ ーム粒子微量 ,

礫極微量

暗 褐 色 小石・ ローム粒子少量
暗 褐 色 小石中量 ,ロ ーム粒子少量
褐   色 ローム粒子中量,小石微量
褐   色 ローム粒子少量,小石極微量
にぶい褐色 黒色粒子極微量
灰 褐 色 ローム粒子極微量

0               2m

0ィ

第137図 土坑実測図

SK 508
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0               10Cm

第138図 土坑出土遺物実測図

第282号土坑出土遺物観察表

“

)Ⅳ期の遺構と遺物

本期は,一辺165mの大形の堀が「□」形状に,Ⅲ期の館跡外を囲んでいる複郭館跡である。郭

内は複雑で,二重の堀によって区画されているが,さ らに,郭内北部の主郭には2条の堀を設け

ている。その付近からは,礎石が 1個出上しており,館主の居宅があったものと思われる。出入

回は,第 1号堀の南や西側の堀の中央部に所在している。また,享1内中央を中心に多くの地下式

墳や墓墳,上坑等が検出されている。

①堀

~3

図版番号 器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第138図

1

内 耳 鍋

土師質土器

A[334]
B(178)

C[174]

体部,口縁部片。体部は内彎ぎ

みに外傾し,口縁部は内彎ぎみ

に立ち上がる。

口縁部,体部内・外面横ナデ。 砂粒
にぶい橙色

普通

20%  P184
ススが付着。

覆土。

第508号土坑出土遺物観察表

図版番号 器 種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

2

皿

土師質土器

A■ 4
B 3_0
C 57

口縁部一部欠損。平底。体部,

日縁部は直線的に外形して立ち

上がる。立ち上がる。

水挽き成形。底部切り離し後ナ

デ調整。。 色

粒

白

通

砂

灰

普

60%  P200
二次焼成痕。

覆土。

3

天 目茶碗

陶   器

B(12)
C 48

底部片。底部はは露胎のままで

ある。

削り出し高台。 にぶい橙色

(釉)黒色

普通

10%  P201
瀬戸産。

覆土。
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第 1号土墨

Ｂ
一

第 1号堀 (付図 2,第 139図 )

A340m

C32.Om

D34.Om

SD勺  土層解説
A
1 黒 褐 色 ローム粒子微量
2 黒  色  ローム粒子微量
3 黒  色  ローム粒子少量
4 黒 褐 色  ローム粒子中量,砂礫少量 ,ロ ーム小ブロック微量
5 黒 褐 色  ローム粒子中量,ロ ーム小プロック微量
6 黒 褐 色  ローム粒子多量,ロ ーム小ブロック・黒色粒子中量 ,

パミス粒子・砂礫少量,炭化物・パミス中プロック微量

7 黒 4g」 色  ローム粒子多量,ロ ーム小ブロック中量,炭化粒子
少量,パ ミス微量

8 暗 褐 色  ローム粒子極多量,コ ーム小プロック多量,パ ミス
少量

暗 褐 色 ローム粒子極多量,ロ ーム小プロック多量,炭化粒
子・パミス少量

褐  色 ローム小ブロック・ ローム粒子極多量,ローム中プ
ロック・炭化粒子・パミス中量,炭化物少量

暗 褐 色 ローム小プロック。ローム粒子多量,炭化物・炭化
粒子・パミス・黒色粒子少量

黄 褐 色 ローム大プロック・中ブロック。小ブロック・ ロー
ム粒子多量,鹿沼パミス中プロック・黒色粒子中量

色  ロームガヽプロック微量
色 含有物なし

礫少量,ロ ーム粒子微量

小礫少量,ロ ームガヽ プロック・ ローム粒子微量
ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック・礫少量
ローム粒子多量,ロ ーム小プロック・ 小礫少量,炭化粒子微重

暗 褐 色  ローム粒子多量,ロ ーム小プロック・炭化粒子・礫少量
褐  色  ローム粒子多量,ロ ーム小ブロック中量,炭化粒子少量,パ ミス微量
黒  色  ローム粒子中量,ロ ーム小プロック少量
暗 褐 色  ローム粒子多量,ロ ームガヽブロック中量,ロ ーム中ブロック・ 炭化粒子

少量,パ ミス微量
褐  色  ローム小プロック・ ローム粒子多量,炭化粒子少量
褐  色 炭化粒子少量

ローム粒子極多量,ロ ーム小プロック多量,パ ミス少量
パミス多量,炭化物・炭化粒子少量
ローム粒子極多量,ロ ーム小ブロック多量,パ ミス中量,炭化粒子微量

SD 3

塁±

１

　

２

３

黒

黒

色

色

色

色

褐

褐

褐

褐

黒

黒

黒

黒

一

5

6

7

8

9

10

RB                          ll
12

13

ローム粒子・ ローム小プロック少量,砂極少量
ローム小ブロック・ ローム粒子・砂少量

色

色

色

褐

　

褐

明

褐

明

暗 褐 色

黒 褐 色

黒 褐 色

極暗褐色

暗 褐 色

黒 褐 色

黒 褐 色

暗 褐 色

黒 褐 色

褐  色

ローム小プロック中量,ロ ーム粒子・砂少量,炭化粒子極少量
ロームオヽプロック 。ローム粒子中量,炭化粒子極少量
ローム粒子・炭化粒子少量,ロ ーム小ブロック・パ ミス粒子極少量

ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック・炭化粒子少量
ローム粒子少量,炭化粒子極少量
ローム粒子少量,炭化粒子極少量
ローム粒子・ ローム小プロック少量,パ ミス粒子・ 炭化粒子・ 炭
化物極少量

ローム粒子中量,ロ ーム小プロック・パ ミス粒子・炭化粒子少
量,炭化物極少量

ローム粒子中量,パ ミス粒子少量,炭化物極少量
ローム粒子多量,炭化粒子・パ ミス粒子少量
ローム粒子中量,パ ミス粒子・ 炭化粒子少量
ローム粒子・ パ ミス粒子中量,炭化粒子少量
パ ミス粒子多量,ロ ーム粒子中量,炭化粒子少量
ローム粒子・ パ ミス粒子中量,炭化粒子少量,炭
化物極少量

ローム粒子多量,パ ミス粒子中量,炭化粒子少量
ローム粒子中量,炭化粒子・パ ミス粒子少量
ローム粒子・ 炭化粒子少量

ローム粒子多量

0              5m

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

色

色

色

色

色

色

　

色

色

色

色

褐

　

　

　

　

　

　

褐

褐

褐

褐

暗

褐

褐

褐

　

褐

褐

暗

明10

11

12

褐  色 ローム粒子中量,炭化粒子少量
明 褐 色 ローム粒子多量,パ ミス粒子少量,炭化粒子極少量

第139図 第 1号堀断面図
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位置 館の東・西・南・北側を囲む堀で,A9・ B5～ 9。 C5。 C9・ D5・ D9・ E5。 E6・

E9・ F5・ F6・ F8・ F9区で確認されている。

規模と形状 一辺の長さは165mで ,方形に構築されている。上幅5.0～7.Om,下幅2.Om程 ,深

さ2.6～3.Omで ,断面形は「ul状 を呈している。郭内側の壁は,5ず～6ずの急な角度で立ち上

がっているのに対し,郭外側の壁は底面から中位まで6ばで,中位から上位に向かって3ばで緩や

かに立ち上がっている。

方向 東 。西側N-1ゴ ーE,南・北側N-65°一W

覆上 下層は,ロ ームブロックを含む粘土層が大部分で,土塁が崩れて流入したものと思われる。

中層は,砂礫がかなり含まれている。上層は黒色上が主体である。自然堆積。

遺物 北側の堀の覆土下層から古銭 1枚や覆土中層から1の常滑産の陶器片が出上している。そ

の他,流入と思われる 2の布目瓦や土師器片,須恵器の細片,縄文式土器片が少量出上している。

所見 本跡は,規模や形状,出土遺物等からみて,15世紀後半から16世紀前半に存在していたも

のと思われる。また,本跡の南と西側の中央部には,土橋が所在している。

ぼ

‐

SD l 土層解説
D
1 暗 褐 色 ローム小プロック中量,ロ ーム中ブロック・ ローム粒子少量,炭化物・ 炭化粒子微量
2 黒 褐 色 ローム粒子・ 炭化粒子微量
3 黒 褐 色 ローム粒子少量,砂礫微量
4 黒  色 ローム粒子中量
5 黒 褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック微量
6 黒 褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック少量
7 黒 褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック・ 炭化粒子・ 砂礫微量
8 暗 褐 色 ローム粒子多量 ,ロ ームイヽプロック中量,炭化粒子微量
9 黒 褐 色 ローム粒子多量 ,ロ ームオヽブロック中量,ロ ーム中プロック少量,炭化粒子微量
10 褐  色 ローム粒子極多量,ロ ームイヽプロック多量,ロ ーム大ブロック・ 炭化粒子・ パ ミス微量
11 褐  色 ローム粒子極多量,ロ ームをヽブロック多量,パ ミス中量,炭化粒子少量 ,ロ ーム中プロッ

ク微量

12 明 褐 色 ローム粒子極多量,ロ ーム小ブロック多量,ロ ーム中プロック・黒色粒子少量

第140図 第 1号堀出土遺物実測図

全

0             10Cm

2・ 3S〓%
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第 1号堀出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第140図

1

壷
　
　
器

小
　
　
陶

A[100]

B(42)
胴部,日縁部片。胴部,国縁部
は内彎ぎみに立ち上がる。折り

返し縁帯。

水挽き成形。 砂粒

(釉 )オ リープ灰色

普通

10%   P250

常滑産。

南側覆上。

版

号

図

番
器  種

法 量
出 土 地 点 備 考

長 さ (cln) 幅 (cln) 厚 さ (cln) 重量 lg)

2 平   瓦 (110) 17 (2187) 覆土 凹面に布当痕,9C  DP 8

版

号

図

番
器  種 石  質

法 旦塁
出 土 地 点 備 考

長 さ (cm) 幅 (cm) 享さ (cm) 重量 lg)

3 劉 片 石 器 頁   岩 4 7 27 1 1 6 1 覆土 Q29

版

号

図

番
器  種

法 量

特 徴 出 土 地 点 備 考
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量 (g)

4 鉄 砲 玉 13 117 覆土 鉛製 W188

第 2～ 5号堀

Ⅲ期に引き続き機能しているものと思われる。

第 6号堀 (付図 2,第 141図 )

位置 館中央から北寄りの堀で,C7f4～ 8° C7g3・ C7g4区に確認されている。C7e7区 で第 4号堀

に合流している。

重複関係 本跡は,第 5号堀,第179,181号土坑を掘 り込んでいる。また,C7f7区で第23号地下

式墳に掘り込まれている。第177号土坑との新旧関係は,不明である。

規模と形状 全長20m程で直線的に構築されている。上幅2.Om,下幅0.2～ 0.5m,深 さ110clnで ,

断面形は「w」 状や「v」 状を呈している。壁は,5ば～5ず とかなり急な傾斜で立ち上がってい

る。

方向 N-7♂ ―E

二 32.4m
SD-6 土層解説
1 にぶい褐色 ローム粒子中量,黒色粒子微量
2 褐   色 ローム粒子中量,黒色粒子少量
3 黒 褐 色 ローム粒子少量
4 褐   色 ローム粒子中量,黒色粒子微量
5 褐   色 ローム粒子中量,炭化物・ 小石・黒色粒子微量
6 褐   色 ローム粒子多量,黒色粒子微量
7 褐   色 ローム粒子多量,暴色粒子微量
8 褐   色  ローム粒子多量,ロ ームプロック少量,黒色粒子微量
9 明 褐 色 ロームブロック多量,黒色粒子微量

0              2蘭

第141図 第 6号堀断面図
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覆上 自然堆積。

遺物 堀の中央部の覆土下層から内耳鍋の細片や常滑産の陶器の細片が少量出土している。

所見 本跡は,15世紀後半から16世紀前半ごろに第 5号堀に付け足されたもので,郭内の中心部

を囲む堀である。

第 7号堀 (付図 2,第 142図 )

位置 館中央から北寄 りの堀で,C6c8・ C6c9。 C6d9・ C6e9区 で確認されている。C6C8区 で第 4

号堀と合流している。

重複関係 本跡は,第 2号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状 南から北へ1lm程直線的に延びて,第 5号堀につながる堀である。上幅1.8～2.3m,

下幅0。 7～0.9m,深さ122cmで,断面形は「∨Ъ状を呈している。壁は,42° の傾斜で立ち上がっ

ている。第 5号堀との合流部 (C6c8区 )に第 8号土橋が検出されている。

方向 N-14° 一W

覆上 自然堆積。

所見 本跡は,第 6号堀と同様に第 5号堀につながる堀で,15世紀後半から16世紀前半に存在し

ていた郭内の中心部を囲む堀である。

二32.6m          _
SD-7 土層解説
黒   色 ローム粒子少量
黒 褐 色  ローム粒子多量 ,ロ ームブロック少量
黒   色  ローム粒子・ ロームプロック少量
褐   色  ローム粒子多量,ロ ームブロック・ 黒色プロック少量
黒 褐 色  ロームプロック・ 黒色粒子少量
にぶい褐色  ロームプロック中量,ス コリアプロック・黒色プロック少量
におい黄褐色 黒色粒子中量,ロ ームプロック少量

0         1m

― ―

第142図 第 7号堀断面図

第25号堀 (付図 2,第 143図 )

位置 館南部から中央寄りの内郭出入口部に伴う堀で,D7h6句 6区で確認されている。

重複関係 本跡は,第498号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 南から北へ1lm程直線的に延びており,上幅2.3m,下幅0.3m,深 さ120cmで ,断

面形は「V」 状を呈している。

方向 N-7°一W

覆上 自然堆積。

遺物 覆土中層から1の上師質土器をはじめ,内耳鍋の細片や流入と思われる須恵器が出上して

―-187-―



④

A32.2m

北 c

25 土層解説
灰 褐 色 パミス粒子少量
褐   色 パミス粒子少量,パ ミスプロック極微量
褐   色 パミス粒子微量,炭化物極微量
褐   色 ローム粒子少量,パ ミス粒子・炭化物極微量
灰 褐 色 ローム粒子少量,炭化物・パミス粒子極微量
黒 褐 色 黒色粒子・ ローム粒子少量
褐   色 ローム粒子中量,黒色粒子少量
にぶい褐色 黒色粒子少量
褐   色 ローム粒子少量,炭化物・パミス粒子極微量

0             2m

0        5cm

ー
第143図 第25号堀・ 出土遺物実測図
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いる。

所見 本跡は,内郭の出入口部に第26号堀 と並行して掘られている。出土遺物等から15世紀後半

から16世紀前半に存在していたものと思われる。

第25号堀出土遣物観察表

第26号堀 (付図 2,第144図 )

位置 館南部から中央寄りの内郭出入口部に伴う堀で,D7f7¬ 7・ D7g8司 8区で確認されている。

規模と形状 南から北へ16.5m延びている。上幅1.7m,下幅0.3m,深さ100cmで ,断面形は「V」

状を呈している。また,南から北へ向かつて,わずかに傾斜している。

方向 N-8ば―E

覆土 自然堆積。

遺物 堀の北部の覆土中,下層から1～ 6の上師質土器や 7や 8の内耳鍋片をはじめ,10の砥石

や 9の石塔が多量に出土している。

所見 本跡は,内郭の出入田部に第25号堀と並行して掘られており,15世紀後半から16世紀前半

に存在していたものと思われる。また,第 5号井戸に近接しており,排水施設としても使用して

いた可能性がある。

第26号堀出土遺物観察表

図版番号 器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備    考

第143図

1

小   皿

土師質土器

A 52
B 19
C 31

底部は平底で突出ぎみ。体部,

日縁部はわずかに内脅して立ち

上がる。

水挽き成形。底部回転糸切り。 粒

色

通

砂

橙

普

院

土
。

１０

覆

図版番号 器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備    考

第144図

1

/」  ヽ    皿

上師質土器

Ａ

Ｂ

Ｃ

[74]

19
86

底部から口縁部片。底部は平底

でやや突出する。体部は外彎し,

国縁部は内彎ぎみに立ち上がる。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒

にぶい黄橙色

普通

％

上

４０

覆

2

皿

土師質土器

A l10
B 30
C 45

平底。体部,日縁部は外傾して

立ち上がる。

水挽き成形。底部回転糸切り。 長石・石英

にぶい橙色

普通

loo%  P285
板目状圧痕。

中央部底面。

3

皿

土師質土器

Ｂ

Ｃ

(20)

[52]

底部片。平底。 水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒

にぶい橙色

普通

20%  P291
覆土。

4

皿

土師質土器

A[110]
B 28
C[60]

底部から口縁部片。平底。体部,

日縁部はほぼ直線的に立ち上が

る。器肉は厚い。

水挽 き成形。底部 回転糸切 り。 雲母・長石

にぶい橙色

普通

15%   P288
覆上。

5

皿

土師質土器

A E10 1]

B(29)
C[44]

底部から口縁部片。平底。体部

は内彎ぎみに外上方に立ち上が

り,口縁部は直線的に立ち上が

る。

水挽 き成形。 砂粒

にぶい橙色

普通

％

土

・５

覆

-189-―



SD-26 上層解説
褐  色 ロームプロック・小石少量
黒 褐 色 小礫中量,小石少量,ロ ーム粒子微量
褐  色 小石少量,ロ ーム粒子微量
褐  色 パミス粒子少量
褐  色 パミス粒子少量

0               2m

∞

鰯

て

て

2

飴

フ
４
雨
℃

0              10cm

嗚,。

第144図 第26号堀・出土遺物実測図(1)
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第145図 第26号堀出土遺物実測図(2)
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第144図

6

皿

土師質土器

A[146]
B(34)

体部,口縁部片。体部,日縁部
は直線的に外傾して立ち上が

る。

水挽き成形。 砂粒

にぶい橙色

普通

Ｐ％

土

１０

覆

第145図

7

内 耳 鍋

土師質土器

A324
B(119)

底部欠損。体部は内彎ぎみに外

上方に立ち上がる。日縁部は内

彎ぎみに立ち上がる。

口縁部,体部内・外面横ナデ。
色褐

粒

黄

通

砂

灰

普

50%   P284
ススが付着。

覆土。

8

内 耳 鍋

上師質土器

A[368]

B(lQ 8)

体部,日縁部片。体部,日縁部
は内彎ぎみに外上方に立ち上が

る。

口縁部,体部内・外面横ナデ。
色

泣

灰

通

砂

黄

普

20%   P292
覆土。

版

号

図

番
器  種 石  質

法 量
出 土 地 点 備 考

長さ (cln) 幅 (cln) 厚 さ (cm) 重量 lg)

9 石   塔 花 蘭 岩 17 2 2419 5 覆上下層 Q35

砥   石 凝 灰 岩 22 2 Dそ7区覆土 Q34

砥    石 凝 灰 岩 24 覆土 Q33

版

号

図

番
器  種

法 量

特 徴 出 土 地 点 備 考
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量 lg)

刀    子 17 刀身を欠損,鉄製銀が遺存 覆土 鉄製 h/164

②土塁

第 1号土塁 (付図 2,第 139図 )

位置 館の南端から北東端のC9・ E9・ F7区で確認されている。
規模と形状 第 1号堀の内側の上塁で,「」L状を呈している。基底部は,現況で最大幅は8.0
m,頂上部での最大幅は2.Omである。土塁高は1.lmで,斜度は2ず とかなり崩れている。
方向 南側土塁N-70°一E,東側土塁N-11°一W

構築状況 黒色土を基底部とし,第 1号堀を掘った時の上 (黄褐色土と黒色土)を盛 り上して構
築している。

遺物 覆土からは,混入した縄文式上器の細片が出上している。
所見 本跡は,15世紀後半から16世紀前半に構築されたものと思われるが,第 3号堀との関係か
ら第 1号堀の内側全域に土塁が廻っていたものと思われ,全体には「阿」状を呈していたものと

思われる。南側の第 1号堀の中央部には,第 1号土橋がある。第 1号堀と第 1号土塁の間には,

幅 2m程の空間がある。館内には,第 1号土橋を渡り,堀 と土塁の間を左側に曲がって,郭内に

入ったものと思われる。

③建物跡

第 5～ 10号掘立柱建物跡

Ⅲ期に引き続き機能しているものと思われる。
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④方形竪穴状遺構

第 1号方形竪穴状遺構 [SI-12](第 146図 )

位置 館北部のC7b4区を中心に確認されている。

重複関係 本跡は,第361号土坑を掘り込んでいる。

規模と平面形 長軸4.6m,短軸4.3mの隅丸方形を呈している。

長軸方向 N-7ヴーE

壁 壁高は約20cmで ,外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で,軟らかい。

ビット 15か所 (Pl～P15)検出されている。Pl～P4は壁上に,P5～P12は壁外にほぼ一線上に並

んでいる。Pl～P4は径20～53cmの 円形を呈し,深 さ30～55cmで ある。P5～ Plつは径20～30cmの 円

形を呈し,深さ10～90cmである。これらのピットは,本跡に伴う柱穴と考えられる。P13～P15は ,

性格不明である。

覆土 ロームブロックや黒色ブロックを多量に含む単層からなっており,人為堆積である。

所見 本跡は,主郭部に所在していることや第 3号方形竪穴状遺構と長軸方向や配置が合つてい

ること等から15世紀後半から16世紀前半の上倉的性格の遺構と考えられる。

第 3号方形竪穴状遺構 [S114](第 147図 )

位置 館北部のC7dl区を中心に確認されている。

重複関係 本跡は,第 1号掘立柱建物跡と第 4号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。第23号清との

新旧関係は,確認できなかった。

規模と平面形 長軸3.9m,短軸3.lmの隅丸長方形を呈している。

長車由方向 N-8f― E

壁 壁高は約20～40cmで,外傾して立ち上がっている。

床 ほば平坦で,軟らかい。

ピット 東・北壁上に 2か所 (Pl,P2)が 検出されている。Plは長径5.4cm,短径3.5cmの 半円

形を呈し,P2は長径4.Ocm,短径3.5cmの半円形を呈している。これらのピットは,本跡に伴う

ものと考えられるが,性格は不明である。

覆土 ロームブロックやローム粒子等を含んでおり人為堆積である。

遺物 覆土中層から土師器の細片や常滑産の陶器の細片が少量出上している。

所見 本跡は,出土遺物等から15世紀後半から16世紀前半の上倉的性格の遺構と考えられる。
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二 q2甲no
A 32.6m

口
|

q建q q q

第 1号方形堅穴状遺構土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム (大・
中・小)プロック少量,ス コ
リア粒子・ スコリア中プロッ

ク極少量

2 明 褐 色 ロームプロック状

0             2m

第146図 第 1号方形竪穴状遣構実測図
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B 32.5m
第 3号方形堅穴状遺構土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子少量
2 黒 褐 色 ローム粒子中量
3 褐  色 ローム粒子中量,ロームブロック

少量,黒色ブロック微量

o               2m

第147図 第 3号方形竪穴状遺構実測図

⑤土橋

第 1号土橋 (付図 2)

位置 南側の第 1号堀中央部のF8cl区 を中心に確認されている。

規模 長さ6.Om,幅 5.5mでロームを掘り残して築いている。

方向 N-1が一W

所見 本跡は,15世紀後半から16世紀前半の方形館跡の外堀正面の上橋である。本跡に付随する

と思われる第 1号門が土橋を渡って,す ぐの所に検出されている。その問は, 4本のピット (Pl

～P4)か らなっており,柱間の寸法は東西 (Pl～P2)4.4m,南北 (Pっ～P3)1・ 2mである。柱

穴の掘り方は径30cm程の円形を呈し,深さは30～40cmである。
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第 2号土橋 (付図 2)

位置 西側の第 1号堀中央部のD5h8区 を中心に確認されている。
規模 長さ5.5m,幅 4.llmで ロームを掘り残して築いている。
方向 N-78° 一E

所見 本跡は,15世紀後半から16世紀前半の方形館跡の外堀の西側の上橋である。それに付随す
る施設は,検出できなかった。

第 3号土橋

Ⅲ期に引き続き機台としているものと思われる。

第 4号土橋 (付図 2)

位置 南側の第 3号堀中央からやや東寄りのE7b5区を中心に確認されている。
規模 長さ3.Om,幅 1.Omで第 3号堀の一部を埋め戻して築いている。
方向 N-13° 一W

覆土 覆土はロームプロックが多く含まれており,人為的に埋められた上である。
所見 本跡は,構築状況等から15世紀後半から16世紀前半に構築されたものと思われる。7.5m

東に第 3号土橋がある。土橋に付随する施設は,検出できなかった。

第 5号土橋 (付図 2)

位置 北側の第 5号堀東端のB717区 を中心に確認されている。

規模 長さ2.Om,幅 2.7mで ,第 4号堀の一部を埋め戻して築いている。
方向 N-1♂―W

覆土 ローム土と黒褐色土を互層に版築している。

所見 本跡は,構築状況等から15世紀後半から16世紀前半のものと思われる。また,それに付随
する施設は,検出できなかった。

第 6号土橋 (付図 2)

位置 第 4号堀の北端のB巧 8区を中心に確認されている。

規模 長さ1.5m,幅 4.Omで,第 4号堀の一部を埋め戻して築いている。
方向 N-1ず―W

覆土 ローム土と黒褐色土を互層に版築している。

所見 本跡は,構築状況等から第 5号土橋と共に15世紀後半から16世紀前半に築かれたものと思
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われる。それに付随する施設は, 検出できなかった。

第 7号土橋 (付図 2,第 148図 )

位置 第 4号堀の南端の

D8al区 で確認 されてい

る。

規模 長さ1.lm,幅 1.2

mで,第 4号堀の一部を

埋め戻して築いている。

方向 N-77°―E

皇 32.3m

ユ32.3m     ―

- 0        1

―第148図 第 7号土橋断面図

第 7号土橋上層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子中量,ロ ームプロック少量
2 明 褐 色  ロームプロック多量,黒色粒子少量 ,

スコリアプロック微量

m  3 極暗褐色 ローム粒子多量,黒色粒子中量

第 8号土橋 土層解説
1 褐   色 小石多量,砂少量
2 黒   色 黒色粒子多量,ロ ーム粒子少量,ス コリア粒子・パミス粒子

極少量

3 にぶい褐色 ローム粒子多量,パ ミス粒子中量
4 黒 褐 色 黒色粒子中量,ロ ーム粒子・ ロームプロック極少量
5 暗 褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム大ブロック・ スコリア粒子極少量
6 黒 褐 色 黒色粒子少量,ロ ーム粒子極少量

覆土 ローム上を埋め戻している。人為堆積。

所見 本跡は,遺構の位置や構築状況等から15世紀後半から16世紀前半に構築されたものと思わ

れる。それに付随する施設は,検出できなかった。

第 8号土橋 (付図 2,第 149図 )

位置 第 7号堀の北端 C6c8区を中心に確認されている。

規模 長さ1.9m,幅 0.8mで ,第 7号堀の一部を埋め戻して築いている。

方向 N-6げ一E

覆土 黒色土とローム土を互層に版築して,一番上に小石を敷いている。

所見 本跡は,第 7号堀との関係を見ると15世紀後半から16世紀前半に構築されたものとおもわ

れる。それに付随する施設は,検出できなかった。

D         lm

―第149図 第 8号土橋断面図

⑥木橋

第 1号木橋 (付図 2)

位置 西側の第 3号堀中央から南寄りの D5h9区を中心に確認されている。

規模 堀内に, 4か所のピット (Pl～ P4)が検出されており,柱間の寸法は,東西 (Pl,P2)1・ 0
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m,南北 (P2,P3)4.5mである。柱穴の掘り方は平面形が,径40～50cmの 円形を呈し,深さ20

～30cmである。

方向 N-78° 一E

所見 本跡の西側すぐそばには,第 1号堀に付けられた第 2号土橋があり,それらの位置関係等
から見て,本跡は,15世紀後半から16世紀前半に築かれたものと思われる。また,戦闘時には,

この木橋を取り払い,敵の侵入を防いだものと思われる。

⑦柵列

第 1号柵列 (第150図 )

位置 館北東部の第 4・ 5号堀に沿って,C7c8区を中心に確認されている。
重複関係 本跡は,第11号掘立柱建物跡を壊した後に作られている。
規模 直線上に10か所のピット (Pl～PiO)が検出されており,柱間の寸法は1.8～2.5mで ,北
から南へ16m程延びている。ピットは,径40～60cmの 円形を呈し,深さ20～70cmで ある。

方向 N―■
°
一W

覆土 不明。

所見 本跡は,重複関係等から15世紀後半から16世紀前半に機能していたものと思われる。

③井戸

第 4号井戸 (第151図 )

位置 館南西部の第 5号堀内 E6a9区を中心に確認されている。
重複関係 本跡は,第 5号堀と重複しているが,新旧関係は不明である。
規模と形状 掘 り方は,上面が長径4.lm,短径3.9mの 円形を呈し,確認面から1.7mの深さま
で急傾斜を呈する。

覆土 土層断面が崩れてしまい不明である。

遺物 覆土から内耳鍋や常滑産の陶器の細片が少量出上している。
所見 本跡は,出土遺物や位置等から15世紀から16世紀のものと思われる。

第 5号井戸 (第152図 )

位置 館南部のD巧 8区を中心に確認されている。

規模と形状 掘 り方は,上面が長径2.3m,短径2.Omの楕円形を呈し,確認面から1.2mの深さ
まで急傾斜を呈する。

覆土 ロームブロックや礫が多量に含まれており,人為堆積である。
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第 150図 第 1号柵列実測図
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:            1                0               2m
l     l

第151図 第 4号井戸実測図

遺物 覆土から 1の内耳鍋片や流れ込みと思われる布目瓦片が出土している。
所見 本跡は,第26号堀との共伴関係から15世紀後半から16世紀前半のものと思われる。
第 5号井戸出土遺物観察表

図版番号 器 種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備   考

第

1

内 耳 鍋

土師質土器

A[296]
B(68)

口縁部片。体部と日縁部の境に

幅広い浅い凹線が巡る。

口縁部内・外面横ナデ。

色

粒

灰

通

砂

褐

普

10%   P231
ススが付着。

覆土。

版

号

図

番
器  種

法 量

出 土 地 点 備 考
長 さ (cln) 幅 (cm) 厚 さ (an) 重量 lg)

2 平   瓦 (2835) 覆土
凹面に布当痕,凸面に縄目の

圧痕, 9C     DP 6
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SE-5 土層解説
1 黒 褐 色 ローム粒子少量
2 にぶい褐色 小礫多量,砂粒中量

o               2m

0              10cm

2s蒻

第152図 第 5号井戸・ 出土遺物実測図
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SE-7 土層解説
1 褐  色 ローム粒子少量,礫微量,炭化粒子極微量
2 褐  色 ローム粒子中量,礫微量,炭化粒子極微量
3 暗 褐 色 ローム粒子少量,礫微量,砂質粘土極微量
4 暗 褐 色 ローム粒子・礫少量,スコリア粒子極微量
5 暗 褐 色 黒色粒子・礫少量,コ ーム粒子微量
6 暗 褐 色 礫中量,ロ ーム粒子微量
7 暗 褐 色 ローム粒子・ ローム中プロック・礫少量,黒色粒子微量
8 暗 褐 色 礫多量,ローム粒子微量,ス コリア粒子極微量
9 暗 褐 色 礫中量,ローム粒子少量,ロ ーム中プロック微量
10 暗 褐 色 礫中量,ローム粒子・ローム小プロック・パミス粒子微量
■ 極暗褐色 礫中量,コーム粒子少量,ス コリア粒子・黒色粒子微量 ,

パ ミス粒子睡微量

12 暗 褐 色 礫少量,ロ ーム粒子微量
13 暗 褐 色 礫少量,ロ ーム粒子・パミス粒子微量,炭化材極微量
14 黒 召 色 礫中量,ローム小プロック・パミス粒子微量
15

16

色

色

褐

褐

黒

暴

ローム中プロック・礫少量,炭化粒子微量
礫少量,ローム中プロック微量,パ ミス粒子極微量

鵞

騨

0              2m

0              10Cm

第153図 第 7号井戸 。出土遺物実測図
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第 7号井戸 (第153図 )

位置 館中央部の C7h3区を中心に確認されている。

重複関係 本跡は,第480号土坑を掘り込んでいる。また,第479号土坑と重複しているが,新旧

関係は不明である。

規模と形状 掘り方は,上面が長径3.Om,短径2.8mの ほぼ円形を呈し,確認面から1.lmの深

さまで急傾斜を持ち,そ こから下は深さ1.Omま で円筒形を呈している。

覆土 礫がかなり多く含まれており,人為堆積である。

遺物 覆土から1の上師質皿片や内耳鍋細片が出土している。その他, 2の奈良時代の須恵器の

不片が出上している。

所見 本跡は,出土遺物等から15世紀後半から16世紀前半のものと思われる。

第 7号井戸出土遺物観察表

第 8号井戸 (第 154図 )

位置 館南西部の D6g8区を中心に確認されている。

規模と形状 掘り方は,上面が径1.6mの円形を呈し,確認面から0.5mの深さまで急傾斜を持

ち,そ こから下は深さ1.6mまで円筒形を呈している。

覆土 覆土に礫が多量に含まれており,人為堆積である。

遺物 覆土から1の内耳鍋片や 2の常滑産の陶器片が出土している。

所見 本跡は,出土遺物等から15世紀後半から16世紀前半のものと思われる。

第 8号井戸出土遺物観察表

図版番号 器 種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 。色調・焼成 備    考

第153図

1

皿

土師質土器

A[100]

B 33
C[44]

底部から口縁部片。平底。体部

は内彎ぎみに外上方に立ち上が

り,体部と口縁部の境にわずか

な稜を持つ。口縁部は直立ぎみ

`こ

立ち上がる。

水挽き成形。底部回転糸切り。 スコリア

浅黄橙色

普通

25%  P245
覆土。

2

郷

須 恵 器

B(30)
C[102]

底部,体部片。平底。体部は内

彎ぎみに外上方に立ち上がる。

体部外面ロクロロを残す。底部

回転ヘラ切り。

小石・雲母

灰 白色

不良

30%  P246
覆土。

器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備   考

第

1

内 耳 鍋

土師質土器

A E34 0]

B(179)

C[190]

底部,体郡片。底部は丸底ごみ。

日縁部は内彎ぎみに立ち上が

る。

体部内・外面積ナデ。 砂粒

黒4Et

普通

30%  P247
ススが付着。

覆土。

2

甕

陶   器

A[378]

B(4_8)

口縁部片。日縁部は「N」 字状

に折 り返して,幅広の縁帯を

作つている。

口縁部内・外面横ナデ。 砂粒

にぶい責橙色

普通

lo%   P248
常滑産。

覆土。
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SE-8 土層解説
1 暗 褐 色 碑極少量,ロ ーム粒子微量,ス

コリア粒子・炭化粒子極微量

2 暗 褐 色 礫少量,ロ ーム粒子・パ ミス粒
子・炭化粒子極微量

3 黒 褐 色 礫多量,ローム粒子・スコリア
粒子微量,炭化粒子極微量

粒子極微量

式

褐  色 ローム粒子中量,パ ミス粒子・
黒色粒子極少量,炭化粒子極微
量

黒 褐 色 礫中量,黒色粒子少量,ロ ーム
粒子極少量,炭化粒子微量

0            2m

0               10Cm

第154図 第 8号井戸・ 出土遣物実測図
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第12号井戸 (第155図 )

位置 館北東部の D9cl区で確認さ

れている。

規模と形状 掘り方は,上面が径1.5

mの円形を呈し,確認面から0.5m

の深さまで急傾斜を持ち,そ こから

下は深さ1.Omま で円筒形を呈して

いる。

覆土 ロームプロックが含まれてお

り,人為堆積である。

所見 本跡は,位置等から15世紀後

半から16世紀前半のものと思われ

る。 D             2m
l     l

第155図 第12号井戸実測図

第16号井戸 (第 156図 )

位置 館南西部のE6e9区を中心に確認されている。

重複関係 本跡は,第46号小竪穴状遺構と重複しているが,新旧関係は不明である。

規模と形状 掘 り方は,上面が長径2.6m,短径2.2mの楕円形を呈し,確認面から1.2mの深さ

まで急傾斜を持ち,そ こから下は深さ0.9mまで円筒形を呈している。

覆土 覆土上層にかなり多量の礫が含まれており,人為的に埋め戻されたものと思われる。

所見 本跡は,位置等から15世紀後半から16世紀前半のものと思われる。

第17号井戸 (第157図 )

位置 館南部のE7f6区を中心に確認されている。

規模と形状 平面形は,長径3.lm,短径2.7mの橋円形を呈し,北部に東西1.5m,南北2.7m,

深さ50cmの平場がある。断面形は,ラ ッパ状を呈している。

覆土 覆土上層に多量の礫が含まれており,人為堆積である。

遣物 覆土から1の内耳鍋片をはじめ,陶磁器や須恵器の細片が出土している。

所見 本跡は,出土遺物等から15世紀後半から16世紀前半のものと思われる。

④

A

―-205-T



A

第46・ 47号小竪穴

0ィ

A32.6m

第156図 第 16号井戸実測図

第 1, 6,13,15号井戸

Ⅲ期に引き続き機能していたものと思われる。

⑩地下式墳

第 1号地下式装 [SK 128](第 158図 )

位置 館中央部のD8bl区 を中心に確認されている。
重複関係 本跡は,第 4号堀を掘り込んでいる。
主軸方向 N-7ギ ーE
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6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

褐  色 黒色粒子中量,パ ミス粒子・礫少量
黒 褐 色 礫中量,ロ ーム粒子・炭化材微量
黒  色 礫少量,ロ ーム粒子極微量
黒 褐 色 小礫中量,ローム粒子微量
黒 褐 色 小礫多量,ローム粒子微量
黒 褐 色 ローム粒子微量
黒  色 ローム粒子極微量
黒  色 暴褐色粒子多量,ロ ーム粒子少量,小礫微量
黒 褐 色 ローム粒子微量
黒 褐 色 ローム粒子中量,黒色粒子少量,礫微量
暗 褐 色 ローム粒子多量
黄 褐 色 黒褐色粒子多量
暗 褐 色 黒褐色粒子中量
黒 褐 色 ローム粒子少量,小礫微量
暗 褐 色 ローム粒子多量
褐  色 黒褐色粒子中量,ロ ーム小プロック少量

0             2m

①

第 17号井戸出土遺物観察表

器 種 法量 (cln) 器 形 の 特
.徴

手 法 の 特 徴 胎土・色調 。焼成 備 考

第157図

1

内 耳 鍋

土師質土器

A E34 0]

B(62)
口縁部片。体部と口縁部の境に

2条の沈線が巡る。日縁部は直

線的に外傾する。

口縁部内・外面横ナデ。 砂粒

灰褐色

普通

5%   P249
ススが付着。

覆土。



④ l

A

生 32.8m

01 口
|

S卜17 土層解説
暗 褐 色 礫多量,ロ ーム粒子・黒色粒子少量
暗 褐 色 礫・黒色粒子中量,ロ ーム粒子少量
褐  色 ローム粒子中量,礫少量
暗 褐 色 ローム粒子・礫少量
5 黒 褐 色 黒色粒子中量,ロ ーム粒子・礫少量
6 暗 褐 色 礫多量,コーム粒子極少量
7 褐  色 ローム粒子中量,黒色粒子・礫極少量
8 明 褐 色 ローム粒子多量,黒色粒子少量
9 褐  色 ローム粒子中量,黒色粒子少量,礫微量
10 黒 褐 色 黒色粒子中量,礫少量,ロ ーム絃子微量

0               2m

o              10Cm

第157図 第17号井戸・ 出土遺物実測図

竪坑 上面は,長軸1.3m,短軸1.2mの隅丸長方形を呈し,深さは,0.4mである。底面は長軸

0.7m,短軸0.4mの隅丸方形を呈している。長軸方向はN-57° 一Eを指している。

主室 底面は,長軸3.Om,短軸2.3mの 「凸」状を呈し,ほぼ平坦である。確認面から主室底面

までの深さは,1.5mで ある。長軸方向はN-71°一Eを指している。

壁 竪坑は,南西部から緩やかに傾斜して,主室底面に至る。主室の南東 。南西壁は,胴張りを

呈している。
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第 1号地下式残 土層解説
1 灰 褐 色 黒色プロック・

ローム粒子少量

2 褐  色 ローム粒子 中
量,ロ ームプロ

ック少量

3 にぶい褐色 黒色プロック・
ロームプロック

中量

4 褐 灰 色 ローム粒 子 中
量,黒色プロッ
ク少量

5 橙  色 暴色プロック・
コームプロック

中量

6 明 褐 色 ハードロームノ
ロック・パミス

ブロック中量,

黒色プロック少

量

7橙

8橙

黒色プロック・

スコリアプロッ

ク中量

スコリア粒子・

黒色粒子少量

ロームプロック

・スコリアプロ

ック・ 黒色プロ

ック・ ローム粒

子中量

砂粒中量,黒色
プロック・スコ

リア粒子微量

色

色

9黒 褐 色

10 によい責橙色

0               2m

9              10Cm

第158図 第 1号地下式墳 。出土遺物実測図
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覆土 覆土にロームブロックや鹿沼土が含まれていることから人為堆積である。

遺物 覆上下,上層から1の内耳鍋片や 2の瓦質土器片が出上している。

所見 本跡は,出土遺物等から15世紀後半から16世紀前半のものと思われる。

第 1号地下式装出土遺物観察表

第 3号地下式壌 [SK-130](第159図 )

位置 館中央部のD8c2区を中心に確認されている。

重複関係 本跡は,第 2号地下式墳,第 139号土坑と重複しているが,新旧関係は不明である。

主軸方向 N-6ず―E

竪坑 上面は,長軸2.2m,短軸1.7mの不定形を呈し,深さは,1.3mで ある。長軸方向はN―

2ざ―Wを指している。

主室 底面は,長軸2.2m,短軸1.6mの長方形を呈し,平坦である。確認面から主室底面までの

深さは,2.lmで ある。長軸方向はN-1♂―Wを指している。

壁 竪坑は,南西部から主室に向かって階段状に掘り込まれている。主室は,北東コーナー部で

オーバーハングが見られる以外は,ほば垂直に立ち上がっている。

覆土 覆土下層から天丼部が崩落したと思われるロームプロツクの堆積が見られる。覆土はほと

んどが褐色上の堆積であり,不自然な堆積状態を示していることから人為堆積である。

遺物 覆土から2の常滑産の陶器片や 1の内耳鍋片が多量に出土している。その他,焼礫が数個

出土している。

所見 本跡は,出土遺物等から15世紀後半から16世紀前半のものと思われる。

第 3号地下式装出土遺物観察表

図版番号 器 種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第158図

1

内 耳 鍋

土師質土器

A[314]

B(86)
体部,日縁部片。体部は内彎ぎ

みに外上方に立ち上がり,国縁

部との境に沈線が巡る。国縁部

は内彎ぎみに立ち上がる。

口縁部,体部内・外面横ナデ。 雲母・石英

浅灰色

普通

10%   P160
ススが付着。

覆上。

2

火 鉢

瓦質 土器

A[324]
B108
C[222]

底部,体部片。平底。体部は直

線的に外傾する。

体部内・外面横ナデ。底部ヘラ

削り調整。口縁部に菊花の押印

文。体部上・下位に円形の粘土

を貼付し,その上に円形の竹管

文を施す。

スコリア・小石

暗オリープ色

普通

20%  P161
覆土。

図版番号 器 種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第159図

1

内 耳 鍋

土師質土器

A[300]

B(45)
口縁部片。日縁郡は内彎ぎみに

立ち上がる。

口縁部内・外面横ナデ。 雲母・長石

黄灰色

普通

5%   P162
ススが付着。

覆上。

2

甕

陶   器

B(58)
C[192]

胴部片。胴部下位は外彎ぎみに

外上方に立ち上がる。

紐土巻き上げ。 砂粒

にぶい黄橙色

普通

5%   P163
常滑産。

覆土。
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32.8m

口
|

第 3号地下式壌世層解説

1 黒 褐 色 ロームプロック・ ローム粒子少量
2 橙   色 黒色粒子・ ロームブロック中量

- 3 
にぶい得色  ローム粒子多量,コ ームプロック

少量

4 灰 褐 色 ローム粒子少量,ロ ームプロック
・黒色粒子微量

5 にぶいatl ロームプロック・ ローム粒子中量
6 褐   色 ローム粒子中量
7 にぶい褐色 黒色プロック少量
8 明 褐 色 ロームブロック微量
9 明 褐 色 ロームプロック中量
10 にぶい褐色 黒色粒子中量,ロ ームプロック微

量

11 黄 橙 色 鹿沼パミス少量
12 黄 橙 色 ローム粒子多量
13 にぶい褐色 黒色粒子中量

0               2m

第159図 第 3号地下式城。出土遺物実測図
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④
l

A

土層解説

ローム粒子・礫少量

ローム粒子中量,礫少量
ローム粒子・黒色粒子中量

黒色粒子多量,ロ ーム粒子少量
ローム粒子中量,黒色粒子少量
ローム粒子少量,黒色粒子・ パ ミス粒子極少量
ローム粒子中量,ス コリア粒子・黒色粒子極少量

ローム粒子中量,ス コリア粒子少量
ローム粒子多量,黒色粒子少量,パ ミス粒子極少量
ローム粒子中量,黒色粒子少量,ロ ームガヽプロック極少量
ローム粒子・黒色粒子中量,ス コリア粒子極少量

ローム粒子・ 黒色粒子中量,ロ ームオヽ ブロック少量,パ ミ

ス粒子極少量

ローム粒子多量 ,ロ ーム大プロック中量,パ ミス粒子極少量

ローム粒子多量,黒色粒子少量
ローム粒子中量,黒色粒子少量
黒色粒子多量,ロ ーム粒子少量
ローム粒子多量,黒色粒子少量 ,ス コリア粒子極少量
ローム粒子中量,ロ ーム中ブロック・ 黒色粒子少量 ,ス コ

リア粒子極少量

ローム粒子多量,コ ーム中プロック・黒色粒子少量
ローム粒子・ ローム中プロック・ 黒色粒子中量

ローム粒子中量,ロ ーム小プロック・ 黒色紅子少量

黒色粒子多量,ロ ーム粒子・パ ミス粒子極少量

0               2m

黒色粒子多量,ロ ーム粒子少量,コ ームガヽプロック極少量

砂質粘上中量,ロ ーム粒子少量
ローム粒子多量,ローム大ブロック・パミス粒子少量

黒色粒子中量,ローム粒子少量,ロ ーム中プロック・パミ

ス粒子極少量,
ローム粒子中量,ローム大 。中プロック・ 黒色粒子少量,
パミス粒子極少量

黒色粒子中量,パ ミス粒子極少量 ,ロ ーム粒子微量

黒色粒子中量,パ ミス粒子極少量
黒色粒子中量,ローム粒子少量,パ ミス粒子極少量
黒色粒子中量,ロ ーム粒子少量,パ ミス粒子極少量
黒色粒子中量,ロ ーム粒子極少量

黒色粒子多量,ロ ーム粒子極少量
ローム粒子多量,黒色粒子少量
ローム粒子中量,黒色粒子少量,ロ ームガヽプロック・パミ

ス粒子極少量

ローム粒子多量,黒色粒子極少量
黒色粒子中量,ロ ーム粒子少量,ロ ームガヽブロック極少量

黒色粒子中量,ロ ーム粒子極少量
ローム粒子・黒色粒子少量,パ ミス粒子極少量
ローム大プロック少量,ロ ーム粒子極少量
ローム粒子多量,黒色粒子少量
ローム粒子・黒色粒子少量,粘土極少量

鋭

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

　

色

色

色

色

色

色

　

色

色

色

色

翡嚇嚇期黒齢嚇臓潮褐醐鞘鶏　嚇咽輔黒褐囀　嘲齢輔朝

第

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

　

・３

・４

‐５

・６

・７

・８

　

・９

２０

２‐

２２

色

色

色

色

褐

褐

褐

褐

黒

灰

明

黒

27暗 褐 色

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

色

色

色

色

色

色

色

色

　

色

色

色

色

色

色

色

褐

褐

褐

褐

褐

　

　

褐

　

褐

褐

褐

褐

褐

　

褐

黒

黒

黒

黒

黒

黒

褐

暗

　

明

黒

黒

暴

黒

褐

黒

第160図 第 8号地下式壌実測図
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第 8号地下式装 [SK-212](第 160図 )

位置 館北西部のC6h7区を中心に確認されている。

重複関係 本跡の竪坑は,第 8号溝を掘り込んでいる。
主軸方向 N-80°一E

竪坑 上面は,長径1.6m,短径1.4mの楕円形を呈し,深さは,2.3mで ある。長径方向はN―
1ず―Wを指している。

主室 底面は,長軸2.9m,短軸2.lmの長方形を呈し,平坦である。確認面から主室底面までの

深さは,2.3mである。長軸方向はN-80°一Eを指している。

壁 竪坑と主室は,外傾して立ち上がっている。

覆土 覆上下層は,竪坑側からの自然堆積であるが,中 。上層はブロック状の堆積をしており,
人為堆積である。

遺物 覆土中層から混入と思われる須恵器の不蓋片が出上している。
所見 本跡は遺構の形態や位置等から15世紀後半のものと思われる。地下式墳として取り扱った
が,覆土中に天丼部 (ローム)の堆積が見られないことから簡単な屋根を付けた土倉的な遺構と

も考えられる。

第 9号地下式墳 [SK 213](第 161図 )

位置 館北西部の C6i7区を中心に確認されている。

重複関係 本跡の南コーナー部は,第646号土坑を掘り込んでいる。
主軸方向 N-45° 一E

竪坑 上面は,長径1.8m,短径1.Omの半円形を呈し,深さは,1.lmで ある。長径方向はN一
4ゲーWを指している。

主室 底面は,長軸4.3m,短軸2.8mめ隅丸長方形を呈し,平坦である。確認面から主室底面ま
での深さは,1.3mである。長軸方向はN-47°一Wを指している。南コーナー付近に楕円形の落

ち込みが検出されている。

壁 竪坑は主室底面に向かって,緩やかに傾斜している。主室は,ほぼ垂直に立ち上がっている。
覆土 各層がプロック状の堆積をしており,人為堆積である。

遺物 覆土から1や 2の内耳鍋片が多量出上している。底面からは3の鉄製品が出上している。
所見 本跡は,出土遺物等から15世紀後半のものと思われる。
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黒 褐 色 黒色粒子多量,ロ ーム粒子少量
黒 褐 色 ローム粒子・黒色粒子中量,ロ ーム小ブロック極少量
暗 褐 色 ローム粒子中量,暴色粒子少量,ロ ーム小ブロック極少量
黒 褐 色 ローム粒子・黒色粒子少量,ス コリア粒子極少量
黒 褐 色 黒色粒子中量,ロ ーム粒子 。ローム小プロック極少量
黒 褐 色 黒色粒子中量,ロ ーム粒子少量
黒 褐 色 ローム粒子・黒色粒子少量,ス コリア粒子極少量
黒 褐 色 黒色粒子中量,ロ ーム粒子少量,ス コリア粒子極少量
黒 褐 色 黒色粒子中量,ロ ーム粒子・ 2～ 3 cm大の石少量
黒 褐 色 ローム粒子・黒色粒子少量,パ ミス粒子極少量
黒  色 黒色粒子多量,ローム粒子極少量
褐  色 ローム粒子中量,ス コリア粒子少量,黒色粒子極少量
黒 褐 色 黒色粒子中量,ロ ーム粒子・ ローム小ブロック極少量
黒 褐 色 ローム粒子・黒色粒子少量,パ ミス粒子極少量
黒 褐 色 黒色粒子中量,ロ ーム粒子少量,ス コリア粒子極少量
褐  色 ローム粒子中量,黒色粒子少量,ス コリア粒子極少量
明 褐 色 ローム粒子多量,パ ミス粒子少量,黒色粒子極少量
暗 褐 色 ローム粒子中量,礫・ ローム小プロック極少量
暗 褐 色 ローム粒子・礫・パミス粒子極少量
暗 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム小プロック・炭化粒子極少量
黒 褐 色 ローム粒子少量,ス コリア粒子・礫極少量
黒 褐 色 ローム粒子・黒色粒子少量,炭化粒子極少量
黒 褐 色 ローム粒子中量,累色粒子少量,パ ミス粒子極少量
黒 褐 色 ローム粒子・黒色粒子少量,パ ミス粒子極少量
黒 褐 色 黒色粒子中量, 3 cm大の小石少量,ロ ーム粒子極少量
褐  色 ローム粒子多量,ス コリア粒子少量,黒色粒子極少量

第 9号地下式壌 土層解説
1 暗 褐 色 ローム粒子少量,ス コリ

ア粒子・礫極少量

2 黒 褐 色 ローム粒子・礫・ 黒色粒
子少量 ,ス コリア粒子・炭

化物極少量

3 暗 褐 色 ローム粒子中量,炭化粒
子・礫極少量

4 暗 褐 色 ローム粒子中量,黒色粒
子少量,炭化粒子極少量

5 暗 褐 色 ローム粒 子 中量,礫 少
量,ス コリア粒子極少量

6 暗 褐 色 ローム粒子中量,黒色粒
子極少量

7 暗 褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム
小プロック少量,黒色粒
子極少量

8 暗 褐 色 ローム粒子少量,パ ミス
粒子極少量

9 黒 褐 色 ローム粒子ツ ミヾス粒子・
黒色粒子極少量

10 暗 褐 色 ローム粒子中量,パ ミス
粒子・ 黒色粒子極少量

11 褐  色 ローム粒子多量,パ ミス

粒子・ ローム打ヽブロ ック

少量

12 黒 褐 色 ローム粒子・ 黒色粒子少
量

13 暗 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム
小プロック・ 暴色粒子極

少量

暴 褐 色 黒色粒子中量,ロ ーム粒
子少量

黒  色 黒色粒子多量,ロ ーム粒
子極少量

黒 褐 色 ローム粒子・黒色粒子中
量,ス コリア粒子極少量

2m

黒 褐 色 ローム粒子中量,黒色粒子少量,ス コリア粒子・ パ ミス粒
子極少量

明 褐 色  ローム粒子多量
明 褐 色 ローム粒子多量,ス コリア粒子・黒色粒子少量
褐  色  ローム粒子中量
黒  色 黒色粒子多量,ロ ーム粒子少量
黒 褐 色  ローム粒子・黒色粒子少量,パ ミス粒子極少量
黒 褐 色  ローム粒子・黒色粒子少量 ,ロ ーム小ブロック・パ ミス粒

子・ スコリア粒子極少量

黒 褐 色 ローム粒子・ ローム小プロック・ 黒色粒子少量,パ ミス粒
子極少量

黒 褐 色  ローム粒子少量,ロ ーム小ブロック・パ ミス粒子・ 黒色粒
子極少量

52 暗 褐 色 ローム粒子中量,黒色粒子少量,ロ ーム大 。オヽ プロ ック・

粘上極少量

褐  色 ローム粒子多量,ス コリア粒子・暴色粒子少量
黒 褐 色 ローム粒子・スコリア粒子・黒色粒子少量
褐  色 口,ム粒子多量,黒色粒子少量,ス コリア粒子極少量
暗 褐 色 ローム粒子中量,ス コリア粒子・黒色粒子少量,パ ミス粒

子極少量

黒 褐 色 ローム粒子・パミス粒子極少量
黒 褐 色 黒色粒子中量,ローム泣子少量
明 褐 色 ローム粒子多量,黒色粒子極少量
明 褐 色 ローム粒子多量,パ ミス粒子少量
褐  色 ローム粒子・スコリア粒子中量
明 褐 色 ローム粒子多量

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

第161図 第 9号地下式城実測図
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′

0             1ocm

第162図 第 9号地下式壌出土遺物実測図

第 9号地下式装出土遺物観察表

第10号地下式境 [SK 214](第 163図 )

位置 館北西部の C610区を中心に確認されている。

主軸方向 N-76° 一E

竪坑 上面は,長径2.5m,短径0.8mの半楕円形を呈し,深さは,1.Omである。長径方向はN

図版番号 器 種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第162図

1

内 耳 鍋

土師質土器

A[312]

B(113)

C[150]

底部,口縁部片。平底。口縁部
は内彎ぎみに立ち上がる。

口縁部内・外面横ナデ。体部外

面下位ヘラ削り,上位ナデ。底
部ナデ調整。

雲母 。石英

にぶい橙色

普通

25%  P175
ススが付着。

覆土。

内 耳 鍋

土師賃土器

A[300]

B(110)
体部,口縁部片。体部は直線的
に外傾し,日縁部は頸部から内

脅ぎみに立ち上がる。

口縁部,体部内・外面横ナデ。 雲母・砂粒
にぶい責橙色

普通

5%   P176
ススが付着。

覆土。

版

号

図

番
器  種

法 量
特 徴 出 土 地 点 備 考

長さ(cm) 幅 (cln) 厚さ(cm) 重量 lg)

3 鉄 鏃 (77) (55) 底面 雁股      M34
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口
|

口
|

土層解説

パミス粒子少量,パ ミスプロック微量
ローム粒子中量

パミス粒子少量,パ ミスプロック・黒色粒子微量
パミス粒子中量,パ ミスプロック少量
黒色プロック・パミス粒子微量

黒色粒子少量

黒色プロック少量,ス コリアプロック微量
ローム粒子少量,ロ ームプロック・黒色プロック微量
ローム粒子多量,黒色粒子少量
ローム粒子多量,暴色ブロック・ ロームプロック微量
黒色粒子少量,黒色プロック・パミスブロック・スコリアプロック微量

パミス粒子少量,黒色粒子微量
ローム粒子少量

黒色粒子・パミス粒子少量

黒色プロック少量

パミス粒子少量,パ ミスプロック・黒色粒子微量
ローム粒子中量,ロ ームブロック・黒色ブロック微量

黒色粒子少量

ローム粒子多量,ロ ームブロック・黒色ノロック微量
ロームプロック少量,ス コリアプロック微量

黒色粒子少量,パ ミスプロック微量

0              2m

第10号地下式壌

明 褐 色
褐   色
橙   色
明 褐 色
明 褐 色
褐   色
にぶい偶疱

黒 褐 色
褐   色
10暗 褐 色
11褐   色
12 にぶい褐色
13 黒 褐 色
14明 褐 色
15暗 褐 色
16 にぶ�心褐色
17褐   色
18褐   色
19褐   色
20 にぶい褐色
21暗 褐 色

第163図 第10号地下式崚実測図
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-15°一Wを指している。

主室 底面は,長軸4.4m,短軸2.5mの長方形を呈し,ほぽ平坦である。確認面から主室底面ま

での深さは,1.4mである。長軸方向はN-15°一Wを指している。

壁 竪坑は主室底面に向かって,緩やかに階段状に掘られている。主室は外傾して立ち上がって

ヤゝる。

覆土 ローム粒子が多量に含まれており,人為堆積である。

遺物 覆上下層から1や 2の内耳鍋片, 3の上師質不片が出上している。その他,混入と思われ

る縄文式土器や土師器,須恵器の細片が少量出上している。

所見 本跡は,出土遺物等から15世紀後半から16世紀初頭のものと思われる。

―′
4

0                 10Cm

第164図 第10号地下式城出土遺物実測図

第10号地下式装出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備   考

第164図

1

内 耳 鍋

上師質土器

A[326]

B(74)
口縁部片。口縁部は内彎ぎみに

立ち上がる。

回縁部内・外面積ナデ。

色

粒

褐

通

砂

黒

普

10%  P177
ススが付着。

覆上。

2

内 耳 鍋

土師質土器

A[314]

B(110)
体部,日縁部片。体部,日縁部

はほぼ直線的に外傾して立ち上

がる。

口縁部,体部横ナデ。 雲母・砂粒

暗赤褐色

普通

10%   P178
ススが付着。

覆土。

3

皿

土師質土器

A■ 5
B 38
C 59

底部はわずかに突出する。体部,

日縁部はほぼ直線的に外傾して

立ち上がる。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒

にぶい黄橙色

良好

95%  P179
板目状圧痕。

覆土。
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図版番号 器 種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第164図

4

香   炉

瓦買土器

A[128]
B(3_9)

体部,国縁部片。体部,日縁部
は直線的に外傾して立ち上が

る。

口縁部,体部内・外面横ナデ。
体部上位に菊花の押印文。 色

粒

灰

好

砂

褐

良

5%   P180
覆土。

第14号地下式壌 [SK-378](第 165図 )

位置 館南部の E7b4区を中心に確認されている。

主軸方向 N-13°一W

A32.6m

第

“

号地下式壌 土層解説
ユ 黒 褐 色 黒色粒子多量,ローム粒子・ ロームプロック少量,砂微量
2 暗 褐 色 黒色粒子・ローム粒子中量 ロームプロック少量,砂・礫微量
3 褐  色 ローム粒子多量,黒色粒子・ ロームプロック少量,砂微量
4 褐  色 ローム粒子多量 ロームブロック中量,黒色粒子少量 砂微量
5 黒  色 黒色粒子多量,ロ ーム粒子 。ローム小プロック・砂微量
6 黒 褐 色 黒色粒子多量,ロ ーム粒子中量,コーム小カロック少量,砂繊畳
7 明 褐 色 ハードローム多量
8 褐  色 ローム粒子・黒色粒子中量,砂・礫・スコリア粒子微量
9 褐  色 ローム粒子多量,ス コリア粒子・砂微量
10 明 褐 色 ハードローム
11 暗 褐 色 ローム粒子多量,黒色粒子少量,砂・スコリア粒子微量

第165図 第14号地下式壊実測図

0             2m

黒  色 暴色粒子多量,ローム粒子・砂微量
黒 褐 色 黒色粒子多量,ローム粒子・ ローム中プロック少量,砂・

スコリア粒子微量

明 褐 色 ソフトローム多量
暗 褐 色 ローム粒子多量,黒色粒子中量,ス コリア・ ローム小ブロ

ック少量,砂微量
褐  色 ローム粒子多量,ロ ーム中プロック中量,黒色粒子少量,

パミス粒子・ スコリアブロック・砂微量

暗 褐 色 ローム粒子多量,黒色粒子・ ローム中プロック中量,パ ミ
ス粒子・砂・ スコリア微量

黒  色 黒色粒子多量,コーム粒子少量,ス コリア・砂微量

③

引

17
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竪坑 上面は,長径1.5m,短径0。 7mの半楕円形を呈し,深さは,1.4mである。底面は長径1.6

m,短径1.4mの半楕円形を呈している。長径方向はN-75°一Eを指している。

主室 底面は,長軸4.3m,短軸2.5mの長方形を呈し,平坦である。確認面から主室底面までの

深さは,1.4mである。長軸方向はN-75°一Eを指している。

壁 竪坑は,主室底面に向かって緩やかに傾斜している。主室は,ほ ぼ垂直に立ち上がっている。

覆土 ローム粒子やロームブロックを多く含んでおり,人為堆積である。

所見 本跡は,遺構の形態や位置等から15世紀後半のものと思われる。

第15号地下式墳 [SK-380](第 166図 )

位置 館南部のE7cl区を中心に確認されている。

重複関係 本跡の西壁は,第13号地下式壊を掘り込んでいる。

主軸方向 N-1ば ―W

竪坑 上面は,長軸1.Om,短軸0.9mの不整長方形を呈し,深さは,2.2mである。長軸方向は

0               2m

第13号地下式壌

第166図 第15号地下式墳実測図
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N-7♂ ―Eを指している。

主室 底面は,長軸2.6m,短軸1.9mの長方形を呈し,平坦である。確認面から主室底面までの

深さは,2.2mで ある。長軸方向はN-75°一Eを指している。

壁 竪坑は南部から主室底面に向かって,階段状に掘られている。主室の東壁は,ほぼ垂直に立

ち上がっているのに対し,北壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 断面が崩落してしまい不明である。

遺物 覆土から内耳鍋の細片が出土している。また,底面から馬の歯が出上している。

所見 本跡は,出土遺物等から15世紀後半のものと思われる。

第18号地下式壌 [SK 489](第 167図 )

位置 館南西部のD6g6区 を中心に確認されている。

主軸方向 N-61° 一E

竪坑 上面は,長径1.6m,短径1.2mの半楕円形を呈し,深さは,1.Omである。底面は長径0.8

m,短径0.5mの半精円形を呈している。長径方向はN-32°一Wを指している。

主室 底面は,長軸2.4m,短軸1.9mの長方形を呈し,平坦である。確認面から主室底面までの

深さは,1.lmで ある。長軸方向はN-32°一Wを指している。

壁 竪坑は,外傾している。主室は,中位まで緩やかに外傾し,それより上はほぼ垂直に立ち上

がっている。

覆土 覆土中層までは,竪坑側からの自然堆積である。上層はプロック状の堆積をしており,人

為堆積である。

遣物 覆土上層から1の内耳鍋が出土している。また,底面からは礫が出上している。

所見 本跡は,出土遺物等から15世紀後半のものと思われる。

第16号地下式娠出土遺物観察表

図版番号 器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

1

内 耳 鍋

土師質土器

A[382]

B(144)
体部,国縁部片。体部は内彎し

ながら外上方に立ち上がる。ロ

縁部は頸部から内彎ぎみに立ち

上がる。

口縁部,体部内・外面横ナデ。 粒
色

通

砂

橙

普

5%   P197
ススが付着。

覆土。

第18号地下式壌 [SK 521](第 168図 )

位置 館北部のC6aO区を中心に確認されている。

重複関係 本跡の南西壁は,第 9号清を掘り込んでいる。本跡の竪坑は第30号地下式壊の竪坑と

しても使用されており,同時期に存在したものと思われる。

主軸方向 N-26° 一W
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９

１０

第16号地下式壌 上層解説
1 黒 褐 色 ローム粒子・黒色粒子少量,

礫微量,ス コリア粒子・パ

ミス粒子極微量

2 暗 褐 色 ローム粒子・スコリア粒子
少量

黒 褐 色 黒色粒子少量,ロ ーム粒子
極少量

極暗褐色 ローム粒子極少量,ス コリ
ア粒子極微量

暗 褐 色 ローム粒子・ スコリア粒子
極少量,パ ミス粒子微量

褐  色 ローム粒子中量,ス コリア
粒子・ 礫微量,パ ミス粒子
極微量

黒  色 黒色粒子多量,パ ミス粒子
極少量

褐  色 ローム粒子・スコリア粒子
少量,黒色粒子極少量

黒 褐 色 ローム粒子・黒色粒子少量
明 褐 色 ローム粒子・スコリア粒子

少量,黒色粒子極少量,パ
ミス粒子微量

黒 褐 色 黒色粒子中量,ロ ーム粒子
少量

暗 褐 色 ローム粒子・ スコリア粒子
・黒色粒子少量

黒 褐 色 黒色粒子中量,ロ ーム粒子
少量,パ ミス粒子微量

褐  色 ローム粒子中量,黒色粒子
少量,ス コリア粒子・パミ
ス粒子微量

15 暗 褐 色 ローム粒子・スコリア粒子・
黒色粒子少量,パ ミス粒子

極微量

16 暗 褐 色 ローム粒子少量,パ ミス粒
子極微量

17 黒 褐 色 黒色粒子中量,ロ ーム粒子
少量,ス コリア粒子極少量

18 暗 褐 色 ローム粒子少量,パ ミス粒
子極少量

19 褐  色 ローム粒子・パミス粒子中
量,黒色粒子極少量

0            2m

0             1o"

第167図 第16号地下式壊・ 出土遺物実測図
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A

A
――-326m 第18号地下式壊 上層解説

1 黒  色 ローム粒子少量
2 明 褐 色 ソフトロームプロック少量
3 褐  色 ローム粒子多量,ロ ーム中・

ガヽプロッタ少量

4 明 褐 色 ソフトロームプロック少量
5 黒 褐 色 ローム粒子多量,ロ ーム中・

小プロック中量

6 黄 褐 色 ソフトローム少量,ハードロ
ームの大 。中 。小ブロックの

混合層が崩れ落ちたものと思

われる

7 褐  色 ローム粒子多量

0               2m

第168図 第18号地下式壊実測図

竪坑 上面は,長軸1.7m,短軸1.4mの不定形を呈し,深さは,2.Omである。底面は長軸1.3m,

短軸0.8mの不定形を呈している。長軸方向はN-2ず ―Wを指している。

主室 底面は,長軸3.2m,短軸2.4mの長方形を呈し,平坦である。確認面から主室底面までの

深さは,2.Omである。長軸方向はN-6r― Wを指している。

壁 竪坑は南東部から主室に向かって,傾斜している。主室は,ほぼ垂直に立ち上がっている。

覆土 覆土の最下層は,厚さ1.2mの ロームブロツクを多量に含む層で,竪坑側からいっきに埋

め戻されたものと思われる。

所見 本跡は,遺構の形態等から15世紀後半のものと思われる。
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口
|

0              2m

土層解説

ローム粒子中量

ローム粒子少量,黒色粒子微量
ローム粒子中量,ロ ームプロック微量
ローム粒子中量,パ ミス粒子少量,黒色粒子微量
ローム粒子中量,ロ ームプロック・パミス粒子少量,黒色粒子微量
ローム粒子少量

ローム粒子・ ロームプロック少量

ローム粒子少量,コ ームブロック・黒色ブロック微量

黒色粒子極少量

暴色プロック中量,ノくミス粒子少量

ロームプロック多量,パ ヾス粒子少量,パ ミスプロック微量,黒色ブロック極微遺
ローム粒子少量,黒色プロック極微量
スコリア粒子多量,黒色プロック極微量
黒色粒子中量,黒色プロック少量,パ ミスプロック・ スコリア粒子微量
黒色粒子多量,ロ ーム粒子少量

黒色粒子中量,ロ ーム粒子少量

含有物なし

第19号地下式犠

1黒 褐 色

2灰 褐 色

3黒 褐 色

4褐  色
5灰 褐 色

6暴  色
7黒 褐 色

8黒 褐 色

9 にぶい褐色
10 にぶい褐色
n にぶい褐色
12 褐   色
13赤 褐 色
14褐   色
15褐   色
16灰 褐 色
17褐   色

第169図 第19号地下式城実測図
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第19号地下式装 [SK-529](第 169図 )

位置 館中央部の C718区を中心に確認されている。

重複関係 本跡の竪坑は,第259号土坑 と重複しているが,新旧関係は不明である。また,主室

の北コーナー部は第 5号堀を掘り込んでいる。

主軸方向 N-58° 一E

竪坑 上面は,長軸1.3m,短軸1.lmの隅丸長方形を呈し,深さは,2.lmで ある。底面は長軸

1.lm,短軸0.9mの隅丸長方形を呈している。長軸方向はN-7ず ―Eを指している。

主室 底面は,長軸4.5m,短軸2.8mの隅丸長方形を呈し,ほば平坦である。確認面から主室底

面までの深さは,2.lmである。長軸方向はN-30°一Wを指している。

壁 竪坑は,垂直に立ち上がっている。主室は,胴張りを呈している。

覆土 覆上下層は,天丼部のロームが崩落して堆積したものと思われる。それより上層は,ブロッ

ク状の堆積をしており人為堆積である。

遺物 覆土から多量の内耳鍋の細片が出土しているが,ほ とんど接合できない。

所見 本跡は,出土遺物等から15世紀後半から16世紀前半のものと思われる。また,本跡は使用

していた時には空洞であつたと思われ,土倉的性格の遺構と思われる。

第20号地下式城 [SK 531](第 170図 )

位置 館中央部のD7aO区を中心に確認されている。

重複関係 本跡の竪坑は,第 5号堀を掘り込んでいる。また,南コーナー部は第 6号地下式墳と

重複しているが,新旧関係は不明である。

主軸方向 N-46° 一W

竪坑 上面は,長軸3.Om,短軸1.9mの不定形を呈し,深さは,1.8mで ある。長軸方向はN―

41°一Eを指している。

主室 底面は,長軸4.2m,短軸2.lmの隅丸長方形を呈し,平坦である。確認面から主室底面ま

での深さは,1.8mで ある。長軸方向はN-4ギ ーEを指している。

壁 竪坑は,北西部から主室底面に向かつて,階段状に掘られている。主室は,南西壁がオーバー

ハングしているのに対し,他の壁はほぼ垂直に立ち上がっている。

覆土 ローム上がかなり多く含まれており,不自然な堆積をしていることから人為堆積である。

遺物 覆土中,下層から1の内耳鍋片や 2, 3の常滑産の陶器片,瀬戸産の陶器の細片が多量に

出上している。また,4の尖頭器は東コーナー壁の上位の部分に突き刺さつた状態で出上している。

所見 本跡は,重複関係や出土遺物,遺構の形態等から15世紀後半から16世紀前半のものと思わ

れる。
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A

A32.3m

第20号地下式壌 土層解説
1 暗 褐 色 ローム粒子少量,パ ミス粒子極微量
2 黒 褐 色 ローム粒子・ 黒色粒子少量,ローム小プロック微量
3 褐  色 ローム粒子中量,パ ミス粒子少量,パ ミス中プロック微量
4 黒 褐 色 コーム粒子・黒色粒子少量,パ ミス粒子微量,炭化粒子極微

量

5 暗 褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム中プロック・ 黒色粒子微量
6 黒  色 黒色粒子多量,ロ ーム粒子少量
7 明 褐 色 ロームノロック多量,黒色粒子少量
8 暗 褐 色 ローム粒子・パミス粒子・黒色粒子少量
9 黒 褐 色 黒色粒子中量,ロ ーム粒子微量,ロ ーム小プロック・パミス

粒子極微量

10 黒 褐 色 黒色粒子多量,ロ ーム粒子微量
■ 明 褐 色 ローム粒子多量,ス コリア粒子少量
12 暗 褐 色 ローム粒子・スコリア粒子・黒色粒子少量,パ ミス粒子極微量

第170図 第20号地下式壌実測図

。              2m

黒 褐 色 黒色粒子多量,ロ ーム粒子微量
暗 褐 色 ローム粒子・黒色粒子少量,ス コリア粒子微量
褐  色 ローム粒子中量,黒色粒子少量
褐  色 ローム粒子中量,黒色粒子少量,ス コリア粒子微量
黒 褐 色 ローム粒子少量,ス コリア粒子微量
黒 褐 色 黒色粒子中量,粘土少量,コ ーム小プロック微量
明 褐 色 ローム粒子多量
灰 褐 色 黒色粒子・粘上少量,ロ ーム粒子極少量
褐  色 ローム粒子中量,ローム中プロック・黒色粒子少量,粘土

口
|

13

14

15

16

17

18

19

20

21

極少量

22 暴 褐 色 黒色粒子中量,コ ーム粒子・粘土微量
23 明 褐 色 ローム中ブロック少量 (ソ フトローム),黒色粒子極少量
24 暗 褐 色 ローム粒子・黒色粒子少量

第 6号地下武壌
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第171図 第20号地下式竣出土遣物実測図

第20号地下式壌出土遺物観察表

第25号地下式墳 [SK 595](第 172図 )

位置 館北部の B7is区を中心に確認されている。

図版番号 器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第171

1

内 耳 鍋

土師質土器

A[30.6]

B(93)
体部,日縁部片。体部と口縁部

内面の境に稜を持ち,日縁部で

内彎ぎみに立ち上がる。

口縁部,体部内。外面積ナデ。 砂粒
にぶい橙色

普通

lo%  P204
ススが付着。

覆土。

2

甕

陶   器

A E36 0]

B(4_8)

口縁部片。縁帯は幅広で,断面

「N」 字状の折り返し。

組上巻き上げ成形。 砂粒

にぶい赤褐色

普通

Ｐ

産
　
ｏ

％

滑

土

５

常

覆

3

奏

陶   器

B(53)
C126

底部,胴部片。平底。底部から

胴部に向かつて直線的に外傾す

る。

紐土巻 き上げ成形。 砂粒

にぶい赤掲色

普通

20%  P206
常滑産。15C後

～16C前。覆土。

版

号

図

番
器  種 石  質

法 量
出 土 地 点 備 考

長さ(cm) 幅 (cln) 厚 さ (cln) 重量億)

4 尖 頭 器 頁   岩 東コーナー壁上位 Q44
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第23号地下武墳 上層解説
1 黒 褐 色 ローム粒子微量
2 黒 褐 色 ローム粒子少量
3 黒 褐 色 ローム粒子中量
4 暴 褐 色 ローム粒子少量
5 黒 褐 色 ローム粒子少量
6 黒 褐 色 ローム粒子中量
7 暗黒偶色 ローム粒子少量
8 黒 褐 色 ローム粒子中量
9 黒 褐 色 ローム粒子中量,ロ ームイヽプロック

少量

10 黒 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム小プロック
極微量

11 黒 褐 色 ローム粒子少量
12 黒 褐 色 ローム粒子少量,黒色粒子極微量
13 黒 褐 色 ローム粒子中量,黒色粒子少量
14 黒 褐 色 ローム粒子中量
15 黒 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム小プロック

極微量

16 黒 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム小プロック
・炭化粒子極微量

W 黒 褐 色 ローム粒子中量,黒色粒子極微量
18 黒 褐 色 ローム粒子中量

0              2m

第172図 第25号地下式墳実測図
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19 黒 褐 色 ローム粒子少量,黒色粒子極微量               37
20 黒 褐 色 ローム粒子少量                      38
21 黒 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム小ブロック極微量           39
22 黒  色 ローム粒子微量                      40
23 黒 褐 色 ローム粒子少量                      41
24 黒 褐 色 ローム粒子中量                      42
25 黒  色 ローム粒子微量                      43
26 黒 褐 色 ローム粒子多量,ロ ーム小プロック少量,黒色粒子微量     44
27 黒 褐 色 ローム漸移層                       45
28 黒 褐 色 ローム粒子中量 ,ロ ーム漸移層中プロック極微量        46
29 黒 褐 色 ローム粒子少量                      47
30 黒 褐 色 ローム粒子中量                      48
31 黒 褐 色 ローム粒子少量                      49
32 黒 褐 色 ローム粒子少量,ス コリア粒子微量              50
33 黒 褐 色 黒色粒子多量                       51
34 暗 褐 色 黒色粒子中量,黒色小プロック微量
35 暗 褐 色 黒色粒子多量,黒色小ブロック少量              52
36 暗 褐 色 黒色粒子多量,黒色小プロック微量

褐  色

黒色粒子少量

黒色粒子極微量

ローム粒子中量

ローム粒子少量

黒色粒子中量

ローム粒子中量

黒色粒子中量,パ ミス粒子少量
黒色粒子少量

ローム粒子中量

黒色粒子少量,パ ミス粒子極微量
パ ミス粒子少量,黒色粒子微量
黒色粒子中量

黒色粒子・ ローム小ブロック少量

黒色粒子微量

ローム中ブロック中量,パ ミス小プロック微量,黒色粒
子・黒色小ブロック極微量

パ ミス粒子少量

主軸方向 N-23°一E

竪坑 上面は,長径3.6m,短径2.lmの半楕円形を呈し,深さは,1.8mで ある。底面は長径0.7

m,短径0.6mの半精円形を呈している。長径方向はN-68° 一Wを指している。

主室 確認面から2.5mま で掘り下げたが,それ以下は,調査できなかった。

壁 竪坑は緩やかに傾斜している。主室は,ほぼ垂直に立ち上がるものと思われる。

覆土 黒褐色上が主層である自然堆積と思われる。

遺物 覆土から陶磁器の細片が少量出土している。また,流入したと思われる土師器の甕片が出

上している。

所見 本跡は,出土遺物等からI区第 4・ 5号堀と同時期に存在したと思われ,15世紀後半から

16世紀前半のものと思われる。

第26号地下式城 [SK 638](第 173図 )

位置 館の西中央寄りのD7dl区を中心に確認されている。

重複関係 本跡は,第636・ 637・ 642・ 681号土坑を掘り込んでいる。北東コーナー部は,第27号

地下式損と重複しているが,新旧関係は不明である。

主軸方向 N-1♂ ―W

竪坑 上面は,長軸1.3m,短軸1.lmの長方形を呈し,深さはjl.8mである。底面は長径1.3m,

短径0.4mの半楕円形を呈している。長軸方向はN-7♂―Eを指している。

主室 底面は,長軸2.7m,短軸2.lmの長方形を呈し,平坦である。確認面から主室底面までの

深さは,1.8mである。長軸方向はN-73° 一Eを指している。

壁 竪坑は,北部から主室底面に向かつて,階段状に掘られている。主室は,ほぼ垂直に立ち上

がっている。

覆土 ロームブロック等を含み不自然な堆積をしており,人為堆積である。

遺物 覆土中,上層から石鉢や 1の陶器片,内耳鍋,土師質土器の細片が出土している。

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

褐

　

褐

褐

褐

褐

褐

　

褐

褐

暗

褐

黒

黒

暗

黒

暗

褐

暗

暗

褐

褐

褐

褐

褐
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所 見

ど生-32.Om

本跡は,ヽ 出土遺物等から15世紀後半のものと思われる。

/

0              2m

第27号地下式壌

第173図 第26・ 27号地下式城実測図
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第 26・ 27号地下式壌 土層解説
1 暗 褐 色 ローム粒子中量,礫微量
2 黄 褐 色 ソフ トローム小プロック中量,黒色粒子・ パ ミス小ブロック

少量,焼土小プロック微量
ソフトロームガ、プロック中量,パ ミス小プロック少量,黒色
粒子・焼土小プロック微量

ローム粒子少量,焼土粒子極微量
ローム粒子少量,コ ーム小プロック微量,ロ ーム中プロック・

炭化粒子極微量

ローム粒子中量

ローム漸移層

黒色粒子少量,ロ ームをヽプロック微量

黒色粒子微量

黒色粒子少量

黒色粒子少量,ソ フ トローム含有
ローム粒子少量 ,ロ ーム小プロック・スコリア小プロック微量

ソフ トロームイヽブロック中量,パ ミス粒子少量,暴色粒子極
少量,ロ ーム小プロック微量

黒色粒子中量,パ ミス粒子・ ロームおヽブロック極微量
ローム粒子中量,焼土粒子微量
パ ミス粒子・ 黒色粒子・ ハー ドローム小ブロック少量

黒色粒子 。ローム漸移層小プロック少量,パ ミス粒子・ ハー

ドローム中・ 小ブロック・ ソフ トローム小ブロック微量

黒色粒子極多量,ソ フ トロームイヽ プロック多量,炭化物・ ロ

―ム漸移層中プロック少量

黄 褐 色 黒色粒子・ パ ミス小ブロック極微量,ソ フ トローム含有
黒 褐 色 ローム粒子中量

掲 色  ローム粒子中量,黒色粒子少量
色 黒色粒子少量,パ ミス中ブロック極微量
色 黒色粒子・ハー ドロームプロック・ パ ミス小プロック少量
色 パ ミス粒子中量,ソ フ トローム小ブロック微量
色 ハー ドローム大ブロック少量
色 黒色徹子少量,炭化粒子極微量
色  ソフトローム小プロック多量,黒色粒子少量
色 ハー ドローム大ブロック多量,黒色粒子・パ ミス中ブロック
少量

黒 褐 色  ローム粒子多量,ソ フ トローム小ブロック中量,ハー ドロー
ム大ブロック極微量

褐  色 ハー ドローム小ブロック多量,パ ミス小ブロック少量,黒色
粒子極微量

褐  色 パ ミス粒子・ ハー ドローム中 。小プロック多量 ,ロ ーム中ブ
ロック中量

ハー ドロームブロック少量

ハー ドロームおヽプロック多量,パ ミス粒子少量,ロ ーム小ブ
ロック微量,黒色粒子極微量
黒色粒子・ハー ドロームオヽブロック少量,ロ ーム小プロック

微量

黒色粒子中量,パ ミス粒子少量,炭化粒子極微量
ローム粒子中量

ローム粒子少量,ス コリア含有ローム小ブロック微量
ハー ドローム大ブロック多量,黒色粒子微量

色

　

色

色

　

色

色

色

色

色

色

色

色

　

色

色

色

色

　

色

褐

褐

褐

褐

褐

褐

褐

褐

褐

　

褐

褐

　

褐

黄

　

黒

黒

　

暗

明

褐

黄

褐

黄

暗

黄

　

褐

黒

黄

褐

　

黒

３

　

４

５

　

６

７

８

９

１０

■

１２

‐３

　

・４

・５

‐６

Ｗ

　

・８

暗

褐

褐

褐

褐

褐

褐

褐

色

色

褐

褐

34 褐  色

色

色

色

色

褐

褐

褐

黒

黒

褐

0              10Cm

第174図  第26号地下式壌出土遣物実測図

第26号地下式装出土遺物観察表

第28号地下式猿 [SK 650](第 175図 )

位置 館南部の D8il区 を中心に確認されている。

重複関係 本跡の竪境は,第33号小竪穴状遺構と重複しているが,新旧関係は不明である。

器 種 法量 (m) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第174図

1

長 頸 壷

陶   器

B(27)
D E10 8]

E 10

底部 ,体部片。高台 は低 く,幅
が厚い。

付高台。体部内・外面横ナデ。 粒

色

通

砂

灰

普

5%   P222
覆土第 1層。

版

号

図

番
器  種 石   質

法 量
出 土 地 点 備 考

長さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重量 lg)

2 石 鉢 花 闘 岩 E282] [140] (■421) 覆上第 1層 Q19
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第28号地下式壌 土層解説
1 黒 褐 色  ローム粒子少量,黒色粒子微量
2 黒 褐 色  ローム粒 子中量,黒色粒子微

量,ロ ームプロック極微量
3 褐  色  ロームプロック・ 暴色粒子中量
4 褐  色  ローム粒子・黒色粒子中量,ロ

ームブロック少量

5 黒  色 黒色粒子少量
6 褐  色  ローム粒子中量,ロ ームプロッ

ク・黒色粒子少量

7 褐  色  ローム粒子中量,黒色粒子極微
量

8 暗 褐 色  ローム粒子多量,ロ ームプロッ
ク少量

9 褐  色  ローム粒子中量,黒色粒子少
量,黒色プロック微量

10褐  色  ローム粒子 中量,黒色粒子少
量,ス コリアプロック・黒色ノ
ロック極微量

■ 褐  色 黒色粒子微量,ロ ームプロック
極微量

12 褐  色  パ ミス粒子少量,ロ ームプロッ
ク微量,黒色ブロック極微量

0               2m

第175図 第28号地下式壌実測図

主軸方向 N-2f―W

竪坑 上面は,長軸1.9m,短軸1.Omの隅丸長方形を呈し,深さは,o。 4mである。底面は長軸
1.4m,短軸0.8mの隅丸長方形を呈している。長軸方向はN-85°一Eを指している。

主室 底面は,長径2.8m,短径2.Omの不整楕円形を呈し,皿状を呈している。確認面から主室
底面までの深さは,1.2mである。長径方向はN-76°一Wを指している。

壁 竪坑は,主室底面に向かって緩やかに傾斜している。主室は,胴張りを呈している。
覆土 ロームプロックや鹿沼パミスを含んでおり,人為堆積である。
遺物 覆上下層から内耳鍋の細片や馬骨が出上してぃる。
所見 本跡は,出土遺物等から15世紀後半のものと思われる。

第29号地下式墳 [SK 662](第 176図 )

位置 館中央部のC7h9区を中心に確認されている。
重複関係 本跡の南東壁は,第259号土坑と重複しているが,新旧関係は不明である。また,北
東壁は第 5号方形竪穴状遺構を掘 り込んでいる。

主軸方向 N-5ば―E
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いヤ

A32.6m

第29号地下式壌

1黒 褐 色

2灰 褐 色

3黒 褐 色

4黒 褐 色

5褐  色
6褐  色
7灰 褐 色

8褐  色
9黒  色
10黒 褐 色
11黒 褐 色

12褐   色
13 にぶいhtl

土層解説

ローム粒子中量

ローム粒子少量,黒色粒子微量
ローム粒子中量,ロームプロック微量
黒色泣子・ ローム粒子少量

黒色粒子極微遺

ローム粒子中量,黒色粒子少量
ローム粒子中量,ロームプロック・ パミス粒子少
量,黒色粒子微量
ロームプロック多量,パ ミス粒子少量
ローム粒子少量

ロームプロック・ ローム粒子少量

ローム粒子少量,ロ ームアロック・ 黒色プロック

微量

黒色粒子極少量

黒色粒子極少量

0               2m

D              10Cm

第176図 第29号地孝式壌・ 出土遺物実測図
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竪坑 上面は,一辺1.lmの方形を呈し,深さは,1.8mである。底面は一辺0.9mの 方形を呈し
ている。長軸方向はN-5ざ ―Eを指している。

主室 底面は,長軸 [3.1]m,短軸1.5mの不整隅丸長方形を呈し,平坦である。確認面から主
室底面までの深さは,1.8mである。長軸方向はN-34°一Wを指している。

壁 竪坑,主室ともに垂直に立ち上がっている。

覆土 覆上下層は,天丼部のローム上が崩落して堆積したものと思われる。それより上層は,ブ
ロック状の堆積をしており,人為堆積である。

遺物 覆土から1の内耳鍋片や土師質土器の細片が出上している。
所見 本跡は,出土遺物や重複関係等から15世紀後半のものと思われる。

第29号地下式境出土遺物観察表

第30号地下式壌 [SK 862](第 177図 )

位置 館南西部のC6aO区を中心に確認されている。

0               2m

器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備    考

第

1

内 耳 鍋

土師質土器

A E28 8]

B(151)
体部,日縁部片。体部と口縁部
は直線的に外傾して立ち上が

る。

口縁部,体部内・外面債ナデ。
色

粒

褐

通

砂

黒

普

10%  P228
ススが付着。

覆土。

第18号地下式壌

R、
、___´ ノレ

′

第177図 第30号地下式境実測図
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重複関係 本跡の竪坑は,第18号地下式墳と併用されている。

主軸方向 N-26°一W

竪坑 上面は,長軸1.7m,短軸1.4mの不定形を呈し,深さは,2.Omである。底面は長軸1.3m,

短軸0.8mの不定形を呈している。長軸方向はN-26°一Wを指している。

主室 底面は,径1.6mの不整円形を呈し,竪坑から主室奥壁に向かつて若干の傾斜が見られる。

天丼部の厚さは,1.9mで,良 く遺存しており,底面から天丼までの高さは1.3mである。確認

面から主室底面までの深さは,3.lmである。長径方向はN-26°一Wを指している。

壁 竪坑は南東部から主室底面に向かって,傾斜している。主室は胴張りを呈しており,側壁に

はノミ状工具痕が見られる。

覆土 ロームプロックを多量に含む単一層の堆積であり,人為堆積である。

遺物 覆土から内耳鍋の細片が出上している。

所見 本跡は,出土遺物等から15世紀後半のものと思われる。

①小竪穴状遺構

ここでは,形状が特徴的で,遺存状態の良い第13・ 23・ 30・ 36・ 41号小竪穴状遺構は文章で記

述し,第 3・ 7・ 8・ 11・ 18・ 25。 27・ 48号小竪穴状遺構については,一覧表に記載する。

第13号小竪穴状遣構 [SK-370](第 178図 )

位置 館北西部のC7a5区を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸2.8m,短軸1.7mの隅丸長方形を呈している。

主軸方向 N-8ば ―E

④ l

第13号小竪穴状遺構  土層解説
1 黒 褐 色  ローム粒子中量,ロ ームプロ

ック少量,黒色粒子微量

2 黒 褐 色  ローム粒子・ 黒色粒子中量 ,
コームブロック・ 黒色プロッ

ク微量

3 褐  色  ローム粒子・黒色粒子中量 ,
ロームプロック・黒色プロッ

ク少量

A
―――-92.6m

o               2m

第178図 第 13号小竪穴状遺構実測図
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壁 壁高は25cmで,外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。

ビット 2か所 (Pl,P2)検 出されている。Plは径15cmの 円形を呈 し,深さ20clnである。P2は

長径40cm,短径30cmで楕円形を呈し,深さ25cmである。性格は不明である。

覆上 自然堆積。

所見 本跡は,遺構の形態等から15世紀後半のものと思われる。

第23号小竪穴状遣構 [SK-537](第 179図 )

位置 館西部のD6b7区を中心に確認されている。
重複関係 本跡の西壁の一部は,第22号小竪穴状遺構と重複しているが,新旧関係は不明である。
規模と平面形 長軸2.6m,短軸2.Omの 隅丸長方形を呈している。
主軸方向 N-88°一E

出入口部 南東コーナーの壁外に張り出している。平面形は隅丸長方形を呈し,

B
――-92.2m

面に向かって床

　

Ｌ

第23号小堅穴状遺構 上層解説
1 暗 褐 色 ローム粒子微量,ローム小プロック極微量
2 褐  色 ローム粒子中量,ロ ームをヽブロック微量,パ ミスガヽプロック

極微量

3 暗 褐 色 ローム粒子少量,ローム小ブロック・ スコリア粒子微量
4 暗 褐 色 ローム粒子少量,パ ミス粒子極微量
5 暗 褐 色 ローム粒子・ ローム小プロック少量,パ ミス粒子微量

第179図 第22・ 23号小竪穴状遣構実測図

褐 色 ローム粒子・パミス粒子微量
色 ローム粒子中量
褐 色 ローム粒子少量,ローム小プロック・ パミス粒子微量
褐 色 ローム粒子・パミス粒子少量,炭化粒子微量
褐 色 ローム粒子・ ロームオヽプロック少量,パ ミス粒子微量

黒

褐

暗

黒

暗

６

７

８

９

１０

第22号小竪穴   ③
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緩やかに傾斜している。規模は,長軸0,7m,短軸0.6mである。

壁 壁高は120cmで ,垂直に立ち上がっている。

床 平坦。

ピット 2か所 (Pl,P2)検 出されている。Plは径20cmの 円形を呈し,深さ18cmで ある。P2は

径20cmの円形を呈し,深さ49cmで,どちらも柱穴と思われる。

覆土 ロームブロックを含んでおり,人為堆積である。

遣物 覆土から内耳鍋の細片が出上している。

所見 本跡は,出土遺物等から15世紀後半のものと思われる。

第30号小竪穴状遺構 [SK 622](第 180図 )

位置 館の中央西寄りのD7c2区を中心に確認されている。

重複関係 本跡は,第643号土坑と重複しているが,新旧関係は不明である。

規模と平面形 長軸2.2m,短軸 1。 9mで,西壁部に半円形状の張り出しを持っており,平面形は

長方形を呈している。

主軸方向 N-78°一E

第30号小堅穴状遺格 土層解説
1 褐  色 ローム粒子少量,パ ミス粒子・炭化

粒子微量

2 褐  色 暴色粒子・パ ミス泣子少量,焼土粒
子微量

3 褐  色 ローム小プロック中量,黒色粒子・
炭化粒子少量

4 褐  色 ローム小ブロック中量,黒色粒子・
パミス粒子少量,炭化粒子・礫極微量

5 褐  色 黒色粒子・炭化粒子・パミス粒子・
ローム小プロック少量

6 褐  色 ロームイヽブロック・パミス粒子・黒
色粒子少量,炭化粒子微量

7 褐  色 ハードローム小プロック中量,黒色
粒子・パミス粒子少量

8 褐  色 ハードローム小プロック中量,パ ミ
ス粒子少量,炭化粒子・礫・黒色粒
子極微量

9 褐  色 パミス粒子・ 黒色粒子少量,炭化粒
子極微量

10 褐  色 黒色粒子中量,パ ミス粒子少量

0              2m

第180図 第30号小竪穴状遣構実測図
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出入口部 東壁の中央から南東コーナー寄りに確認され,壁外に張り出している。規模は一辺0.6

mの方形を呈しており,床面に向かって緩やかに傾斜している。

壁 壁高は130clnで ,ほぼ垂直に立ち上がっている。

床 東から西に向かって若干の傾斜が見られる。

ピット 2か所 (Pl,P2)検 出されている。Pl,P2は 径25cmの 円形を呈し,深 さ20cmで,柱穴

と思われる。

覆土 ロームブロックを含んでおり,人為堆積である。

遺物 覆土下層から第234図 9の古銭をはじめ,土師質土器の細片や陶磁器の細片が出上している。

所見 本跡は,出土遺物等から15世紀後半の墓と思われる。

第36号小竪穴状遣構 [SK 655](第181図 )

位置 館中央部の D蜀 0区を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸4.6m,短軸2.8mの隅丸長方形を呈している。

⑬ l

第36号小堅穴状む路 土層解説
1 黒  色 ローム粒子少量
2 黒  色 ローム粒子少量,ロームノロ

ック微量

3 褐  色 ロームプロック中量,黒色ブ
ロック微量

4 黒 褐 色 ローム粒子中量,黒色粒子少
量

5 黒  色 含有物なし
6 黒  色 ローム粒子微量
7 暴 褐 色 ローム粒子少量
8 暗赤褐色 スコリア粒子多量,黒色粒子

少量,山砂ノロック微量
9 黒  色 パミス粒子少量

0              10cm

7

第181図 第36号小竪穴状遺構・出土遺物実測図
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主軸方向 N-5° 一W

出入口部 北壁の中央部の壁外に張り出している。平面形は半楕円形を呈し,規模は長径0.9m,

短径0。 7mである。

壁 壁高は70cmで,外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。

覆土 ブロック状の堆積をしており,人為堆積である。

遺物 覆土から内耳鍋の細片や陶磁器の細片を中心に多量の遺物が出上している。第234図■の

古銭や第181図 1の砥石は,覆上下層から出上している。

所見 本跡は,出土遺物等から15世紀後半の墓と思われる。

第36号小竪穴状遺構出土遺物観察表

第41号小竪穴状遺構 [SK-679A](第 182図 )

位置 館中央部のD8cl区を中心に確認されている。

重複関係 本跡の出入口部は,第679B号土坑と重複しているが,新旧関係は不明である。

規模と平面形 一辺2.4mの不整方形を呈している。

主軸方向 N-29° 一E

出入口部 南コーナーの壁外に張り出している。平面形は隅丸長方形を呈し,規模は長軸1.lm,

短軸0.8mである。

壁 壁高は70cmで ,外傾して立ち上がっている。

床 平坦。

覆土 ブロック状の堆積をしており,人為堆積である。

遣物 覆土から陶磁器の細片や内耳鍋の細片が出土している。

所見 本跡は,出土遺物等から15世紀後半のものと思われる。

第24号小竪穴状遺構 [SK-577]

Ⅲ期に引き続き機能しているものと思われる。

版

号

図

番
器  種 石  質

法 量
出 土 地 点 備 考

長 さ (cln) 幅 (cln) 厚さ(9n) 重量 lg)

第131図

1
砥   石 凝 灰 岩 覆上下層 Q20
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SK 173

01

A

/ SK826

第182図 第41・ 42号小竪穴状遺構実測図

第 8号小竪穴状遺構出土遺物観察表

第41号小堅穴状遺構 土層解説
1 黒 褐 色 ローム粒子少量
2 褐  色 ローム粒子中量,黒色粒子極微量
3 褐  色 黒色粒子微量
4 褐  色 ローム粒子中量,黒色粒子・ ロームプロック少量
5 灰 褐 色 黒色粒子・ 口■ムプロック・ ローム粒子少量
6 褐  色 ローム粒子中量,暴色粒子少量
7 黒 褐 色 ローム粒子中量,ロ ームプロック・黒色ノロック少量,黒色粒子微

量

8 褐  色 ローム粒子中量,コ ームプロック・黒色粒子少量,ス コリアプロッ
ク極微量

第42号おヽ堅穴状遺構 土層解説
1 暗 褐 色 黒色粒子・ ローム粒子微量
2 暗 褐 色 ローム粒子中量,黒色粒子微量
3 褐  色 ローム粒子中量,黒色粒子 。ローム粒子微量,ス コリア粒子極微量
4 黒 褐 色 ローム粒子中量
5 褐  色 ローム粒子中量,ロ ームプロック少量,黒色粒子微量
6 褐  色 ローム粒子中量,ロ ームブロック少量,黒色粒子微量,ス コリア粒

子極微量

0              2m

第42号小竪穴

図版番号 器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調。焼成 備 考

第185図

1

内 耳 鍋

土師質土器

A[330]

B(178)

C[182]

底部,体部片。体部と口縁部の
境に幅広の浅い凹線が巡る。

体部外面縦方向のヘラナデ。底

部ナデ後一部ヘラ削り。

砂粒

黒褐色

普通

30%   P185
ススが付着。

西壁覆上。

第27号小竪穴状遺構出土遺物観察表

図版 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第188図

1

ガヽ   皿

土師質土器

A[59]
B 17
C[32]

底部から口縁部片。平底。体部

は外傾し,日縁部は内彎ぎみに

外上方に立ち上がる。

水挽き成形。体部内面ヘラ磨き。

底部回転糸切り。

砂粒

にぶい橙色

普通

40%  P220
覆上。
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A

第 3号小堅穴状遺構 土層解説
黒 褐 色 ローム粒子中量
黒 褐 色 ローム粒子中量,ロームブロック微量
黒 褐 色 ローム粒子多量
黒 褐 色 ローム粒子中量,黒色プロック・ ロー

ムプロック微量

5 暗 褐 色 ローム粒子多量
6 褐  色 ローム粒子多量,コームプロック微量
7 褐  色 黒色粒子少量
8 黒 褐 色 ローム粒子微量
9 黒 褐 色 ローム粒子少量
10 黒  色 含有物なし
11 黒 褐 色 ローム粒子少量,ロ ームブロック微量

第 3号小竪穴

A_32.6m

第7号小竪穴

第 183図 第 3・ 7号可ヽ竪穴状遺構実測図

第
'号
Jヽ堅穴状遺構 土層解説
1 灰 褐 色 ローム粒子中量,黒色粒子・

ロームプロック微量

2 黒  色 ロームブロック・ ローム粒
子微量

3 褐  色 ローム粒子少量,ロ ームブ
ロック微量

4 褐  色 ローム粒子中量,黒色プロ
ック・ ロームプロック微量

5 暗 褐 色 ローム粒子中量,ロ ームブ
ロック・黒色プロック少量

6 褐  色 ローム粒子中量,コ ームブ
ロック・黒色ノロック微量

7 褐  色 ローム粒子多量,黒色ブロ

ック,題堅

o              2m
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色

色

色

褐

褐

褐

暗

黒

暗

第 8号小堅穴状遺構 土唐解説
1 暗 褐 色 礫中量,ロ ーム粒子少量,ロ ーム小プ

ロック微量

ローム粒子少量,礫微量
黒色粒子中量,ロ ーム粒子少量
ローム泣子少量,ロ ームガヽプロック・
スコリア粒子微量

ローム粒子・黒色粒子少量,ロ ーム小
ブロック・礫微量

ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック微
量

ローム粒子中量,黒色粒子少量,ロ ー
ム小プロック微量

ローム粒子・ 黒色粒子少量,ロ ーム小
プロック微量

黒色粒子少量,ロ ーム粒子微量,ロ ー
ムイヽプロック・スコリア小プロック極

罐

黒色粒子多量,ロ ーム粒子少量,ロ ー
ムイヽプロック・スコリア小ブロック微

量

ローム粒子・ 粘土少量

ローム粒子・粘土少量

ローム粒子多量,ロ ーム中プロック・
パミス小プロック・黒色粒子少量

黒色粒子中量,ロ ーム粒子・ ローム小
プロック少量

ローム粒子・黒色粒子少量,ロ ーム小
プロック微量

黒色粒子多量,ロ ーム粒子微量
ローム粒子・黒臼粒子少量,ス コリア粒

子微量

ローム粒子多量,黒色粒子少量
ローム粒子・黒色粒子・粘土少量

黒色粒子中量,粘上少量,ロ ーム粒子
燿

ローム粒子・黒色粒子・粘土少量,ス
コリア粒子微量

5暗 褐 色

6褐  色

7褐  色

8暗 褐 色

9黒 褐 色

10黒  色

11黒 褐 色
12 極暗褐色
13明 褐 色

14黒 褐 色

15暗 褐 色

16黒  色
17 極暗褐色

18明 褐 色
19 極暗褐色
20黒 褐 色

21暗 褐 色

22

23
第 8号小竪穴

第11号小竪穴

第 184図 第 8・ 11号 可ヽ竪穴状遣構実測図

黒 褐 色 ローム粒子・黒色粒子・粘上少量
黒  色 黒色粒子多量,粘土少量,パ ミス粒子

極少量,ロ ーム粒子微量
黒  色 黒色粒子多量,ロ ーム粒子・パミス粒

子微量,パミス小プロック極微量
黒  色 黒色粒子多量,粘上少量,ロ ーム粒子

微量

明 褐 色 ローム粒子多量,ロ ーム小プロック・
黒色粒子少量,ロ ーム中プロック極少
量,ロ ーム大プロック・パミス粒子微
量

第11号小堅穴状遺構 土層解説
1 黒 褐 色 ローム粒子中量,黒色粒子少量
2 黒 褐 色  ローム粒子多量,ロ ームブロッ

ク・黒色プロック極微量

3 褐  色 黒色粒子微量

0              2m

A
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第185図 第 8号 Jヽ竪穴状遺構出土遺物実測図

④
l

〕             10Cm

第18号 Jヽ堅穴状遺構 土層解説
1 暗 褐 色 ローム粒子中量,コ ーム小プロッ

ク・黒色粒子少量,ローム中プロ

ック極少量,炭化粒子極微量

o             2m

④

Ｂ
一　
　
Ａ
一

A 32.2m

第18号小竪穴

第186図 第 10・ 18号可ヽ竪穴状遣構実測図

第17号地下式渡
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-32.2m

第25号小竪穴状遺構 土層解説
1 褐  色 ローム粒子中量,ロ ーム小ブロッ

ク少量,炭化粒子極微量
暗 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム小プロッ

ク・スコリア微量

暗 褐 色 ローム粒子・ ローム小プロック少
量,炭化粒子微量

暗 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム小プロッ
ク微量

暗 褐 色 ローム粒子 。ローム小プロック少
量,炭化粒子・礫微量

暗 褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム小ブロッ
ク・炭化粒子少量,パ ミス粒子微量

第27号小堅穴状遺格  土層解脱
1 黒 褐 色  ローム粒子多量,ロ ー

ム中プロック中量,炭
化粒子少量

2 黒 褐 色  ローム粒子少量,ロ ー
ム小ブロック・炭化粒

子微量,ロ ーム中ブロ

ック極微量

3 暗 褐 色 ローム小プロック・ ロ
ーム粒子多量,炭化粒
子微量,焼土粒子極微
量

4 黒  色  ロー ム小 プロ ック多
量,コ ーム粒子少量

5 黒 褐 色  ローム粒子中量,ロ ー
ムイヽ プロック少量

6 黒 褐 色  ローム粒子多量,ロ ー
ムイヽ プロック中量,ロ
ーム中プロック微量 ,

焼土小プロック極微量

7 褐  色 黒色粒子中量,ロ ーム
小プロック・ 炭化粒子

微量

8 黒 褐 色  ローム小プロック・ ロ
ーム粒子中量

9 褐  色 鹿沼パ ミス中ブロック
中量 ,ロ ーム大ブロッ

ク微量

o              2m

⑤
l

A

鰯
A_320m

③

式

第27号小竪穴

第187図 第25・ 27号 Jヽ竪穴状遺構実測図
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A

0              10cm 第188図 第27号小竪穴状遺
構出土遺物実測図

第48号 Jヽ堅穴状遺構 土層解説
1 暗 褐 色 ローム粒子多量,ロ ーム小プロック少量
2 暗 褐 色 ローム粒子・ ローム小プロック多量,炭

化粒子微量

3 黒 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム小ブロック微量
4 暗 褐 色 ローム粒子多量,ロ ーム小ブロック少量
5 黒 褐 色 ローム粒子・ ローム小プロック多量,炭

化材・炭化粒子微量

6 黒  色 ローム粒子中量,ロ ーム小プロック少量
7 暗 褐 色 黒色粒子中量,ロ ーム漸移層中ブロック

微量

8 黒 褐 色 ローム粒子多量,ロ ーム小ブロック中量
9 暗 褐 色 ローム粒子中量,ローム小プロック・炭

化粒子微量

10 暗 褐 色 黒色粒子・ ローム小プロック中量
11 黒 褐 色 ローム粒子・黒色粒子中量,炭化粒子微

量

12 黒 褐 色 ローム粒子中量
13 黒 褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム小プロック微量
14 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量,ロ ーム小ブ

ロック微量

o              2m

第189図 第48号可ヽ竪穴状遺構実測図

⑫土坑

ここでは,形状が特徴的で,遺存状態の良い第126・ 847号土坑は文章で記述し,第 2・ 171・

217・ 256・ 257・ 502・ 51lA・ 513号土坑については,一覧表に記載する。

第128号土坑 (第 190図 )

位置 館の中央北寄りの C7hっ 区を中心に確認されている。

重複関係 本跡の南西部は,第460号土坑を掘り込んでいる。

規模と平面形 長軸2.lm,短軸1.6mの隅丸長方形を呈し,深さは40cm程である。

長軸方向 N-57°一W

壁面 外傾して立ち上がっている。全面に厚さ10cm程の浅黄色粘上が貼り付けられている。

底面 平坦。壁面と同様に浅責色粘土が貼り付けられている。

覆上 自然堆積。
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遺物 底面から 1の瀬戸産の陶器片や内耳鍋の細片が出土している。その他,礫が 3点出土して

いる。

所見 本跡は,出土遺物等から16世紀の館跡に伴う水溜と思われる。

▲ 324m

0               2m

第190図 第126号土坑 。出土遺物実測図

第126号土坑出土遣物観察表

SK-126 土層解説
1 暗 褐 色 ローム粒子極少量
2 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・砂極少量
3 暗 褐 色 ローム粒子少量,炭化粒子極少量
4 黒 褐 色 粘上少量,ロ ーム粒子・砂極少量
5 暗 褐 色 ローム粒子・砂極少量
6 暗 褐 色 粘上中量,ロ ーム粒子・砂極少量
7 浅 黄 色 ロームプロック少量

儘
|

0              10Cm

図版番号 器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第190図

1

皿
　
　
器

小
　
　
陶

A[8.8]
B(27)
C[52]

底部から口縁部片。体部は内脅

しながら外上方に立ち上がり,

口縁部上位は強く外反する。

水挽き成形。 灰白色

(釉 )無色

良好

25%   P158
瀬戸産。

覆土。

第847号土坑 (第 191図 )

位置 館東部のD8d8区を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸5.3m,短軸0.6mの隅丸長方形を呈し,深さは15cmである。

く
|

粒子微量

0              2m

B 33.Om

山
　
，
色

，
量

黒

量

中
　
，

多

子

量

船
柄
憐
紗

鮒
絶
８４７
は

ｋ
舗
田
ｒ
く

第191図 第847号土坑実測図
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⑭

・

く

う

ｒ
いキ

A 33.Om

口
|

~ SK 2

SK-2 土層解説
1 黒 褐 色 砂少量,ローム粒子微量
2 黒 褐 色 ローム小プロック・砂少量
3 暗 褐 色 ローム中ブロック中量,砂少量

SK 217

SK-217 土層解脱
1 褐  色  ローム粒子微量,黒色粧子極微量
2 褐  色 ローム粒子少量,黒色粒子極微量
3 暗 褐 色  ローム粒子微量

SK 171 土層解説                 口
|

1 暗 褐 色  ローム粒子中量,炭化粒子極少量
2 暗 褐 色  ローム粒子少量
3 暗 褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック極少量  SK l
4 褐  色 ローム粒子多量

71

Ａ
一

／

１

ザ

／

ロ

第11号

地下武壌

| で ||

夢

|

)_

A

ナ

口
|

口
|

0               2m

④

Ａ
一 32.7m

SK 257

SK-257 土層解説
1 黒  色 黒色粒子多量
2 暗 褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム中プロック少量
3 黒 褐 色 ローム粒子・黒色粒子少量
4 暗 褐 色 ローム粒子中量,黒色泣子少量
5 明 褐 色 ローム粒子多量,黒色粒子極少量
6 黒 褐 色 ローム粒子中量,黒色粒子少量

SK-502 土層解脱
1 黒 褐 色 ローム粒子少量
2 褐  色 黒色粒子少量

32.Om               ――

SK 502

第192図 土坑実測図(1)
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長軸方向 N-78°一E

壁面 緩やかに外傾している。

底面 皿状。

覆土 拳大の礫が少量と小石を多量に含む褐色土の単一層で,人為的堆積である。
所見 本跡は,副郭内にあること等から15世紀後半から16世紀前半の集石土坑と思われる。
は,不明である。

第501号土坑

Ⅲ期に引き続き機能しているものと思われる。

性格

≡劫〃

／

6s=/

0           10cm

第198図 土坑出土遺物実測図

第 2号土坑出土遺物観察表

図版番号 器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・焼成 備   考

第192図

1

内 耳 鍋

土師質土器

A[266]
B(94)

体部,国縁部片。体部は直線的
に外傾し,国縁部は外反する。

口縁部,体部内・外面横ナデ。 雲母・石英
にぶい橙色

普通

Ｐ％

土

１０

覆

2

内 耳 鍋

土師質土器

B(56)
C[136]

底部,体部片。平底。体部は直
線的に外傾する。

体部内・外面横ナデ。体部と底

部の境ヘラ削り。

粒

色

通

砂

橙

普

5%   P156
ススが付着。

覆土。

―-246-―



第217号土坑出土遺物観察表

器 種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第192図

3

皿

土師質土器

A[114]

B 32
C 52

底部から口縁部片。底部はわず

かに突出する。体部,国縁部は

内彎しながら外傾して立ち上が

る。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒

にぶい橙色

普通

45%  P182
覆土。

第256号土坑出土遺物観察表

図版番号 器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

4

/1ヽ 壷

器陶

B(47) 胴部片。胴部下位から上位に向
かって,内彎しながら外上方に

立ち上がり,上位から頸部に向
かって内彎する。

胴部にロクロロを残す。胴部下

は施釉されていない。

灰黄褐色

(釉 )にぶい責色

普通

10%  P355
16C。

覆上。

第502号土坑出土遺物観察表

器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

5

染 付 皿

磁   器

A[142]

B(23)
口縁部片。口縁部上位はわずか

に外反する。

全面に薄い均―な釉が施されて

ヤゝる。

灰白色

(釉)無色

良好

5%   P356
龍泉窯染付E群。

覆土。

版

号

図

番
器  種

法 量
特 徴 出 土 地 点 備 考

長さ(cla) 幅 (cln) 厚さ(cm) 重量 (g)

6 火 打 ち 金 (76) (35) (175) SK-217覆 土 火縄銃 ,鉄製   M40

④

・

SK 511

SK-51l A 土層解説
1 黒 褐 色  ローム粒子少量
2 褐   色  ローム粒子中量
3 褐  色 黒色粒子少量,ロ ームプロック微量

SK 513

SK-513 土層解説
1 極暗褐色  ローム粒子少量
2 黒 褐 色 ローム粒子少量,炭化粒子極微量
3 褐  色  ローム粒子多量,焼土ブロック少量 ,ロ ームブロック微

量,黒色ブロック極微量
4 褐  色 黒色粒子微量

0              2m

第194図 土坑実測図(2)
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2 その他 の遺構
ここでは,墓填群 3か所と4期の中に特定できない溝10条,井戸 1基,地下式墳 4基,小竪穴

状遺構 5基については文章で記述し,土坑66基については一覧表に記載する。

(D 墓墳群

①第 1号墓墳群 (第195図 )

調査区の東部,D8d2区 を中心に確認されている。ローム面まで掘り込み窪地にした区域に第

127・ 131・ 134～138・ 140・ 663・ 669～ 672号土墳やピットが掘り込まれており,段切遺構の一種

と思われる。本跡は,出土遺物等から14世紀前半から15世紀にかけての墓域と思われる。

第127号土装 (第196図 )

位置 調査区の東部,D8e2区に確認されている。

規模と平面形 径1.2mの円形を呈し,深さは50c14程である。

長径方向 N-3° 一E

壁面 緩やかに外傾して立ち上がっている。

底面 皿状

覆土 ローム上が多く含まれており,人為堆積である。

遺物 覆上下層及び底面から人骨と馬骨が一緒に出上している。また, 1の龍泉窯の青磁片や内
耳鍋の細片が底面近くから出上している。

所見 本跡は,出土遺物等から14世紀前半の墓墳と思われる。

第137号土城 (第196図 )

位置 調査区の東部,D8el区を中心に確認されている。

重複関係 本跡は,第136号土墳と重複しているが,新旧関係は不明である。
規模と平面形 長径1.3m,短径1.llmの楕円形を呈し,深さは約70cmである。
長径方向 N-26°一W

壁面 緩やかに外傾して,立ち上がっている。

底面 皿状。

覆土 ブロック状の堆積をしており,人為堆積である。

遺物 覆上下層から古銭 1枚や内耳鍋の細片が出上している。
所見 本跡は,出土遺物等から中世のものと思われる。
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・
①
①

第 1号基犠群

1褐  色

明 褐 色

褐  色
褐  色

明 褐 色

G

A32.6m

E

土層解説

ローム粒子中量,ロ ームブロ

ック・黒色粒子・ スコリア粒

子微量

ロームブロツク多量,黒色粒

子・ 小石微量

ロームブロツク・黒色粒子微量

黒色粒子中量,パ ミスプロツ

ク・小石微量

ロームブロツク多量

り
|

♀     ・     †
m

1号墓壌群実測図第193図 第
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0             10Cm

A32お m

SK 127

第196図 第127・ 137号土城・

第 1号基壌群出土遺物観察表

0               2m

第127号土壊出土遣物実測図

A324m

SK 137

図版番号 器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第196図

1

邪

青 磁

B(23)
D E58]

E 09

底部,体部片。高台部は細く尖
る。体部は丸みを持ち内彎ぎみ

に外上方に立ち上がる。

底部回転ヘラ切り。内面見込み

に菊花のスタンプ文を施す。

灰黄色

(和 )明緑灰色

良好

25%  P159
龍泉窯不Ⅲ類。

14C前。

SK-127覆土。

墳

号

土

番
位 置

長径方向

(長軸方向)
平 面 形

規 模
壁  面 底 面 覆 土 出上遺 物

備  考
古→新

版

号

図

番長径 (m) ⊆径 (m) 深 さ (cm)

D8e2 N-3・ ―E 円 形 12 緩 傾 皿 状 人 為 寺Yttf魯滋T 14C後 195。 196

D8d2 N-78'一 E 楕 円 形 10 緩  傾 皿 状 人  為 土師質 1片

D8dl N-66° 一E 不 整 円 形 lJ 15 外 傾 平  坦 人  為

135 D8d2 N-76-E 楕 円 形 12 緩 傾 皿 状 人 為

D8el N-83・ ―E 楕 円 形 [22] [1 1] 緩  傾 皿 状 人  為
SK-137,
140不明

D8el N-26° ―W 楕 円 形 10 緩  傾 皿 状 人 為 内耳 1片 ,古銭
SK-186不
明

195。 196

138 D8eっ N-13° ―W 楕 円 形 18 緩  傾 皿 状 人 為 内耳 2片
SK-663不
明

D8el N-83° ―E 楕 円 形 12 緩 傾 平  坦 人 為 礫 1点
SK-137不
明

D8e2 N-10° 一E 楕 円 形 11 緩  傾 皿 状 人 為 須恵 1片
SK-138不
明

D8d2 N-10° ―W 楕 円 形 外 傾 皿 状
SK-670不
明

D8d2 N-10° 一覇「 楕 円 形 10 緩 傾 皿 状
SK-669不
明

D8d2 N-12° 一E 楕  円 形 11 緩  傾 皿 状 人  為

D8e2 N-72° 一E 楕  円 形 11 07 緩  傾 皿 状
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②第 2号墓墳群 [SX-4](第 197図 )

調査区の中央部,D7es区 を中心に確認されている。ローム土を80cm程掘 り下げ,鹿沼層の面

に窪地を掘 り,さ らに第571～573・ 579・ 580・ 586・ 590・ 592～594・ 596・ 598～ 601・ 614～619

号土墳と第22号地下式壊が掘り込まれている。本跡は,出土遺物等から14世紀後半から16世紀前

半の墓域と思われる。

第598号土壌 (第201図 )

位置 調査区の中央部,D7e5区 を中心に確認されている。

重複関係 本跡は,第600号土墳と重複しているが,新旧関係は不明である。

規模と平面形 長径 [4.7]m,短径3.4mの不定形を呈し,深さは150側である。

長径方向 N-73° 一W

壁面 緩やかに外傾して立ち上がっている。

底面 皿状。

覆土 ローム上の堆積が多 く人為堆積である。

遺物 覆上下層から第201図 1の龍泉窯 (南宋)の双魚文不が出上している。その他,内耳鍋の

細片や上師質土器の細片が出土している。

所見 本跡は,出土遺物等から14世紀中葉の墓墳と思われる。

第 2号墓壌群出土遺物観察表

図版番号 器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・ 焼成 備   考

1

内 耳 鍋

土師質土器

A[300]

B(86)
体部,口縁部片。体部,口縁部
は直線的に外傾して立ち上が

る。

口縁部,体部内・外面横ナデ。 砂粒
にぶい橙色

普通

5%  P302
ススが付着。

覆土。

2

内 耳 鍋

土師質土器

A[314]
B(96)

口縁部片。日縁部は内彎ぎみに

立ち上がる。

口縁部内・外面積ナデ。 粒

色

通

砂

褐

普

5%  P303
ススが付着。

覆上。

3

内 耳 鍋

土師質土器

A E25 4]

B(58)
口縁部片。日縁部は内彎して立

ち上がり,国唇部は横方向につ

まみ出されている。

口縁部内・外百横ナデ。 砂粒

灰責褐色

普通

5%   P304
ススが付着。

覆土。

4

不

上師質土器

A122
B 40
C 58

平底。体部,日縁部は直線的に

外傾して立ち上がる。

水挽き成形。底部静止糸切り。 雲母

にぶい黄橙色

普通

99%  P305
内面にタールが

付着。覆土。

5

皿

土師質土器

A[114]
B(29)
C 48

底部から口縁部片。底部はわず

かに窪む。体部,日縁部は直線

的に外傾して立ち上がる。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒

にぶい黄橙色

普通

50%   P306
二次焼成痕。

覆土。

6

皿

土師質土器

A[112]

B 25
C 44

底部から口縁部片。体部は内彎

しながら外上方に立ち上がる。

口縁部は直線的に立ち上がる。

水挽き成形。 砂粒

にぶい橙色

普通

40%   P307
二次焼成痕。

覆上。

7

皿

土師質土器

A[118]
B(31)
C[60]

底部から口縁部片。平底。体部

口縁部はほぽ直線的に外傾して

立ち上がる。

水挽き成形。 雲母

浅黄橙色

普通

20%  P308
板目状圧痕。

覆土。
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S昨571 土層解説
1 暗 褐 色 ローム粒子少量
2 暴 褐 色 ローム粒子微量,ロ ームブロック極微量,
3 明 褐 色 黒色粒子極微量

SK-572 土層解脱
1 褐   色 パミス粒子中量
2 暗 褐 色 ローム粒子中量,黒色粒子少量
3 褐   色 パミス粒子中量,ローム粒子微量
4 にぶい褐色 パミス粒子多量,パ ミスプロック少量
5 明 褐 色 黒色粒子微量

第197図 第 2号墓壌群実測図

SK-600 土層解説
1 暗 褐 色 ローム粒子少量
2 にぶい褐色 黒色粒子微量

土層解脱

ローム粒子微量

ローム粒子少量

ローム粒子・小石少量

ローム粒子中量,小石・ 炭化物極微重
ローム粒子多量,炭化物極微量
ローム粒子少量,小石極微量
黒色粒子極微量

パ ミス粒子多量,黒色粒子少量

第 2号墓壌群

1褐  色
2褐  色
3暗 褐 色
4褐  色
5褐  色
6暗 褐 色
7明 褐 色
8明 褐 色
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第198図 第 2号墓城群出土遺物実測図(1)
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第199図 第 2号墓墳群出土遺物実測図(2)
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ф

田
第200図 第 2号墓壊群出土遺物実測図(3)

0              10Cm

図版番号 器 種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第198図

8

皿

土師質土器

A[184]

B 27
C[50]

底部から口縁部。平底。体部 ,

口縁部はほぼ直線的に外傾して

立ち上がる。

水挽き成形。底部回転糸切り。 雲母

にぶい橙色

普通

25%   P309
板目状圧痕。

覆土。

9

小  皿

土師質土器

Ａ

Ｂ

体部,口縁部片。器肉は厚い。

体部は中位で稜を持ち外傾し,

日縁部は外反する。

水挽 き成形。 砂粒

にぶい黄橙色

普通

Ｐ％

土

２０

覆

10

皿

土師質土器

A[108〕

B(29)
体部,国縁部片。体部は内彎し

ながら外傾し,日縁部は直線的

に立ち上がる。

水挽き成形。 雲母

にぶい橙色

普通

％

土

‐５

覆

11

皿

土師質土器

B(23)
C[48]

底部,体部片。平底。体部は外

彎ぎみに立ち上がる。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒

灰白色

普通

％

上

５

覆

豆

陶 磁  器

A[104]

B(57)
胴部,日縁部片。胴部は強く内

脅して立ち上がる。頸部は「く」

の字状を呈し,日縁部は直線的

に立ち上がる。

劉離が激 しく不明。 砂粒

にぶい黄種色

不良

15%   P314
在地産。

覆上。

天 目茶碗

陶   器

AE12 5]

B(57)
体部,口縁部片。体部は内彎し

て外上方に立ち上がり,日縁部

上位はわずかに外反する。

水挽き成形。 灰白色

(釉 )黒色

普通

15%   P315
瀬戸産。

覆上。

14

碗
　
　
器

平
　
　
陶

A[167]

B(22)
口縁部片。日縁部はわずかに外

反する。

水挽 き成形。 灰白色

(釉)浅黄色

良好

5%   P318
瀬戸産。

覆上。

碗
　
　
器

平
　
　
陶

(23)

[43]

Ｂ

Ｃ

底部,体部片。高台部と体部の

境に明瞭な稜を持つ。体部は直

線的に外傾する。

水挽き成形。底部回転糸切り。

後,削 り出して高台部を作つて

いる。高台部は無釉。

灰黄色

(釉)浅責色

普通

Ｐ

産
　
ｏ

％

一戸

土

・５

瀬

覆
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図版番 器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第 198図

16

皿

器陶

A[116]

B(18)
口縁部片。体部と口縁部の境に

わずかな稜を持ち,回縁部はわ
ずかに外反する。

水挽 き成形。 灰白色

(釉 )無色

良好

15%   P316
瀬戸産。

覆土。

第199図

17

皿
　
　
器

小
　
　
陶

AEll l]

B 23
C 58

口縁部一部欠損。底部は窪んで

いる。体部,日縁部は内彎ぎみ
に外上方に立ち上がる。

水挽き成形。底部回転ヘラ削り。 灰色

(釉)灰赤色

普通

55%   P319
初山窯。内面に焼

き台痕。覆土。

器

皿

陶

B(11)
C[63]

底部片。高台部は断面三角形で

低い。

底部焼き台痕。 灰色

オリーブ色

普通

10%   P321
瀬戸産。

覆上。

器

盤

陶

B(43)
C[114]

底部片。獣足が 3個付くと思わ

オιる。

水挽き成形。底部ヘラ削り調整。

底部と腰部は施釉されていな

立ゝ。

灰オリープ色

(釉 )浅黄色

普通

10%   P322
瀬戸産。

覆土。

明
　
　
器

不
　
　
陶

B(19)
C[18.0]

底部片。平底で小孔が穿いてあ

る。

水挽き戊形。底部ヘラ削り調整。 にぶい黄橙色

オ リープ灰色

良好

10%   P324
瀬戸産。

覆上。

瓶
　
　
器

花
　
　
陶

B(25)
C 84

底部片。底部下位は内傾する。 水挽きロクロ成形。底部回転糸

切り。釉は流条化している。台

脚の胴部は接合。

灰白色

(釉 )にぶい黄色

良好

10%  P323
瀬戸産。

覆土。

瓦 質 土 器

A[254]
B(122)

胴部,日縁部片。月同部は肩の張
りが弱く,顕部から緩やかに国
縁部に至る。日縁部は直立する。

胴部,国縁部内・外面横ナデ。 砂粒
灰白色

普通

10%   P325
在地産。

覆上。

火   鉢

瓦質 土器

A[324]

B(39)
口縁部片。日縁部は直立する。 国縁部内・外面横ナデ。菊花の

押印文と円形の粘土の貼り付け

後円形の竹管による押印。

小石

灰色

普通

5%   P327
覆土。

器

重

陶

A[306]
B(109)

体部,国縁部片。体部は内彎し
ながら立ち上がる。

国縁部横ナデ。体部外面縦方向

のナデ,内面ヘラナデ。
小石・長石

灰責褐色

普通

10%  P362
在地産。指頭痕。

覆土。

播   鉢

瓦 質 土 器

A[206]

B(61)
体部,日縁部片。体部は直線的
に外傾し,日縁部はわずかに器
肉を増す。

日縁部内・外面横ナデ。体部内

面には7本単位の櫛目が施され
ている。

砂粒

暗灰責色

普通

10%  P364
覆土。

蓋

須 恵 器

天丼部片。天丼部から緩やかに

傾斜して口縁部に至る。

天丼部回転ヘラ削り調整。日縁

部内・外面横ナデ。

長石

灰 白色

良好

20%   P363
覆土。

版

号

図

番
器  種

法 量

出 土 地 点 備 考長さ (cm) 幅 (cln) 厚さ(cm) 重量 lg)

平 瓦 (86) (75) (1402) 一枚作り,凹面に布当痕,9c DP13

羽 口 (54) (105) (1096) 覆土 外面に滓の付着,胎上にスサ混入 DP19

版

号

図

番
器  種 石  質

法 量

出 土 地 点 備 考
長さ(cm) 幅(cm) 厚 さ (cln) 重量 lg)

第200図 29 砥 石 緑色凝灰岩 14 44 5 Q38

石 llll 砂 岩 (114) (67) (43) (4218) Q39

石 臼 花 蘭 岩 13 0 (76) (61) (5489) Q40

図版番号 器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第207図

1

不

磁言

B(22)
D 55
E 06

底部,体部片。高台は低く,断
面は三角形を呈する。体部は内

彎しながら外上方に立ち上が

る。

体部外面に削り出し蓮弁文,見
込みに双魚文を賠付。水挽き成

形。畳付を除いて全面に施釉。

露胎部と施釉部の境は赤色。

灰白色

(和 )明緑灰色

良好

70%  P218
龍泉窯不II-4
●b

覆上。

第598号土壌出土遺物観察表
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」生-31.em

SK-596 ■B解説
褐   色 コームーブロック種微量
褐  魯 ▼―ムプロッタ少量
暗 褐 色 小石・コーム粒子少遺
褐   色 ロー

=ム
粒子少量=パ

ミスプ●ツタ微畳

暗 褐 色 ローム粒子少量,コーム′コッ々 級量
極暗猾鼻 口▼ム粒子少量,小石極微量
におい褐色 暴色粒子中量ぅヨーム粒子少量

o              2m

o             10Cm

第201図 第596号土猿・出上遺物実測図
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墳

号

上

番
位 置

長径方向

(長軸方向)
平 面 形

規 模
壁 面 底 面 覆 土 出土 遺 物

備  考
古→新

版

号

図

番長径 (m) 短径(m) 果さ (om)

D7e3 N-46° 一W 円 形 緩 傾 皿 状
土帥賃 3片,内
耳 1片

572 D7e2 N-13° 一llr 勒 11 外 傾 阻 状 自 然 内耳
1片,陶磁 3
片,土師質 1片

SK-617,
599不明

D7e2 N-17° 一E 楕 円 形 14 緩 傾 皿 状 人  為
土 R II賃 1片,肉
耳 2片

14C後～15
C前

D7e2 N-83° 一E 円 形 11 緩 傾 皿 状 内耳 2片

D7e3 N-6ユ ーE 円 形 [1 1] [10] 緩  傾 皿 状 自 然 内耳
3片,須恵
1片

SK-575,
618不明

D7d2 N-80° 一E 隅丸長方形 16 10 外 傾 平  坦 内耳 2片

D7e3 N-8° 一M「 隅丸長方形 11 外 傾 平  坦 人  為
土師質 4片,陶
磁 1片

D7d4 N-67° 一E 楕 円 形 17 11 緩 傾 平  坦 人 為 寵泉窯染付碗
15C後～16
C前

D7d4 N-62・ ―E 不整楕円形 16 綬 傾 皿 状 自 然

D7d5 N-53・ ―E 不 定 形 07 外 傾 平  坦 人  為

596 D7es N-73° 一W 不 定 形 [4_7] 緩 傾 皿 状 人  為 内耳
4片,陶磁
2片

もK-600不
り雪, 14C後

598 D7e2 N-12° 一W 楕  円 形 13 緩 傾 皿 状 内耳3片

D7e2 N-43・ ―E 不整楕円形 12 [1 緩 傾 皿 状
SK-572不
明

D7e4 N-18・ ―E 楕 円 形 外 傾 皿 状 自 然 SK-596不
明

D7e3 N-62° 一E 楕 円 形 1 4 1.0 外 傾 l ll状 肉耳 1片 ,
官 1片

土師

D7d3 N-77° 一E 4・E 円 形 外 傾 皿 状

D7d4 N-12° 一W 隅丸長方形 [1 1] 緩 傾 皿 状 人 為
SK-616不
明

D7d4 N-30° 一W 隅丸長方形 [09] 緩 傾 皿 状 人  為 SK-615不
明

D7e2 N-14° 一W 円 形 E15] 緩 傾 皿 状
困鼻 8片,陶磁
1片

SK-572不
明

D7e3 N-9° 一E 楕 円 形 外 傾 皿 状 人  為 SK-580不
明

D7e2 N-15° 一M/ 楕 円 形 07 外 傾 皿 状

③第 3号墓墳群 [SX-5](第 202図 )

調査区の中央部,D6gO区 を中心に確認されている。ローム面を削り取 り,窪地にした区域に

第169・ 493・ 621・ 626・ 634・ 867～873号土墳が掘り込まれている。本跡は,出土遺物等から15

世紀後半から16世紀前半の墓域と思われる。

第 3号墓墳群出土遺物観察表

図版番 器 種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第203図

1

内 耳 鍋

土師質土器

A[31_0]

B(53)
口縁部片。器肉は厚い。日縁部

は横方向につまみ出されてい

る。

口縁部内・外面横ナデ。 砂粒

黒褐色

普通

5%   P328
ススが付着。

覆土。

皿

土師質土器

A[101]

B 29
C 40

口縁部一部欠損。平底で突出ぎ

み。体部,国縁部は直線的に外
傾して立ち上がる。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒

にぶい黄褐色

普通

50%   P221
板目状圧痕。第

621号土墳覆土。

版

号

図

番
器  種 石   質

法 量

出 土 地 点 備 考長 さ (cln) 幅 (cln) 厚 さ (cln) 重量 lg)

3 石 皿 砂 岩 520.1 覆土 Q42
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⑮

C

土層解説

ローム粒子少量,黒色粒子微量
ローム粒子少量

ローム粒子中量,黒色粒子極微重

黒色粒子微量

ローム粒子中量,黒色プロック少量

ローム粒子少量,暴色粒子微量
0              4m
l     l

第 3号墓壌群

1黒 褐 色
2黒 褐 色
3暗 褐 色
4褐  色
5褐  色
6灰 褐 色

~32.Om

第202図 第 3号墓壌群実測図
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0             1ocm

第203図 第 3号墓城群出土遺物実測図

壊

号

土

番
位 置

長径方向

(長軸方向)
平 面 形

規 模
壁  面 底 面 覆 土 出土遺 物

備  考
古→新

版

号

図

番長径(m) 霊径 (m) 深さ(cm)

D6f9 N-15° 一W 楕 円 形 [1.2] 外 傾 平  坦 人  為
SK-621,
A7∩不 明

202

D6gO N-79° 一E 不 定 形 緩 傾 皿 状 自 然 内耳 3片
SK-871不
明

D6fe N-28° 一W 構 円 形 15 [1 緩 傾 皿 状 人 為 土師質 1片
SK-169不
明

D6fO N-15° 一E 楕 円 形 13 [08] 緩 傾 皿 状 SK-634不
明

D6fO N-0° 不 定 形 [18] 緩 傾 皿 状 人 為
SK-626不
明

867 D6fe N-73° ―E 隅丸長方形 [08] 緩 傾 皿 状 自 然
土Hll賃 1片,内
耳 4片

SK-873不
明

D6f9 N-71° 一w 楕 円 形 15 13 緩 傾 皿  状 自 然

869 D7fI N-37° 一部r 楕 円 形 外 傾 llll状

D6f9 N-0° 橋  円 形 [12] 綬 傾 皿 状 人 為
SK-169,
871不明

D6g。 N-40° 一ヽ V 楕  円 形 [16] 13 綬 傾 凹  凸 SK-493,
871不明

D6fO N-27°一M「 楕  円 形 [10] 外 傾 皿 状 人  為 SK-867不
明

D6fO N-40° 一w 円 形 12 外 傾 皿  状

鬱)溝

第19号溝 (第204図 )

位置 調査区の中央部,D6h7

重複関係 本跡は,第 5号堀,

D6h3・ D6i3区で確認されている。

第624号土坑と重複しているが,新旧関係は不明である。
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規模 と形状 南西か ら北東へ13m

程弧状に延びており,上幅0.6～ 0。 9

m,下幅0.2～ 0.4m,深 さ30cmで ,

断面形は「w」 状を呈している。底

面は,平坦である。

方向 N-36°一E

覆土 人為堆積。

遺物 覆土から内耳鍋の細片が出土している。

所見 本跡の時期や性格は,不明である。

第14号溝 (第205図 )

位置 調査区の北西部,C5fO・ C5gO区で確

認されてセゝる。

重複関係 本跡は,第10号清に掘り込まれ

ている。

規模と形状 南から北へ3.2m程直線的に

延びており,上幅0,7m,下幅0.4m,深 さ

8 cmで,断面形は 叱拘 状を呈している。

底面は,平坦である。

方向 N-2°一W

覆上 自然堆積。

所見 本跡は,第10号溝との重複から奈良
。平安時代,あるいはそれ以前のものと思

われるが,出土遺物がなく,時期を特定す

ることはできない。

0         1m

一第204図 第13号薄断面図

北。。

SO-13 土層解説
1 黒 褐 色 ローム粒子少量
2 にぶい褐色  ローム粒子中量
3 橙   色 ローム粒子多量,暴色粒子・

コームブロック少量

5D14 土層解説
1 黒 褐 色 ローム粒子少量
2 褐  色 砂粒少量,ス コリア粒子微量

0               2m

ご
一

④

第205図 第14号溝実測図

第17号溝 (第206図 )

位置 調査区の北東部,C7el・ C7e2・ C7fl・ C7f2区で確認されている。

重複関係 本跡は,第 2号掘立柱建物跡と重複しているが,新旧関係は不明である。

規模と形状 南から北へ4.2m程直線的に延びており,上幅1.lm,下幅0.4～0.5m,深 さ14cmで ,

断面形は「Ψ」状を呈している。また,西部は二段に掘り込まれている。底面は,平坦である。
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方向 N-2° 一E

覆土 ロームブロックをかなり多く

含んでおり,人為堆積である。

遺物 覆土から土師器の甕の細片や

須恵器の不の細片が出土 している

が,遺構内に混入したものと思われ

る。

所見 本跡の時期や性格は,不明で

ある。

A32■m      ―

七
④

SD-17 土層解説
1 暗 褐 色 ローム粒子少量,ス コリア粒子極少量
2 暗 褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム中ノロック少

量,礫極少量

0               2m

第20G図 第17号溝実測図

第19号溝 (第207図 )

位置 調査区の北東部,C7d2・ C7e2・ C7f2区で確認されている。

規模と形状 南から北へ5。 3m直線的に延びており,上幅1.Om,下幅0.3～0.9m,深 さ14cmで ,
断面形は「υ」状を呈している。底面は,平坦である。

方向 N-2°一E

覆土 自然堆積。

遺物 覆土から土師器と須恵器合わせて 2片が出上している。 1の須恵器の邪蓋片は,底面から

の出上である。

所見 本跡からの出土遺物は少なく,本跡の時期を特定することはできない。

―-262-―



Ｂ
一± 2

SD-19 土層解説
1 暗 褐 色  ローム粒子少量 ,ロ ーム小プロック・スコリア極少量
2 褐  色  ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック少量

0              2m

―――
|IF,12

第207図 第19号濤・ 出土遺物実測図

第19号溝出土遺物観察表

第22号溝 (第208図 )

位置 調査区の北東部,C7e2・ C7e3・ C7e4・ C7d3・ C7d4区で確認されている。

重複関係 本跡の西部は,第229号土坑に掘り込まれている。また,第275号土坑とも重複してい

るが,新旧関係は不明である。

規模と形状 東から西へ5。 6m直線的に延びており,上幅1.2m,下幅1.Clm,深さ30cmで,断面

形は「V」 状を呈している。底面は,平坦である。

方向 N-7ば―E

覆土 ローム粒子や黒色ブロックを含んでいることから人為堆積である。

所見 本跡は,重複関係から中世以前の遺構であると思われるが,出土遺物がなく,時期を特定

することはできない。

図版番号 器 種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第207図

1

蓋

須 恵 器

A[100]
B(19)
F[34]
G O.7

天丼部,日縁部片。偏平なつま

みが付く。

天丼部回転ヘラ削り調整。 長石

灰黄色

普通

20%   P281
北寄り底面。
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A32.6m

SD-22 土層解競
1 黒 褐 色 ローム粒子中量,黒色 ブロック・

ロームブロック微量

2 褐  色 ローム粒子少量

0              2m

第208図  第22号溝実測図

第23号溝 (第209図 )

位置 調査区の北部,C6cO・ C6dO区で確認されている。

重複関係 本跡は,第14号方形竪穴

状遺構,第 2号掘立柱建物跡と重複

しているが,新旧関係は不明である。

規模 と形状 南西から北東へ2.9m

直線的に延びており,上幅0.8m,

下幅0.6m,深 さ14cmで,断面形 は

「w」 状を呈している。底面は,平

坦である。

方向 N-77°一E

覆上 自然堆積。

所見 本跡は出土遺物がなく,新旧

関係が不明であり,時期や性格を特

定することはできない。

ギ⑬
A3お m      一

ーB

ー
SD-23 土層解説
1 黒 褐 色 ローム粒子微量
2 褐  色 黒色粒子少量

第209図  第23号溝実測図
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第27号溝 (第210図 )

位置 調査区の北東部,B

7区で確認されている。

規模 と形状 東か ら西へ

17.3m程直線的に延びて

おり,上幅0.4～ 4.3m,下

幅0.2～ 0.8m,深 さ25clnで ,

断面形は「Ψ也状を呈して

いる。底面は,平坦である。

方向 N-85° 一E

覆上 自然堆積。

遺物 覆土から土師器の細

片や須恵器の細片,陶磁器

の細片が少量出上してい

る。

所見 本跡の出土遺物は流

れ込みであり,時期を特定

することはできない。

C

一

SD-27 上層解説
A l黒  色

2褐  色
B l黒  色
2黒 褐 色
3暴 褐 色

C l黒 褐 色

2黒  色

ローム粒子微量,ローム小ブロッ

ク極微量

黒色粒子少量

ローム粒子微量,炭化粒子極微量
ローム粒子少量

ローム粒子少量,ロ ーム小プロッ

ク極微量

ローム粒子少量

黒色粒子少量

棉

0               2m

第210図 第27号滞実測図
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第28号溝 (第211図 )

位置 調査区の北部,B7cs・ B7d5区で確認されている。

重複関係 本跡の南端は,第 1号堀に掘り込まれている。

規模と形状 南から北へ2.7m直線的に延びており,上幅0,9m,下幅0。 3m,深さ25clnで,断面

形は「w」 状を呈している。底面は,平坦である。

方向 N-14°一W

覆上 自然堆積。

所見 本跡は,重複関係から15世紀後半から16世紀前半の館跡が構築される前の遺構と思われる

が,出土遺物がなく,時期を特定できない。

SDl

第211図 第28号溝実測図

SD-28 土層解説
1 黒 褐 色 ローム粒子微量,炭化粒子極微量
2 黒 褐 色 ローム粒子微量
3 暗 褐 色 ローム粒子少量

0               2m

第29号清 (第212図 )

位置 調査区の北東端,A8e5～A8gェ 区で確認されている。

規模と形状 北西から南東へ直線的に27m程延びている。上幅1.Om,下幅0.2m,深さ36cmで ,

北東部は二段掘り込みを呈しており,断面形は「v」 状を呈している。底面は,わずかな凹凸が

見られる。

方向 N-7ず―W

覆土 自然堆積。

所見 本跡は全容は不明で,出土遺物がないことから時期や性格は不明である。

第 2号溝 くH区〉(付図 1)

位置 調査区の南西部,G4・ G5区で確認されている。

重複関係 G4d8区で,第 1号溝 〈H区〉を掘り込んでいる。

規模と形状 全長70m程で,上幅0.5～1.Om,下幅0。 2～0.5m,深 さ10cm前後で,断面形は「u」
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よ

い

Ｂ
一

A
―-322m                  ・

0            2m

SO‐29 土層解説
I 黒  色 黒色粒子多量;コ ーム粒子徽量
2 暴 掲 色 ローム粒子少量,黒色粒子極少量,ス コーリア粒子微量 ,

コーム小プロッタ種搬重

3 働暗褐色 ローム粒子・ スコリア粒子種少量

■
お

0             5m

第212図  第29号溝実測図
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状を呈している。底面は,平坦である。

方向 G4f5か らG519区 まで,東方向 (N-6ず ―E)へ若干蛇行しながら延びている。

覆上 自然堆積。

遺物 覆土から須恵器の甑底部の細片や縄文式上器の細片が 5片程出上している。
所見 重複関係から8世紀以降に構築された遺構と思われるが,時期は特定できない。

僧)井戸

第18号井戸 (付図 1)

位置 調査区の北部,B巧 1区で確認されている。

重複関係 本跡は第 1号堀と重複しているが,新旧関係は不明である。
規模と形状 掘 り方は,上面が径2.4mの 円形を呈し,確認面から0.6mの深さまで急傾斜を呈
する。

覆土 調査中に断面が崩落してしまい不明である。

所見 本跡は,位置等から中世のものと思われる。

は)地下式墳

第 5号地下式壌 [SK 170](第 213図 )

位置 調査区の中央部,D6i4区 を中心に確認されている。
重複関係 本跡の竪坑は,第 5号堀を掘 り込んでいる。
主軸方向 N-43°一E

竪坑 上面は,長軸2.4m,短軸1.5mの不定形を呈し,深さは,2.3mである。底面は長軸1.lm,
短軸0.7mの不整長方形を呈している。長軸方向はN-29°一Wを指している。

主室 底面は,長軸2.4m,短軸1.9mの隅丸長方形を呈し,平坦である。確認面から主室底面ま
での深さは,2.5mである。長軸方向はN-4ざ―Wを指している。

壁 竪坑は,ほば垂直に立ち上がっている。主室は,胴張りを呈している。
覆土 ロームブロックやローム粒子を含む褐色上の層が多いことから竪坑側から人為的に土砂を
投げ入れたものと思われる。

所見 本跡は,第 5号堀との重複関係から,堀が埋没した跡に掘られたものと思われるが,時期
は不明である。

第22号地下式壌 [SK 575](第 214図 )

位置 調査区の中央部,D7e3区 を中心に第 2号墓墳群 (SX-4)内に確認されている。
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A

ヘ
A_32.2m

5号地下式犠 土層解説
暗 褐 色 ローム粒子少量
黒 褐 色 ローム粒子・ ローム小プロック少量
黒 褐 色 黒色粒子中量,ロ ーム粒子少量
黒 褐 色 黒色粒子中量,ロ ーム粒子・砂質粘土少量
褐  色 ローム粒子多量,ス コリア粒子少量
暗 掲 色 ローム粒子中量,黒色粒子少量
暗 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム小プロック極少量
黒 褐 色 黒色粒子中量,ロ ーム粒子少量
暗 褐 色 ローム粒子多量,ロ ーム小ブロック少量,

色粒子極少量

暗 褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック少量,
粒子極少量

0              2m

黒 褐 色 黒色粒子中量,コ ーム粒子少量
黒 褐 色 黒色粒子多量,ロ ーム粒子少量
暗 褐 色 ローム粒子中量,黒tldf少量
黒 褐 色 黒色泣子中量,ロ ーム粒子少量
暗 褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム小プロック・黒色粒子少量 ,

パミス粒子極少量

黒 褐 色 黒色粒子中量,ロ ーム粒子極少量
黒 褐 色 ローム粒子・黒色粒子少量
暗 褐 色 ローム粒子中量,黒色粒子極少量スコリア粒子・黒

パ ミス粒子・ 黒色

第213図 第 5号地下式境実測図

重複関係 本跡は,第580・ 601号土坑と重複しているが,新旧関係は不明である。

主軸方向 N-3ポ ーW

竪坑 上面は,長径1.5m,短径0.8mの半楕円形を呈し,深さは,1.Omで ある。底面は長径0.7

m,短径0.6mの半楕円形を呈している。長径方向はN-34°一Wを指している。

主室 底面は,長軸1.8m,短軸1.3mの隅丸長方形を呈し,ほぼ平坦である。確認面から主室底

面までの深さは,1.4mである。長軸方向はN-5♂―Eを指している。

壁 竪坑は,確認面から深さ80cmま で垂直に下り,そ こで若干の平場を持ち,さ らに傾斜して主
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室底面に至る。主室は,胴張りを呈している。

覆土 ローム土やロームプロック等の不自然な堆積をしており,人為堆積である。
遺物 覆土中層から内耳鍋の細片をはじめ,混入と思われる須恵器の邦片が出土している。
所見 本跡は,出土遺物等から中世のものと思われる。

A32.6m

第22号地下式墳

1褐  色
2褐  色

3褐  色

4 にぶい褐色

5 にぶい褐色

6褐  色

7褐

8褐

9褐

10 にぶい帽色

11 にぶい褐色

土層解説

ローム粒子少量

ロームブロック・ローム粒

子少量,黒色粒子極微量
ロームプロック中量,黒
色粒子極微量

パ ミス粒子中量,パ ミス
プロック少量

ローム粒子中量,ロ ーム

プロック微量

ローム粒子中量,ロ ーム

プロック・パミス粒子少

量,黒色粒子微量
黒色粒子中量,黒色ブロ

ック・ ロームブロック少

量,礫極微量
ローム粒子少量,ロ ーム

プロック・暴色粒子微量

パミス粒子・黒色粒子・

ローム粒子中量,黒色ブ
ロック微量

パミス粒子少量,ロ ーム

ブロック微量

パミスプロック少量

色

　

色

0              2m

第214図 第22号地下式壊実測図

第23号地下式壌 [SK-581](第 215図 )

位置 調査区の北東部,C7f7区 を中心に確認されている。
重複関係 本跡の主室は,第 5・ 6号堀を掘り込んでいる。
主軸方向 N-1グ ーw

竪坑 上面は,長径3.lm,短径2.lmの半楕円形を呈し,深さは,2.2mである。底面は長軸0。 9
m,短軸0.5mの長方形を呈している。長径方向はN-12°一Wを指している。
主室 底面は,長軸3.Om,短軸1.9mの隅丸長方形を呈し,平坦である。確認面から主室底面ま
での深さは,2.2mである。長軸方向はN-77°一Eを指している。

壁 竪坑は南部から主室底面に向かって,階段状に掘られている。主室は,西壁がオーバーハン
グしているのに対し,他の壁はほぼ垂直に立ち上がっている。

覆土 覆土最下層は天丼部の崩落層と思われる。全体的に土砂がブロック状に堆積しており,人
為堆積である。
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所見 本跡は,堀との重複関係から第Ⅳ期の館跡が廃絶された後に作られたものと思われる。

32.6m
A

第23号地下式壌 土層解説
1 褐   色 ローム粒子中量,黒色粒子・ コームブロック微量
2 にぶい褐色 ロームプロック少量,ス コリア粒子・黒色粒子微量
3 褐   色 ローム粒子少量,ロ ームブロック微量,黒色粒子極微量
4 にぶい褐色 ロームプロック中量,黒色粒子極微量
5 褐   色 ローム粒子中量,黒色粒子少量,ロ ームプロック微量
6 灰 褐 色 ローム粒子中量,ロ ームプロック微量,黒色粒子極微量
7 鼻 褐 色 ローム粒子中量,黒色粒子少量,黒色プロック・ ロームプ

ロック極微量

8褐  色

9 にぶい褐色
10灰 褐 色
n褐  色
12褐  色
13黒 褐 色

ローム粒子少量 ,

量

ロームプロック・

ローム粒子中量,

ローム粒子少量,

黒色粒子極微量

ローム粒子中量,

0              2血

スコリアプロック・ ロームブロック極微

黒色粒子極微量

黒色粒子微量,ロ ームプロック極微量

黒色粒子極微量

コームプロック・黒色粒子少量

第215図 第23号地下式境実測図

第27号地下式壌 [SK 640](第173図 )

位置 調査区の中央部,D7cl区 を中心に確認されている。

重複関係 本跡の北コーナー部は,第644号土坑を,南東壁は第630号土坑を掘り込んでいる。ま

―-271-―



た,第26号地下式墳 との新旧関係は不明である。

主軸方向 N-4ば ―E

竪坑 上面は,長径1.3m,短径1.lmの半楕円形を呈し,深さは,1.3mである。底面は長軸1.2
m,短軸0.5mの不定形を呈している。長径方向はN-4ざ―Wを指している。
主室 底面は,長軸2.3m,短軸1.7mの隅丸長方形を呈し,平坦である。確認面から主室底面ま
での深さは,1.3mである。

壁 竪坑は北東部から主室底面に向かって,階段状に掘られている。主室は,ほぼ垂直に立ち上
がつている。長軸方向はN-5ば―Wを指している。

覆土 ロームブロック等をかなり多く含んでおり,竪坑側から人為的に上砂を投げ入れたと思わ
れる。

遺物 覆土中層から内耳鍋の細片が少量出土している。
所見 本跡は,出土遺物等から中世のものと思われる。

6)小竪穴状遺構

第16号小竪穴状遺構 [SK 477](第216図 )

位置 調査区の北東部中央寄り,D7ap区を中心に確認されている。
規模と平面形 長軸2.lm,短軸1.8mの隅丸長方形を呈している。
主軸方向 N-26°一W

出入口部 南東壁の中央から東コーナー寄りの壁外に張り出している。平面形は半楕円形を呈し,
第16号小堅穴状遺構 上層解説
1 暗 褐 色 ローム粒子少量,パ ミス粒子・炭化粒子微量
2 暗 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム小ブロック微量,

スコリア粒子極微量

3 暗 褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム中プロック・黒色
粒子少量,炭化粒子極微量

4 暗 褐 色 ローム粒子・ ローム中ブロック・黒色粒子
少量,炭化粒子微量

5 黒 橿 色 黒色粒子少量,ロ ーム粒子微量,炭化粒子
極微量

6 暗 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム小プロック微量
7 黒 褐 色 黒色粒子中量,ロ ーム粒子微量

A 32.Om

0              2m

第216図 第16号珂ヽ竪穴状遺構・ 出土遣物実測図
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規模は長径0.6m,短径0.4mである。

壁 壁高は40cmで,ほぼ垂直に立ち上がっている。

床 わずかな窪みがある。

ピット 2か所 (Pl,P2)検出されている。Plは径30cmの 円形を呈し,深さ30飩である。P2は

径50帥の円形を呈し,深さ40cmで, どちらも柱穴と思われる。

覆上 自然堆積。

遺物 床面から古銭 1枚が出土している。その他,流入と思われる須恵器の郷片が出土している。

所見 本跡は,出土遺物等から中世のものと思われる。

第16号小竪穴状遺構出土遺物観察表

第28号小竪穴状遺構 [SK 604](第217図 )

位置 調査区の北部中央寄り,D7al区を中心に確認されている。

規模 と平面形 長軸3.6m,短軸1.8mの隅丸長方形を呈している。欺
』

A

=全-32.2m
＼

第28号小堅穴状遺構 土層解説
1 暗 褐 色  ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック・

黒色粒子少量,炭化粒子極微量

2 褐   色 ローム粒子中量,ロ ームガヽプロック
少量,ス コリア粒子・ 炭化粒子微量

3 黒 褐 色 ローム粒子・黒色粒子少量 ,ス コリ
ア粒子微量

4 褐   色 ローム粒子中量,ロ ーム中ブロック
少量,パ ミス粒子微量

5 暗 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム小プロック
微量,炭化粒子極微量

6 褐   色 ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック
・ 黒色粒子少量 ,ス コリア粒子微量

7 暗 褐 色 ローム粒子 。ローム小 ブロ ック微
量,ス コリア粒子極微量

8 暗 褐 色 ローム粒子 。ローム小 プロック少
量,ス コリア粒子極微量

9 明 褐 色 ローム粒子多量,パ ミス粒子少量
10 暗 褐 色 ローム粒子少量,ス コリア粒子極微

量

11 暗 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム小プロック

微量

12 褐   色  ローム粒子中量,ロ ームガヽ ブロック
少量

13 褐   色  ローム粒子中量,ロ ーム中プロック
少量,ス コリア粒子極微量

14 暗 褐 色 ローム粒子少量 ,ロ ーム小プロック・

炭化粒子微量

0              2m

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第216図

1

不

須 恵  器

Ｂ

Ｃ

似 0)

[90]

底部,体部片。平底。体部は外

傾する。

体部内・外面積ナデ。底部回転

ヘラ切り。

石

色

通

長

灰

普

Ｐ％

土

１０

覆

第217図 第28号珂ヽ竪穴状遺構実測図
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主軸方向 N-1♂ ―W

出入口部 南壁外に張り出している。平面形は隅丸長方形を呈しており,床面に向かって緩やか
に傾斜している。規模は長軸1.Om,短軸0.5mである。

壁 壁高は80cmで,緩やかに外傾して立ち上がっている。
床 平坦である。西壁側に楕円形の落ち込みが検出されている。
覆土 各層共ロームブロックを含んでおり,人為堆積である。
所見 本跡は,遺構の形態等から中世のものと思われる。

第32号小竪穴状遺構 [SK-635](第218図 )

位置 調査区の中央部,D6g7区を中心に確認されている。
規模と平面形 長軸3.lm,短軸1.5mの隅丸長方形を呈している。
主軸方向 N-6°一W

出入口部 北壁の中央から北東コーナー寄りの壁外に張り出している。平面形は半楕円形を呈し
ており,床面に向かって緩やかに傾斜している。規模は長径0。 8m,短径0.6mである。

壁 壁高は50cmで,緩やかに外傾して立ち上がっている。
床 平坦。

覆土 人為堆積。

所見 本跡は,遺構の形態等から中世のものと思われる。

第32号小堅穴状遺構 上層解説
1 暗 褐 色 ローム粒子少量,黒色粒子・

ロームイヽブロック極少量,ロ
ーム中ブロック・ スコリア粒

子微量,炭化粒子極微量
2 明 褐 色 ローム粒子多量

B-32.4m

0              2m

肖

担

第218図 第32号珂ヽ竪穴状遺構実測図
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第37号小竪穴状遺構 [SK 658](第 219図 )

位置 調査区の北部中央寄り,C712区 を中心に確認されている。

重複関係 本跡の北東コーナー部は,第460号土坑と重複しているが,新旧関係は不明である。

規模と平面形 長軸2.3m,短軸2.Omの隅丸長方形を呈している。

主軸方向 N-0°

出入口部 南壁の中央から南東コーナー寄りの壁外に張り出している。平面形は隅丸長方形を呈

しており,床面に向かって階段状に掘られている。規模は長軸0.8m,短軸0.7mで ある。

壁 壁高は100cmで,西壁はオーバーハングしている。他の壁は,ほば垂直に立ち上がっている。

床 平坦。

ビット 2か所 (Pl,P?)検 出されている。Pl,P2と も長径35cm,短径25cmの楕円形を呈し,

深さ30cmで ,柱穴と思われる。

覆土 ロームブロックがかなり多く含まれ,不自然な堆積をしており,人為堆積である。

遺物 覆土から内耳鍋の細片や混入と思われる須恵器片,土師器片が出上している。

第37号小堅穴状遺構 土層解説
1 暗 褐 色 ローム粒子中量,炭化粒子少

量

2 暗 褐 色 ローム粒子中量 ,ロ ーム小ブ
ロック・ 炭化粒子微量

3 暗 褐 色 ローム粒子 。炭化粒子中量
4 黒 褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム小ブ

ロック・ 炭化粒子微量,ロ ー

ム中ブロック・礫極微量

5 褐  色 黒色粒子・ ローム小プロック
中量,炭化物 と炭化粒子・パ

ミス少量,ロ ーム中プロック

極微量

6

7

8

暗 褐 色 ローム粒子 。炭化物少量,パ
ミス旭ヽブロック微量

褐  色 ロームイヽプロック・黒色粒子
中量,炭化粒子微量

褐  色 ロームガヽ ブロック多量,黒色
粒子中量,パ ミス漸移層小ブ
ロック少量,炭化粒子微量

褐  色 黒色粒子中量,ロ ーム小ブロ

ック少量,パ ミス漸移層小ブ
ロック・ 炭化粒子微量

o              2m

口
|

第219図 第37号小竪穴状遺構実測図

第39号小竪穴状遺構 [SK 664](第220図 )

位置 調査区の北東部,C7h8区を中心に確認されている。

重複関係 本跡の出入口部は,第530号土坑と重複しているが,

規模と平面形 長軸2.5m,短軸2.2mの長方形を呈している。

A32.2m

―-275-
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主軸方向 N-29° 一W

出入口部 耳ヒ西壁の中央から北

コーナー寄りの壁外に張り出して

いる。平面形は半楕円形を呈して

いる。規模は長径1.3m,短径1.0

mである。

壁 壁高は■Ocmで,西,北 コー

ナー部でオーバーハングが見られ

る以外は,垂直に立ち上がってい

る。

床 平坦。

ピッ ト 3か 所 (Pl～P3)検 出

されている。Plは径24前の円形

を呈 し,深 さ20cmで ある。P2は

長径50cm,短径33cmの楕円形を呈

し,深 さ25cmで ある。Psは 径23

cmの円形を呈し,深さ35cmである。

P2,P3は,柱穴 と思われ る。Pl

は,性格不明である。

A

A
-32.6m

0               2m

第220図 第39号珂ヽ竪穴状遺構実測図

覆土 ローム粒子やロームブロックを含んでおり,人為堆積である。
所見 本跡は,遺構の形態等から中世のものと思われる。
第 1号小竪穴状遺構出土遺物観察表

図版番号 器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考
第230図

1

内 耳 鍋

土師質土器

A[294]
B(79)

体部,日縁部片。体部は内彎ぎ
みに外上方に立ち上がり,日縁
部でやや外反する。

口縁部,体部内・外面横ナデ。 長石・石英
にぶい軽色

普通

5%  P157
ススが付着。

覆上。

版

号

図

番
器   種 石  質

法 量

出 土 地 点 備 考長 さ (cln) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 事量lg)

3 砥   石 凝 灰 岩 11 覆土。 Q9

第52号小竪穴状遺構出土遺物観察表

図版番号 器 種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考
第230図

2

香   炉

瓦質 土器

A[160]

B(35)
体部片。体部は直線的に外傾す

る。

体部内・外面横ナデ。体部上位

に菊花の押印文。 色
眺
鶏
財

Ｐ％

土

５

覆
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ど全生32.4m

口
|

口
|

B

第 1号 Jヽ堅穴状遺構 上層解説
1 暗 褐 色 ローム粒子少量 ,ロ ーム小プロック極少量
2 暗 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム小ブロック・ パ ミス

粒子微量,炭化粒子極微量
3 黒 褐 色 ローム粒子極少量,ロ ーム小プロック・ パ ミ

ス粒子微量

第52号小竪穴

第6号小竪穴

第221図 第 1・ 5・ 6号 Jヽ竪穴状遺構実測図

第 5号 Jヽ竪穴

第 3号小堅穴状遣構 土層解説
1 黒  色 黒色粒子多量,ローム粒子極少量
2 黒 褐 色 ローム粒子・黒色粒子中量,砂質粘土少量
3 暴 褐 色 黒色粒子多量,砂質粘土少量,ロ ーム粒子極少量
4 灰 褐 色 ローム粒子中量,砂・黒色粒子少量

第 6号小堅穴状逸構 上層解説
1 暗 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム小プロック・スコリア粒子・ 炭化物極少量
2 暗 褐 色 ローム粒子少量,コーム小ブロック・炭化粒子極少量
3 暗 褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム小プロック少量,ス コリア粒子・炭化粒子

極少量

4 暗 褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム中ブロック・ ローム小プロック・スコリア
小ブロック少量,黒色粒子極少量

5 黒 褐 色 ローム粒子・黒色粒子少量,ロ ーム小プロック極少量
6 暗 褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム小プロック・黒色粒子極少量
7 黒 褐 色 ローム粒子・スコリア小ブロック・黒色粒子少量
8 褐  色 ローム粒子中量,ロ ームイヽプロック少量,ス コリアイヽプロック・炭

化粒子・黒色粒子極少量

9 褐  色 ローム粒子中量,炭化粒子・ スコリア粒子極少量

o               2m
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③

al

A 32.6m

口
|

第12号小竪穴

生 3缶Om 7     _

第15号小竪穴 第17号小竪穴

第222図 第 12・ 14・ 15・ 17号 珂ヽ竪穴状遺構実測図

引   。
|

A_330m             
一

第14号小竪穴

第12号小堅穴状遺構 土層解説
1 黒  色 ローム粒子少量,黒色粒子

極微量

2 黒 褐 色 ローム粒子少量,ロームプ
ロック・黒色プロック微量

3 褐 色  ローム粒子中量,黒色プロ
ック極微量

第14号小堅穴状遺構 上層解説
1 暗 褐 色 黒色粒子少量 ,ロ ーム粒子・

ローム小プロック極少量 ,

スコリア粒子微量,炭化油
子極微量

第16号小堅穴状遺構 土層解説
1 黒 褐 色 黒色粒子少量,ロ ーム粒子

極少量 ,ス コリア粒子微量 ,

ロームイヽプロック極微量

2 暗 褐 色  ローム粒子少量,ロ ーム小
プロ ック・暴色粒 子極 少

量,ス コリア粒子微量

0               2m

|

SK3231

I

1

1

1

1

A

B

B

/

A

B
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第19号小竪穴

第19・ 20・ 21号小竪穴

第28号小竪穴

第 223図 第 19・ 20・ 21・ 26号 珂ヽ竪穴状遺構実測図

E

口
|

第19・ 20。 21号小堅穴状遺構 土層解説
1 暗 褐 色 ローム粒子中量
2 暗 褐 色 ローム粒子少量,ス コリア粒子微量
3 暗 褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック

少量,ロ ーム中プロック微量,炭化
粒子極微量

4 掲  色 ローム粒子中量,ロ ーム小プロック
少量,炭化粒子極微量

5 暗 褐 色 ローム粒子中量,ローム中。小プロッ
ク少量,炭化材微量

6 暗 褐 色 ローム粒子少量
7 褐  色 ローム粒子中量

第26号小堅穴状遺構 上層解説
1 黒   色 ローム粒子微量
2 黒 褐 色 ローム粒子中量
3 黒 褐 色 ローム粒子極微量
4 暴 褐 色 ローム粒子少量
5 黒 褐 色 ローム粒子微量
6 褐   色 ローム粒子中量,黒色粒子微量
7 黒 褐 色 ローム粒子少量,黒色泣子微量,

8黒 褐 色
9黒 褐 色
10明 褐 色
11褐   色
12暗 褐 色
13褐  色

スコリア粒子極微量

ローム粒子微量

ロームブロック微畳

黒色粒子極微量

黒色粒子少量

ローム粒子中量 ,黒色粒子少量
黒色粒子微量 ,ス コリア粒子極微
量

14明 赤 褐 色 スコリア粒子多量,黒色粒子・パ
ミス粒子極微量

15 にぶい褐色 パミス粒子・ 黒色プロック微量
16 黒 褐 色 ロームプロック・ ローム粒子極微

量

17 褐   色 ロームブロック少量,黒色粒子微
量,パ ミスブロック極微量

0               2m

A
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-32.2m

B

第31号小竪穴

A~32.om

第29号小竪穴

第33号小竪穴

第 224図 第 29・ 31・ 33号小竪穴状遺構実測図

2褐  色

3暗 褐 色

4褐  色

5黒 褐 色

6 極暗褐色

第29号小竪穴状遺構 土層解説
1 褐  色 ロームプロック・ パ 笙ス粒子

少量,黒●粒子・パミスプロ

ック微量

第91号小堅穴状連路 土層解説
1 暗 褐 色 ローム粒子少量 ,ロ ーム小ブ

ロック微量,炭化粒子極微量
ローム粒子中量,ロ ーム小ブ
ロック少量,炭化壮子微量
ローム粒子 。ローム小プロッ

ク少量,炭化粒子臣微量
ローム粒子中量,ロ ーム小ブ
ロック・黒色粒子少量

ローム粒子少量,ロ ーム小プ
ロック微量

ローム粒子少量,ロ ーム小ブ
ロック・黒色粒子微量

第33号小堅穴状it4 土層解説
1 褐  色 ローム大・小 プロック・ 黒色

粒子極微量

0               2m
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第35号小竪穴

式 箇
|

第34号小堅穴状遺機 上層解説
1 褐  色 ローム粒子中量,ス コリア小

プロック微量,炭化粒子極微量

2 褐  色 ローム粒子中量,ロ ーム小プ
ロック極少量,炭化粒子微量

3 暗 褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム小ノ
ロック・炭化材微量,パミス

粒子極微量

4 暗 褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム小ブ
ロック少量,炭化粒子極微量

5 暗 褐 色 ローム粒子・ コーム小プロッ
ク少量,黒色粒子極少量,炭
化粒子極微量

6 暗 褐 色 ローム粒子・ ローム中プロッ
ク・黒色粒子少量

o               2m

第43号小竪穴

第225図 第 34・ 35号小竪穴状遺構実測図
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第38号小竪穴

第38号小堅穴状遺構 土層解説
1 暗 褐 色 ローム粒子少量,黒色粒子微量
2 極暗褐色 黒色粒子中量。ローム粒子極少

量,ロ ーム小プロック微量

明 褐 色 ローム粒子多量 ,ロ ームだヽ プロ
ック少量

暗 掲 色  ローム粒子中量,ロ ーム小 プロ
ック・黒色粒子少量,ス コリア
粒子極微量

暗 褐 色 ローム粒子 中量,黒色 粒 子 少
量,ス コリア粒子極少量

黒 褐 色 黒色粒子多量,ロ ーム粒 子 微

量,ス コリア粒子極微量
暗 褐 色  ローム粒子中量,ロ ームガヽ ブロ

ック・黒色粒子少量

黒 褐 色 黒色粒子中量,ローム粒子極少
量

9 黒 褐 色 黒色粒子中量,ロ ーム粒子極微
量

10 褐  色 ローム粒子・黒色粒子中量
11暗 褐 色 ローム粒子中量,黒色粒子少

畳,ス コリア粒子極少量
12暗 褐 色 ローム粒子中量,黒色粒子少

量,ス コリア粒子極少量
13 黒 褐 色 ローム粒子・黒色粒子少量,ス

コリア粒子極少量

暗 褐 色 ローム粒子中量,黒色粒子少
量,ス コリア粒子微量

暗 褐 色 ローム粒子中量,パ ミス粒子極
微量

第40号 1埋穴状遺構 土層解説
1 褐  色 ローム粒子中量,炭化粒子少

量

褐  色 ローム粒子・炭化泣子混合少
量,炭化物微量

褐  色 ローム粒子多量,炭化粒子微
量,焼上粒子極微量

黄 褐 色 ローム粒子・黒褐色粒子少
量,焼土粒子・炭化粒手匝微量

褐  色 ローム粒子多量,ローム小ブ
ロック少量,焼土小プロック・

炭化粒子極微量

0              2m

A
-32.4m

口
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第40号小竪穴

第 226図 第 38・ 40号小竪穴状遣構実測図
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第43号小堅穴状遺構 上層解説
1 褐  色  ローム粒子多量,ス コリア粒子

健

2 褐  色  ローム粒子中量,黒色粒子極少
量,炭化粒子極微量

3 褐  色  ローム粒子中量,ローム小プロ

ック少量,ス コリア粒子・ 黒色

粒子極少量,炭化材極微量
4 褐  色  ローム粒子中量,ロームガヽ プロ

ック少量,炭化粒子極微量
5 暗 褐 色 ローム粒子少量 ,コ ーム小 プロ

ック・黒色粒子極少量,炭化粒
子極微量

7

8

褐  色

褐  色
褐  色

ローム粒子中量,ロームガヽプロ

ック少量,黒色粒子極少量
ローム粒子多量,黒色粒子微重
ローム粒子中量,ローム中プロ

ック少量,黒色粒子極少量
ローム粒子・黒色粒子少量

ローム粒子多量 (ハードローム)

色

色

褐

褐

暗

明

９

Ю

第43号小竪穴

A
- 32.Cm

第44号 Jヽ竪穴

第227図 第 43・ 44号小竪穴状遺構実測図

第44号小堅穴状遣構 上層解説
1 褐  色 ローム粒子中量 ,

ロームイヽプロック

少量,黒色粒子微
量

2 褐  色 ローム粒子中量 ,
ロームガヽブロック

少量,黒色粒子・ス

コリア粒子極微量

3 暗 褐 色 ローム中ブロック
少量,ロ ーム小ノ

ロック極少量,黒
色粒子微量

4 暗 石 色 ローム粒子 。ロー
ム小ブロック微曇

5 暗 褐 色 ローム粒子少量,
ローム小プロック

・炭化粒子極少量

6 暗 褐 色 ローム粒子少量 ,
ロームイヽプロック

極少量,炭化粒子
微量

7 橙  色 パミス粒子多量 ,
ローム泣子少量

8 暗 褐 色 ローム粒子少量 ,
スコリア粒子微量

9 褐  色 ローム粒子中量 ,
ロームイヽプロック

微量

口
|

0               2m

第35号小竪穴

SK6S4
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第45号 Jヽ堅穴状遺構  上層解説
1 黒 褐 色 ローム中プロック・パ ヾス粒子少量 ,

ローム粒子極少量

第46・ 47号小堅穴状遺構 上層解説
1 黒 褐 色 ローム粒子少量
2 黒 褐 色 ローム粒子少量
3 黒 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム漸移層小ブロ

ック微量,ロ ームガヽプロック・ 炭化粒
子極微量

ローム粒子微量

ローム粒子少量

ローム粒子・ ローム小プロック多量

ローム粒子 。ロームガヽプロック多量

ローム粒子・ ローム小プロック多量 ,

炭化材・黒色粒子微量

9 黒 褐 色 ローム粒子多量,ロ ームをヽブロック・
黒色粒子中量

10 黒 褐 色 ローム粒子 。ローム小プロック中量 ,
黒色粒子微量

ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック・

炭化粒子微量

ローム粒子少量

ローム粒子・炭化粒子少量

ローム小プロック・炭化粒子少量,ロ
―ム粒子微量

黒 褐 色 ローム粒子中量,炭化粒子微量
暗 褐 色 黒色粒子少量

0              をm

4黒  色
5黒  色
6暗 褐 色
7黒 褐 色
8暗 褐 色

11黒 褐 色

12黒 褐 色
13暴 褐 色
14黒 褐 色

15

16

第48・ 47号小竪穴

第228図 第45。 46・ 47号可ヽ竪穴状遺構実測図

第45号小竪穴

A
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A

第49・ 50号小竪穴

第51号小竪穴

多

A 32.4m

第51・ 52号 Jヽ竪穴

第 229図 第 49・ 50・ 51

第6号小竪穴

第52号小竪穴

第49号小堅穴状逸構 土層解説
1 褐  色 ローム粒子中量,ロ ーム小プロック少量,黒色粒子極少量,

スコリア粒子微量

2 暗 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム小プロック微量,ス コリア粒子極微
量

3 暗 褐 色 ローム粒子・黒色粒子少量,ロ ーム小プロック極少量,ス コ

リア粒子微量

4 暗 褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム小プロック・黒色粒子少量,ス コリ
ア粒子極少量

5 褐  色 ローム粒子中量,黒色粒子極少量,ス コリア粒子微量
6 暴 褐 色 ローム泣子・黒色粒子少量,ロ ーム小プロック微量,ス コリ

ア粒子極微量

7 黒 褐 色 ローム粒子・ コーム小プロック・黒色粒子少量,ス コリア粒
子微量

8 暗 褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム小プロック・黒色粒子少量
9 黒 褐 色 黒色粒子中量,ロ ーム粒子少量,コ ーム小プロック微量
10 明 褐 色 ローム粒子多量,黒色粒子極微量

第51・ S2号小堅穴状遺構 土層解説
1 暗 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム小ブロウク極少量,ス コリア粒子・炭

化粒子微量

2 暗 褐 色 ローム粒子・ 黒色粒子少量,ロ ーム小ブロック極少量,ス コ

リア粒子微量

3 暗 褐 色 ローム粒子中量,黒色粒子極少量,ス コリア粒子微量
4 黒 褐 色 ローム粒子・黒色粒子少量,ロ ーム小プロック微量,ロ ーム

中プロック極微量

01

o              2m

SK22S

田
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・ 52号小竪穴状遺構実測図

-285-



第230図 第 1・ 52号小竪穴状遺構出土遺物実測図

第52号小竪穴状遣構出土遺物観察表

ゾ2
ゆ

版

号

図

番
器   種

法 量
特 徴 出 土 地 点 備 考日径(cm) 怒高(cm) 重量 lg)

4 鉄   鍋 [310] (283) 床面直上 2% 卜135

表 3 小竪穴状遺構―覧表

番 位  置
長径方向

(長軸方向)
平 面 形

規 模
壁面 床面 覆土 出 土 遺 物

考

新↓

備

古

図版

番号長径(m) 豆径(m) 深さ(cm)

1 C7h7 N-21° 一 Vヽ 隅丸長方形 垂直 平坦 人為
土師 1片,須恵 4片 ,
縄文 1片,内耳 9片

説二そ多曽柔麒
S乙正響:G明

2 B8h4 N-13°一W 隅丸長方形 15 外傾 皿状 自然
14C後～ 15C前
SK-121B不 明
〔SK-121A]

3 C6h9 N-11° 一MI 隅丸長方形 15 外傾 平 坦 人為
陶磁 1片,上師質 3
片,内耳 2片

15C後～16C前
6K-216〕

4 C7h2 N-6°一M「 隅丸長方形 垂直 凹凸 人為 富耳髪懲1浄TttB 〔SK-222〕
5 C619 N-18°一 Vヽ 丸

形帥方
不

長 外傾 平坦 自然
内耳 3片,上師質 4
片,陶磁 1片

本跡→SK-224B
〔SK-224A〕

6 C711 N-35°一E 隅丸長方形 17 外傾 皿状 人為 内耳 1片
SK-232,861→ 本跡
〔SK-233〕

7 C7b3 N-23°一W 隅丸長方形 夕順 平坦 人為
本跡→SI-15
〔SK-260,

8 C6i6 N-5°一石パF 隅丸長方形 外傾 平坦 人為
内耳 15片,陶磁 2片 ,
須恵 1片

15C後～ 16C前
S恙
貢管:高弁
跡

9 D6b7 N-7°一E 隅丸長方形 外傾 皿状 自然
土師質 1片,内耳 1
片

15C中～後Sまと発杏
跡
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番 位  置
長径方向

(長軸方向 )
平 面 形

規 模
壁面 床面 覆 土 出 土 遺 物

考

新↓

備

古

図版

番号長径 (m) 豆径 (m) 深さ(cm)

C6es N-15°一ヽ V 隅丸長方形 18 外傾 平 坦 人為
SB-2→本跡
〔SK-332〕

11 C6dO N-74°―E 隅丸長方形 19 ク順 平 坦 人為
陶磁 2片,上師質 1
片

15c後～ 16c前
S亀
罠生姦奇
跡

C7c2 N-75° 一E 長 方 形 垂直 平坦 自然 土師質 1片
SK-281,328不 明
〔SK-349〕

N-80° 一E 隅丸長方形 17 外傾 平 坦 自然 〔SK-370〕

14 B7a7 N-83° 一ヽ Ar
丸

形螂方
不

長
17 期 平 坦 人為 〔SK-444〕

A719 N-5°  E 隅丸長方形 18 外傾 平坦 自然 6K-451〕

D7a2 N-26° 一Ⅵ′隅丸長方形 21 18 垂直 凹 凸 人為 土師 1片 〔SK-477〕

17 D6■6 N-2° W 隅丸長方形 緩傾 平坦 人為
SK-492,494不 明
〔SK-491)

D611G N-88° 一E 隅丸長方形 外傾 平 坦 人為 内耳 4片
SK-494→ 本跡
SK-491不 明
〔SK-492〕

D6c7 N-0° 長 方  形 19 垂直 平坦 人為
内耳 9片,上師質 2
片

SK-524C→ 本跡
〔SK-524A〕

D6c7 N-74°一E 長 方 形 垂直 平坦 人為
SK-524C→ 本 跡 →
SK-524A
〔SK-524B〕

21 D6d? N-59° 一E 不 定 形 [1 1] 緩傾 皿状 自然
本跡→SK-524B,A
〔SK-524C〕

D6cG N-81° 一W 隅丸長方形 外傾 平坦 土師 1片
SK-537不 明
〔SK-525〕

DЪ 7 N-88° 一E 隅丸長方形 垂直 平坦 人為 内耳 5片,土師 1片
SK-525不 明
〔SK-537〕

D7c8 N-41° W 隅丸長方形 25 外傾 平 坦 人為
内耳 35片,陶磁 2片 ,
上師質 1片

15c中～16c前
〔SK-577〕

135

C石 3 N-14° 一ヽ V 長 方 形 外傾 平坦 自然

内耳 4片,陶磁 1片 ,
上師 5片
龍鼻空塗付縮

15c後～ 16c前
本跡 →SK-690
S色正雪:と2'12不明

D7c9 N-48°一W 隅丸長方形 垂直 平坦 人為
内耳 5片,上師質 3
片

SK-826不明
〔SK-591〕

DЪ 6 N-25°一部「 隅丸長方形 垂直 平坦 人為
内耳 1片 ,陶磁 1片 ,
土師賃 1片

D7al N-13°一W 隅丸長方形 18 外傾 平坦 人為 土師質 1片 〔SK-604〕

C7i3 N-65° 一E 隅丸長方形 21 垂直 平 坦 人為
Ⅸ -478,582,5路→勅
〔SK-612〕

224

D7c2 N-78° 一E 不 定 形 19 垂直 傾斜 人為 内耳7片 ,土師質2片 〔SK-622〕

D6b8 N-81V一 部r 長 方 形 15 [1 垂直 平坦 人為 土師質 2片
SB-1→本跡
〔SK-633〕

D6g7 N-6° W 隅丸長方形 15 外傾 平 坦 人為 〔SK-635〕

D811 N-71°  E 丸

形瑯方
不

長
[42] 緩傾 平 坦 人為

SK-650不 明
〔SK-649〕

C7ge N-77° 一E 長 方 形 [21] 人為
SK-654,688不 明
〔SK-653)

Cそ 6 N-77°一E 長  方 形
SK-653,688,809
不明
〔SK-654〕

DttO N-5° ―ヽ V 隅丸長方形 46 夕順 平 坦 人為 内耳 5片,須恵 1片 〔SK-655〕

C猛 2 N-0° 隅丸長方形 100 0 垂直 平 坦 人為
内耳 9片,土師質 1
片,須恵 1片

SK-460不 明
〔SK-658〕

C6i7 N― ■
°
一E 方 形 垂直 平坦 人為 内耳 2片,陶磁 1片

本跡→SK-300
SK-646不 明
〔SK-659〕

226

C7h3 N-29° W 長 方 形 22 垂直 平坦 人為
SK-530,665不 明
〔SK-664〕

C7gs N-80° 一E 隅 丸 方 形 [27] 垂直 平IB 人 為
SK-620不 明
〔SK-678〕
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位 置
長径方向

(長軸方向)
平 面 形

規 模
壁面 床面 覆土 出 土 遺 物

考

新↓

脩

古

図版

番号
長径 (m) ⊆径 (m) 県さ(cm)

D8cI N-29° 一E 不 正 方 形 外傾 平坦 人為 内耳 1片 ,陶磁 1片 SK679B不 明
〔SK-679A〕

D7cO N-38°一 Vヽ 不 定 形 [25] 15 57 0 綬傾 平 坦 人為 内耳 2片
SK-676,679B,826
不切
〔SK-686〕

Cそ6 N-66°一E 長 方 形 18 人為
SK-181,653,654,
8ヱ

筆塑688」
Cそ7 N-65°一E 不 定 形 18 外傾 平坦 人為

本跡→SK-217
S恙
夏響とき9,27不

FIE

C盈7 N-21°  W 隅丸長方形 [1 2] 外傾 皿状 人為
本跡→SK-50
〔SK-827〕

E6e。 N-9°一 vヽ 長  方 形 15 垂直 平坦 人為
内耳 1片,陶磁 1片 ,
縄文 1片

SK-831B→ 本跡
S己
罠せ配呈次〕

E6eO N-9°一w 長 方 形 37 11 垂直 平坦 人為
本跡→SK-831A
〔SK-831B〕

E8bO N-19°  M/ 方   形 24 外傾 平坦 人為 須恵 1片 〔SK-841〕

E7c9 N-74° 一E 隅丸長方形 24 [1 外傾 平坦 人為
内耳 2片,陶磁 1片 ,
縄文 1片

SK-843B,845不明
〔SK-843A〕

E7cO N-74° ―E 隅丸長方形 27 外傾 平坦
SK-843A不 明
〔SK-843B〕

C約二 N-12°一 Vヽ 長 方 形 垂直 平 坦 人為
内耳 1片,土師質ユ
片

SK-859→ 本跡→SK
-861,〔 SK-860〕

C約 7 N-61°一E 長 方 形 71.ILA 凹 凸 人 為
内耳 3片,上師質13
片,礫 1点 ,須恵 6片

S亀議理剥 '

“

)土坑

表 4 中世土坑一覧表
土 坑

番 号 位  置
長径方向

(長軸方向)
平 面 形

規 模
壁面 底 面 覆土 出 土 遺 物

考

新↓

備

古

版

号

図

番長径 (m) 短径(m) 深さ(cm)

2 E9d5 N-23° 一E 楕 円 形 06 外傾 皿状 自然
土師 1片 ,縄文 1
片,内耳13片 15c後～16c前

B8f8 N-17°一W 不 定  形 13 緩傾 凹 凸 自然 土師質 2片

121B B8h4 N-70°一E 隅丸長方形 外傾 凹 凸 SK-121A不明

C8c5 N-32° 一覇′不整楕円形 05 外傾 凹凸 自然 内耳 4片

C盈 2 N-57° 一W 隅丸長方形 21 外傾 平 坦 自然
内耳12片,上師 4
片,礫 4点

15c後～ 16c中

D8c: N-32°一E 不 定  形 外傾 平坦 自然 内耳 3片
SK-130,172,17И

不明

C4e3 N-61°一E 不整楕円形 緩傾 皿 状 自然
陶磁 1片,須恵 1
片,土師1片 15c前

C4bO N-22° 一Mr 不 整 円 形 外傾 凹凸 人為
青磁 1片 ,須恵 1
片

D7da N-3°  E 不 定 形 22 10 外傾 皿状 自然 ∈写痺毎七吉甲お15c後～ 16c前
Cそ 3 N-70° 一E 楕  円 形 外傾 平坦 自然 土師質 1片 SD-6不 明

C7f7 N-20°一鞘′不整長方形 垂直 平lH 人為 SD-6不 明

C6d7 N-32° 一部「 不 定 形 垂直 凹凸 人 為 礫 19点

C7g7 N-56° 一E 不 定 形 21 [1 緩傾 皿状 人為 内耳5片
本跡 →SK-284,
689
15c後～ 16c前

224B C6i9 N-76° 一E 楕 円 形 15 垂 直 平坦 自然
SK-224A,C→
本跡

224C C6J9 N-77°一E 隅丸長方形 15 [1 外傾 平 坦 本跡→SK-224B
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坑

号

土

番
位  置

長径方向

(長軸方向)
平 面 形

規 模
壁 面 底面 覆土 出 土 遺 物

考

新↓

備

古

版

号

図

番長径 (m) 豆径 (m) 深さ(cm)

C蜀 1 N-4°  E 不整長方形 外傾 凹凸 自然
内耳 2片,陶磁 1
片土師質 1片

本跡→SK-860
SK-604,859不 明

C7e3 N-19° Aヽ「 楕  円 形 外傾 皿状 人 為
内耳 3片,上師質
3片.陶磁 4片

SD-22→本跡

C7h N-10°一部F 楕  円 形 11 緩傾 皿状 自然 本跡→SK-238

C6hO N-4°一E 橋  円 形 07 垂直 皿状
内耳 1片 ,陶磁 1
片,土師 1片

SK-234不 明,
16c

C7e6 N-18°一覇「 隅丸長方形 16 11 外傾 Ell状 自然 内耳 1片 15c後～ 16c前

C盈。 N-88° 一ヽ V 楕 円 形 31 垂直 平坦 人為
内耳 1片 ,土師質
2片

SK-529,662不 明

Cそ 2 N-56° 一E 不 定 形 15 垂直 凹凸 自然
SE-3共伴
15c中～後

C7c2 N-68° W 橋 円 形 緩傾 皿状 自然 SI-15不明

282 C7f2 N-58° 一Mr 不整楕円形 12 緩傾 皿状 自然 内耳 8片
SE-3共伴
15c中～後

C7gs N-25° W 楕  円 形 緩傾 皿状 人為
内耳 1片 ,上師質
2片

SK-529,662不 明

D6as N-19°―覇ア精 円 形 夕順 凹凸 人為
内耳 3片,土師賃
3片,陶磁 5片

Cm93 N-16°一部/ 楕  円 形 外傾 皿状 人為 SI-12不明

D8c4 N-30°一W 楕 円 形 1 4 外傾 皿状 内耳 4片,古銭 15c前

C盈 3 N-81°―W 隅丸長方形 17 緩傾 平坦 暉戸量晶賛盟腎,1
篠 1点

SK-480→ 本跡 ,SE

不明 .SK-491不 明

D714 N-37° 一Ⅵ/ 楕  円 形 21 12 外傾 凹凸 自然
内耳■片,土師質
2片,陶磁 1片

SK-5■不明
15c中～16c前

D巧 5 N-61°  E 不整精円形 緩傾 凹 凸 人為
内耳 7片,陶磁 1
片

SK-511不明
15c後～16c前

E6aO N-90° ―E 不整隅丸方形 [1 [17] 騨 皿状
陶磁 1片 ,上師質
1片

SE-4不 明

E7a2 N-55°  E 不整楕円形 緩傾 凹凸 内耳 4片
SD-24不 明
15c中

51lA E7a4 N-51°一E 不 整 円 形 1 4 緩傾 平坦 自然
内耳 3片,陶磁 2
片

SK-51lB,C不
明,15c後～16c前

C68 N-6°一E 不 定  形 17 緩傾 凹凸 人為
内耳 1片 ,陶磁 1
片

本跡→SK-514
15c後～16c前

C618 N-90°一E 長  方 形 16 外傾 凹凸 自然
内耳 4片,陶 磁 1

年無奪至嘉t持
礫 SK-513→本跡
SK-515,675不 明

D蜀 9 N-40°一W 不 定 形 25 緩傾 峨 自然
内耳26片,陶磁 2
片,軽石 1点

SK-647不 明

C48 N-33°一W 円   形 [13] 緩傾 皿状 内耳 8片 SK-664不 明

D盈8 N-18▽ W 不 整 円 形 12 12 外傾 平坦 人為 内耳12片,礫 1点

574A D7d2 N-69° 一E 不整長方形 外傾 m伏
内耳 7片,須恵 1
片,鉄 1点

SK-574B不 明

574B D7d2 N-28°一W 不整長方形 13 夕順 平坦 SK-574A不 明

D7f2 N-70°  E 円 形 81 外傾 凹凸 人為
内耳16片,上師質
2片,陶磁 1片

井戸か

D7g8 N-71°一部「 楕  円 形 13 緩傾 皿状 自然

B6cO N-0 楕  円 形 19 14 緩傾 叫
内耳 3片,陶磁 2
片

SK-876不 明

60欲 DコDG N-27°一E 不整楕円形 21 [12] 緩傾 皿状 鉄 1点 本跡→SK-604

606B D発 6 N-60°一E 楕 円 形 [1 緩傾 阻状 人為 本跡→SK-604
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坑

号

土

番
位 置

長径方向

(長軸方向)
平 面 形

規 模
壁 面 底面 覆土 出 土 遺 物

考

新↓

備

古

版

号

図

番長径 (m) 短径 (m) 案さ (cm)

606C D7c6 N-72°一E 楕 円 形 17 緩傾 皿状

D7c2 N-0° 楕 円 形 22 [1 垂直 平坦 人為 内耳 1片 SK-630不 明

C7g4 N-34° ―W 不 定  形 1_3 緩傾 峨 人為 内耳 12片 SK-677,678不 明

D7c2 N-68°一E 楕  円 形 緩傾 皿状 土師質 3片

D7dl N-11 ―覇F 不  定  形 雑 平坦 人為 SK-638不 明

D6i3 N-0° 楕 円 形 15 緩傾 皿状 人為

D7iO N-77°一E 隅丸長方形 垂直 平坦 人為 SK-528不 明

D7iO N-78° 一E 不整楕円形 緩傾 凹凸 人為
内耳 5片,土師質
4片 SK-648→ 本跡

C7h8 N-19°一Mメ 楕 円 形 緩傾 皿状 人為 内耳 4片 SK-664不 明

D7c4 N-32° 一w 楕 円 形 綬傾 平坦 上師質 1片 SK-597不 明

D翫 1 N-77°一E 方   形 緩傾 平坦 人為 内耳 1片 SK-687→ 本跡

D8g2 N-35°一E 不 定 形 垂直 平坦 人為 内耳14片 SK-133,687不 明

677 C7h5 N-79°一E 楕 円 形 07 外傾 峨 SK-620不 明

679B D8ci N-28°一W 不 定 形 [23] 緩傾 叫
SK-676,679A,
686不明

D7di N-70°一E 円   形 外傾 平 坦 SK-617,638不 明

687 D8h二 N-44° 一W 情 円 形 [1 緩傾 皿状 自然 本跡→SK-673

D7cO N-40° 一ヽ V 楕 円 形 [1 7] 1.2 外傾 傾斜 内耳 1片 SK-591不 明

E8bl N-65°―E 方    形 外傾 平坦 人為

D8d8 N-78°一E 隅丸長方形 外傾 峨 人為
集石
15c後～16c前

C衛 l N-20°一部「 方   形 10 垂直 平坦 自然
SK-225→ 本跡→
SK-860,861

第379号土坑出土遺物観察表

図版番号 器 種 法量 (clll) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第232図

1

内 耳 鍋

土師質土器

A[351]
B(155)

体部,日縁部片。体部は直線的
に外傾し,日縁部は内彎して立
ち上がる。

口縁部,体部内・外面積ナデ。
色

粒

褐

通

砂

黒

普

25%  P188
ススが付着。

覆土。

第528号土坑出土遺物観察表

図版番号 器 種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 。色調・焼成 備   考

第232図

2

皿

土師質土器

B(13)
C 40

底部,体部片。平底。体部は内
脅ぎみに外傾する。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒

にぶい責橙色

不良

Ｐ％

土

２０

覆

―-290-―



第578号土坑出土遺物観察表

図版番号 器 種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第232図

3

皿

土師質上器

B(15)
C 43

底部片。底部は平底で突出ぎみ。 水挽き成形。底部回転ヘラ切り。 粒

色

通

砂

橙

普

Ｐ％

土

３０

覆

4

鉢
　
　
器

播
　
　
陶

B(103)

C[142]

底部,体部片。平底。体部は直

線的に外傾する。

体部外面ナデ。内面には6本 1

単位の櫛目が施されている。

粒

色

通

砂

褐

普

Ｐ％

土

１０

覆

第587号土坑出土遺物観察表

図版番号 器 種 法量 (clm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備   考

第232図

5

皿

土師質土器

A[116]
B(30)

体部,日縁部片。体部はやや内

彎しながら外傾する。日縁部は

直線的に立ち上がる。

水挽き成形。 砂粒

にぶい黄橙色

普通

Ｐ％

土

１０

覆

キ

0キ

A
―-32.2m

SK 302

SK-44 土層解説
1 褐  色 炭化粒子・焼土粒子極微量
2 明 褐 色 炭化粒子微量

SK-302 土層解脱
1 黒  色 ローム粒子少量 ,ロ ームプロック微量

S昨842 土層解説
1 黒  色 含有物なし

0ィ

A
ー 33.Om

A33.Om

0               2m

第231図 土坑実測図

SK 842
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一口 圃 0

0              10Cm

第232図 土坑出土遺物実測図(1)
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0              10Cm

第233図 土坑出土遺物実測図(2)

第602号土坑出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第232図

6

皿

土師質土器

B(20)
C[48]

底部片。平底でわずかに突出す

る。

水挽き成形。底部回転糸切り後

ナデ調整。

長石・雲母・スコリア

にぶい橙色

普通

10%  P219
板目状圧痕。

覆上。

版

号

図

番
器  種 石  質

法 量
出 土 地 点 備 考

長さ (cm) 幅 (cln) 厚 さ (cln) 重量億)

7 石   鉢 花 開 岩 [344] 14 7 E200] (4342 1) SK-578 Q15

8 石皿 ,凹石 花 蘭 岩 12 5 12 7 590 3 SK-578 Q17

第233図 9 砥   石 緑色凝灰岩 19 SK-613 Q18

版

号

図

番
器  種

法 量
出 土 地 点 備 考

長 さ (cml 幅(cm) 厚 さ (cm) 重量 lg)

平   瓦 (139) 23 (2222) SK-578
凹面に布当痕,凸面に縄目の

圧痕, 9c      DP 5

表 5 古銭一覧表
版

号

図

番
銭  名

初 鋳 年
出 土 地 点 備 考

時 代 年 号 (西 暦 )

不 明 SI-18第 3号篭 �16

綱 34図 1 皇 宋 通 費 北 宋 費元 2年 (1039) 第 4号地下式墳覆土 祭書 M30

不 明 SK-137 M31

寛 永 通 費 江 戸 第 7号地下式鍍覆土 M33

3 皇 宋 通 費 封ヒ 宋 費元 2年 (1039) SK-215 M36

4 元 豊 通 費 北 宋 元豊元年 (1078) SK-215 ⅡV137

5 成 平 元 費 ゴヒ 宋 SK-215 M38

6 永 楽 通 費 明 永楽 6年 (1408) SK-215 M39

7 皇 宋 通 費 耳ヒ 宋 費元 2年 (1039) SK-217 M41

8 開 通 元 費 唐 武徳 4年以降 (621～ ) SK-379 M43

不 明 第16号小堅穴覆土 M44

熙 寧 元 費 封ヒ 宋 県寧元年 (1068) SK-553 1ヽ46

9 治 平 元 費 封ヒ 宋 治平元年 (1064) 第30号小堅穴覆上下層 3枚密着     M48～ 50察書
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鱒にI鰻 鰻 ◎ 鰻 鮎

畿 ◇ ⑬

⑬鰯
∞甥7第234図 古銭拓影図

饉

鯵0

14

∞8

鱒 餞

餞I

⑬欝
i5

畿

綾

Q
鞠餞
0              5cm

簸

聾

⑬
版

号

図

番
銭  名

初 鋳 年
出 土 地 点 備 者

時 代 年 号 (西 暦 )

天 ○ 元 費 第30号小堅穴覆上下層 天聖元費か 3枚密着  M51～ 53

不 明 SK-630 M54

不 明 SK-630 �155

○ 〇 〇 費 SK-630 h156

11 元 豊 通 費 北 宋 元豊元年 (1078) 第36号小堅穴覆上下層 W157

不 明 第49号小堅穴覆土 �[58

○ ○ ○ 費 南all土塁 察書           M59
○ ○ 元 費 SD-26 察書 1ヽ66

○ 豊 ○ ○ D7区表面採取 元豊通費か        M67

至 和 元 費 耳ヒ 朱 (1054) D7d。 区表面採取 祭書 1ヽ73

猥 寧 元 費 耳ヒ 宋 興寧元年 (1068) D7d9区表面採取 察書           M7」
不 明 DЪ5区表面採取 3枚密着       M75～ 77
不 明 D7bs区表面採取 鉄銭            M78

寛 永 通 費 江 戸 表面採取 M80

永 楽 通 費 明 永楽 6年 (1408) 表面採取 Ⅳ[81
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第 6節 その他の遺構と遺物

本節では,時期を特定できない塚 2基については文章で記述し,上坑233基 と遺構外遺物につ

いては一覧表に記載する。

1塚
第 1号積石状塚 [SX-1](第 235図 )

位置 調査区の東部,D9e3区を中心に確認されている。

規模と形状 基底面は,長径4.5m,短径3.9mの楕円形を呈し,現地表面から塚頂部までの高さ

は1.Omである。

長径方向 N-2♂―E

構築状況 上層は,拳大の河原石 (焼礫,破礫を含む)が30cmの厚さに積まれている。中,下層

は小指大の小石を含む帽色土を30cmの厚さに積んで構築している。

遺物 石の間に挟まって 1や 2, 5の陶磁器片, 3の上師質土器片が出上している。その他,混

入と思われる4の上師器の甕片が出上している。

所見 本跡は,構築状況や出土遺物等から16世紀後半以降のものであるが,性格は不明である。

第 1号積石状塚出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第235図

1

賓

陶   器

A[285]

B(54)
口縁部片。日縁部は折り返して,

縁帯を形成している。

口縁部内・外面横ナデ。

色

石

褐

通

一長

里
霊

ヨ

5%  P296
常滑産。

覆土。

2

皿

陶   器

B(12)
C 60

底部片。底部には低い高台が付

き,断面三角形を呈す。

水挽き成形。 灰色

(和 )オ リープ黄色

普通

25%  P298
瀬戸産。底部に

焼き台痕。覆土。

3

香   炉

土師質土器

A E18.2]

B(58)
体部,日縁部片。体部,日縁部
は内脅しながら外上方に立ち上

がる。

口縁部,体部内・外面横ナデ。
色

粒

褐

通

砂

黒

普

Ｐ％

土

Ю

覆

4

甕

上 師 器

B(36)
C 76

底部,胴部片。平底。胴部は外

傾する。

胴部外面ヘラ削り,内面ヘラナ

デ。本葉痕。

小石・長石

にぶい責橙色

普通

Ｐ％

土

１０

覆

第236図

5

子
　
　
器

瓶
　
　
陶

A[142]
B(40)

胴部片。一部露胎。 胴部内面にロクロロを残す。 浅責色

(釉 )にぶい責橙色

普通

5%  P361
瀬戸産。

覆上。

6

染 付 碗

陶 磁 器

B

C
底部片。高台部の断面は逆台形

状を呈す。

水挽き成形。 灰白色

(釉 )明緑白色

普通

30%  P297
内面に焼き台嵐

17C。 覆上。

版

号

図

番
器  種

法 量

出 土 地 点 備 考
長 さ (cln) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重量 lg)

7 平   瓦 (2130)
一枚作り,凹面に布当痕,凸面

の一部に布当痕,9c DP12
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A 第 1号積石状塚 上層解説
la浅 黄 栓 色 礫 (焼礫,破礫 )
lb浅 責 橙 色 礫
2 灰 褐 色 小石中量,ロ ーム粒子少

量

3 褐   色 小石中量
,4 暗 褐 色 炭化粒子 。ローム粒子少

量

5 にぶい橙色

6灰
7 黒
8黒
9黒
10褐

色

色

色

色

色

褐

褐

褐

ローム小プロック中量 ,

小石少量

ローム粒子少量

ローム粒子少量

ローム粒子少量

含有物なし

ローム粒子中量 ,ロ ーム

中プロック微量

第233図  第 1号積石状塚・出土遣物実測図(1)

0               2m

2

0              10Cm
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第236図 第 1号積石状塚・出土遺物実測図(2)

第 2号積石状塚 [SX-2](第 237図 )

位置 調査区の北東部,C8e8区を中心に確認されている。

規模と形状 基底面は長径9.Om,短径8,7mの精円形を呈し,現地表面から塚頂部までの高さは,

0.5m程である。

長径方向 N-12° 一W

構築状況 上層は,拳大や親指大の河原石が20cmの厚さに積まれている。中,下層は小指大の小

石を多量に含む褐色土を30cmの厚さに積んで構築している。

遺物 覆土から内耳鍋の細片や 1の陶器片が出上している。また,混入したと思われる土師器 ,

須恵器の細片も出上している。

所見 本跡は,第 1号積石状塚と同様に構築状況や出土遺物等から16世紀後半以降のものである

が,性格は不明である。

第 2号積石状塚出土遺物観察表

図版番号 器 種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第237図

1

盤

陶   器

B(19)
D[150]

E ll

底部,体部片。体部は強く外傾

する。獣足が 3個付くものと思

われる。

水挽き成形後底部はヘラ削り調

整。

灰黄色

(和 )浅責色

普通

Ｐ

産
　
ｏ

％

一戸

土

１０

瀬

覆

版

号

図

番
器  種 石   質

法 量
出 土 地 点 備 考

長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cln) 重量 lg)

2 砥   石 凝 灰 岩 18 2 27 覆土 Q37
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代

掛

脚
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畑

一

.                     
第 2号積石状塚 土層解脱
1 にぶい褐色 大礫 (河原石),小礫,人為的層
2 にぶい橙色 礫
3 褐   色 ロームプロック中量,小礫

止 342里
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ク状層
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第237図  第 2号積石状塚・ 出土遺物実測図
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版

号

図

番
器  種

法 量
特 徴 出 土 地 点 備 考

長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量 (g)

第237図

3
鉄 砲  玉 14 15 覆土 鉛製 1ヽ89

0)土坑

表 6 その他の上坑一覧表
坑

号

土

番
位 置

長径方向

(長軸方向)
平 面 形

規 模
壁面 底面 覆土 出 土 遺 物

備 考

古 → 新
図版

番号長径 (m) 短径 (m) 案さ(cm)

と E8fO N-28° 一E 楕 円 形 13 11 外傾 平坦 自然

3 E9a3 N-57° ―E 楕 円 形 外傾 IIll状 自然

4 D9i2 N-40° 一E 楕 円 形 07 夕顧 Ell状 自然

5 D913 N-10° W 楕 円 形 15 外傾 Ell状 自然

6 D9i3 N-10°  E 楕 円 形 05 /1‐ftA 皿状 自然

7 D9i3 N-19°  E 不整精円形 緩傾 叫 自然

D9h3 N-50° 一E 不 整 円 形 07 15 外傾 平坦 自然

11 D9h4 N-60° 一W 楕 円 形 08 緩傾 皿状 自然

D9g4 N-39° 一W 楕 円 形 05 外傾 皿 状 自然

17 D9f4 N-41° 一E 楕 円 形 05 外傾 平坦 自然

D9f4 N-38° 一MI 円 形 15 外 傾 Ill状 自然

21 D9f2 N-32°  E 楕  円 形 05 緩傾 皿状 自然

D9e3 N-73° 一E 楕 円 形 05 外傾 峨 自然

D9d3 N-52°  E 精 円 形 垂直 傾斜 自然

D9d3 N-14°  E 楕 円 形 外傾 平坦 自然

C9Jl N-21・ ―W 楕 円 形 勅 凹凸 自然

C9i N-31° 一E 不 整 円 形 緩傾 凹凸 自然

28B C91al N-38° 一E 円 形 外傾 凹凸 自然

C9g】 N-22°一E 楕  円 形 07 緩傾 叫 自然

C9f3 N-20°一W 不整隅丸方形 外傾 平坦 自然

C9cl N-53°一W 円 形 05 垂直 平坦 自然

C9C2 N-18°一E 楕 円 形 15 外傾 凹凸 人為

C9a2 N-25°―W 楕 円 形 07 垂直 凹凸 自然

B912 N-45°一E 楕 円 形 垂直 凹凸 人為

N-52°一WV 円 形 垂直 平坦 自然

B勤 2 N-44°一W 不整楕円形 07 緩傾 皿状 自然

B8i。 N-26°一E 円 形 07 外傾 皿状 自然

B9hl N-51°―E 不整楕円形 綬傾 凹凸 自然
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坑

号

土

番
位  置

長径方向

(長軸方向)
平 面 形

規 模
壁 面 底 面 覆土 出 上 遺 物

備 考

古  → 新
版

号

図

番民径 (m) 短径 (m) 深さ(帥 )

B8g3 N-51° W 不整楕円形 07 外 傾 凹凸 人為

B8g9 N-0° 不整楕円形 11 外傾 皿状 自然

B8f7 N-40° 一ヽ V 楕  円 形 外傾 Ell状 自然

B8cO N-79°一E 楕  円 形 17 外傾 平IH 自然

B8cO N-72° 一W 楕 円 形 07 緩傾 皿状 自然

B8es N-6°  E 不整楕円形 綬傾 皿状 自然

B8dO N-52°一Mr 不整楕円形 緩傾 皿状 自然

B8d9 N-34° 一E 不整楕円形 11 外傾 硼 犬 自然

B8d8 N-64° 一M/ 円   形 10 17 外傾 llll状 人為

B8c3 N-44° 一E 楕 円 形 11 緩傾 皿状 人為

B8d6 N-27・―W 不整橋円形 10 17 緩傾 皿状 自然

B7d6 N―■
° E 楕 円 形 外傾 皿状 自然

B8f。 N-67° 一W 円 形 外傾 皿状 人為

B8d8 N-46° 一E 不 整 円 形 07 緩傾 皿状 人為

B8ee N-42° 一E 不 定 形 外傾 llll状 自然

B8eO N― ■
°
一E 円   形 外傾 皿状 自然

B8c9 N-23° 一ヽ V 楕 円 形 10 緩傾 皿状 自然

B8c9 N-79°―E 福  円 形 05 緩傾 凹凸 自然

C8a] N-32°一E 不整楕円形 緩傾 凹 凸 自然

C8b。 N-30°一E 楕 円 形 19 外傾 皿状 自然

C8bO N-44° 一W 不整楕円形 外傾 llll状 自然

C8b。 N-68° 一W 円 形 07 07 外傾 皿状 人為

C8b8 N-35° 一W 情 円 形 10 緩傾 皿状 人為

C8bO N-58° 一E 楕 円 形 緩傾 皿状 自然

C8b9 N-74° W 桶  円 形 15 緩傾 皿状

C8b9 N-65°一W 精 円 形 緩傾 皿状 自然

B8h7 N-24°一W 精 円 形 綬傾 凹凸 自然

Btts N-62° 一E 隅丸長方形 1 0 外傾 平 坦 自然 礫 1点

C8a6 N-14° 一E 不 定 形 15 07 垂直 皿状 人為

C8b6 N-75° 一W 不整楕円形 10 外傾 皿状 人為

C8c9 N-47° W 不整楕円形 外傾 凹凸

C8d9 N-35° 一W 不整楕円形 15 緩傾 皿伏 自然

C8f。 N-34°一W 円    形 08 17 外傾 平坦

D8aO N-48°一E 不整楕円形 緩傾 凹凸 自然
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上 坑
番 号

位  置
長径方向

(長軸方向)
平 面 形

規 模
壁 面 底面 覆 土 出 土 遺 物

備 考

古 → 新
図版

番号長径 (m) 豆径 (m) 深さ(cm)

B8es N-31° 一E 楕 円 形 11 綬傾 叫 自然

B8e4 N-16°―E 橋  円 形 緩傾 凹 凸 自然

88f4 N-26°一W 楕 円 形 外傾 平坦 自然

B8f5 N-79° 一E 不整楕円形 15 緩傾 凹凸 自然

N-52° 一W 不 定 形 外傾 皿状 人為 須恵 1片

B8e3 N-13° 一E 楕  円 形 07 外傾 凹凸 自然

D8f2 N-70° 一E 楕  円 形 07 緩傾 皿状 人為

D8g2 N-51°  E 楕  円 形 10 緩傾 峨 自然

8812 N-73° 一E 楕 円 形 12 10 緩傾 llll状 自然

B8g3 N-8°  E 楕 円 形 13 緩傾 凹凸 自然

C8a5 N-40°―E 不 定 形 18 12 緩傾 凹凸 自然

D3e7 N-80° 一W 不整精円形 12 外傾 凹凸 自然 土師 1片

D3f5 N-24° ―W 隅 丸 方 形 12 外傾 平坦 人 為 懲,1さ昇換写警表
D3g5 N-25° 一ヽ A「 隅丸長方形 外傾 平 坦 人為 土師 4片

C4bO N-18° 一E 不整楕円形 外傾 凹 凸 自然

C3h7 N-60° 一E 楕 円 形 外傾 凹凸 人為 SK-153→ 本跡

C挽 9 N-57° 一E 精 円 形 16 外傾 皿状 自然 ，
点
片

１

１
鉄

師

，

土

片
縄文 1

C3g9 N-32° ―W 不整精円形 [1 2] 11 綬傾 凹凸 自然

C4f2 N-55° 一E 不 整 円 形 13 13 緩傾 皿 伏 自然

N-31°一W 長  方 形 [1 夕順 皿状 人為

C3i7 N-60°一E 楕  円 形 14 紳 凹凸 人為 本跡→SK-147

Crlb9 N-0° 不整楕円形 綬傾 雌 人為

C4b9 N-25°一W 精 円 形 外傾 llll状 自然

C5c2 N-40° 一E 楕 円 形 獅 凹凸 人為 礫 1点

162 C団 2 N-15° 一W 楕  円 形 15 11 緩傾 皿状 人為 内耳 2片

C5d3 N-81° 一Mア 不整楕円形 緩傾 皿状 自然

C5a3 N-51°  E 不整楕円形 14 緩傾 皿 伏 人為

C5f4 N-75°  E 不 整 円 形 10 10 頗 皿状 人為

C5f5 N-47° 一E 不整楕円形 10 13 緩 傾 皿状 自然

C5f4 N-83° 一E 不整楕円形 1 5 緩傾 凹凸 人為

C弦 4 N-60° ―E 楕  円 形 12 緩傾 凹凸 人為

C8e3 N-10°―覇′楕 円 形 14 緩傾 皿 伏 自然

C8d3 N-60° 一ヽ V 不整楕円形 11 10 綬傾 凹 凸 自然

C7g6 N-71°一E 楕 円 形 14 17 綬傾 皿状 内耳 3片 SK-179不 明
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坑

号

土

番
位  置

長径方向

(長軸方向)
平 面 形

規 模
壁 面 底面 覆土 出 土 遺 物

備 考

古 → 新
版

号

図

番長径 (m) 短径 (m) 果さ(cm)

C716 N-85° 一E 楕  円 形 緩傾 皿状 SD-6不 明

C6c6 N-7°一W 不 整 円 形 緩傾 凹凸 自然 角釘 SD-9不 明

C質6 N-41° ―E 不 定  形 垂直 平坦 SD-6不 明

C6g8 N-68°一E 不 整 円 形 11 10 外傾 皿状 自然

C6fO N-13°  E 楕 円 形 緩傾 皿状 自然 SK-223→ 本跡

C6fO N-16°一W 楕 円 形 27 外傾 平坦 人為
SK-237→本跡→
SD-18

C6fl N-21° 一w 楕  円 形 緩便 峨 自然 本跡→SK-236

C質2 N-0° 僑 円 形 緩傾 凹凸 自然

C7f2 N-5°―覇「 不 整 円 形 07 07 緩傾 阻状 自然

C7c5 N-65°一部「 不整楕円形 17 外傾 凹凸 自然

Cib7 N-86°一W 不 定 形 14 外傾

C7c7 N-57° 一E 不整楕円形 14 外傾 凹凸 人為 縄文 1片 SK-277不 明

C7e3 N-2°一E 楕 円 形 11 綬傾 皿状 自然

N-25° 一覇「 不 定  形 13 12 外傾 凹 凸 自然

C6iO N-28° 一W 楕 円 形 [1 10 緩傾 皿状 自然 SK-234不 明

C7d3 N-82° 一W 不整楕円形 1 2 綬傾 皿状 人為

C7d3 N-20°一M′ 楕 円 形 07 05 外傾 皿状 自然

C6d8 N-48° 一ヽ V 不 定 形 13 緩傾 皿状

C6d8 N-75° 一E 不整楕円形 09 緩傾 皿状

C6dl N-52°  E 不 整 円 形 11 綬傾 阻状 自然

Cあ 1 N-59° 一W 円 形 06 15 緩傾 皿状 自然

C7b2 N-13° 一ヽ V 精 円 形 綬傾 平坦 自然

C狗 2 N-19°一W 円 形 07 緩傾 皿状 自然

C7ca N-20°一E 楕 円 形 緩傾 皿状 自然

C7b。 N-8°  E 精 円 形 11 緩傾 llll状 自然

C7a4 N-72° 一E 不 定 形 17 知 皿状 自然 SK-5不 明

C6i2 N-13° 一W 隅丸長方形 21 外傾 平坦 人為

C6f5 N-90°  E 情 円 形 07 外傾 平坦

C6g5 N-19°一W 楕  円 形 1 9 12 緩傾 峨 自然

C6g4 N-0° 楕 円 形 夕順 llll状 自然 SK-453不 明

C6f4 N-90°  E 楕 円 形 緩傾 平坦

D盈 2 N-10° 一部/ 隅 丸 方 形 [2 4] 緩傾 Illl状 SK-126, SK―

465 D6is N-18° 一覇「 隅丸長方形 12 外傾 皿状 人為

C6is N-15° 一W 楕 円 形 11 外傾 峨 自然
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坑

号

土

番
位 置

長径方向

(長軸方向)
平 面 形

規 模
壁面 底面 覆土 出 上 遺 物

備 考

古 → 新

版

号

図

番
長径 (m) 短径 (m) 深さ(cm)

C615 N-21° 一M「 楕 円 形 11 15 外傾 平 坦 自然

C612 N-80° 一E 長 楕 円 形 垂直 平坦 人為

N-13° W 隅丸長方形 2 0 08 外傾 平坦 人為

473 C6c7 N-87°一E 楕  円 形 21 緩傾 m伏 人為 風倒木痕か

B7e7 N-90°一E 不 定  形 47 緩傾 平坦 本跡→SD-1

C713 N-69° 一E 精 円 形 緩傾 凪 伏 自然 本跡→SK-612

D6d6 N-8° 一ヽ Ar 楕 円 形 外傾 平 坦 自然

D7J2 N-79° 一E 方 形 [ユ 1] 10 外傾 皿状 人為 SD-24不 明

D7J3 N-0° 不整楕円形 [1 [1 2] 緩傾 皿状 自然 SK-495,500不 明

Diic N-79° 一E 不 定 形 14 緩傾 皿 伏 自然 SD-25不 明

Dη 5 N-0 円    形 10 1 0 緩傾 皿状 自然

Di13 N-87° 一E 不 足  形 12 緩傾 皿 伏 SK-496不 明

86a0 N-90° 一E 隅丸長方形 11 獅 皿状

E7al N-39° 一E 不 定 形 15 07 綬傾 llll状 自然

Dttl N-24° 一ヽハI 不整楕円形 18 15 外傾 皿状 自然
土師 2片 ,内耳 3
片

E7al N-25° 一W 楕  円 形 [1 4] 緩傾 皿状 SD-24不 明

E7a2 N-73°―E 楕 円 形 夕順 凹凸

E7a2 N-83° 一ヽ V 不整精円形 05 垂直 峨

51lB D7i4 N-77° 一W 不 整 円 形 緩傾 皿状 自然
SK-502,51lA,
C不明

51lC D蜀 4 N-52° 一E 不 整 円 形 13 緩傾 叫
SK-501,51lA,
B不明

C6is N-47° 一W 不 定 形 15 40 夕顧 垂直 SK-512.514不 明

D6e7 N-0° 不整楕円形 10 外傾 耐 自然 土師質 2片

D6e7 N-35°一W 楕  円 形 緩傾 阻状

D6g8 N-27°一E 不 定  形 外傾 凹凸 自然 SK-535不明

D6g8 N-43° 一E 不整楕円形 16 緩傾 皿状 自然
内耳 2片,須恵 1
片

SK-526不 明

N-4° 一ヽ V 不整精円形 夕順 皿状 自然 土師 1片

C7g2 N-81° 一E 円 形 綬傾 皿状

D7ga N-83° 一E 楕  円 形 11 緩傾 皿状 自然 内耳 1片

D7e7 N-23° 一W 不 整 円 形 外傾 平坦 自然
内耳 2片,上師 3
片

SK-561不 明

D7g2 N-25°一W 不 整 円 形 外傾 皿状 土師 3片

D7es N-23°一W 不 定  形 22 外傾 峨 人為 内耳 1片 SK-556不 明

D6J。 N-0° 隅丸長方形 外傾 Ell状 人為
SK-651,SE-4
SD-5不明

D猜 7 N-20° 一E 楕 円 形 15 緩傾 皿状 内耳 4片 SD-26不 明

Di14 N-19° 一Mア 楕 円 形 15 外傾 凪 伏 自然
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坑

口，

上

番
位  置

長径方向

(長軸方向)
平 面 形

規 模
壁面 底面 覆土 出 土 遺 物

備 考

古 → 新
版

号

図

番長径 (m) 豆径 (m) 深さ (cm)

C719 N― o° 楕 円 形 [1 2] 緩傾 皿状 自然 本跡→SK-612,
SK-478不 明

D質 8 N-15° 一E 不整楕円形 21 11 緩傾 皿状 自然

D発 4 N-65° 一E 不 定  形 13 緩傾 皿状 自然 SK-666不 明

D7d3 N-18° 一ヽ V 隅丸長方形 外傾 皿状
内耳 4片,土師 1
片

SK-608,609不
明

D7ca N-79° 一E 不整精円形 [15] 外傾 皿 伏 人為
本跡→SK-608,
SK-641,643不 明

D7c3 N-17° W 隅丸長方形 08 外傾 平坦 人為 SK-607→ 本跡

D7d3 N-26° 一M/ 楕 円 形 緩傾 皿状 人為 本跡→SK-608,
SK-605不明

D6i7 N-17° 一W 不整長方形 [1 12 外傾 平坦 SD-5,13不 明

D6cO N-10° 一ヽ V 楕 円 形 [1 1] 緩傾 皿状 SK-637,638不 明

D6cO N-0 隅丸長方形 [22] 緩傾 平 坦 SK-636,638不 明

D俺 3 N-50°一部′不整楕円形 緩傾 皿状 SK-607不 明

D7ci N-28° W 楕 円 形 [ユ 1] 緩傾 平坦 内耳 1片
SK-637,638,640
不明

DЪ 3 N-20° 一Mア 不整楕円形 緩傾 凹凸 SK-607,622不 明

D7cl N-57° W 不 定 形 [1 外傾 平TH SK-640不 明

D710 N-24° 一Mた 不 定 形 [14] 緩傾 皿状 人為 内耳 4片 本跡→SK-656

D6J9 N-43°―W 円   形 08 垂直 皿状 人為

C812 N-37°一E 楕 円 形 19 緩傾 叫 自然

C釘 9 N-18°一W 不整楕円形 緩傾 凹凸 SK-514不 明

D7dO N-48° 一E 楕 円 形 1 7 緩傾 皿状
内耳 2片,須恵 1
片

C7h3 N-18° 一M「 不整楕円形 17 [12] 垂直 凹凸 SK-479,690不 明

D巧 9 N-74° 一E 楕  円 形 15 緩傾 皿状 内耳 1片 SD-5不 明

685 C7d2 N-50°―E 円   形 外傾 凹 凸 自然

D8b7 N-68°一E 楕 円 形 緩傾 皿状 自然

D8a9 N-90°  E 精 円 形 17 垂直 平坦 自然

C8g6 N-43° 一E 楕 円 形 05 外傾 傾斜 人為

D8b6 N-90° 一E 不整楕円形 外傾 皿状 人為

D8c6 N-17°―W 不整楕円形 07 外傾 平坦

D8a4 N-36° 一ヽ 7 楕  円 形 07 外傾 皿状 自然

D8c8 N-40°一覇ア不整楕円形 知 平IB

D8b9 N-89°一E 円 形 ll 外 IIF 平 坦

D8cO N-48°一W 楕 円 形 07 外傾 皿状 自然

C8i8 N-13° 一M/ 長 方 形 13 外傾 平坦 自然

D8c? N-31°  E 楕 円 形 外傾 皿状

C8a8 N-39°一E 円    形 07 外傾 冊 伏 人為
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土

番
位  置

長径方向

(長軸方向)
平 面 形

規 模
壁 面 底面 覆上 出 上 遺 物

備 考

古 → 新

版

号

図

番
亮径 (m) 短径 (m) 深さ(cm)

D7e8 N-36°一E 不 定 形 外傾 平坦 人為

E6e7 N-71°  E 楕  円 形 13 緩傾 皿状 自然

E6eB N-75°一E 精 円 形 12 11 緩傾 皿状 自然

836 E6d9 N-76°一E 不整長方形 [2 06 19 垂直 平坦 自然 SD-3不 明

E7al N-69°一E 精  円 形 外傾 耐 自然

E7di N-70° 一E 楕  円 形 緩傾 皿状 自然

E7d2 N-19° 一ヽ V 不整楕円形 外傾 皿状 自然

E7d4 N-4°一部「 楕  円 形 外傾 峨 自然

E8bO N-4°一E 楕 円 形 外傾 皿状 SK-848不 明

E7b9 N-32°―E 精 円 形 17 緩傾 m伏 自然 SK-843A不 明

E8aO N-59° 一WV 楕 円 形 07 外傾 凹凸 SK-844不 明

E8bO N-23°一W 楕  円 形 外傾 皿状

E8bO N-35°一E 楕  円 形 外傾 皿状 自然

E8bl N-16°一E 楕  円 形 07 垂直 皿状 人為

E8bl N-79°一W 不 整 円 形 緩傾 叫 自然

857 E8bl N-90°一E 楕 円 形 11 07 緩傾 皿状 自然
縄文 1片,上師 1
片

Ch2 N-64° 一E 精 円 形 外傾 llll状 人為
須恵 1片 ,上師ユ
片

SK-861,866不 明

C拓 2 N-66° 一ヽ V 楕  円 形 [08] 07 外傾 皿状 SK-863不 明

B6eO N-90°一E 不 定 形 [1 1] 10 緩傾 皿状 SK-875不 明

B6eO N-32°一E 円 形 14 緩傾 皿状 SK-874,876不 明

N-89°一W 不 整 円 形 [12] 11 緩傾 皿状 SK-602,875不 明

27〈 II〉 C4is N-48° 一ヽ V 不 整 円 形 [1 1] 外傾 皿状 人為

37く II〉 D5a9 N-64°  E 楕 円 形 19 07 外傾 皿状 自然

51く II〉 D4eo N-44° 一E 惰 円 形 10 州 頃 凹凸 自然

53〈 II〉 D4b9 N-42°一W 楕 円 形 外傾 皿状 自然

61く H〉 D4b7 N-50°一E 楕  円 形 知 凹凸 人為

64く II〉 D4b? N-34° 一ヽ V 精  円 形 垂直 皿状 人為

66〈 II〉 D4e3 N-74° 一部「 不整楕円形 外傾 皿状 人 為

71く I〉 D4f3 N-65°  E 情 円 形 17 垂直 平坦 自然

78〈 II〉 D5a8 N-26° 一E 楕 円 形 2 1 14 外傾 皿状 人為

79く II) D5b3 N-64°一部「 不整楕円形 外傾 平坦 人為

82く H〉 D4f9 N-19°一E 楕 円 形 外傾 llll状 人為

84〈 II〉 D4gO N-38° ―ヽ V 円    形 10 外傾 平坦 人為

85〈 II〉 D4110 N-84° 一ヽ V 円    形 外傾 皿状 人為
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Ａ
一

口
|

▲ 3&Om    一
学 2

SK 75
SKフ5 主層解説
1 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子極微量
2 黒 褐 色 ロームプロック少量,炭化粒子微量

ロキ

生 32.9m   ―

―SK 107

S昨 107 土層解説
1 黒 褐 色  ローム粒子微量 ,ロ ームブ

ロック極微量

口
|

A33.Om

口
|

口
|

A
―-32.9m       ――

マ

SK l16
SK-116 土層解説
1 暗 褐 色 ローム粒子・砂少量,パ ミス粒子極

少量

2 暗 褐 色 ローム粒子・パミス粒子少量,砂・
スコリア粒子極少量

S昨88 土層解説
1 黒   色 ローム粒子極微量,黒色大・ 中・ 小プロック含有
2 黒   色 ローム粒子・ イヽプロック微量
3 黒 褐 色 ローム粒子少量
4 黒 褐 色 ローム粒子少量,ス コリア粒子極微量
5 黒 褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム小ノロック少量,炭化粒子極微量
6 暗 褐 色 含有物なし
7 浅 黄 橙 色 含有物なし
8 にぶい黄橙色 黒色粒子少量

口 |       口
|

▲ 33.Om    ―

Ａ
一

J7
SK-117 土層解説
1 黒  色 ローム粒子少量,ス コリア粒子極少量
2 褐  色 ローム粒子多量,ス コリア粒子少量

0               2m

第238図 土坑実測図(1)

―-306-―



Ａ
一
32.6m

SK 144

S昨 144 上層解説
1 褐  色 ローム粒子多量,コ ームプロック中量,黒色プロック少量
2 灰 褐 色 ローム粒子中量,ロ ームブロック少量

▲ 33.Om   
い`
  _   

口
|

SK 175
SK-175 土層解説
1 黒  色 ローム粒子少量,コ ームプロック微量
2 灰 褐 色 黒色粒子中量,ロ ームプロック微量

SK-469 土層解脱
1 黒  色 黒色粒子多量 ,コ ーム粒子 。ロームイヽ プロック微量
2 暗 褐 色 ローム粒子中量,黒色粒子少量 ,ロ ーム中プロック微

量,ロ ーム小プロック極微量

ローム中量,黒色粒子少量
ローム粒子多量,黒色粒子微量
ローム粒子・黒色栽子少量,ス コリア粒子極微量

黒色粒子中量,コ ーム粒子少量,炭化材微量

黒色粒子中量,ロ ーム粒子少量,ス コリア粒子微量
ローム粒子中量,黒色粒子微量
黒色粒子中量,ロ ーム粒子種少量
ローム粒子多量

0 2m

A32.6m

口
|

SK 142
142 上層解説
黒  色 ローム粒子少量
黒 褐 色 ローム粒子多量
黒  色 ローム粒子少量
黒 褐 色 ローム粒子少量
暗 褐 色 ローム粒子・ ロームブロック少量
褐  色 ロームプロック多量,黒色粒子少量

SK 156
SK 156 土層解説
黒 褐 色 ローム泣子少量,ス コリア粒子極少量
褐  色 ローム粒子中量,ス コリア粒子少量
暗 褐 色 ローム紘子中量
褐  色 ローム粒子中量,砂睡少量
暗 褐 色 ローム粒子中量,ス コリア泣子極少量
褐  色 ローム紘子多量,ス コリア粒子・パミ

ス粒子極少量

A32.4m

SK 469

第 239図 土坑実測図(2)

一引

Ａ
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色

色

色

色
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褐
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７
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し

SK-478 土層解説
1 黒  色  ローム粒子微量
2 黒 褐 色 含有物なし

S昨236 土層解脱
1 灰 掲 色 ローム粒子中量,黒色プロック・ ロームブロック少量
2 褐  色 ローム粒子中量,黒色ブロック・ ロームプロック少量
3 黒 褐 色 ローム粒子少量,ロ ームプコック・ 黒色プロック微量
4 暗 褐 色 ロームプロック少量,黒色プロック微量
5 明 褐 色 黒色粒子少量,ス コリアプロック・黒色プロック微量

SK 515

▲ 32.Om   _

予
SK 536

S昨596 土層解説
1 暗 褐 色 ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック微

量,炭化粒子・焼上粒子極微量
2 褐  色 黒色粒子少量

0                2m

第240図 土坑実測図(3)
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ё ⑤
l

口
|SK S61

SK-561 土層解説

SK 556
SK-556 土層解説
1 褐  色 ローム粒子少量
2 褐  色 ローム粒子少量,炭化粒子極微量
3 黒 褐 色 ローム粒子中量
4 灰 褐 色 ローム粒子少量,黒色粒子微量
5 褐  色 ローム粒子少量
6 明 褐 色 黒色粒子極微量
7 暗 褐 色 ローム粒子少量,黒色粒子・スコリア粒子極

B

第29号

小竪穴

A

口
|

SK 478

④ l

E
Q

SK 583

SK-583 土層解説
1 褐  色 黒色粒子少量,ロ ーム粒子微量
2 褐  色 ロームおヽプロック少量

0

][明 褐 色 ロー

キ

ーム小ブコ|ッ ク多重

生 (  ~
>資
ё |

い|｀
く`こと二五
一

田
|

A32.2m

く
|

SK 643

SK 588

SK 607
く

|

SK-588 土層解説
1 褐  色 ローム粒子中量
2 暗 褐 色  ローム粒子中量
3 褐  色 黒色粒子微量

第241図 土坑実測図(4)
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⑬
Ａ
一

A32.9m

SK 817
SK-817 土層解説
1 暗 褐 色 ローム粒子・ ローム小ブロック・黒色粒子少

量,ス コリア粒子微量
2 黒 褐 色 黒色粒子中量,ロ ーム粒子極少量

口
|

Ａ
一
32.2m

SK 839

SK 825
SK-825 土層解説
1 褐  色 ローム粒子多量,黒色

粒子少量

0               2m

口
|

Ａ
一
32.6m

SK-836 土層解説
1 暗 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム小プロック極少量,炭

化粒子極微量

2 暗 褐 色 ローム粒子・礫極少量,ロ ーム小ブロック微量
3 暗 褐 色 ローム粒子極少量,ス コリア小プロック微量,

スコリア粒子極微量

4 暗 褐 色 ローム粒子極少量,ロ ーム旭ヽプロック微量
5 褐  色 ローム粒子中量,ス コリア粒子極少量
6 明 褐 色 ローム粒子多量

第242図  土坑実測図(5)

-839 土層解説
黒 褐 色 黒色粒子中量,ロ ーム粒子極少量
黒  色 黒色大プロック多量,ロ ーム粒子微量,炭化粒子極微量
黒 褐 色 ローム粒子多量,ローム小プロック・スコリア粒子極微量
黒 褐 色 ローム粒子少量,ス コリア粒子極微量
黒 褐 色 ローム粒子・ ローム中プロック中量
黒  色 ローム粒子極微量
黒  色 ローム粒子微量,ロ ーム小プロック極微量
黒  色 ローム粒子微量,ロ ーム小プロック極微量
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A32.6m

―SK-79 ■層解説        SK 79く H区〉
明黄偶也 合有物なし
黄 褐 色 含有物なし
明 褐 色 含有物なし
明 褐 色 含有物なし
明 褐 色 含有物なし
黄 褐 色 含有物なし

243図 土坑実測図(6)

A 32.6m

II― SK-78 土層解説
1 明褐色 黒色中ブロック少量   SK 78 くII区〉
2 褐  色 含有物なし
3 褐  色 ローム粒子少量

0               2m

3 遺構外遺物
ここでは,遺構外から出上した遺物や表面採取された遺物について記述する。

第244図の拓影図の 1は,田戸下層式土器の胴部片で,太い沈線が施されている。 2は浮島式

上器の胴部片で,横位の沈線や「 C」 字状の刺突文が施されている。 3は浮島式上器の回縁部片

で,押引き文や刺突文が施されている。 4は阿玉台式土器の日縁部付近の破片で,断面三角形の

隆線と結節沈線文が施されている。 5, 6は加曽利 EⅢ式上器の口縁部片で,渦巻き文が見られ

る。 7～ 12は加曽利 EⅢ式土器の口縁部片である。13～25は加曽利 EⅢ式上器の胴部片である。

26～47は加曽利 EⅢ式上器の口縁部中位片や胴部片で,沈線区画の無文帯や回転縄文帯が見られ

る。48～50は加曽利 EIII式上器の胴部片で,条痕文が施されている。51は大木系の縄文中期の土

器の胴部片で,沈線文や角押文が施されている。52はカロ曽利 EⅣ式上器の口縁部片である。53は

称名寺式上器の口縁部片である。54～59は堀ノ内式土器の口縁部片や胴部片で,縄文地文上に沈

線文を描かれている。

60は須恵器の甕片で,外面に縄目のタタキを施し,その上に横位のカキロが施されている。61

は須恵器の甕片で,外面に格子状のタタキロが,内面には青海波文が施されている。62は木葉下

窯産の須恵器の甕片で,外面に綾杉状のタタキロが施されている。63は須恵器の甕片で,外面に

平行タタキロが施されている。64は陶器の甕片である。

Ｉ
Ｌ
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グリッド出土遺物観察表

図版番号 器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第247図

1

内 耳 鍋

上師質土器

A E31 0]

B(94)
体部,国縁部片。体部は直線的
に外傾し,口縁部はわずかに外

反する。

口縁部横ナデ。体部縦方向のナ

色

粒

褐

通

砂

黒

普

10%   P331
Cを4区。

ススが付着。

2

大   皿

土師質土器

A[190]
B(48)

体部,日縁部片。体部,口縁部
は内彎しながら外上方に立ち上

がる。

口縁部,体部横ナデ。 砂粒

浅黄橙色

普通

20%   P338
D7a9,D7b5区 。

3

皿

土師質上器

A[114]
B(24)

体部,口縁部片。体部,国縁部
は直線的に外傾して立ち上が

る。

水挽き成形。 砂粒

にぶい黄橙色

普通

10%   P345
D7aO区。

4

小   皿

土師質土器

A 75
B 21
C 34

口縁部一部欠損。底部は平底で

突出ぎみ。体部,日縁部は直線
的に外傾して立ち上がる。

水挽き成形。底部回転糸切り。

色

粒

褐

良

砂

黒

不

90%   P339
DЪ 5区。

5

小    皿

土師質上器

A 78
B 22
C 30

口縁部一部欠損。底部は平底で

突出する。体部,日縁部は内彎
ぎみに立ち上がる。

水挽き成形。底部回転糸切り。

色

粒

灰

通

砂

褐

普

60%   P341
D7b5区。

6

小   皿

土師質土器

A 72
B 29
C 26

口縁部一部欠損。底部は平底で

径が小さい。体部,口縁部は内

彎して立ち上がる。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒

黒褐色

普通

90%   P340
D約5区。

7

小   皿

土師質土器

[66]

24
29

Ａ

Ｂ

Ｃ

口縁部一部欠損。底部は平底で

突出ぎみ。体部,日縁部は内彎
ぎみに立ち上がる。

水挽き成形。 砂粒

灰黄褐色

不良

75%  P342
D狗6区。

8

小   皿

土師質土器

A[68]
B 19
C 37

口縁部一部欠損。底部は平底で

突出ざみ。体部は直線的に外傾

し,日縁部は内彎する。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒

浅黄色

普通

70%   P344
Dそ7区。

9

/」  ヽ    皿

土師質土器

A 70
B 23
C 34

平底。体部は直線的に外傾し,

日縁部上位で直立する。

水挽き成形。底部回転糸切り。

色

粒

黄

通

砂

浅

普

95%   P346
D狗 4区。

―-314-―



| 
マ | /

＼辻上%＼こ正 | あ  

く頭軍巨露
| 琢

Ⅷ

覗

Ⅷ
V

騨  鯵

t旧 ＼＼_
第247図 遺構外出土遺物実測図(1)

雨
~『

17

メ
珪|ニ二

コ

0

19 LE

10Cm

―
劉

―-315-―



図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・焼成 備   考

図２４７

・０

第 小   皿

土師質土器

A[66]
B 21
C 30

口縁部一部欠損。平底。体部 ,

国縁部は内彎ぎみに立ち上が

る。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒

灰白色

不良

50%  P343
Dtts区 。

皿

土師質土器

B(17)
C 40

底部片。平底でわずかに突出す

る。

水挽 き成形。 砂粒

にぶい黄橙色

普通

30%  P330
Aグ リッド。

小   鉢

陶   器

A E12 8]

B(21)
口縁部片。口縁部上位は外反す

る。

口縁部横ナデ。 灰白色

(釉 )浅責色

普通

10%   P365
Cグ リッド。

小   鉢

陶   器

A[114]
B(20) 獅耐
薦

口縁部片。体部中位で屈

口縁部は直線的に立ち上

体部にロクロロを残す。 灰 白色

(釉 )浅黄色

良好

10%  P369
D3i7区。

甕

陶 器

B(41)
C[318]

底部,胴部片。平底。 胴部外面ナデ。 砂粒

にぶい褐色

普通

10%   P333
C8区。常滑産。
15C。

鉢

陶   器

A[362]
B(48)

体部,日縁部片。体部は直線的
に外傾する。日唇部に面を持つ。

口縁部横ナデ。 砂粒

にぶい赤褐色

普通

5%  P366
Cグ リッド。

営滑産。

盤

陶   器

A[300]
B(40)

体部,口縁部片。体部は内彎し
ながら外傾し,日唇部は外方向
に折り曲げ,わずかに内傾する。

体部にロクロロを残す。 灰白色

(釉 )オ リープ責色

普通

5%  P347
D7aO区。

17

炉
　
　
器

香
　
　
陶

A[74]
B(22)

体部,日縁部片。体部,日縁部
は直立する。日唇部肉厚。

体部横ナデ。 灰白色

(釉 )灰オリーブ色

普通

5%  P368
D俺 1区。

瀬戸産。

香   炉

土師質土器

B 足部片。足は粘上の貼り付け。 足部 ナデ。 砂粒

にぶい黄橙色

普通

5%  P332
Cグ リッド。

甕

須 恵 器

B(46)
C[156]

底部,胴部片。平底。胴部は内
脅しながら外上方に立ち上が

る。

胴部横ナデ。輪積み痕。

色

粒

責

通

砂

灰

普

5%   P348
D71。 区。

長 頸 重

須 恵 器

Ａ

Ｄ

Ｅ

[30]

[96]

07

底部,胴部片。低い高台。胴部
は直線的に外傾する。

胴部横ナデ。

色

石

灰

通

長

褐

普

5%   P349
D8f夕 区。

皿

土師賃上器

A E70]
B 20
C 38

平底。体部は内彎ぎみに外傾し

国縁部は直線的に立ち上がる。

水挽き成形。底部静止糸切り。 小石・長石

にぶい黄橙色

普通

50%  P351
1区。

染 付 碗

磁   器

B 高台部片。高台部は直線的に内

傾する。

釉は全体的に薄 く施されてし

る。

淡橙色

(釉 )灰白色

良好

5%  P357
龍泉窯蓮子碗 I

類。 I区。

染 付 皿

磁   器

B(12)
D[66]
E 05

底部片。高台部は低く,断面は
「U」 字状を呈する。

内面見込みに虫の絵。 白色

(釉 )灰 白色

良好

10%  P373
龍泉窯染付皿E
群。 I区。

碗

青 磁

B(27) 口縁部片。日唇部はわずかに外
反する。器肉は全体的に厚い。

均―に施和されている。 灰白色

(釉 )明緑灰色

良好

5%  P358
龍泉窯。

H区。

碗

青   磁

A[180]

B(25)
体部,国縁部片。体部は直線的
に外傾し,国縁部はわずかに外
反する。

体部外面に蓮弁文。 灰白色

(釉 )灰オリーブ色

良好

5%  P372
龍泉窯碗 I-5。

I区。

皿

白    磁

A[141]

B(20)
口縁部片。日縁部は強く外反す

る。

釉は,均―に施されている。 灰白色
(釉 )白色

良好

5%   P371
龍泉窯。Ⅱ区。
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図版番 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第248図

27

甕

陶 磁 器

A[366]

B(42)
口縁部片。口唇部は内上方につ

まみ上げられている。

日縁部内・外画横ナデ。 砂粒

にぶい褐色

良好

5%   P370
在地産。H区。

密

陶 器

A[300]
B(39)

口縁部片。器肉は厚い。 国縁部内・外面横ナデ。 小石

明赤褐色

普通

5°/O   P 374

在地産。■区。

版

号

図

番
器  種

法 量

出 土 地 点 備 考長 さ (cm) ls (cnl) 厚 さ (cm) 重量 lg)

第248図

29
平 瓦 (38) (60) (277) D8c2

凹面に布当痕,凸面に縄目の

圧痕, 9C     DP15
土製紡錘章 (2_8) (47) 17 21 1 〈II区〉E317区 DP18

円 板 〈H区〉D4gl区 土器転用,縄文時代中期 DP17

第249図

32
平 瓦 (8.2) (91) (2074) くH区〉D3a3区

凹面に布当痕,凸面に縄目
の圧痕, 9C    DP16

版

号

図

番
器  種 石   質

法 三塁
出 土 地 点 備 考

長さ (cm) 幅 (cm) 享さ (clII) 重量 lg)

石 鏃 チ ャー ト 01 B8e5区 表面採取 Q45

石 鏃 安  山 岩 31 C8110区 Q48

石 鏃 買 岩 表面採取 Q52

石 鏃 チ ャー ト 21 10 D4区表面採取 Q54

石 鏃 馬 珀 15 F3e9区 Q59

尖 頭 器 黒 曜  石 B賭1区 有舌 Q46

尖 頭  器 頁 岩 17 51 D4区表面採取 有舌 Q55

スクレーパー 買 岩 12 11 2 E3区 Q58

スクレーパー 馬 着 D4区 Q56

第250図 42 砥 石 緑色凝灰岩 C区 Q47

砥 石 凝 灰 岩 D7f5区 Q49

砥 石 凝 灰  岩 表 採 Ql

砥 石 頁 岩 27 128 7 D5es区 Q57

礎 石 砂 岩 10kg Cそ 2区 Q53

石皿・ 凹石 砂 岩 (108) (7802) D8ee区 Q50

凹 石 砂 岩 47 (4513) 表面採取 Q51

打製 石 斧 砂 岩 57 19 1180 G4aa区 分胴形 Q60

版

号

図

番
器  種

法 量

特 徴 出 土 地 点 備 考長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cnl) 重量 lg)

第251図 50 キセル吸い日 (41) (15) (36) C巧9区 銅製 Tヽ70

キセル吸い日 (45) (10) (21) C拓 9区 鋼製 �[71

キセル吸い日 (53) (44) 表面採取 銅製 M79

キセル吸い日 (75) (09) (85) D5区 銅製 h4182

キセル吸い日 (82) 6) F覧1区 銅製 M85

キセル吸い日 (75) (85) E5区 鋼製 �183

キセル雁首 (43) (09) (29) くH区〉 銅製 M86
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版

号

図

番
器  種

法 量
特 徴 出 土 地 点 備 考

長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量 lg)

第251図 57 キセル雁首 くH区〉表面採取 銅製 M87

角   釘 07 頭部を欠損 D7g8区 鉄製 M72

飾 金 具 頭部整形なし F配4区 銅製 M84

目   貫 「麒麟」 C7i8区 室町時代,銅製  M69

勝

―

掴 ○

５
　
　
（∩
）
５６

~ 52

③俊諭″ヅ 号

0            5Cm

∩
ｕ
留
日
日
Ｈ
Ｖ

|

-

I

追構外出土遺物実測図(5)

》
第251図

表 7 白石遺跡住居跡一覧表
住居跡

番 号
主軸方向 位置 (長軸) 平 面 形

規 模
床面 炉 ・ 竃 覆土 出 上 遺 物 時 期 備  考

え鞠DX短榊神

と B8gO N-63° 一E 長 方 形 51× 37 16-26 平 坦
北 東 電
北コーナー竃

自然
土師26片,礫 7

点
8c前

2 E9c3 N-14° 一W 円   形 5_0× 50 平坦 炉 自然
縄文 76片,須 恵
2片,陶磁 3片 ,
礫 5点

縄文中期

3 D6g2 N-32° 一W 隅 丸 方 形 41× 39 28～ 3( 凹 凸 封ヒ 西  電 自然
土 師105片 ,礫
26点.須恵7片

Bc第 1

四半期

4 E7i6 N-90° 一E 隅丸 方形 3_6× 30 平坦 東 電 自然
土師29片,陶磁
1片,礫 2点

5 E7i4 N-73° 一E 隅 丸 方 形 31× 31 8-23 平坦 4 束 竃 自然
上師40片,礫 1

点

6 E7fl N-10° 一W 隅 丸 方 形 31× 2_9 20～ 3〔 平坦 9 北   竃 自然
土師81片,須恵
14片

,c後半
本跡→

SK-330

―-321-―



住居跡

番 号
主軸方向 位置 (長軸 ) 平 面 形

規 槙
床面 住穴勢 炉 ・ 篭 覆土 出土 遺 物 時  期 備   考

長軸ωX短軸⑭ と高(cm

7 E619 N-14° 一ヽ V 隅 丸 方 形 4 4× 4 3 20-2[ 平坦 6 北   竃 自然
土 師280片,礫
10点 ,須恵10片

9c後半
SK-828→

本跡

8 E8J3 N-49° 一E 橋 円 形 36× 32 2^v10 凹凸 3 石  囲  炉 人為
縄文20片,礫13

点,上師 1片
縄文中期

9 E9e4 N-25° 一W 隅丸長方形 30× 25 皿状 6 北 西  竃 自然
土師73片,須落
5片

9c後末

D3g2 N-55° 一E 長 方 形 36× 3_0 北 東 篭
土師 3片 ,須恵
1片

平安時代

17 E9d3 N-36° 一E 不整楕円形 42× 37 1-8 平 坦 27 石 囲 炉 自然
縄文21片,礫 9

点
亀文中期

D盈 4 N-0° 方 形 [46× 42] 4-6 平坦
北西コーナー

竃,北鼈
人為
土師 3片,須恵
1片,内耳鍋 7
片

15c中 葉

ユくII〉 D314 N-0° 方 形 86× 84 15ヽシ50 平坦 4 北   竃 自然
土 師734片,須
恵36片,礫44点

7c前半

2(II) D3fO N-5° 一E 隅丸長方形 59× 53 4 北   竃 自然
上 師349片,陶
磁 3片,須恵13
片.ス ラグ 1点

7c前半

3〈 II〉 E3b3 N-0° 隅 丸 方 形 [42]× 35 14-22 北   篭 自然
土師65片,須恵
7片,礫 2点

9c初頭
SI-4く Ⅱ〉

新旧不明

4く II〉 E3b4 N-90° 一E 隅丸長方形 [49]× 3‐ 7 東 電 自然
土師65片,須恵
5片 ,礫 2点

不 明
SI-3〈 H〉

新旧不明

5〈 II〉 E4a7 N-87° 一E 隅 丸 方 形 52× 50 平坦 5 東 竃 自然
土師26片,須恵
5片

8c中頃

6〈 II〉 D5f2 N-19° 一W 隅丸 方形 40× 39 平坦 北    竃 自然
土師71片,須恵
7片

8c初頭

7(H〉 E4a9 N-52° 一E 隅丸長方形 40× 34 30-4〔 凹凸 封ヒ 東 電 人為
土師21片,須恵
■片,礫 3点

8c中頃

8〈 H〉 E4fO N-8° 一E 隅 丸 方 形 40× 37 平坦 北   竃 自然 土師48片 7c前半

9く H) F5cs N-35° 一W 隅丸長方形 49× 45 4 北 西 篭
土師 46片,縄文

落儀,否寧
6片 , 8c中葉

10く H〉 F5e4 N-72マ ーE 隅丸長方形 36× 31 東篭・西竃 土師52片
後 半

以降

11〈 II〉 E3e3 N-75° ―E 隅丸長方形 48× 29 東   篭
土師 62片,須恵
5片,縄文 1片 ,
礫 5点

発初頭

―-322-―



第 5章 考 察

本章では,白石遺跡から検出された竪穴式住居跡22軒から出上した遺物をもとに,縄文時代か

ら平安時代までの上器編年を立てることにする。縄文時代は2期 (1・ 2期)に ,古墳時代は 1

期 (3期 )に ,奈良 。平安時代は5期 (4～ 8期)に分類する。

また,中世館跡については,第 4章 5節で Iか らⅣ期に分類した館跡の変遷に中世土器の編年

を当てはめ,おおよその存続年代を推定すると共に,中世文献面から館主の推定も試みる。

第 1節 縄文時代から平安時代の上器

1 縄文時代
(1)第 1期

本期に編年される住居跡は,調査区の南部から1軒 (第 2号住居跡)検出され,縄文時代中期

の加曽利 EⅢ式上器を伴う。本期の上器は,口縁部上位に横位の沈線や隆起線で無文帯と縄文帯

を区画されている点に特徴をもっている。 (第252図 )

似)第 2期

本期に編年される住居跡は,調査区の南東部から2軒 (第 8・ 17号住居跡)検出され,縄文時

代中期の加曽利EⅣ式上器を伴う。本期の上器は,口縁部文様が隆起線による「U」 字文や沈線

による渦巻き文,懸垂文が施されている点と,頸部のくびれが著しい点に特徴がある。 (第252

図)

2 古墳 時代

古墳時代から平安時代の上師器,須恵器の細分基準は下記の通りである。

[土師器]

〈不〉

A類―陶邑の須恵器不蓋を模倣したもので,底部は丸底を呈し,体部 と口縁部の境に明瞭な

稜を有する。

1:口縁部が外反  2:口縁部が短 く直立し,1に比べ小形

B類―A類に類似しているが,丸底から内彎ぎみに立ち上がり,体部 と口縁部の境にわずか

な稜を有するもの。

1:口縁部が内傾  2:口縁部が直立し,器高が低い

C類―常陸太田市幡山窯跡の須恵器不蓋を模倣したもの。
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器種

期 深 鉢

1

加
曽
利
Ｅ

・
Ⅲ

第 9号住居跡出土土器

2

加
曽
利
Ｅ

・
Ⅳ

第252図 土器編年図-1
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D類―平底で,体部は内彎ぎみに外傾し,日唇部がわずかに外反するもの。

1:器高が高い  ・2:器高が低い

E類―高台が付き,体部が内鸞しながら外傾するもの。

1:器高が高 く,日縁部が直立  2:器高が低 く,口縁部が外反

〈坑〉

A類―丸底で,口縁部がやや外反するもの。

B類一体部と口縁部の境に稜を持ち,国縁部が直線的に外傾し,日唇部内面に沈線が巡る関西

系のもの。

C類―丸底で,体部と口縁部の境にわずかな稜を持ち,日縁部が直立するもので,体部外面に

粗いヘラ削り,内面にヘラ磨きが施されている。

〈甕〉

A類―平底で,長】同を呈するもの。

B類―古墳時代中期の伝統をひくもので,胴部は球形を呈し,頸部は「く」の字状を呈する。

C類―小形のもの。

1:平底で,胴部中位から上位にかけて直線的に立ち上がり,日縁部上位がわずかに外反

2:丸底ぎみで,胴部最大径が下位にあり,口縁部が外反

D類―長胴で,頸部は強い「く」の字状を呈し,日唇部に凹線が巡る「常陸型」のもの。

E類一口縁部は強 く外反し,日唇部をつまみ上げたもの。

F類―頸部が「く」の字状を呈し,日唇部の断面が三角形状を呈するもの。

G類―長胴で,口縁部断面が「S」 字状を呈するもの。

[須恵器]

〈邪〉

A類―平底で,器高が低 く,日縁部上位がわずかに外反し,口唇部内面に 1条の沈線が巡る

関西系のもの。

B類―丸底ぎみで,体部,回縁部は直線的に外傾して立ち上がるもの。

1:大形  2:小形

C類―高台が付き,器高が高く,大形のもの。

D類―平底で,底部と体部の境は明瞭で,日縁部上位は強 く外反するもの。

く蓋〉

A類―天丼部は丸 く,天丼部と口縁部の境に沈線が巡るもの。

B類一つまみが付き,天丼部が回転ヘラ削り調整がなされているもの。

1:ボタン状のつまみが付き,天丼部は丸みを持ち,日縁部内面にかえり
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2:内面が窪んだ偏平なつまみが付き,天丼部は直線的で,回唇部は下方につまみ出し

(1)第 3期

本期に編年される住居跡は,調査区の西部から3軒 (第 1・ 2・ 8号住居跡 〈Ⅱ区〉)検出さ

れており,出土遺物から7世紀前葉の集落と思われる。

・土師器

不 :須恵器不蓋を模したA類が主体を占め,口縁部が外反するAl類や口縁部が短く直立する

A2類が見られる。A類は外面にヘラ削り,内面はヘラ磨 きが施されている。また,丸底

で口縁部内面にわずかな稜を持つ BI類や器高が低 く皿に近い形態を示す B2類,常陸太田

市幡山第 2号窯跡出上の須恵器の邪蓋 (第253図)を模したと思われるC類が見られる。

(第254図 )

左十丞

第253図 幡山 2号窯Ltl遺物実測図

6

0           10cm

婉 :丸底で回縁部がやや外反するA類や体部と口縁部の境に稜を持ち,回唇部内面に沈線が

巡る関西系のものと思われるB類,丸底で回縁部が直立するC類が見られる。 (第254図 )

甕 :わずかな頚部のくびれを持ち,回縁部が外反する長胴のA類 と,「 く」の字状を呈し,胴

部が球形のB類が見られるが,こ れは本期で消滅する。外面は,縦方向のヘラ削りが施

されている。 (第254図 )

。須恵器

蓋 :天丼部は丸みを持ち,天丼部と口縁部の境に浅い沈線が巡るA類が見られる。 (第255図 )
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3 奈良時代

(1)第 4期

本期の住居跡は,調査区の中央部や西部からまばらに4軒 (第 1・ 3号住居跡,第 6・ ■号住

居跡 〈H区〉)検出されており,出土遺物から8世紀前葉の集落と思われる。

・土師器

不 :Bl類が形態変化し,国縁部が器肉を減じながら直立する。

姿 :A類は最大径を中位に持つものが見られる。小形甕は平底を呈するCI類 と丸底ぎみの C2

類が見られる。D類は,胴部下位に縦方向のヘラ磨きが施され,回縁部は強 く外反し,日

唇部にわずかな凹線が巡るもので,本期に初現が認められる。

甑 :底部は無底式で,口唇部でわずかに外反する。 (第255図 )

・須恵器

邦 :口唇部内面に沈線が巡る関西系のA類や底部は丸みを呈し,体部下位に回転ヘラ削り調

整がなされており,口径の大きさによって Bl類とB2類が見られる。

蓋 :天丼部は回転ヘラ削りがなされ平坦面を呈し,口唇部でかえりが付 くBl類 と天丼部から

口縁部に向かつて直線的に傾斜し,口唇部にかえりがない B2類が見られる。 (第255図 )

(2)第 5期

本期の住居跡は調査区の南部から3軒 (第 5。 7・ 9号住居跡 〈H区〉)検出されており,出

土遺物から8世紀中葉の集落 と思われる。

・上師器

甕 :A類はさらに長胴化を呈し,砲弾状になる。また,D類は口唇部が上位につまみ上げられ

るようになる。 (第255図 )

。須恵器

邦 :平底で,口径に比べ器高が低 く,口縁部上位がわずかに外反するD類や高台が低 く直線的

に伸び,回縁径の大きいC類も見られる。

蓋 :B2類は,天丼部が丸みを持つようになる。

盤 :体部はわずかに膨らみを持って立ち上がり,回縁部で外上方に立ち上がるものが見られる。

(第255図 )
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4 平安時代
(1)第 6期

本期の住居跡は調査区の中央部から1軒 (第 3号住居跡 〈Ⅱ区〉)検出されており,出土遺物

から9世紀前葉の住居跡と思われる。

・土師器

甕 :頸部が「く」の字状で,国唇部をつまみ上げたE類が見られる。 (第255図 )

・須恵器

不 :第 5期のD類に比べ器高が高くなるものと思われる。 (第255図 )

(劾 第 7期

本期の住居跡は調査区の北東部や南部から3軒 (第 6・ 7・ 9号住居跡)検出されており,出

土遺物から9世紀後葉から9世紀末の集落と思われる。

・土師器

不 :口唇部がわずかに外反するD類は,器高の高い Dl類 と器高の低い D2類に分類することが

できる。高台の付くE類も同様である。

皿 :胴部が直線的に伸びるものが見られる。本器種は本期に出現するものと思われる。

甕 :A類は本期になると口縁部の外反が強くなる。また,D類は胴部中位に縦方向のヘラ削

りを施し,口唇部をやや内側につまみ上げたものが見られ,こ の器種が本期の主体を占め

るものと思われる。日唇部断面が三角形状を呈するF類や口縁部断面が「 S」 字状を呈

するG類も見られる。 (第254図 )

。須恵器

不 :底部と体部の境が不明瞭になり,底部はヘラ切り後無調整のものが多 くなる。 9世紀末に

なると突出ぎみの底部が見られる。

甑 :把手が付き,体部は直線的に立ち上がる。

長頸壼 :台部は低 く直線的に開き,胴部中位に最大径を持つ。 (第255図 )

0)第 8期

本期の住居跡は調査区の南部から3軒 (第 4・ 5号住居跡,第10号住居跡 〈H区〉)検出され

ており,出土遺物から10世紀のものと思われる。

・土師器

不 :D類は底部と体部の境が明瞭になり,口径が小さくなる。E類は,口縁部上位の外反が前

期に比べ弱くなる。

甕 :D類は前期に比べ,回縁部の外反が弱くなり,口唇部の凹線も幅広 くなり,本期において

も主体を占める。E類は口唇部のつまみ上げ幅が広くなる。A類は,ほ とんど変化を示さ
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ない。

甑 :体部は直線的に立ち上がり,口縁部 との区別がつかなくなる。 (第255図 )

以上,白石遺跡から検出された竪穴住居跡は22軒 と少なく,土器のセットも欠けるものが多 く,

明確な土器編年を組み立てることはできなかった。しかし,古墳時代後期においては,甕が竃の

出現と共に長胴化の傾向を示すものと思われる。 5世紀後半に出現した模倣杯は,器高や口縁部

等の形態変化を示しながら奈良時代へと続 く。奈良時代においては,口唇部を直立ぎみにつまみ

出し,胴部下位をヘラ磨きし,底部に木棄痕を残す,所謂常総型甕が,県北地域では8世紀前半

から見られ,口唇部の形態や外面整形,胴部の膨らみに変化を示しながら長い間存在する。須恵

器の杯蓋は,こ の時代から天丼部に偏平なつまみが付 く。平安時代においては,高台付皿は 9世

紀後半に出現するものと思われる。それに対し,須恵器は10世紀以降完全に姿を消すものと思わ

れる。

本跡は,縄文時代中期に集落が形成された後途絶え, 7世紀前半になって,ま た集落が形成さ

れ10世紀代まで存続していたものと思われる。

注 (1)海老沢稔  「常陸太田市幡山窯の検討」『常総台地 13』  1985

(2)黒沢彰哉  「常陸における奈良・平安時代の土器についてJ『房総における奈良・平

安時代の上器』 1983

第 2節 館跡の変遷と中世土器

ここでは,中国陶磁器や瀬戸,常滑産の陶磁器を時間軸とし,編年を立てると共に, 4期に分

類した館跡におおよその実年代を当てはめ,館跡の変遷を考えてみたい。

土師質土器の細分基準は下記の通りである。以後, この基準を基に編年を立てて行 く。

〈内耳鍋〉

A類―丸底で,体部が直線的に外傾するもの。

B類一丸底ぎみで,体部が内彎ぎみに外傾するもの。

C類―平底で,体部が内彎ぎみに外傾するもの。

D類一体部は内鸞ぎみに外傾し,口唇部を横方向につまみ出したもの。

E類一体部は内鸞しながら外傾し,口縁部の長さが長 く,耳部が大きいもの。

F類一体部が浅く楕円形を呈し,頸部が「く」の字状に外反するもの。

くIIEl〉

A類―突出ぎみの平底で,小形のもの。
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B類―突出ぎみの平底で,大形のもの。

C類―平底で,体部は直線的に外傾する器肉の厚い中形のもの。

D類―突出ぎみの平底で,中形のもの。

1:体部,口縁部が直線的に外傾して立ち上がる

2:体部,日縁部が内鸞ぎみに外傾して立ち上がる

E類―器高が他類に比べ低 く,体部に稜を持つもの。

li弱い稜で,中形  2:強い稜で,小形

l I期

本期の館は,東西 [77]m,南北 [80]

m,深さ20cm程の浅い濤で区画し,内

部に居宅を構えたもので,防禦面はほ

とんど意識されておらず,溝は屋敷の

範囲を示す程度のものである (第256

図)。 これは,橋口定志氏の言う水田

経営等を目的とした農地開発型の館と

思われ,福島県須賀川市の蛭館跡の初

期の形態にその類例を求めることがで

きる。

本期の遺構と思われる第159号土壊

の覆土から出土した,見込みに菊花の

スタンプ文が施されている第259図 59 第256図  自石館跡 I期

の青磁の邪は龍泉窯邪Ⅲ類に,グ リッドから出上した体部外面に大ぶりな蓮弁文を持つ58の青磁

の碗は,龍泉窯碗 I-5類 に分類できる。いずれも,13世紀後半から14世紀前半のものと思われ

る。

本期の存続時期は,出土遺物や重複関係等から13世紀から14世紀前葉の時期を当てはめること

ができよう。

2    11〕患日

本期の館は,前期の溝や軸線を一部踏襲し,東西65m,南北 [80]mの長さの堀を巡らしてい

る。北側と南狽1の堀の長さは10mの差があり,南に向かって末広がりを呈している (第257図 )。

堀の深さも前期に比べかなり深く掘られており,防禦の意識がわずかに感じられる。常時は居館
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であり,戦時には城郭的

役割を果すものと思われ

る。若干の違いはあるが ,

「末広がり」 という点で

は埼玉県河越館や栃木県

錢阿寺 と同類 と思われ

る。

本期の第596号土墳 の

覆土から出土した内面見

込みに,双魚文の貼 り付

けがなされている第259

図60の青磁の郭 は龍泉窯

邪Ⅲ-4・ b類に分類で

きる。また,表面採取さ

れた龍泉窯碗や第 1号井

SD-5

第 7号地下式壊 鶉
第2理穴

l!

(
ヽヽ

h
1ヽ

ヽヽ

ヽヽ

ヽ`

J曲第1号墓猿群SE呵

珊
第 4削 下娩

c=二 =二 =ノ
′

戸の覆土から出上した第  第257図 白石館跡H期

259図 64の瀬戸産答窯Ⅳ期と思われる天目茶碗,第 4号地下式墳から出上した内耳鍋A・ B類や

皿A・ B類が主な遺物である。これらは,14世紀中ごろから15世紀前半のものと思われ,本期の

存続時期を14世紀後葉から15世紀前葉の時期とすることができる。

内耳鍋 :耳部の中心線が体部の傾斜と一致し,直線的に立ち上がるA類や体部が内鸞ぎみに外

傾するB類が見られる。出土量は,少ない。

皿 :底部が突出ぎみで,器肉が薄く,体部が直線的に立ち上がり,底径が口径の 2分の 1以下

で小形のA類や大形のB類が見られる。

3 Ⅲ期

本期の館は,前期の堀の外側に一辺103m程の方形の堀を巡らし,東側に副郭を設けている。

副郭内には, 5棟の掘立柱建物跡が配置されており,第 8・ 10号の 2棟の掘立柱建物跡は形状

から見て,厩になるものと思われる。第 3号堀の内側には,堀の覆土含有物から推測すると土塁

が四方に巡っていたものと思われる。出入口部は,第 3号堀の南側の中央から東寄りにあり,そ

こを入ると内郭の出入口部に突き当たる。また,郭内中心部は土塁や柵によって,守 られていた

ものと思われる。このように前期に比べ,よ り防禦面を意識した複郭式館跡になり,常時城郭的

役割を果していたものと思われる (第258図 )。 類例は,不明である。

掴
O SE-6

D第 17号地下式壊
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本期の遺物 としては,第 3号井戸の覆土から出上した第259図 67の瀬戸産の盤や,第24号小竪

穴状遺構の床面から出上した第259図 72の瀬戸産の瓶子,第 6号地下式境の覆土から出土した74

の常滑産の鉢,第282号土坑の覆土から出上した内耳鍋,第 6号井戸の覆土から出上した皿等が

見られ,15世紀中ごろのものと思われる。本期の存続時期は15世紀中葉から15世紀後葉の時期を

当てはめることができる。

内耳鍋 :A類は,尖が りぎみの丸底を呈し,耳部上端がわずかに外反する。 B類は,ほ とんど形

態変化しない。新たに,平底を呈するC類や耳部上端に肉厚のつまみ出しが見られるD類が出現

する。

皿 :底部が不明瞭で,体部,口縁部が直線的に外傾 して立ち上が り,器肉が厚いC類が見られ

る。

0
第21号

地下式墳

〇
SE-15

3号地 下 式 坂

第258図  白石館跡Ⅲ期

4 Ⅳ期
本期の館は,m期の方形館の外側にさらに一辺165mの方形の堀を巡らして巨大化し,二重の

堀と二重の上塁によって,さ らに防禦面の強化が図られている。南側の出入口部には,第 1号堀

・門・土塁が一体化し,ク ランク状に出入りする虎口が設けられたり,西側の出入口部の第 3号

堀には木橋が架けられ,郭内への侵入を防いだり,逆茂木を打ち込み敵が堀内を通って,主郭へ

侵入することを防ぐなどの施設が設けられている。また,内郭の出入口部は平行する第25。 26号
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堀を掘り,道にスロープを持たせ「坂小口」としている。坂を降りきった正面には,土塁や柵等

の障害物が築かれていたものと思われ,第25号堀の長さが第26号堀に比べ5.5m程短 くなってお

り,その部分を左折するようになっていたものと思われる (虎口蔀)。 郭内中央部は鹿沼パミス

層上面まで掘り下げられており,郭内を見えないようにしたり,雨水をここに集める工夫がなさ

れている。主郭は第 6・ 7号堀と第 5号堀 (特に主郭部の部分は,深 く掘られている。)に よっ

て守られており,その内に居宅があったものと思われる。また,主郭を囲む第 6・ 7号堀は第 5

号堀との連結部に幅 lm程の埋め戻しが見られ,本書では土橋としたが,あ るいは堀内を通っ

て主郭内に侵入するのを防ぐためのものであった可能性もある。この様に幾つもの施設が複雑に

|_
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設置されており,ま さに戦国期の堅固な館となっている (第261図 )。 この時期の館跡は,柴田龍

司氏の言う居館と一体化し,恒常的に機能する城郭 (=館城)であると思われる。

本期は,グ リッドから出上している第259図76の龍泉窯の白磁皿や,第 6号井戸の覆土から出

上した81の瀬戸産大窯 I・ H期の皿,第20号地下式墳の覆土から出上した83の常滑産の甕,第 7

号井戸の覆土から出上した内耳鍋,第621号土坑の底面から出上した皿等多くの遺構から多量の

遺物が出上しており,15世紀後半から16世紀前半のものと思われる。また,16世紀中ごろの遺物

も少量見られる。

本期の存続時期は15世紀後葉から16世紀中葉の時期を当てはめることができる。

内耳鍋 :A類は,平底ぎみの丸底となり,耳部は外反する。C類は,前期で耳部が断面長精円

形を呈してぃたものが,やや丸みを帯びる。D類は,耳部上端のつまみ出しが肉厚と

なる。体部の内彎が強く,耳部が大きいE類や体部が浅い楕円形を呈し,頸部が「く」

の字状に外反する遠江産と思われるF類が見られる。出土量,器種共に豊富である。

皿 :A類は,器肉が厚くなる。B類は,さ らに大形化しA類同様内彎ぎみのものが見られる。

C類は,さ らに肉厚になり重量感を増す。その他,中形のD類や体部に稜を持つE類も見

られ,器種も多彩になる。

以上,簡単に述べてきたが全体的に見てみると,館跡の I・ H期 は農地開発経営を目的とした

初期館囲で,防禦面はさほど重視されていない。出土遺物は次期の館を構築する際に整理された

のか,中国産や常滑産の磁器が少量出上しているだけである。 III・ Ⅳ期は,戦闘を目的とした館

城で,防禦面の施設が各所に見受けられる。出土遺物は15世紀後半から16世紀前半の生活にかか

わる土器が多く,館の最終期を示す資料と思われる。このようにして,本館跡は時代の状況と共

にその性格を変え,巨大化していったものと思われる。

また,館の立地する田谷は那珂川の氾濫原の肥沃な土壌を有し,常陸国有数の穀倉地帯であり,

群雄が自領にするための闘いが頻繁にあった地域である。そういう意味でも本館跡は,斎藤慎一

氏の言う「戦闘に対応する軍事拠点や最前線の兵員屯地,分国境の通交監視施設として使用され

た境目の城」であり,特に最前線の兵員屯地の色合いが濃いと思われ,内耳鍋の出上が多いのも,

このことから理解できよう。

本跡出上の上器は陶磁器に比べ土師質土器が 9割 と断然多い。特に,内耳鍋の出土量が多く,

本館跡の性格を考える上で重要な意味を持つものと思われる。また,瀬戸産の陶磁器が全体の 3

割を占めているのに対し,龍泉窯産のものは1割である (第262図 )。 しかし,他の地域では逆の

数値を示しており,本跡での傾向は茨城的特徴であろうか。器種の構成は,第262図 を見てもわ

かる様に小野正敏氏の言う「一つの産地からは,あ る焼物群がやって来て,必要な器種だけが選
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択されて流通する。」という考えを端的に表しており,瀬戸産と龍泉窯産は飲食器,常滑産は貯

蔵具というように産地と器種の区別が明確になされている。また,土師質土器は,明瞭な形態変

化をつかむことができなかったし,共伴関係から無理に縦に並べた部分もあり,今後検討する余

地が十分にある。

第 6号井戸や第 3号堀内からは,馬の骨や歯が出土しており,雨乞いの祭 祀が行われた可能

性が考えられる。

,I

(1)橋固定志  「中世居館の再検討」 『東京考古  5』 1987

(動 須賀川市教育委員会  『蛭館址』1987

は)横田,森田 「大宰府出土の輸入中国陶磁器について」『九州歴史資料館研究論集 4』

1978

他)川越市教育委員会  『河越氏館跡領域確認発掘調査報告書』

6)小室栄一  『中世城郭の研究』 1965

“

)柴田龍司  「中世城館の画期」『中世の城と考古学』 1991

(D 斎藤慎―  「上野国中山城の考察」『中世城郭研究  1』 1987

偲)小野正敏  「中世陶磁器研究の視点と方法」『考古学と中世史研究』 1991

0)大間知篤三 他  『民俗の事典』 (岩崎美術社1985)の雨乞いの項の中に「水の中に石を

投げ込んだり,汚物,死馬の骨等を入れて,雨を呼ばうとする形式のものがある。」という

記述がある。

第 3節 文献から見た館跡

前節では,館跡の存続年代を出土遺物や重複関係等から言及してきた。そこで,本節では『新

編常陸国誌』や『水府志料』等の文献資料をもとに遺跡の位置する那珂川左岸部 (以後,田谷で

記載する。)の時期別勢力 (I～Ⅳ期)を明らかにし,本館跡の館主の推定を試みる。

l I期 (13～ 14世紀前葉 )
(3)

平安時代末期の田谷は,平姓馬場氏の領地である吉田郡か源姓国井氏の領地の国井保のいずれ

かであったものと思われる。本期の田谷は,惣社文書弘安二年 (1279)作 田惣勘文案に「国井保

東方十五丁」「田谷東方十五丁」「同田谷西方十五丁」と記載されており,国井氏の領地と目され

る。しかし,弘安八年 (1285)霜 月騒動以降,当地は没収され北条氏領となった可能性が考えら
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れる。本跡から古い中国磁器や宋銭が出上しているのは,北条氏つまり鎌倉との関係が強かった

ことを物語っているのではなかろうか。また,本跡から北に 2 km程の地点から中国渡来銭が6144

枚出上していることも注目したい。

2 H期 (14世紀後葉～ 15世紀前葉 )

元弘三年 (1333)後醍醐天皇の挙兵と共に,北条支配に不満を持っていた常陸の上豪は,天皇

方に加担し,北条氏を滅ぼした。その後,南北朝動乱で北朝方についた佐竹氏は常陸守護職を手

中にし,常陸北東部の領地拡大を図っている。しかし,文和四年 (1355)2月 の佐竹義篤が嫡子

義香 (義宣)に与えた譲状によると田谷は,その領地に入っておらず依然として吉田郡に属して

いた可能性が高い。となると常陸大縁氏 (馬場氏)関係の者が館に住んでいたものと思われる。

しかし,こ れも長続きせず,大橡氏は応永年間 (1394～ 1428)に江戸氏によって追放されている。

3 Ⅲ期 (15世紀 中葉～後葉 )
『新編常陸国誌』に「高倉七郎祓義,自石氏祗ナリ」と記載されている。それを受け,昭和38

年 (1963)に発行された『水戸市史』では,本跡を田谷白石台城跡として,佐竹の一族,白石氏

が居住した所であるとしている。以上のことから,本期は白石聴義を館主と推定できよう。 (白

石氏にとっては初代館主であるが館自体にとっては何代目かの館主となる)。 というのは,浦義

の祖父泰義 (第264図 )について,御的日記に「建武二年 (1335)鎌倉幕府始射,泰義射手タリ。」

の記載があり,それから推測すると砧義は15世紀始め頃の人物と考えられるからである。

応永十四年 (1407)佐竹義盛の死後,佐竹一族の家督争いが始まり内乱が起こる。その争いの

一つが,『水府志料』の「古屋敷 土人白石の城と云偉ふ。馬場のあと今に有す。或説に,むか

し白石志摩と云もの住しが,額田氏の為に亡びしという。今村老に尋るに知るものなしど]と「額

田野 福田村の境に散野あり。額田野と呼。音額田氏,自石氏を攻し時陣せしよしなれど,その

證たしかならず。」の記載が当てはまるものと思われる。この時期は,額田氏を含め小野崎一族

が争いに乗じて佐竹の領地を71ケ所も侵琴巳していることからも窺い知ることができる。『水府志

料』では,自石志摩の時に額田氏によって滅ばされたとあるが,白石志摩なる人物は白石志摩義

光しか存在しない。しかし,義光は岩瀬城主 (現那珂郡大宮町)で貞和元年 (1345)佐竹氏との

合戦で討ち死にしており聴義よりも音の人物であり時代が合わなく『水府志料』の内容に疑間が

残る。いずれにせよ,白石一族が滅亡した後,江戸氏が内乱に乗じて藤井川以北の地域までも横

領しており,江戸氏関係の者が館主になった可能性も考えられる。
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4 Ⅳ期 (15世紀後葉～ 16世紀 中葉 )

本期は常陸国においても群雄割拠の時代であり,乱世へと突入していく。16世紀初頭,佐竹義

舜は一族の内乱を治め,近隣諸氏に横領,侵犯されていた領地を奪還し,常陸奥七郡 (多珂,久

慈東,久慈西,那珂東,那珂西)の支配拡大を図っている。しかし,天文十六年から十九年 (1547

～1550)にかけて,江戸忠通は佐竹義祐,義昭と大部平 (水戸市)と戸村 個円珂町)で合戦をし,

義昭の軍勢を敗っており:本期も田谷は江戸氏領と考えられる。また,こ のころの田谷は佐竹氏

と江戸氏の領地争いの前線地であり,本館跡は重要な役割を果していたものと思われ,館の縄張

りにも防禦面の充実が図られている。天正十八年 (1589)江戸氏は,佐竹氏に水戸城を追われ,

その後は田谷も佐竹領となり本館の必要性もなくなり廃城となったものと思われる。

以上,館主の推定をしてきたが文献が少ないことと,本跡の位置している所が戦国期の領地争

いの中心地であったこと等,館主の入れ代わりも激しく,特定の館主を推定できなかった。しか

し,戦国期においては,佐竹氏や江戸氏の一族か家来筋が居館していたことは間違いないものと

思われる。今後の資料等の増加を待ってさらに研究して行きたい。

江

(1)本書は,信名の在命中には完成せず,明治34年 (1901)に歴史家栗田寛によって完成した。

(2)本書は,文化 4年 (1807)に小宮山楓軒によって作られた。

(0 遠藤元男  『日本古代史事典』「国司が立保して保司を任じ開発せしめた国衛領で,■世

紀ごろより急速に発展し,平安末期から中世にかけて地方行政区画となった。」

は)「田谷町出上の古銭」『水戸市史 上巻』第 5節

G�ゆ 『常陸誌料』

(6)巻九「氏族」の中にある。

17)那珂郡 1 「常葉組 田谷村」の中にある。

偲)那珂郡 1 「常葉組 豊喰村」の中にある。

(9)『茨城県史 中世編』第 4章 第 1節

QO 『茨城県史 中世編』第 4章 第 1節の江戸氏の佐竹領押領とその形態一覧表の中に「当

乱相違地,田谷近所上野之内,本主白石方」の記載があり,上野は本跡の所在する田谷町

内に小字として残っている。
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五
巾結

平成 2年 4月 から平成 3年 9月 にかけて実施された水戸市田谷町に所在する,白石遺跡の発掘

調査は (仮称)水戸浄水場建設に伴うもので,平成 4年 4月 から平成 5年 3月 までの整理作業を

もって完了する運びとなった。

調査の結果,縄文時代の竪穴住居跡 3軒と古墳時代の竪穴住居跡 3軒,奈良 。平安時代の竪穴

住居跡16軒,中世城館跡等が検出され,縄文時代以降中世に至るまでの先人達の生活の足跡を窺

い知ることができた。

縄文時代においてはカロ曽利 EⅢ ,EⅣ式上器の良好な資料を得ることができた。また,古墳時

代においては後期の大形住居跡が 1軒検出され,同住居跡内からは金環やガラス玉等の貴重な遺

物が出上し,集落内における有力者の様子の一端を知ることができた。奈良 。平安時代において

は全容は明らかにできなかったが,濤に囲まれた掘立柱建物跡や軸線,規模を同じくする3棟の

大形掘立柱建物跡と基壇等の公的建物跡と思われる遺構が検出された。これらの遺構の在り方に

ついては研究途上の段階にあり,今後さらに検討して行かなければならないと思われる。中世に

おいては戦国期に近づくにつれ,本館跡が農地開発型の居館から恒常的な城郭である館城へと規

模を拡大しながら4期に渡 り変化して行ったことがわかった。また,館跡並びにそれに付随する

遺構の全容を把握できたことは,茨城県においては龍ヶ崎市の屋代城に次いで二例目であり,茨

城の中世考古学研究の上で貴重な資料となるものと思われる。

以上のように白石遺跡の発掘調査によって得られた成果が,今後,当地域の歴史の解明の一助

になれば幸いである。

なお,本書をまとめるにあたり,関係各機関,関係各位から御指導と御協力を賜 り,心から感

謝する次第である。
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附

白石遺跡第 9号住居跡から出土した炭化豆種子について

農林水産省農業生物資源研究所

遺伝資源第一部

江川 宜伸

1.は じめ に

平安時代中頃 (10世紀前後)の 白石遺跡第 9号住居跡から多量の食用豆類と思われる炭化種子

が出上した。作物遺物は,わが国への作物の伝播と栽培の歴史を考察する上で興味深い材料であ

る。ここでは,本炭化豆種子についての調査結果の概要を報告する。

2.調 査 方法

遺物出土層より,土壌を採取し,注意深く水洗いし,炭化種子のみ選び分けた。ついで,KON―

TRON EЫ】KTRONIK社の画像解析システムVIDASを 用いて,炭化種子の長さ,幅,長幅比

を約600粒の種子サンプルについて測定し,形状に関する調査を行った。

3.結 果 お よび考察

白石遺跡第 9号住居跡から多量に出上した炭化豆種子は,種子と謄 (へそ)の形態がよく保存

されていた。種子はやや肝臓形をし,隣が腹面の中央部より上部に位置していた。これらの形態

的特徴から本炭化種子はササゲと容易に判定できた。

水洗し上壌を取 り除いた炭化種子を無作為に約600粒選びだし,画像解析装置を用いて,外観

の形態調査を行った結果を第 1, 2図に示した。これによると,本炭化種子は,長さが5。 1～7.0

1mllの ものと7.1～ 9.Omnの ものというように大きく2つのグループに分けられ,種子の長さに関し

て少なくとも2つ以上の系統 (品種)が混在していたと思われる。我々が関東,東北地方の農家

調査で収集する在来のササゲ品種は,7.0～ 8.Ommの ものが多い。種子の長幅比は平均値1.5で ,

約80%の種子が1.4～ 1.6の範囲にあった。この値はこれまで収集したササゲ在来品種とほぼ同じ

値である。

ササゲは,ア フリカの熱帯サバンナに起原した豆で,わが国へ伝播した年代は明らかではない

が,前田 (1987)に よると,延喜式 (927年)にササゲの中国名として「大角豆」がでてくると

いう。白石遺跡より出土した炭化豆種子の本調査結果は,平安時代中頃 (10世紀前後)に は,サ

垂早
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サゲは茨城県において,今日の在来品種とほぼ同じ大きさの品種が栽培されていたことを示し,

ササゲのわが国への伝播の年代,経路に関して貴重な資料を提供するものといえる。

なお,画像解析システムの使用については,農林水産省農業研究センター大麦育種研究室の牧

野徳彦研究室長にご指導を賜った。ここに記して感謝の意を表する。

4.文献
前田和美 1987。 マメと人間。古今書院 (東京)

第 1図 炭化豆種子の長さの変異 第 2図 炭化豆種子の長幅比の変異

4.1 5,16.1 7.18.1 9.0(mm)
; ; ; ; ; ∫
5.0 6.07.0 009,010.0
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白石遺謝出土炭化材の樹種

1.試料

白石遺跡は那珂川の左岸台地上に位置し,縄文時代～中世に亘る遺物・遺構が検出されている。

今回の試料は,平安時代 (9c末 )の焼失住居址 (9号住居址)か ら検出された炭化材 5点であ

る。このうち, 4点 (試料血 1～ 4)はホゾ穴を有する木製品と櫛,皿,盆であり, 1点 (試料

配 5)はカマド内から検出された炭化材である。本試料の用途については不明である。なお,試

料番号は便宜上当社にて付した (表 1)。

2.方法

試料を乾燥させたのち木口面・柾目面 。板目面の 3断面を作製,実体鏡・走査型電子顕微鏡 (無

蒸着・反射電子検出型)を用いて観察 。同定した。同時に電子顕微鏡写真図版 (図版 1)も 作製

した。

3。 結果

同定結果を表 1に示す。 5点の試料のうち,櫛 (試料h2)は 広棄樹 (散孔材)であつたが,

炭化した小片のため属などの種類の同定には至らなかった。その他の 4点 は以下の 3種類に同定

できた。試料の主な解剖学的特徴や現生種の一般的な性質は次のようなものである。なお,一般

的性質などについては「木の事典 第 1巻～第17巻」 (1979～1982)を参考にした。

・コナラ属アカガシ亜属 (Quercus subgen.⑫εんうα物%″誌 sp.) ブナ科

放射孔材で,管壁厚は中庸～厚 く,横断面では楕円形,単独で放射方向に配列する。道管は単

穿孔を有し,壁孔は交互状に配列,放射組織との間では柵状となる。放射組織は同性,単列, 1

～15細胞高のものと複合組織よりなる。柔組織は短接線状および散在状。柔細胞はしばしば結晶

を含む。年輪界は不明瞭。

アカガシ亜属 (カ シ類)に は,アカガシ (o%ιπクs αεク筋),イ チイガシ (O.プみα),ア ラカシ

(O.」協2)な ど7種があるが,果実の構造からヨナラ亜属に分類される常緑低木～小高木の

ウバメガシ (O.〃ダ♭″οケ″ιS)も ,材構造上はカシ類 と類似する。カシ類は,暖温帯常緑広棄

樹林 (いわゆる照棄樹林)の主要な構成種であり,主 として西南日本に分布する。このうち最も

高緯度地域まで分布するのがアカガシで,宮城 。新潟県が北限である。材は重硬・強靱で,器具

・機械・建築・薪炭材などに用いられる。また種子は食用となる。
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。ケヤキ (豹膀θυα髭紹 力)   ニレ科

環孔材で孔圏部は1～ 2列,孔圏外で急激に管径を減じのち漸減,塊状に複合し接戦・斜方向

の紋様をなす。大道管は管壁は厚 く,横断面では円形～楕円形,単独,小道管は管壁厚は中庸～

薄く,横断面では多角形で複合管孔をなす。道管は単穿孔を有し,壁孔は交互状に配列,小道管

内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性Ⅲ型,1～10細胞幅,1～ 30細胞高であるが,

時に60細胞高を越える。しばしば結晶を含む。柔組織は周囲状。年輪界はやや不明瞭。

ケヤキは本州・四国 。九州の谷沿いの肥沃地などに自生し,ま た屋敷林や並木として植栽され

る落葉高木で,時に樹高50mに も達する。材はやや重硬で,強度は大きいが,カロ正は困難でな

く,耐朽性が高く,木理が美しい。建築・造作・器具 。家具・機械・彫刻・薪戊材など各種の用

途が知られ,国産広葉樹材の中で最良のものの一つに上げられる。

・ ヌルデ (Rカクs力υtta)   ウルシ科

環孔材で孔圏部は2～ 4列,孔圏外で急激に管径を減じのち漸減する。大道管は管壁は薄く,

横断面では楕円形,単独,小道管は管壁厚は中庸,横断面では楕円形～やや角張り, 2～ 3個が

複合,複合部はさらに厚くなる。道管は単穿孔を有し,壁孔は交互状に配列,小道管内壁にはら

せん肥厚が認められる。放射組織は異性Ⅲ～H型, 1～ 5細胞幅, 1～ 40細胞高であるが,時に

上下に連結する。柔組織は周囲状および短接線状。柔細胞はしばしば結晶を含む。年輪界はやや

不明瞭。また,試料血 3(蓋)は年輪界がなかったため類似種とした。

ヌルデは北海道 (石狩以南)か ら琉球の山野に普通にみられる落葉小高木である。材は軽軟～

中程度で,力H工は容易,耐朽性が高い。器具材や旋作・薪炭材として用いられるほか,杭や浮子

としての用途も知られる。樹皮は染料に,ま た葉にできる虫えい (=五倍子)はタンニン原料と

なる。

表 1 自石遺跡出土炭イと材の樹種

No 検出遺構など 用  途 名種

1

2

3

4

5

9号住居址No 8

9号住居址配24

9号住居址血46

9号住居址

9号住居址

ホゾ穴有

櫛状炭化物

フタ

曲物

炭化物

ヨナラ属アカガシ亜属の一種

広葉樹 (散孔材)

ヌルデ類似種

ケヤキ

ヌルデ
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4.考察

日本の遺跡から出上した木製品の樹種同定の結果をまとめたものとしては,島地・伊東 (1988)

および伊東 (1990)が ある。今回同定された盆の樹種はケヤキである。また,皿の用材はヌルデ

類似種としたが, これまでの報告ではヌルデを用いている例はない。今回の結果は類似種ではあ

るが,貴重な資料である。

櫛は試料が小さく,樹種の同定には至らなかった。島地 。伊東 (1988)に よると,櫛の材とし

て最も多く使用されるのはイスノキである。「日本の野生植物 I」 (佐竹他,1989)に よると,

イスノキは,現在では本州 (関東南部以西)。 四国 。九州・琉球に自生している。しかし,新潟

県における平安時代の遺跡からイスノキの櫛が報告されており (川村,1983),当時の流通を示

唆する結果もある。島地・伊東 (1988)に よると,古代の櫛の材はツゲ,イ スノキ 。モッコク等

密度が高く,肌目の細かい樹種が使用されているとしている。今回の櫛の樹種は不明であるが,

顕微鏡下では密度が高い緻密な材であった。

ホゾ穴を有する木製品 (試料血 1)と カマド内から出土した炭化材 (試料No 5)は ,用途が不

明であるため詳細な検討は難しい。しかし,同定したコナラ属アカガシ亜属の一種は栗田かなく

そ山製鉄遺跡 (パ リノ・サーヴェイ株式会社,1990)で ,ヌ ルデは西原遺跡 (パ リノ・サーヴェ

イ株式会社,1986)でそれぞれ同定された報告例があり,現在の植生から考えても当時遺跡周辺

で比較的入手可能な樹種であったと思われる。
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自石遺跡 2次

はじめに

白石遺跡 (水戸市田谷町所在)は,那珂川左岸の台地 (那珂台地南端)上に立地し,縄文時代

中期から中世にわたる遺構,遺物が検出されている。本遺跡の第 1次調査では,平安時代 (9世

紀末)の焼失住居址から完形の櫛や盆などの木製品が炭化した状態で検出された。今回,本遺跡

では2次調査が行われ, 7世紀代に相当する住居址 (SI-1)内から炭化材が検出された。炭化

材は,床面直上から検出されたものと床面よりやや上位から検出されたものがある。これらの炭

化材は,本住居址の建築材と推測されている。また,本住居址は発掘調査所見から焼失住居址と

考えられている。

今回の分析調査では,本住居址から検出された炭化材について材同定を行い,建築材の樹種名

を明らかにすることとした。

1.試料

試料は,SI-1住居址から検出された炭化材 4点 (No 67,157,231,256)で ある。配 67の試

料のみ住居址床面より28cm上位から検出され,他の 3点は全て床面直上から検出された。

2.方法

試料を乾燥させたのち,横断面・放射断面・接線断面の 3断面を作製し,走査型電子顕微鏡 (無

蒸着・反射電子検出型)で観察 。同定した。

3.結果

同定結果を表 2に示す。 4点の試料は以下の 3種類に同定された。同定根拠とした主な解剖学

的特徴や現生種の一般的な性質を以下に記す。なお,一般的性質などについては「木の事典 第

2巻,第 6巻」 (平井,1979,1980)を参考にした。

・ ヒノキ属類似種 (cfo C励%α霞

"α

tt Sp。 )  ヒノキ科

早材部から晩材部への移行は緩やか～やや急で,晩材部の幅は狭 く,年輪界は明瞭。樹脂細胞

は晩材部に限って認められ,樹脂道はない。放射仮道管はなく,放射柔細胞の壁は滑らか,分野

壁孔はヒノキ型で 1～ 4個。放射組織は単列, 1～ 15細胞高。

ヒノキ属には,ヒ ノキ (C力αttα霞
"α

tt θttM)と サフラ に.少た技効)の 2種がある。ヒノ

キは本州 (福島県以南)。 四国 。九州に分布し,ま た各地で植栽される常緑高木で,国内ではス

ギに次ぐ植林面積を持つ重要樹種である。材はやや軽軟で加工は容易,割裂性は大きいが,強度
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。保存性は高い。建築
`器
具材など各種の用途が知られている。サワラは本州 (岩手県以南)・

九州に自生し,ま た植栽される高本で多く園芸品種がある。材は軽軟で割裂性は大きく,加工も

容易,強度的にはヒノキに劣るが耐水性が高いため,構や桶にするほか各種の用途がある。

・ コナラ属ヨナラ亜属クヌギ節の一種 (Oクιπtts s力解%.L妙″θうα力%%S S2拡 働施 sp。 )ブナ科

環孔材で孔圏部は 1～ 3列,孔圏外で急激に管径を減じのち漸減しながら放射状に配列する。

大道管は管壁は厚く,横断面では円形,小道管は管壁は中庸～厚く,横断面では角張った円形 ,

ともに単独。単穿孔を有し,壁孔は交互状に配列,放射組織との間では柵状となる。放射組織は

同性,単列, 1～ 20細胞高のものと複合組織よりなる。柔組織は周囲状および短接線状。柔細胞

はしばしば結晶を含む。年輪界は明瞭。

クヌギ節は,コ ナラ亜属 (落葉ナラ類)の中で,果実 (いわゆるドングリ)が 2年目に熟する

グループで,ク ヌギ (⑫ιπtt αεク除Sゲ物α)と アベマキ (O.υ″物う〃た)の 2種がある。クヌギ

は本州 (岩手・山形県以南)。 四国 。九州に,アベマキは本州 (山形・静岡県以西)・ 四国・九州

(北部)に分布するが,中国地方に多い。クヌギは樹高15mに なる高木で,材は重硬である。

古くから薪炭材として利用され,人里近 くに萌芽材として造林されることも多く,薪炭材 として

は国産材中第一の重要材である。このほかに器具・杭材,悟木などの用途が知られる。樹皮・果

実はタンエン原料となり,果実は染料・飼料ともなった。アベマキはクヌギによく似た高木で,

樹皮のコルク層が発達して厚くなる。材質はクヌギに似るが,さ らに重い。用途もクヌギと同様

であるが,樹皮が厚いため薪材にはむかず,炭材としてもクヌギ・コナラより劣るとされる。

・ コナラ属アカガシ亜属の一種 (O%っπクss"解η。●溺力α力%9かたSp.)  ブナ科

放射孔材で,管壁厚は中庸～厚 く,横断面では楕円形,単独で放射方向に配列する。道管は単

穿孔を有し,壁孔は交互状に配列,放射組織との間では柵状となる。放射組織は同性,単列, 1

～15細胞高のものと複合組織よりなる。柔組織は短接線状および散在状。柔細胞はしばしば結晶

を含む。年輪界は不明瞭。

アカガシ亜属 (カ シ類)に は,アカガシ (o%ゼπクsπ
"め
,イ チイガシ (o.夕′υα),ア ラカシ

(o.g力物能)な ど7種があるが,果実の構造からコナラ亜属に分類される常緑低木～河ヽ高木のウ

バメガシ (O.クカ秒陶ιθttιS)も ,材構造上はカシ類と類似する。カシ類は,暖温帯常緑広葉樹

林 (いわゆる照葉樹林)の主要な構成種であり,主 として西南日本に分布する。このうち最も高

緯度地域にまで分布するのがアカガシで,宮城・新潟県が北限である。材は重硬 。強靱で,器具

・機械 。建築・薪炭材などに用いられる。また種子は食用となる。
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4.考察

関東地方では, 7世紀代の

住居の建築材について樹種同

定を行った例はあまり知られ

ていない。これままての分析

調査例 (例えば,高岡,1984;

パ リノ・サーヴェイ株式会

表 2 自石遣跡 2次出土炭化材の樹種

遺構・試料名 樹   種   名

SI-1(No 67)

SI-1(No 157)

SI-1(血 231)

SI-1(No256)

ヨナラ属アカガシ亜属の一種

ヒノキ属類似種

コナラ属アカガシ亜属の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属クヌギ節の一種

社,1984,1987な ど)に より5世紀後半～ 6世紀の建築材には,クヌギ節やコナラ節が多 く用い

られていたことが推測される。県内でもヤツノ上遺跡や中久喜遺跡などで,古墳時代中期の住居

の建築材にこの両種が用いられていたことが知られている。

今回の結果と似たような類例は,埼玉県東松山市上野本篭田遺跡が知られているが,そ の他に

は,あ まり知られていない。アカガシ亜属については, 1次調査でもホゾ穴有とされる試料に用

いられていた。この試料については,用途が明確でなかったが,試料の形状等を考えると本遺跡

では平安時代にアカガシ亜属が建築材として用いられた可能性もある。

また,今回の結果のみを見ると,時代が異なる県内のヤツノ上遺跡や中久喜遺跡などの住居址

と樹種構成に違いが認められる。これが周辺植生の違いや変化によるものか,樹種選択の変化に

よるものなのかは現時点では判断できない。この点については,今後さらに多くの試料について

同定を行い,資料を蓄積する必要があろう。
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分析調査の結果,高崎貝塚,北前遺跡,ヤツノ上遺跡,中久喜遺跡の古墳時代の住居址の建築

材には,関東地方に限定すれば,最 も一般的な樹】旨であったと思われるクヌギ節とヨナラ節が多

く認められた。また,白石遺跡の 2次の 7世紀代 とされる住居址から検出された建築材は,他の

4遺跡とは異なった樹種構成が認められた。

茨城県では,こ れまで住居址の建築材の同定を行った例がほとんどなかったため,建築材の樹

種構成については不明な点が多い。今回の分析調査により,茨城県でも古墳時代の建築材にはク

ヌギ節,コ ナラ節が多く用いられていたことが考えられる。また,ヤツノ上遺跡の結果から,住

居址によってクヌギ節とコナラ節を使い分けていた可能性も考えられる。また,白石遺跡の 7世

紀の住居址では樹種構成に違いがみられる。これについては,遺跡周辺の植生が元々違っていた

ことや,元は同じ様な植生であったが時間とともに変化したこと等が考えられるが,白石遺跡は

今回調査を行った他の 4遺跡とは距離的に離れており,今回の結果のみで判断するには試料数が

少ない。今後さらに多くの試料を同定し,資料を蓄積するとともに,花粉分析等を用いた遺跡周

辺の植生についても検討が必要であろう。特に海岸地域から内陸地域にかけて,空間や時間を意

識した資料畜積が必要であろう。
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２

　

　

　

　

　

４

も
TP83

第 2号堀出土遺物(1) 第 1号堀出土遺物



第 2号堀出土遺物(2)

第 3号堀出土遺物

第 4号堀出土遺物



PLフO

第 4号堀出土遺物

1   第 5号堀出土遺物
第15号濤出土遣物

第25号堀出土遺物

9

67

第26号堀出土遺物



第 8号住居跡出土遺物

第 1号地下式壌出土遺物

第 8号地下式竣出土遺物

第 4号地下式壌出土遺物

M33
第 7号地下式城出上遺物

PL71

1

M30

第 9号地下式墳出上遺物 第10号地下式壌出土遺物(1)



第

　

　

　

　

　

第

PL72

第10号地下式境出土遺物(2)

第20号地下式竣出土遺物

第16号地下式竣出土遺物

第 5号方形竪穴状遺構出土遺物第 2号方形竪穴状遺構出土遺物



PL73

-       2

第 2号積石状塚出土遺物

第 1号積石状塚出土遺物

第 2号墓城群出土遺物

第 9号小竪穴状遣構出土遺物第 3号墓竣群出土遺物



PL74

M57

第10号小竪穴状遺構出土遺物

M58           M36

第19号 J理穴状遺構出土遺物  第 52号小竪穴状遺構出土遺物

第 5号住居跡出土遺物

M97

第 8号住居跡出土遺物



PL75

第 6号井戸出土遺物



PL76

第 8号井戸出土遺物

第159号土坑出土遺物

第480号土坑出土遺物

第217号土坑出土遺物

第282号土坑出土遺物

M43
第432号土坑出土遺物

第508号土坑出土遺物

第578号上坑出土遺物



PL77

第828号上坑出上遣物

に
TP70

遺構外出土遺物(1)



PL78

〆
33

け
TPフ9

映
95

遺構外出土遺物(2)



PL79

遺構外出土遺物(3)



PL80

M73

51

M75・ 76◆ 7フ

遺構外出土遺物(4)



PL81

白石遺跡 1次・炭化材の顕微鏡写真

1.コ ナラ属アカガシ亜属の一種 (No。 1) a(木日)x35,b(柾 日)x70,c(板 目)x70
2.ケヤキ (No.4)a x35,b x70,c x70
3.ヌ ルラr(No.5) a x35,b x70,c x70



ネ ガ 説 明

ネガ番号  樹種名

6・ 004    ケヤキ

7・ 005    ケヤキ

8・ 006    ケヤキ

9・ 007  ヌルデ

10・ 008  ヌルデ

11・ 009  ヌルデ

12・ 010  ヌルデ

13・ 0■  ヨナラ属アカガシ亜属の一種

14・ 012  ヨナラ属アカガシ亜属の一種

15・ 013  ヨナラ属アカガシ亜属の一種

試料番号 断面

血 4  木口

血 4 柾目

血 4 板目

血 5  木日

NQ 5  柾目

血 5  柾目

血 5  板目

配 1  木口

血 1  柾目

No l  板目

*ネガ番号は、ネガの上部にあらかじめ付されている番号を先に、ネガの右下

に示した撮影番号を次に記してある。ネガの下部にある数字は、下記の通りで

ある。

印
　
　
　
ル

２０フ／／斡

100Kx

卜)倍 率

100μ

＼
スケール 号番

０１
＼
＼＼＼
膳

０

(小数点が付く場合,x100)



PL82

自石遺跡 2次・炭化材の顕微鏡写真

1ヒ ノキ属類似種 (SI-01 No.157)
2,コ ナラ属コナラ亜属クヌギ節の一種 (SI-01 No 256)
3コ ナラ属アカガシ亜属の一種 (S卜01 No.67)
a:木回,b:柾目,c:板目

■■■      200μ :2a,3a

“

    200μ :la

■■■■■1   200μ :2卜c,3b― c

■■■■■■■■ 200μ :lb― c

ヒノキ属類似種 (SI-01 No.157)



ネガ番号

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

撮影番号

009

010

011

012

013

014

015

016

017

018

019

試料番号

SI-01 Na157

SI-01N■ 57

SI-01血157

SI-01氏彦56

SI-01 No256

SI-01N256

SI-01さ血 67

SI-01 Nα 67

SI-01 NQ 67

SI-01 Na 67

SI-01 Nα 67

く自石遺 Lt1 2次〉

,購

ヒノキ属類似種

ヒノキ属類似種

ヒノキ属類似種

ヨナラ属コナラ亜属クヌギ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属クヌギ節の一種

コナラ属コナラ亜属クヌギ節の一種

コナラ属アカガシ車属の一種

コナラ属アカガシ重属の一種

コナラ属アカガシ亜属の一種

コナラ属アカガシ亜属の一種

コナラ属アカガシ亜属の一種

断面 図版・写真番号

木口  6-la

板目  6-お

柾目   6-lc

木口   6-2a

板目  6-2b

柾目   6-2c

木口  6-3a

柾目  6-3b

板1目

板目

板目  6-3c
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